
ロシア･サハリンにおける

日本植民地遺産と朝鮮人に関する緊急調査研究

(課題番号14401015)

平成14 - 15年度科学研究費補助金(基盤研究(B)(1))

研究成果報告書

平成16年3月

研究代表者　程 城
(広島大学総合科学部･教授)



中央図書館

はしがき

日本植民地を扱う研究においては人権運動と軌を-にするものが多い｡他の国家や

民族の主権を犯し強圧的に支配し､人権を侵害してきたことは糾弾してもし尽くせな

い｡特に日中戦争開始から敗戦までの間には残酷極まりないものも多々あった｡その

ひとつを強調する言葉がいわゆる｢強制連行｣である｡しかしその言葉は強制的に｢連

行｣という｢連れて行く｣という最初のイメージが強く､最も残酷な労働過程､さら

に期間満了者に対する扱い等､全体像を指す言葉としては不十分である｡さらにその

言葉が残酷性を表すものでありながら､労務動員や徴用など一様ではないものにも使

われるようになった｡現在は､ ｢強制連行｣が定説のような言説となり､それ以外の表

現はタブー視されるようになっている｡そこで本研究では敢えてその言葉を使わず､

｢労務動員｣という言葉を使った｡

本研究では日本､朝鮮､満州､樺太に目を向け､特に戦争非常時期に｢国民総動員

令｣に基づいて行われた労務動員と植民地行政体制等の実態をニュートラルに把握す

るよう努めた｡それらは基本的には内地(日本)延長の政策で行われ､被植民地だけ

に対する政策ではなかった｡残酷な労務管理制度である飯場､タコ部屋などは内地人

も同様であった｡しかし多くのインフォーマントの朝鮮人は日本人が朝鮮人を奴隷化

したと訴える｡

労務動員は帝国時代ではあっても法律によって実行されたものである｡その最たる

ものが徴用である｡現在でも徴兵制を持っている国家においては強制する｡当時の日

本はなぜ樺太に朝鮮人を強制的に労務動員したのか｡刑罰のためではなく､労働させ

るためであった｡効果的に運営するため期間と給料を定めて行ったとはいえ､残酷に

強制した｡その怨念は深い｡

しかしサハリンに残留している朝鮮人たちは学者や運動着たちが主張する｢強制連

行｣についてよりは､戦後日本人を選別的に帰国させて朝鮮人が残留するようにした

ことに怨念が深く強い｡要するに戦後処理に関する不満と恨みである｡半世紀に亘る

植民地について日本はもっと積極的に対応すべだと思う｡否､過誤に関する賠償だけ

ではなく､隣国-の関心と愛情を注ぐべきであろう｡

この研究は総じて4年間の研究の後半のものである｡そして代表者を務めた峯吉城

は定年をこの3月に迎えたが､この研究がより拡大して持続することを願っている｡

サハリンに住みついている朝鮮人､永住帰国して韓国人になった人々の文化変容など

も興味深い課題である｡それらを基盤に北東アジアの植民地,その世界的比較を行な

い､研究成果を世に問い続けていきたいと考えている｡

2004年3月31日

峯吉城

軒2!
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警察公文書からみた樺太朝鮮人労務動員

雀吉城

(広島大学総合科学部教授)

はじめに

サハリン州公文書館は1938年11月12日にアレックスサンドロスクサハリンスクに

設立されたが,1947年サハリン州の成立と共にユジノ･サハリンスクに移転したという｡

そこには日本植民地時代のロシア語と日本語の記録資料も保管されており, 1930年代末

から1940年代初期にわたって書かれた特別高等警察関連の文書も多く含まれている｡そ

の中には朝鮮人労務者に関する膨大な警察関係文書が保存されている｡その公文書はハ

バロフスク,ウラジポストク,モスクワなど三回移動した後(井澗裕､サハリン州公文書

館の日本語文献史料､ 2001年8月　3日､ユジノ･サハリンスク　ルーバクホテルで　口

頭発表),ソ連崩壊後M. S.ヴイソ-コフなどによって公開されるようになった(長瀬

隆, 2003, 10月号:27),この公文書は警察の文書であるので一般的な情報とは異なる｡

しかし植民地末端の機関である警察の文書であるから植民地の実像を知る上では重要な

ものである｡

樺太庁は他の植民地とは異なり､行政府でありながら警察権も保有していた｡それは

警察が植民地行政に深く関与し､役割を果たしたということである1930年代後半から

は治安維持や社会秩序を守るために､国民生活や思想に対する強力で直接的な抑圧取締

を展開した(萩野富士夫､ 1984 : 13),警察は朝鮮植民地の当初から朝鮮人の独立運動者

を監視するために｢朝鮮人ニシテ排日思想ヲ有スル者｣を｢要視察鮮人取締｣ (萩野:97)

の対象にした｡

本稿は1937年以降戦時体制として朝鮮人労務動員に関する樺太庁警察の朝鮮人労務

管理に関する資料に基づく考察である｡樺太庁警察文書の218件の中には豊原特別高等

警察秘密文書が数多く含まれている(井澗裕, 2003, 7号: 64)｡その中でも圧倒的に多

いのは朝鮮人労務動員に関するものである｡

1938年4月1日に公布された国民総動員法によって,国家は戦争に必要な人的･物的

資源を,全面的に統制運用することが可能になった｡ 5月5日の法の施行以降国民生活

はどんどん制限され,これと時を同じくするように戦争が本格化し始めた｡ 4月28日

閣議決定した国民精神総動員実施の基本方針により｢支那事変ノ推移ガ新段階二入リタ

ルコト及之二伴フ内外ノ情勢二対スルー般国民ノ認識ヲ深メ此ノ確実ナル認識二基キ

図?民ノ積極的奮起ヲ促シ其ノ窮行スべキ所ヲ具体的二指示シテ之ヲ実践セシメ八紘一

宇ノ大理想ノ下二帝国所期ノ目的達成=蓮進セシムルコト｣となった｡

1939年7月4日の閣議では｢労務動員実施計画綱領｣を決定した｡この綱領には長期

戦態勢下における労働力の根基に培うと共に労務を統制運用することを目的とするとあ
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る｡その動員の対象は1939年3月新規小学校卒業者､物資動員計画遂行にともなう離職

者,未就業者,農業従事者,商業そのほかにおける労務節減可能な業務従事者,女子無

業者,移住朝鮮人である｡動員する際には農業における青年労力の急減と地方的偏倍の

実情を鑑みて,労務行政機関と経済更正委員会等との連繋を一層緊密にするようにした｡

労務動員実施計画の遂行上重大な支障を生ずる虞ある場合､他に適当な方策がない時は

徴用ノ手段によるとしている｡また生塵にも本章の趣旨に準じ一般労務者需給調整方策

を樹立するとして,内地だけではなく,外地である朝鮮､台湾､樺太及南洋群島に対し

ても適応した｡つまり労務動員は植民地においてだけ実施したものではなく帝国全般に

亘って行われたものである｡樺太庁警察文書は主に国民総動員法の下で行った労務動員,

思想､社会運動と労務管理などに関するものである｡しかし当時の警察は樺太の行政と

密接に係わっていたために､本籍の朝鮮や内地に亘る情報交換-と､捜査網の範囲が拡

大されていた｡

筆者は2000年9月に日本の在日朝鮮人がサハリン州老人会で一世強制連行者-の聞き

取り調査を実施した時に了承を得てその一部始終を撮影した｡その際､ある老人が契約

と貸金の話をした｡一世の労務者たちはほぼ二年間の契約によって給料をうけたこと､

少なくとも通帳では受けたと証言した｡その時突然,指導的立場にある老人会の顧問の

老人の一人がその話を強圧的に押しつぶして､大声で日本の非人道的蛮行を訴えた｡ <

完全に強制なのにお金なんていうのは何のお金か?契約とはいったい何のことか?>と

発言し､怒って自由な雰囲気でのインタビューは一時中断してしまった｡この時彼らは

｢強制的に連れて行って｣ということに話の焦点を置こうとしていると感じた｡このよ

うな状況は研究傾向にもあって｢強制連行｣が強調されてきたようである｡本稿では大

日本帝国による朝鮮の主権剥奪を肯定するものではないが､朝鮮人が日本帝国の臣民と

して樺太に労務動員された事実についてまず把握したい｡

｢要視察｣ ｢要注意｣

日中戦争前,高等警察は主に独立運動着を｢要視察｣とした｡朝鮮人取締に関する文

書綴には要注意朝鮮人の手配や,所在不明者の手配の通達などが記載されている｡それ

によると｢鮮人｣ ｢思想｣ ｢共産｣ ｢民族｣などに分類して, ｢要注｣ ｢特要｣ ｢思想｣

｢容疑｣のランク付けをしている｡特に樺太はソ連国境と隣接しているため､ソ連の領

土である北樺太から移住して来た朝鮮人に対してはスパイ活動を防ぐために防諜取締を

し､防諜要注意者の手配､特に朝鮮人会の｢朝鮮人月報｣に注意した｡朝鮮は内地に対

して外地(樺太･朝鮮･台湾)であるけれども,ここでは外国扱いをしたようである｡管轄

別の朝鮮人の人口(朝鮮人現在表)を調査して, ｢要視察｣ ｢要注意｣と,所在を把握し

行動を視察する｡ 1930-1933年の文書には外国人,特に朝鮮人などの要視察人あるいは

特別要視察人の所在未確認一覧表を作って､行動を視察,調査報告し､また手配などの

文書が通達された｡朝鮮人を犯罪人祝し,思想つまり独立運動着として憂いがある人が
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島内外転出入したり所在不明者になったりすると報告し,手配する｡また要視察容疑者

の実情を知るために現場に行って見ること､犯人などをつれていくこと,さらに逮捕の

ための準備が必要とした｡基本的には監視,視察,注意,調査をして,容疑があると手

配､取締,発見して解除する｡

1936年朝鮮人統計に関する件について｢朝鮮人取締は民族統治の上の重大なる事項｣

なのに1935年10月1日に施行された国勢調査の結果の数字が警察調査の結果より1500

名も多く,豊原町にも警察調査では9月現在163名に対して国勢調査では277名になっ

ており､その差は114名となった｡これに関しては上役から警察の信想性が失墜した､

きちんとした正確な把握を期しているといわれている｡

1936年｢朝鮮人名簿作成取扱内規｣には朝鮮人名簿を調製し朝鮮人に対する保護並び

に視察取締を徹底すること,ただ｢要視察人｣と満15歳以下はこれに限らない｡ ｢編入

者｣については報告すべきこととして移動者に注意している｡本籍,前居住地に照会し

て周密正確に調査し,北樺太の出生者については前居住地における交友関係を調査する

という｡これはソ連の領土に生まれたことに注意を払っていることの現れであろう｡退

島者は名簿から削除､島内移動者については所轄警察に情報を伝える｡乗船朝鮮人を報

告すべきだということは朝鮮人の往来に注視するが,内鮮の離間が生じないように親切

丁寧に調査することとしている｡つまり表面的には内鮮一体政策を守り,実際は朝鮮人

を外地人,あるいは外国人､また犯罪人扱いをしたのである｡

1930年1月15日の文書には,釜山府草梁404番地の金浩範は不達計画を持って内地

へ渡航し京都､大阪方面で数名の朝鮮人と共謀し､高位高官の写真を撮って上海にある

朝鮮独立仮政府に送付するなど不穏計画を企てている｡金はこの計画を｢樺太長浜の鮮

人鄭用基の飯場にて労働し漏らした｣が,その後,知取など-転居したり所在不明にな

っているので厳重捜査して報告すべしという｡飯場とは石炭山において飯場頭が鉱夫の

供給保護監督をする制度であり(九州産業史料研究会､ 1956:212) ､朝鮮人が飯場頭に

なって労働することも多かった｡その組織に独立運動者が入り込むことを恐れている｡

恵須取朝鮮人会々報

1935年7月11日､豊特高秘第1166号｢容疑刊行物発見に関する関係者所在調査に関

する件｣では忠清南道穫山郡吾可面駅塔里陳寿山(33歳)等を追った調査によってこの

刊行物が見つかった｡陳寿山は会報の創刊号を樺太における叔父沈兼吉から貰い受けて,

2号を昨年7月頃金光鉱に与えたという｡彼は創刊号だけ所持している｡警察は創刊号

と2号に基づいて要約あるいは書き写したのがこの文書である｡当時の朝鮮人自身が感

情と思想を書いたものとして貴重なものなで紹介する｡

｢恵須取朝鮮人会々報｣は1931年5月5日に第一号,6月15日に第二号を発行した｡

発行所は恵須取町本町14丁目番外地､発行人は恵須取町南1条2丁目1番地　申爽雨,

編集兼印刷人は恵須取町14の金聖烈である｡この会報は｢差押処分となりたるものなる
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を以って不正授受せられたるものと思料｣されるものである｡

第一号の内容

北緯49度の異域に｢パン｣を求めて,あちこちを坊う同胞兄弟姉妹よ｡白頭山

の山脈が広く伸びて座る三千里大地-食いたくて祖国の江山を捨てて,天涯地角

依託するところがなくて岨呪受ける白衣民族,食いたくても｢パン｣がなく､着

たくても衣がない憐れみ･-｡死の国の吾等同胞に｢パン｣を与え,衣を与えるた

め必死の赤誠を以って朝鮮人会報という貴い児童が誕生した｡砂漠のような寂し

いかつ死床のようで冷たい恵須取朝鮮人社会-換言すれば経済的に知識的に道徳

的に全破滅に逢う白衣人社会において新しい精神を鼓吹させ更生に導き朝鮮人会

報が孤々の声を上げて誕生したという｡自由なく束縛を受けて吾々は自由に筆を

運ぶことが出来ない｡暗黙と迷路を坊復する白衣同胞たちを光明の途に導きて救

済したいと-世界人類中に白衣同胞のように飯と心とを失った人はない朝鮮人の

ように肉体的死滅と精神的死滅に瀕する人はない此の憐な同胞救済の思い責任を
■

君に頼むと同時に我々は力ある限り後援する伏而恵須取朝鮮人士よ｡世界を征服

して階級的束縛という文句は消滅するものであると断言する｡見よ,われわれ白

衣族を見よ｡吾々には団結性がない｡団結がないので勢力がない,勢力がないの

で衣食住の岨呪を受けて追い出されたのではないか｡あちこちの路上を紡復せず

に集って議論せよ｡白衣族等必死的に集いし指導者は必死的に期待している云々｡

この会報は｢我々は力ある限り後援する伏而恵須取朝鮮人士｣ ｢指導者｣の年輩の人

が若い青年に向けて書いているが､それが事実だとすれば書いた人は直接､間接的に

1919年独立運動の影響を受けた人であろう｡彼は募集に応募したか,独立運動者として

逃げてきた者かも知れない1931年といえば､まだ炭鉱労働が盛んな時期であり､動員

されてきた人とは思えない｡経済的な目的にサハリンにきたことは｢食いたくて祖国の

江山を捨て｣という言葉でわかる｡捨てたということは自分の意思でサハリンに来たこ

とを意味する｡しかし植民地になった祖国から｢追い出され｣という言葉は｢捨てた｣

という言葉とは矛盾するようであるが,これは国家や民族的なレベルでのものといえる｡

しかし来てみたサハリンの恵須取は北緯49度の異域であり,食いたくても｢パン｣が

なく,着たくても衣がなく, ｢自由なく束縛を受けて吾々は自由に筆を運ぶことが出来

ない｣砂漠のような寂しいかつ死床のようで冷たい恵須取朝鮮人社会｢死の国｣で-換

言すれば経済的に知識的に道徳的に全破滅に逢う白衣人社会であるという｡それは｢三

千里｣の｢白頭山｣ ｢同胞｣ ｢白衣民族｣が日本の植民地になっているところに理由が

あると思っているようである｡つまり祖国の独立を願っていることがわかる｡さらに｢追

い出された｣という言葉から強制があったようにも思われるが,それは植民地という巨

大な力で｢暗黙と迷路を紡復する白衣同胞｣を指すものであろう｡植民地化されたのは
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｢吾々には団結性がない｡団結がないので勢力がない,勢力がないので衣食住の岨呪を

受けて追い出されたのではないか｣と団結性がないことを訴える｡

著者は｢肉体的死滅と精神的死滅に瀕する人はない此の憐な同胞救済の思い責任を君

に頼む｣ ｢新しい精神を鼓吹させ更生の導きて朝鮮人会報が孤々の声を上げて誕生した｣

と恵須取朝鮮人社会の若い世代に立ち上がることを｢必死的に集いし指導者は必死的に

期待している｣と励んでいる｡そして｢階級的束縛という文句は消滅する｣という｡つ

まり日本人が上位で朝鮮人を束縛することを指す｡この文章は独立運動の意図で書かれ

たといえる｡

第二号の内容

｢恵須取朝鮮人青年会に対して｣ ･日日金聖烈

然しながら此の美しい青年会美名の下に動く青年たちが現在何をしているかを質

したいのである｡簡単に言えば形式的に過ぎないといっても過言でない｡結局はそ

の慧光が段々に細くなって行くので青年たちが覚醒しないというのは哀惜に堪えな

い吾等の思想と民難経済の受難は我らの前途にして暗黙なる道程を辿らしめるので

はないか｡万一永遠に継続すれば朝鮮社会は打撲傷を受け民族魂の滅亡を免れない

ということが目前に見えるということを考えるだろう｡

現今吾々の社会は苛酷無情無悲にして益々複雑化して前後の秩序分割が出来ず早

くに無益に煩偶を絞り出す現象に入りその重要なる責任が青年諸君にあることを覚

醒しなければなれない｡見よ!青年諸君!暗影は坤吟する2千3百万同胞は将来そ

の運命をお前たちに頼んではないか?　背負う荷が2千3百万大衆にあることを忘

れないと同時に2千3百万大衆を回想せざるを得ない無制限の00を受け我々に後

を追って00を受ける原因が即ち団合力薄弱で事業に対し努力がないためにではな

いか71919年大衆運動が鎮圧された後合法的組織の下に大衆機関も00を受ける現

象であるから｡

恵須取朝鮮人青年会! !汝は泣き眠って悪夢を遂げているだろう｡

おト音年たちよ｡何をしているか｡汝も眠っているか｡又はふざけているか｡少々

富み,社会運動成大衆に使命を帯たる青年会が眠って夢を見迷っているのか｡奮起

せよ｡以上の我らの状態を考え見よ｡力を尽くして実行しながら生光の慧光と色彩

を半島江山に投げその光で照らそう｡

2千3百万の重責を如何にする考えか?

落伍すべきや努力と奮闘を以って其難破船を求むべきか｡落伍するとすれば寧ろ

自決せよ｡自決厭なれば難破船を求めよ｡求めようとするならば奮闘戦線上に努力

せよ｡闘争を怠けず絶えず難関の時機を突破せよ｡然れば諸君の足下には理想を発

見することが出来るのだ｡

青年会よ!奮起せよ｡我々将来の基礎を建設せよ｡お一三旬九食するともそれに
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甘んじている青年会よ｡奮起せよ｡時機は待たず､ドンドン前進するのだ｡青年会

よ｡願わくは元気を出し回復せよ｡飢えは食い同胞は期待するのだ｡自信ある青年

たちよ,奮起して活躍せよ｡事更に希望する鏡の声は我々の耳より去らないのだ｡

この文章は大衆社会運動的なものである｡ ｢1919年大衆運動が鎮圧された後合法的組

織の下に大衆機関も00を受ける現象である｣ ｢団合力薄弱｣な｢半島江山｣の｢2千3

百万同胞は将来その運命｣ ｢無制限の00を受け｣ ｢民族魂の滅亡｣ ｢眠って夢を見迷

っているのか｣青年会に向けて覚醒,奮起せよと訴える｡吾等の経済の受難も言ってい

るが弾圧に抵抗して独立運動を呼びかけるのが趣旨である｡ ｢00を受ける｣ 00の表

現は警察の資料の段階ですでに00と表現されていた｡これに該当する語句は当時新聞

などで検閲によって墨や00にして出版されたことのもう一つの表現であろうか,ある

いは警察が書き写した時,そのようにしたのかはわからない｡本物の会報が発見されな

ければならない｡第1号で食難と独立運動が主であったのに比べてこの文章は独立運動

に終始している｡

｢生気を振興せよ｣ ･･･-　菱延喜

現下の恵須取朝鮮人社会相を見れば思想方面が極度に沈滞され閑散限りなり陳腐

弧晒の感がある.即ち熱く醒めるだけ皆醒めている青年の青年たる勇気,意義ある

生活､朝鮮のための生活,朝鮮の将来の要求のため生活を経営し努力する形跡が見

受けられない｡

真に外部と内部が共に平穏無事であるのは退歩の徹底でなく何であろうか｡

此の社会は闘争の社会だ｡故に闘争がなくして平和が継続することは即ち文弱に

して退歩したることは歴史が事実を証明するのだ｡現今我々の総ての生活上の有利

なる機会と権利を失うのは事実である｡然れば何が故に恵須取朝鮮人思想が此の如

き水のない砂漠のように蒼条しているのか?

筆者はその原因を省みるとき全朝鮮的に経済的道徳知識-此の総て有条件が破産

されたためであることは重ねて言う必要はない｡

｢平穏無事であるのは退歩｣ ｢社会は闘争の社会だ｣という言葉からは階級闘争,つ

まり共産主義の影響が見受けられる｡

｢漂流の感想｣ ･日日　金昌寿

広潤なる大地にいく処を知らずこう涙に包みしたるものよ!我らの名前は朝鮮人

である涙と苦難に包みし痛い腹を押さえて北天を望みながら歩く処は国境一帯及び

白衣人々突いている間島､豆満江の一隅である｡あー運命に岨呪されるものよ｡花

が咲くべき世上にしに直面し幸福を祈るたる地に涙が来る千歳年歴史を有するわれ

らである｡境-｡彼の何は何の川なりや｡彼の野原は何処なりや｡母親の目的には
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涙が露らなし父親の口には長い嘆声のでるのみだ｡その処間島の野原であるし,そ

の川は3千里江山を守っている豆満江である｡無情なる河の水も悲哀を感じたる如

く沈黙裡に流れるのみだけして懐かしい故国と愛で父母兄弟に別れし豆満江を渡る

白衣同胞より将に何処-行って放浪の道を止めて永遠に福地を建設して生きてみよ

うか｡

あー｡如何にも我等の叫ぶ悲しい声なりや｡外地にいても我が朝鮮民族は岨呪さ

れる民族の如き何とも可燐なるものなりや　中略-･-･-･-

境･日日･‖宇宙万物を創造したる神よ｡何して我等には総ての自由を没収して不

満苦情のみを与えてあるそうか｡ふ-｡然りとすれば白衣人は余りにも可燐なるも

のでないでしょうか｡海も何処-も往く処ない憐しさよ｡

｢懐かしい故国と愛で父母兄弟に別れし豆満江を渡る白衣同胞より将に何処-行って

放浪｣の悲しさと｢我等には総ての自由を没収｣に抵抗していることが伺える｡ ｢宇宙

万物を創造したる神｣ ｢幸福を祈る｣という言葉は宗教的ではあるが一般的な表現とし

ても使われているので宗教的と断定することはできない｡この会報が1931年発行された

が,その4年後に取締まられるようになったのを考えると秘密にしたのだろうか､ 1930

年代初めまではこの程度の言論の自由があったのかと思われる｡

1936年からは信仰,言論などに統制が厳しくなっていく｡ 2月8日神戸在日朝鮮人キ

リスト教会の事務局長のカナダ人ルーサーリスガ-･ヤング(61歳)は朝鮮と日本で宣

教活動をし,独立運動として47教会を広く団結させ,行方不明者請求などをするので

樺太支教会は知取教会,恵須取教会を要注意としている｡ 4月27日要注意新聞購読鮮人

視察に関する件､要注意新聞が島内に郵送されるので類似な印刷物,新聞が島内に郵送

されないように通牒し,樺太恵須取町武士部落任存和,樺太知取町支部準備会,樺太知

取町松か枝町親睦会などを要注意としている｡ 1942年2月21日｢朝鮮人学生の視察強

化に関する件｣では,治安維持法違反被疑者として朝鮮独立や党再建を企図し,不達運

動をする内地在学生96人の学校別の人数表が通知された｡ 6月23日には朝鮮人共産党

と日本共産党と連携に対して北海道で陸軍特別演習等の行事の前朝鮮人名簿作成するこ

とを指示した｡

朝鮮人に関する注意は特に団体に対して際だっていた｡吉田三郎(林和仲) 48歳外

12名は1941年4月8日結議兄弟相互会なる鮮人団体を結成しているが,結成の目的動

機等に関して調査されている｡炭鉱における友子会乃至各県人会,類似の親睦団体にし

て本会会費徴収を行わず慶弔に際しての金品贈与は各人任意によるなどなんら他意がな

いようであるが,このような朝鮮人の自主的団体の結成は裏面になにか趣意があり､不

軌敢行の温床なる憂いがあるので,このような自主団体をできれば解体させるよう動向

観察すべきだという｡

1942年3月23日｢朝鮮人の民族運動状況に関する件｣では, ｢朝鮮人の民族主義運
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動は極めて執鋤にして随時その客観情勢に応じ或は拾頭し或は塾伏潜在するなど,巧み

に客観情勢を利用し又は他の運動に便乗して策動を持続しつつある実情にして表面好転

化せりと謂うも尚即ち嘗て満州事変の勃発に依り当時彼等は我が国力強大なるを直視し,

帝国新奇の念乃至威服の念を抱くに至りその対日感情は著しく好転せること認められ

た｣という趣旨のことが書かれている｡ ｢更に支那事変の勃発に再び帝国の強大なる国力

を感得し一般朝鮮人は思想上重大なる影響を受け,之により皇民たる自覚を一層強めた

るものの如く一応其の動向は好転を示し｣しかし学生層,宗教家においては依然として

民族的偏見を固執し竜も覚醒せず,支那事変を観望して秘かに帝国の敗戦と朝鮮の独立

を希ひている｡

1942年4月6日｢朝鮮人に対する国民労務手帳交付に関する件｣では,朝鮮人に対

して協和会に加入し,会員章を迅速に交付所持させ,国民労務手帳交付に会員章を提示

するようにした｡ 7月13日｢協和会員章偽造朝鮮人手配に関する件｣では内地姫路で

50部を印刷したのでその店主が申告している｡

造言飛語をする朝鮮人を検挙送局した1942年5月20日､東京市城東区亀戸町の人

夫韓必信(清水必信､ 20歳)は｢現下我国空前の`重大時局に際し真に挙国一体東亜戦完

遂に勇住湛進の秋之を認識せざるのみならず偏狭なる民族的反感意識を抱懐し銃後擾乱

を企図し種種造言飛語をした｣ので警視庁が検挙し､ 5月8日陸軍刑法第99条違反とし

て東京刑事地方裁判所検事局に送致したる趣通報があった｡警察部長からは次のような

事犯の内偵検挙の参考にと通牒があった｡その事犯とは､たとえば｢朝鮮独立｣､ ｢天皇

は人間｣, ｢インドがイギリスの支配になれば日本の戦果は不利｣, ｢ルーズベルトとチャ

ーチルが我らに自由を与える｣､ ｢日本の家族制度には服従意識｣, ｢イギリスは7つの海

を支配している｣､ ｢日本は経済戦で負ける｣, ｢ハワイ戦果は両方の新聞を見なければ分

からない｣､ ｢田舎に空襲の被害が大きい｣等である｡

｢コミテルンの民族運動に対する指令の件｣では,朝鮮民衆の扇動民族意識濃厚なる

ものの結果,朝鮮共産党及党員を支援することが予想されるので相当注意視察すべきだ｣

ある｡

1941年5月15日｢容疑朝鮮人の所在不明に関する件｣の声南薫(18歳)は1927年

9月4日本籍江原道,両親と共に内地住所北海道転入し温根別小学校6年を卒業し家事

農業を手伝い, 1939年11月15日本籍地の金点述(19才)と結婚して住所地で農業に

従事した｡渡航後内地語に精通し,民族意識が熱く､一時帰鮮などの取締りに不平不満

を言う｡ 1940年10月18日家出所在不明,身長5尺5寸位,丸顔､頭髪五分刈,色白,

黒色の折襟洋服上衣に国防色乗馬ズボン黒色編上革靴､戦闘帽,日本語を巧みに話すと

いう｡

民族意識が熱く,一時帰鮮などの取締りに不平不満を言ったという表現には警察に反

抗したことに悪感情をもっている警官が｢民族意識が熱く｣と犯罪人扱いをしているよ

うなニュアンスがある｡

-8-



二　労務動員と管理

日本植民政府は樺太の炭鉱業と木材業､漁業を積極的に開発するために内地人(日本

人)以外に,朝鮮人を移住させた｡人材動員は募集と徴用に大きく2種類に分かれる｡初

期には募集形態だったが後には徴用の性格を帯びる｡日中戦争前には自由募集が一般的

であった｡労務動員だけではなく開拓移住に誘う宣伝もした｡ 1935年3月7日,豊特高

秘第371号一時帰鮮証明書未返納,紛失手配の件は留多加郡農業金弼万(45歳)が18

年前樺太に移住し今回墓参りのため一時帰鮮してきた｡彼が故郷の状況を語ったので参

考のために通達したものである｡つまり故郷で樺太が良いと自慢して来たのでこれを広

く知らせようとしているものであろう｡その内容は次のようである｡

近時の樺太は大いに開け何でも大規模に経営していて朝鮮とは比較にならな

い｡農業する者は皆数十町歩の土地を耕作し､貧しい看でも牛馬5, 6頭は飼育

していて総てが大がかりである｡朝鮮の農民は活気がなくて遊んでいるようにみ

える｡樺太は,冬は大変寒くて仕事ができないように思われるが決してそうでは

なく､色々の副業があって却って冬のほうが忙しいくらいである｡蘇連国境付近

は禁地､急に緊張し,一歩でも国境を越えると直ちに銃殺される恐れがある｡又

此の頃は日本側国境付近には土木,職人､農民､商人等に変装した日本軍人が多

数入り込んでおり､若し之等が軍人だといえば直に警察署に引っ張られるので土

地の者は軍人と知りながら黙っているという｡

しかし戦争が進むにしたがって人材動員は強制性を帯びていく｡特に国民総動員法下

では多くの青年達が動員された｡特に大東亜戦争末期には朝鮮半島の南部農業人口が肉

体労働に徴用で動員された｡これには面(部落のような最小自治単位)が一次的な責任
ノ

を負って徴集対象者らに徴集命令書を伝達した｡ 1次集結地を派出所や面事務所にし､

離脱者が出ないようにした｡郡単位で60･100名の人員になる｡郡では身体検査をして

食事を提供する｡それらの仕事は人材動員を依頼した会社員らが担当した｡時には人材

動員専門会社が引き受けた場合もある｡以下豊原警察署の豊高秘第00号の資料を整理

してみた｡

1938年5月公布の｢朝鮮鉱夫労務扶助規則｣ (勅令第97号)によって多くの朝鮮人が

樺太に動員された｡鉱業者は業務の種類､雇入れの手続､解雇の事由及手続,解雇にお

ける帰郷費支給に関する事項,賃金の支払う方法と支払う期日､鉱夫の貯金その他積立

金を積み立てる時はその方法,払い戻す事由及手続,鉱夫の負担に属する作業用品目,

業務別就業時間および就業時の転換方法､休日,賞与及び制裁の定めがある時はこれに

関する事項を書いた書類を朝鮮総督に提出するようになった｡

動員に際しては2年間と期間が定められており,給料を貰うなど稼ぎとして行かされ
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た｡しかしそれが守られ運用されたとはいえない｡河丁出氏は1943年27歳で三菱炭鉱

に徴用されて｢給料は1日3円20銭という約束でしたが,実際には2円3銭でした｡

そのうち難しい仕事をしたのでe.Riこあがりましたが､ほとんど貯金させられ,月に3

円以上貰ったことはありませんでした｡中略｡ `2年間(徴用の約束期間)働いたので帰

してくれ,といったら`なにをいうのか,国のために延期しなければならない'と断ら

れました｡だれも帰れなかったです｣ (札幌郷土を掘る会, 1997 ‥ 160-161),

労務動員においては逃走者と不良送還者が発生した(武富登己男･林えいだい､ 2000 :

184),その不良送還者とは渡航不許可,採用不可､査証不合格､現地不合格,採用保留

などである(守屋敬彦, 1994: 1-95北海道民団史, 1996:441-456から再引用)｡採用

不可者､現地不合格者,採用保留看たちは本国に還送された｡これは労務能力や入国資

格のない人を不採用したことを意味している｡

動員の過程に多くの人が逃走した｡請願巡査もあったかのよう思われるが,警察は逃

走した人を手配した｡企業は労務者を組織的に管理するようになった｡たとえば炭山で

は組の飯場に委託して労働を実施し,精神的訓練もした｡その訓練の内容については長
IJ

沢秀氏が詳細に記述している(長沢秀, 1986 : 3-7),しかし大部分農民であった労務

者は炭鉱での労働に耐えられなく逃げる人が多くなった1941年, ｢労務動員計画によ

る移住｣には福岡八幡製鉄所内運輸請負業組合共済組合の労務者移住の労務動員計画に

ょり1940年7月18日募集し278名を配置してもらったが事情事故によって202名に

減った｡その中の157名が11月30日に契約期間満了後契約更新して引き続き仕事する｡

これによると202-157-45名(22%)が帰国したことになる｡しかし1944年福岡県

特高課資料では移入者数105,872の中53,277人(50.3%)が逃走者である(武富登己

男･林えいだい編､ 『異郷の炭鉱』海鳥社､ 2000: 185)｡このように逃走者が多くなっ

て警察の業務は急激に増大した｡本警察の文書の圧倒的数が逃走者の所在不明の手配で

あることがそれを物語る｡

｢土工｣の｢所在不明朝鮮人手配｣ ｢募集移住朝鮮人労働者逃走手配｣には誰がどこ

から逃走したのかが一覧となっている｡

194 1 年 ｢労務動 員計 画 による移住 ｣ 表

進 行番号 完結 月 日 件名

1 朝鮮人参行 商取締の件

2 3 月 11 日 在 日朝鮮 基督社会結成 の件

3 3 月 3 日 朝鮮人統計 に関す る件

4 4 月 1 日 一 時帰鮮 証 明書紛失の件

5 4 月 27 日 要注意

6

7

4 月 30 日 内地渡航鮮人調査 の件

5 月 13 日 朝鮮人集団居 住に関す る調査

8 5 月 13 日 在留鮮人送別 調査 の件
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9 5 月 22 日 不正行商鮮人に関する件

10 5 月 25 日 行商鮮人に関す る件

ll 5 月 27 日 人参行商に関す る件

12 5 月 27 日 モル ヒネ中毒鮮人調査の件

13 5 月 2 9 日 鮮人身元調査の件

■14 6 月 1 日 鮮人身元調査の件

15 6 月 3 日 一時帰鮮証明書紛失手配の件

16 6 月 5 日 不正小商鮮人 に関する件

17 6 月 5 日 身元調査の件

18 6 月 8 日 人参行商朝鮮人取締の件

19 6 月 10 日 不正朝鮮人参小商鮮人取締の件

20 6 月 15 日 容疑小商鮮人取締の件

21 6 月 23 日 朝鮮人名簿作成に関す る件

22 7 月 3 日 朝鮮人外国人の一斉調査の件

23 9 月 19 日 朝鮮人居住有無調査の件

24 6 月 27 日 要鮮人の所在不明の件

25 7 月 11 日 要鮮人の所在不明者手配取締整理の件

26 7 月 16 日 要視察鮮人所在発見の件

27 10 月 5 日 要視察鮮人所在発見の件

28 10 月 7 日 金銀密輸出関係鮮人取締件

29 10 月 3 1 日 朝鮮人所在不明手配に関する件

30 11 月 4 日 朝鮮人所在調査に関する件

3 1 11 月 9 日 朝鮮人所在不明手配に関する件

32 11 月 11 日 朝鮮人所在不明手配に関する件

33 11 月 12 日 朝鮮人所在不明手配に関する件

34 11 月 16 日 朝鮮人所在不明手配に関する件

35 11 月 17 日 行動容疑鮮人所在不明に関する件

36 11 月 17 日
瀦お よび保護鳥獣密猟容疑朝鮮人検挙に関す る

件

3 7 11 月 30 日 朝鮮人所在不明手配に関する件

3 8 11 月 30 日 朝鮮人所在不明手配に関する件

39 11 月 30 日 鮮人所在不明手配解除の件

40 11 月 2 7 日 行動容疑鮮人所在発見解除の件

4 1 11 月 30 日 朝鮮人所在不明に関す る件

4 2 11 月 30 日 朝鮮人所在不明に関す る件

4 3 11 月 30 日 朝鮮人所在不明に関す る件

4 4 12 月 5 日 身元不詳鮮人所在不明に関する件

4 5 12 月 7 日 朝鮮人所在調査の件

4 6 12 月 7 日 所在不明鮮人手配の解除

47 12 月 8 日 朝鮮人所在不明手配

48 12 月 9 日 朝鮮人所在不明手配

49 12 月 9 日 朝鮮人所在不明手配

50 12 月 9 日 朝鮮人所在不明手配
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51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

12 月14 日 朝鮮人所在不明一部解除

12 月17 日 朝鮮人所在不明一部解除

12 月17 日

12 月21 日

12月21 日

12月23 日

12月23 日

12 月26 日

12 月26 日

12 月27 日

12 月28 日

12 月28 日

12月30 日

朝鮮人所在不明手配

朝鮮人所在不明手配
朝鮮人所在不明手配に関する件

朝鮮人所在発見解除の件

朝鮮人所在不明手配の件

鮮人所在発見解除の件

朝鮮人所在不明手配

朝鮮人所在不明手配

朝鮮人所在不明手配

朝鮮人所在不明手配

朝鮮人所在不明手配
この表から労務者が増え､ 以前には思想に関するものが多かつたが逃走者に関するも

のが多くなっており,労務者管理に警察が強く関わっていたことがわかる｡次の表では

所在不明に関するものが半分以上を示している｡ ∫

前記 表 の分類 別 百分 率

内容 件 数 () は 進行 番 号 %

朝鮮 人 所 在不 明 手配 3 2 (2 3 ､ 2 9 ､ 3 1 , 3 2 , 3 3 ､

3 4 ､ 3 7 - 4 4 , 4 6 - 6 3 )
5 0 .7

不 正小 商 人 8 (1 , 9 , 1 0 , ll , 1 6 , 1 8 ,

1 9 , 2 0)
12 .6

要 容 疑者 の所 在 不 明 7 (5 , 2 4 , 2 5 , 2 6 , 2 7 ､

3 5 , 4 0 )
l l .0

一時 帰 鮮 証明 書 紛 失 2 (4 , 1 5 ) 3●2

I
身元 調 査 の件

4 (1 3, 1 4 , 17 , 4 5 ) 6●0

朝鮮 人 統 計 に 関 す る件 4 (3 ､ 2 1 , 2 2 ､ 3 0 ) 6●0
I

移動
2 (6 , 8 ) 3●2

キ リス ト教 1 (2 1●5

モ ル ヒネ 中毒 ､ 金 銀 密 輸 出 ､

鳥 獣密 猟

3 (12 , 2 8 ､ 36 )
4●7

逃走者は主に移動の途中(脱船)で,あるいは現場から外出や買い物などに出て行方

不明になる｡樺太炭鉱で所在不明になった人の場合には所在不明になった労務者に関す

る本籍と日本､内地住所を連絡して手配し､犯人(賭博､窃盗､麻薬)を取締まる｡日

本の和歌山県日高郡東亜セメント採据所､青森発電所,新潟,石川県,鹿児島の鉱山な

どから逃走した人についても樺太でも手配するように通達がくる｡逃走した朝鮮人の人

相着衣によって逮捕しろと指示する｡

手配対象者に関しては本籍調査紡には本籍､住所(前住所),氏名,生年月日､異名,
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職業,移動年月,宗教,性向､前科､渡来年月日､渡来目的,経歴､言動､資産収入,

家族､交際者､義主(縁故者?),人相(体格,身長､髪,顔,色,耳､眉,目,鼻､口､

歯,秦,音声､特徴),備考(備考1,女子の氏名の下に女と記載､ 2､モルヒネ中毒患

者の氏名の上に○を赤書き, 3､精神患者の氏名の欄上に基,監と赤書き∴4,銃砲火

薬､刀剣,ヒ首など武器所有者の氏名の欄上に鏡,盟,由､也○を赤書きとする)が羅

列されている｡朝鮮人刑事犯の手配や要視察朝鮮人への取締には本籍･人相･性質･生

活程度･経歴･思想などを記したが､人相着衣が重要視されており,主に肉体的な特徴

を重要視している｡身長はたとえば丈五尺三寸位丈として尺と寸という数字で表してい

る｡体格は肥型と痩型(肥満､中肉,肥-くる方､肥､良),頭髪は長と短(丸刈,五分),

毛の深さ(薄い),ヘアースタイル(丸､前分け､前長､オールバック),顔は形(角､

面長い､丸)と色(赤黒,青白,黒)､朝鮮髭や傷痕,頬骨は高さ,耳は大きさ(並,小)､

鼻は形(獅子鼻),高低,餐,鼻孔(空向け),額は広狭,目は大きさ(大,小),形(細

い,丸い),眉は濃薄,口は大小,傷痕､歯は金冠(金歯),声は大きさ,内地語は理解

力(不解,半解,やや理解､平易なものには理解,普通学校卒業､堪能など)､携帯品と

所持金は額(風呂敷,なし､ 4円､ 8円, 30円ほど所持, 6年学生が父親の500円を持

って家出)などで表記している｡

1940年代になると人相に着衣が加わり,服装について詳しくなる｡服は朝鮮服(木綿

服),と洋服(背広,運動服,国民服､紺色作業衣､),上衣(黒ジャンパー,詰襟服,ハ

イカラ,薄い茶色)とズボン(半ズボン,乗馬ズボン,黒色,国防色),帽子は中折帽濃

茶,)戦闘帽,烏帽子､履物は靴(ゴム短靴､黒短靴,運動靴､皮靴)と下駄､脚衿､足

袋,更に一見女の如くといった印象も書いている｡

以上の人相着衣は現在でも犯人や迷い人探しなどで用いられる目印とほぼ同様である｡

たとえば年齢,身長は160 cm-180 cm,面は長､体格はやせ型,黒色野球帽､サングラス､

黒色ジャンパー､黒色ズボン,所持品は果物ナイフ刃物などである｡ただ日本人警官から

見た朝鮮人の人相着衣であり､それは朝鮮人自身が持つ基準とは若干異なっている｡韓

国人であれば顔に集中しているが､顎,簸,にきび,首のながさなどは注目されていな

い｡日本人警官が見た朝鮮人の耳の｢並｣とは日本人の基準であろうか,あるいは朝鮮

人の標準的なものであろうか｡韓国人は耳そのものの大きさより耳たぶが大きいか､小

さいか(小さいと刃耳という表現する)に注目するのが普通である｡このような表現か

ら考えると｢並｣とは日本人から見た韓国人の耳型であると思われる｡鼻についても韓

国人は高低というより平らな､眉は濃い､薄いというよりよく斜線や直線と表現する｡

このような表現から見ると日本語的な表現であり,顔色は赤黒,青白,黒は不自然的で

ある｡頭髪は長と短,丸,前分け,前長,丸刈､五分,薄い,白と詳しく記しているこ

とはまだ変装ということがなかったことを意味する｡他に創氏改名,家族同伴などに注

視した｡指紋などはまだ導入されていない｡指紋は戦後1950年代以降に普及する｡

所在不明者については発見することが前提になっており,犯罪人扱いをしていないよ
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ぅである｡発見して名簿から解除されるのである｡その発見の｢手配｣は基本的に企業

を守るために協力することであったと思われる｡所在不明者は保線夫,土方､内機夫､

工員,土工､採炭夫,坑夫,車掌､漁業の中､鉄道線路や排水工事中､農業中,坑夫と

して稼動中､雑役夫として稼動中,買い物,映画見物,脱船,あるいは飯場から離脱､

その他の用務と称し逃走した｡そして逃走者は｢発見｣で手配が解除された｡公文書に

は｢募集移住朝鮮人労働者逃走手配の件｣ ｢団体移住朝鮮人労働者逃走手配の件｣ ｢移住

朝鮮人労働者逃走手配の件｣ ｢募集朝鮮人労働者逃走手配の件｣ ｢来島朝鮮人所在不明手

配の件｣ ｢渡航朝鮮人所在不明手配の件｣などが多くある｡

1935年朝鮮人関係書類綴(東候派出所)には一時帰鮮証明書並紛失手配の件､一時帰

鮮看取締に関する件,一時帰鮮証明書紛失並密航許可書不正使用者取締の件､内地渡航

鮮人の動静内査の件,密航朝鮮人掠奪に関する件､渡来鮮人検挙送還に関する件､不正

渡航鮮人送還に関する件,朝鮮人の動静に関する件などが記載されている｡

罪を犯した場合は取り締まって逮描した｡しかし思想に関する件では｢視察｣､ ｢注意｣

して､やはり罪を犯した時に取締､逮挿する｡ ｢逮捕｣するか､ ｢取締｣まるか､ ｢視察｣
′

するかである｡中には賭博,モルヒネ中毒の人もいる｡川上炭山発の列車にのって途中

で逃走した朝鮮人について事業主の届出により調査,労務動員計画に基づく集団移住募

集朝鮮人として渡来中に,あるいは募集に応募して来て働いている時に所在不明､つま

り逃亡した者などを手配した｡逃走者は大体内地に渡航した｡中には警察の視線を避け

て交通不便な山奥に隠れて生活する朝鮮人もいた｡ 1941年6月30日｢山間僻地に遁世

的生活を営む朝鮮人調査に関する件｣には,島内における朝鮮人にして樺太山脈山麓其

他の山間僻地に遁任し夏期は畢粟の蜜栽培,冬期は密猟をしながら生活する人が相当多

数神出鬼没,跳梁を続けているという趣旨の文章がある｡彼らはスパイ活動の憂いがあ

り, ｢国境の警備に重責を担っている本島として特に防諜､防共上看過しえない緊急のこ

と｣として掃蕩的調査を前提にして計画を樹立すべきだという｡

三　治安･犯罪

労務者ではない移動行商人,放浪者､物乞いは情報を密かに伝える憂いがあり,所在

を把握しなければならない存在である｡ 1936年6月,多額の金品を所有しているにも

拘らず以下のような紙片を呈示し同情を請う行商人を手配した｡所在不明の対象として

象徴的な存在は物乞いと行商する人を､日本語ができるので漁場で通訳させた｡紙片に-

は次のように書かれている｡
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皆様よ
私は突然当地まで来ましたが言葉もわからず年が多くて誠に困つている所､或人が此

の晶を売つ七くれました0 此れを売つて旅費にして故郷へ帰ります○皆様､ 御同情して

ぜひ一品でもお買い求めを願います

各位様

1936年6月8日｢不正行商朝鮮人に関する件｣の金相煙(65歳)は子供がいても扶

養しないので筆類の行商し,紙片に｢私は朝鮮人として腹痛で故国行路旅費不足｣と書

いて物乞いをした｡占師金龍男は1939年10月来町以来町内の各戸を訪問一回50銭乃

至1円の料金を持って吉凶禍福を占い生業とし,独身生活して1月10日無断外出所在

不明､一見温順にして帝国臣民としの充実さを装う故狩にして賭博と飲酒を好む,島内

軍事機密を外国に漏らすかとされている｡

労務動員の期間が満了して帰鮮する人と一時帰鮮する人がいる｡妻の病気のためにな

どの理由による一時帰鮮の身分証明書は1941年6月に7日間,妻(5人)父(1人)母

(1人)に対し病気危篤のための一時帰鮮証明書を発給した｡例えば,妻の病気危篤の

ために1ヶ月間(1940年12月20日-1941年1月20日)の一時帰鮮の身分証明書を

発給している｡しかし帰鮮途中で所在不明になったり,証明書を紛失したりするケース

が多い｡一時帰鮮証明書の遺失はただの紛失ではなく,犯罪行為であった場合が多かっ

たようである｡ 1942年4月6日家族呼寄証明書紛失についての手配がある｡

1941年2月22 ｢豊原警察署長から管内巡査殿-､移住鮮人労務者の一時帰鮮取扱に

関する件｣によると, ｢団体移住朝鮮人労務者中に契約期間満了者が帰鮮する為に作業能

率低下し,労務力充足ノ苦肉策トシテ雇用期間満了帰鮮者ノ名義ヲ利用シ労務者募集ノ

上虚偽ノ申告ヲ為シー時帰鮮証明書ノ下付ヲ受ケ代人ヲシテ不正二渡航セシメント画策

シタル｣という｡減員のために労働力が足りないので帰鮮者名義をもって不正募集した｡

自然保護の政策を取っており, 1936年10月17日｢窮および他の保護鳥獣密猟客朝鮮

人捜査｣では､妻鳳詐他10人が｢括畏｣, ｢箱落｣､ ｢虎侠｣を設置したため樺太庁令狩猟

取締規則に違反し､送局したとある｡

1935年3月16日､豊特高秘第455号｢密航朝鮮人検挙に関する件｣には次のように

ある｡無職の裳斗章(1919年生) 3歳の時実父死亡して, 7歳時母は東洋拓殖株式会社

書記申孝均と再婚し資産1万円,円満な家庭で､彼は連れ子として育った1933年大田

第一公立普通学校卒業, 1934年成績不良で退学した｡彼は義父申孝均の金250円を携帯

し家出し,京城,大部,釜山に着き,慶山旅館に投宿し､内地渡航の機を狙っていたと

ころ,同宿人李全山から内地密航の途があることを聞いて､密航周旋人の李大成と連絡

密航方法の打ち合わせのため,釜山某家で一泊し,さらに潜伏し, 1月13日午前4時半

頃,李全山外4人と労務者風の人30人位で20トン20馬力の発動機船に乗り込み, 14

日午前2時頃長崎県今福,浦の先の村落に上陸し､今福に至り志佐から自動車を呼び長
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崎県早岐駅､大分駅,瀬戸内海航路｢にしき丸｣で15日正午ころ大阪着､自動車で京都

市左京区｢日の出食堂｣の松村方に李全山ほか数人はそこに滞在､襲は午後10時40分

発列車にて上京し世田谷区へいった｡同行人の二人が青山御所付近道路を排相中警察に

挙動不審者として厳重取り調べられて､蓑も検挙された｡

日本帝国の中では華僑､満州国人,中華民国,ユダヤ人､旧ロシア人などは外国人で

ある｡外国人は｢要注意｣とされる｡ 1938年樺太恵須取で商売するロシア人の夫婦(夫

は洋服商､妻は化粧品行商)は神奈川県に｢居住登録｣した外国人であり､彼らについ

て警察は詳しく調査した｡ドイツと伊太利との両国との親善を考え､ユダヤ人の旅券に

は赤字で｢T｣と押して､ドイツ国籍のユダヤ人は両国を排他するので,人種平等を主

張している日本にとって対米関係も考えなければならない｡ユダヤ人｢避難民｣がドイ

ツとイタリアから排斥され内地および植民地に入ろうとする時許可しないこと､通過す

るとき250円以上所持者､行き先国からの書類をはっきりしたものに限って許可した｡

ここまで紹介してきたものの他に興味深いものとして､｢半島人の氏名窃盗犯人逃走手

配の件｣ ｢貧困者調査の件｣ ｢朝鮮人の妻家出手配の件｣ ｢要注意朝鮮人手配の件｣(2件)/

｢結義兄弟相互会結成に関する件｣ (1件)などがある｡ ｢結議兄弟相互会｣は義理の兄

弟関係つまり擬似親族関係による社会関係の拡大する機能を持っている｡それは元来個

人関係に過ぎないものであるが､地域によっては｢兄弟契｣になすものもある｡この相

互会はその伝統的なものに基づいたものと思われる｡おそらくそれが作られたことは日

本の鉱夫の友子組織に刺激されたのであろう｡ ｢友子｣は, ｢友子同盟｣ ｢友子組合｣とも

いい炭鉱や金山など鉱夫特有の互助的な組織である｡危険な仕事でけがや病気になった

ときにお互いが扶助しあう共済組織であり､同時に鉱夫を育て,その共同体的なきずな

を強めるものでもあった｡各炭鉱の組織は,網の目のように他鉱山の組合とも結合して

全国的な広がりを持った｡昭和期に入ると会社側の福利制度が改善されるようになり､

また会社側の労務統制の強化によって衰退させられるが､昭和2年の光珠炭鉱友子組合

では254人が確認され､昭和12年には三井美唄でもおよそ百人､新美唄でも50人の友

子がいた｡やがて戦時下に入って,組織そのものはほとんどが壊滅した(美唄市, 2001 ‥

28)｡

妻家出手配の件は田中広一(李)妻の妻(31歳)が夫李の出稼ぎ留守中に自己の衣類

ぉよび夫より預かった現金4百円､貯金通帳(貯金高20円)を持って所在不明､それ

は時々訪ねてきた慶尚南道出身の金本某(25歳位)と駆け落ちし､彼氏は鉱山に就労し

ていたと認められる｡妻の人相着衣は5尺2寸位の丈に,体格は肥満､顔色は白,目は

著大､鼻は普通,服は朝鮮服である｡金本は5尺3寸位の丈に,中肉､顔痩型､色黒,

頭髪ハイカラ分け､内地語梢解,着衣ゴール天ズボンとジャンパー､黒色背広､地下足

袋をはいている｡

朝鮮人参行商人-の視察･取締通達も多い｡日本産を朝鮮人参として売ることや､副

作用と麻薬との関係の取締りである｡朝鮮人刑事犯の手配や要視察朝鮮人-の取締通達
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などがある｡一人の独立反日運動者に関する記録などの文書が残されている｡

結　論

最近日本は有事法案を成立させた｡韓国には｢戦時勤労動員法｣ (1953年6月3日)

と｢戒厳法｣ (1981年4月17日)がある｡前者により戦争完遂と災害復旧のために勤

労動員することが出来る｡後者の第9条には必要によっては動員,徴発することが出来,

逮挿,拘禁､押収､居住,移転,言論､出版,集会,結社､団体行動に特別措置するこ

とが出来るようになっている｡植民地が絶対悪という論理からすれば出稼ぎ型｢募集｣

さえ強制といえるかもしれない｡あるいは人権,政治､経済,文化などにおいて制度の

問題,運用の問題があったかもしれない｡国民皆兵制がある現在の韓国や北朝鮮でも徴

集などを強制連行とはいえない｡法律によって制度的に行ったことであり､強制連行と

言うのは正しくないと思う｡たとえば平和の時代でも軍隊や警察が存在し,場合によっ

ては武力を振ることだってある｡

既存の研究では労務者を連れて行く方法としては｢募集｣ ｢官斡旋｣ ｢徴用｣など(大沼

保昭,1992:3-10),いわゆる｢強制連行｣に集中して成果を上げてきた｡それは労務動員

の初動に焦点が当てられていたといえる｡それは労務動員,管理,契約満了までの全他

に関するものではなく､部分に関するものであるといえる｡本稿は労務管理に焦点を当

ててみた｡

昭和13年5月公布の｢国家総動員法｣勅令第316号)によって`戦時' (戦争に準ず

べき事変の場合を含む)において｢帝国臣民ヲ徴用シテ総動員業務二従事セシムルコト

ヲ得,但シ兵役法ノ適用を妨ゲズ｣に協力,扶助などに｢動員｣したことを指す｡国家

の命令などによって実施された｡当時の状況から考えると帝国臣民の義務であって､強

制連行とはいえない｡これによる限り動員はアフリカの奴隷狩りのようなイメージとし

ての強制連行とは異なる｡連行とは犯罪人か容疑者を連れて行くニュアンスが強いので,

ここでは強制連行という言葉で強調されている言説であろう｡ここではそれを検証する

ことが困難であるのでだけ理解する｡少なくとも強制は｢狩り｣ではない｡ただ｢植民

地という状況｣の下で行われた｢強制｣であろう｡それが強制労働を意味するが,契約

期間と給料が定まった制度として行われた｡期間が終わって再契約をする人もいたが､

戻った人が多かったゆえに不足人員を満たすためにブローカーが強制や詐欺をするので,

それを防備するために捜査をした記録がある｡本稿では強制連行という言葉を使わず労

務動員という言葉を使ったのは強制連行を否定するわけではない｡それは残酷性を強調

するニュアンスがあってニュートラルな言葉ではないからである｡

日中戦争と太平洋戦争の時期における国民総動員法で樺太警察庁が朝鮮人を手配,敬

締､視察,注意した警察の文書であるので,この文書だけを見ると日本人警官が朝鮮人

を犯人としている｡しかし基本的には内地延長線で外地に適応したものであって,樺太

と朝鮮人だけに限られない｡刑事犯と所在不明者を手配したのを考えると特に労務者所

-17-



在不明者に対する｢手配｣である｡その中でも大部分は内地で所在不明になった人の手

配である｡おそらくそれは植民地全警察に通報したものと推測する｡

本稿で扱った内容は植民地において広く見られる現象に過ぎない(参照:武富登己男･

林えいだい, 2000;守屋敬彦, 1994)c特に内地と満州-の移住と連動するものである｡

この樺太警察文書から見る特徴はある｡

思想に関する特高課の活動は民族主義者の独立運動と共産主義者を統御するものであ

るが,樺太においてはソ連と国境を接しており,特にスパイ活動に注意したことである｡

一方朝鮮人はソ連側からも日本人のスパイとして容疑された｡これは朝鮮人が両国の間

にいる存在であったことを意味する1935年7月11日,豊特高秘第1166号｢容疑刊行

物発見に関する関係者所在調査に関する件｣で記された｢恵須取朝鮮人会々報｣は貴重

な資料である｡

労務動員において所在不明者,逃走者が多いことは引率や監視が弱かったことを意味

するかもしれない｡逃走者を挿まえて罰することより探してあげるという企業に協力し

たようである｡歴史は連続するものとはいえども,戦前の,特別警察,労務動員などを

現在の視点から見ると非常に異様に思われる｡しかし20世紀半ばまでの世界史におい

ては戦争や植民地をグローバルに見るとその現象はそれほど異様ではないといえる｡契

約労働は19世紀半ばから末まで植民地時代にインド人や中国人が多くindenture

service　契約労働､詐欺,誘拐,強制,イギリス,フランス､オランダのアフリカ人を

スリランカ､マラヤ､カリブなどの地-労働移住させた｡これらは契約という形式を借

りた強制に過ぎない｡イギリスやフランスなども植民地に労務者を動員した｡イギリス

は東南アジアの間接統治において契約移民も行った｡朝鮮人労務動員も2年間の契約で

いかされたが契約期間満了によって強制的に再契約せられた｡本文書からは妻や両親の

病気のためには｢一時帰鮮｣や｢期間満了帰鮮｣があったことから制度的には軍隊とは

異なったという多少の安堵感があったと思われる｡

戦後国造りのナショナリズムのなかでは,植民地は｢絶対悪｣として戦前を見ること

が一般的である｡しかしそれではニュートラルな解釈が出来ない｡労務動員ではあって

も漠然として出稼ぎと思って動員された人が多かったようである｡それは｢樺太は大い

に開け何でも大規模に経営して｣いるという宣伝によるものもあったと思われる｡
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樺太の地方行政

名好町の地方誌

中生勝美

(大阪市立大学大学院文学研究科助教授)

1はじめに

1905年,日露戦争によって北緯50度以南を日本の領土とした日本は,北辺の植民地と

して移住を奨励してきた1895年に植民地とした台湾とは異なり,先住民の比率は極端に

少なく,日本人の移民により植民地の経営がなされた｡従来,人類学の分野では,北方系

先住民,およびアイヌ研究であった｡しかし,樺太の植民地の全体像から迫るためには,

日本人の移住によるコミュニティ形成と､その生活実態を理解することが必要である｡

今回の科研のテーマは,サハリン在住朝鮮人の生活史の調査である｡今回のプロジェク

トの前に,平成12年から13年の科研調査により,サハリンのユジノ･サハリンスクにあ

る朝鮮人の組織である韓人会でインタビューをして,彼らのライフヒストリーを中心にサ

ハリン在住の朝鮮人の歴史をまとめた｡この過程で､非常に多くの割合の朝鮮人の残留者

が, 1930年代後半に､朝鮮半島から樺太の炭鉱労働者として徴用されて樺太に渡ってきた

ことが明らかになった｡その炭鉱は,樺太の北部西海岸に多くの炭鉱があったので,ユジ

ノ･サハリンスク在住の朝鮮人の方々も,その多くは北部西海岸の炭鉱から移住してきた

人が多かった1｡

サハリン在住の朝鮮人の生活史を理解する上でも,また日本の植民地としての樺太を理

解するうえでも,樺太の日本人コミュニティの成り立ち,移住史を理解することが,必要

である｡今回の研究では,サハリン在住朝鮮人の生活史の再構成をするうえで,植民地と

しての樺太を総体的に理解するため､研究分担として樺太の日本人コミュニティの成立,

また地方行政を分析することにした｡

本稿で臥ユジノ･サハリンスク在住の朝鮮人の方が多く住んでいた,樺太庁名好町に

焦点を当てる｡この場所は,いままで聞き取りをしたサハリン在住の朝鮮人の方が数多く

居住していた地域であると同時に､筆者が当該地域の地方公文書をまとめて入手したこと

にある.この資料臥昭和14年から19年に,名好町役場に秘書として勤務し､各種国民

団体の役員を歴任していた人物が所持していた文書である｡この文書を元に､北海道にあ

る名好町出身者の集まりである名好会と連絡を取り､現会長,前会長から話しをきき,か

っ当時の話が聞けそうな年配のかたを紹介していただいた｡これらの方々から,公文書を

みながら当時の思い出を聞き取りした｡特に現在仙台にお住まいの,当時名好町役場に勤

務していた沼田多七氏を紹介していただき,公文書の性質とか,そこの記載された内容に

っいての思い出を聞くことができたのは大きな収穫であった｡

樺太の地方行政に関しては,従来ほとんど研究がなく,ただその地域から引き揚げた方々
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が回想録を出版したものが若干あるのみである2｡名好町に関しては,すでに名好郡会編『思

い出の名好』 (私家版, 1990年)として出版しているoしかし､今回収集した公文書臥

さらに詳しい情報があるので,その目録とともに,その資料に現れている戦時中の樺太の

生活誌を報告したい｡なお,資料の性質上,昭和の元号による表記が頻繁にでるため､年

号表記は書籍の出版を除いて元号で表記した｡

2　名好町の概況

1906年の樺太の人口は12,361人であったのが, 1941年には394,196人となった｡暦年

の人口数と､ 1941年の市･支庁別人ロは次のとおりである｡

表1　人口の変遷

年 別 戸 数
人 口

男 女 合 計

明治 40 年 (19 07 年) 5 , 188 12,4 58
′=

8 ,0 11 2 0,4 6 9

大正 5 年 (19 16 年 ) 14 ,6 24 37,24 0 29 ,0 40 6 6, 28 0

大正 1 4 年 (19 25 年) 3 7,4 02 108,5 17 80 ,5 19 189, 03 6

昭和 9 年 (19 34 年 ) 6 1,0 09 175, 194 13 7,9 36 3 13, 1 30

昭和 16 年 (194 1 年 ) 7 5, 1 17 2 25, 913 180 , 644 4 06 ,5 57

出典:全国樺太連盟編『樺太沿革･行政史』全国樺太連盟, 1978年, 330ページ｡

表2 1941年の市･支庁別人口

管 内 別 面 積 戸数

人 口 1 方 坪 につ

き人 口
男 女 計

豊原 64 7.7 7, 237 19 , 172 17,98 8 37 , 160 57 .3 7

豊 栄 4 , 10 2.8 7 ,422 23 ,8 50 18,6 95 42 ,5 45 10 .3 7

大泊 4 ,84 3.0 9 ,696 26 ,9 14 24,7 15 5 1,6 29 10 .6 6

本 斗 1,5 66 .6 4 ,982 15,0 69 12,6 9 5 2 7, 764 17. 72

真 岡 2 ,4 90 .1 8 ,479 23,0 96 2 1,9 42 4 5, 038 18.0 9

泊居 2 ,2 92 .4 6, 19 5 18,2 24 14, 78 3 3 3, 00 7 14.4 0

恵須 取 4 ,6 10 .3 18 , 15 2 58,5 5 7 40 ,62 3 9 9, 180 21. 5 1

元 泊 3, 120 .9 4 ,9 02 16,2 02 ll,55 8 2 7 ,760 8. 89

敷香 12, 4 16.5 8,0 52 24,8 29 16 ,64 5 4 2 ,474 3. 42

合 計 3 6, 09 0.3 7 5, 177 225, 9 13 17 7,64 4 40 6 ,55 7 l l. 26

出典:表1と同じ, 330-331ページ｡ただし,出典の計算違いを修正した｡
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表1により,樺太が移住者により建設された植民地であることがわかる｡そこで,樺太

は入植者を奨励するため,さまざまな移住者-優遇策を与えてきた｡本稿で分析の対象と

する名好町は,表2では恵須取支庁に属している｡ 1941年の統計であるが,この表からも

恵須取の特色が顕著に出ているのは,樺太庁で最大の人口を擁する支庁であったことだ｡

これは､人口密度では､豊原の半分の21.51人であるが､面積が恵須取とほぼ同じ豊栄､

大泊,元泊と比較すると,倍近くの密度であり,樺太庁で最大の人口を擁する支庁であっ

た｡

名好町は,石炭鉱業の隆盛に伴い急激に発展し, 1941年に従来の名好村から西柵丹以北

を西柵丹村として分立し､母材を名好町として町制が施行された3｡名好町に最も近い交通,

行政の要所は恵須取町である｡ここには支庁をはじめとして,.測候所､中央試験所こ警察

署,裁判所の出張所,郵便局,無線電信局､国民職業指導所などの公的機関とともに,中

学校､商工学校,公立実科高等女学校の教育施設,商工会議所､北海道拓殖銀行支店､そ

して王子製紙株式会社恵須取工場などの経済の中心地でもあった｡恵須取町は, 1939年の

製紙工場開設とともに発展を遂げ,物資の集散地であった4｡

表3　名好･恵須取･鵜城の国勢調査人口(10月1日現在)

午 恵須取材一→町 鵜城村 名好村

男 女 計

大正 9 年 (1920 年) 4 15 22 1 6 36 89 9 54 1

大正 14 年 (192 5 年 ) 4,92 2 2 ,336 7, 258 2, 302 74 5

昭和 5 年 (19 30 年 ) 10,54 4 7 ,230 17, 774 4,9 8 3 3 ,570

昭和 10 年 (193 5 年 ) 15,55 6 10 ,992 2 6,5 48 4,9 68 5 ,69 1

出典:北海道恵須取会編『沿海州の見える町一樺太恵須取町小史』私家版, 1988年, 25

ページ｡

恵須取町は, 1924年に太平炭鉱と三菱製総会社の換業が始まり,人口は倍増し,さらに

1924年から25年にかけては一挙に10倍も増加した.この人口表を見ると､恵須取町の影

響は鵜城村まであるけれども､名好村までは影響を受けていないことは,この人口に大き

な変化がないことからうかがえる｡

昭和8年の名好村管内概況に記載された住民は814世帯, 4,286人で,大半が｢内地人｣

766世帯､ 4,134人で,その他は｢朝鮮人｣46世帯, 150人, ｢中華民国人｣ 2世帯2人に過

ぎなかった｡そして｢内地人｣の内訳は樺太からの移住者が132世帯, 796人に対して,

北海道からは185世帯, 1,183人と最も多く,ついで青森の92世帯､735人､秋田50世帯､

247人,岩手41世帯, 202人で､ 10世帯以上で39世帯未満の県は,山形,宮城,福島,

石川､富山と,東北･北陸の各地が多い｡そのほか,ほぼ日本全国から転入しており,殖
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民先としての樺太の特徴をよく現している地域である5｡

産業構造は､次の生産価格から読み取ることができる｡

表4　産業別生産価格一覧

種別＼年次 1930 年 (昭和 5 年) 1931 年 (昭和 6年) 1932 年 (昭和 7 年)

林産 1,344,000 846,000 1,458,000

水産 101,350 125,295 111,429

農業 13,893 9,360 26,802

畜産 5,117 5,256 6,484

工業 31,958 38,954 45,080

鉱業 4,050 3,000 3,500

合計 1,500,368 1,027,765 1,651,295

出典:名好村管内概況　昭和8年

産業構造として,製祇業の原料となる丸太の伐採が主要産業であり,恵須取町で換業を

始めた三菱製紙工場が,名好町の基幹産業を支えていたことがわかる｡名好町役場に産業

主任の技手として勤務していた沼田多七氏にインタビューをしたとき,沼田氏の仕事は､

造林業を主にしていたということで,植林,手入れ,林道整備とともに､山火事の対策な

ども重要な仕事であったという｡沼田氏の記憶では,農業移住者に10ヘクタールの農地を

配分したので,北海道からの移住者が多かったというような,移住奨励政策で農業も印象

に残っていた｡しかし漁業に関しては､それほど大きな産業ではなかったと記憶している｡

昭和18年慶事業報告には,昭和18年12月未現在の漁船保有数が動力付17隻､無動力が

58隻と､小規模であったことがわかる｡

また､昭和16年には上水道が建設され,また電気もとおるなど,北海道よりも生活条件

が良かったことは､名好町出身者からの記憶として印象的であった｡それは,戦後北海道

に引き上げたときに､樺太にいたときよりも厳しい条件であったという証言からも,いわ

ば植民地の優遇政策として､戦前の樺太庁下の地方では, ｢内地｣よりも生活条件が良かっ

たことの証左であろう｡

3　樺太庁地方制度の概要

さて,本稿で分析の対象となるのは,名好町役場の書記として勤務した鈴木雅一郎氏が

所持していた公文書である(以下,この資料を｢鈴木文書｣と言及する)｡鈴木氏は明治

22年静岡生まれで,昭和14年から名好に居住していた｡文書は昭和19年までしかないの

で,終戦の前に､内地-引き揚げたと考えられる｡鈴木氏は役場に書記として勤務する傍

ら､同時に大政翼賛会､大日本婦人会名好支部の代表理事,昭和15年国勢調査員,防空委
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員会幹事､教育会幹事などを歴任しており,行政組織と国民組織の双方の資料を保存して

いた｡では､この資料を基に,戦時体制と樺太庁の地方制度,および国民組織について分

析を試みたい｡

図1　行政組織と国民組織,奉公壮年団体系

国民組織
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出典:鈴木文書24
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隣組　　　隣組
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世帯

この組織図は,樺太国民奉公会が発足した昭和16年3月以降のものであり,その後昭

和18年11月には､大政翼賛会として発展解消するのであり,名好町でも大政翼賛会の支

部が発足した(鈴木文書117)｡国民組織としての奉公会,その継承団体である大政翼賛会

と､地方辞し組織である隣組,町内会,部落会との関係,また大日本婦人会など,その他
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の組織との関係など,かなり錯綜していて､樺太から引き上げてきた方々からの聞き取り

からも,その全体像は見えてきにくい6｡では､この鈴木文書により,各団体の組織と活動

についてまとめてみよう｡

(1)大政翼賛会

樺太庁の大政翼賛会は,昭和18年11月に､従来の樺太国民奉公会を改組して発足した｡

その趣旨は,戦争遂行のため, ｢内外行政ノー元化ヲ断行スル傍ラ行政ノー大刷新ヲ図ルニ

至り｣,樺太が内地に編入され,その一環として全国組織である国民運動を整備して昭和

18年11月3日に大政翼賛会樺太支部を設置した｡名好町も町長が支部長となり,結成式

を挙行している｡

大政翼賛会樺太支部規定(鈴木文書21)によると,組織は支部長,副支部長,常務委員､

顧問,参与の役員で構成され,支部長は総裁の推薦により嘱託される｡また協力員も嘱託

され,事務局に設置される庶務部､実践部,鍛錬部の活動に協力する｡庶務部の仕事は,

協力会議､宣伝など,他の部局に属さないことを担当する｡練成部は訓練に関する事項を
′

担当する｡重要なのは実践部の活動で､町内会､部落会などの育成指導､戦時生活の指導

および勤労増産､文化厚生等の運動,各種国民運動団体の連絡統制に関する事項を担当す

る(第二章　組織)｡

組織の運営には,協力会議を設置し､ 40名以内の協力会議員を支部長が指名,委嘱する

(第三章　協力会議)｡また市町村支部に推進員をおいて,各地域職域で翼賛運動の実践に

あたると規定している(第六章　市町村支部)｡

鈴木文書に｢翼賛壮年団参考｣ (鈴木文書102)とするメモがある｡これには､名好町の

より具体的な組織形態が記している｡活動内容は, ｢2　時局認識の徹底｣とか｢6　戦時

生活体制の建設｣など,戦意高揚と大衆動員をあげては公的言説を繰り返している｡団員

は21歳以上の男性で,志願者が入会できることになっている｡この文書で注目できるのは､

思想団体に入会した経歴があるものも,国象思想に忠実である基準を満たせば入会できる

と注記している点である7｡

大政翼賛会の具体的な活動が,どのように住民の自治組織である常会と関係していたの

であろうか｡製作年が書いていない大政翼賛会名好町支部役職名簿(鈴木文書35)と昭和

19年2月1日現在の名好町常会員名簿を比較してみると､大政翼賛会の常務委員7人､推

進員24人中,常会員と重複しているのは､わずかに2名で,二つの組織の構成員があまり

重複してはいなかった｡しかし,鈴木メモには, ｢部落会町内会隣組卜翼賛会トノ関係ニッ

キ問答｣ (鈴木文書64)があり,町内会は翼賛運動で下部組織であるのか,とか翼賛会が

事実上行政組織と平行していて,細部では行政といったいではないかという質問について,

両者は密接な関係であるとか,協力関係にあるという説明をしており,翼賛会の活動が,

住民自治の常会を指導する体制に対して不満が出ていたことをうかがわせる｡これを裏付

けるように,昭和18年事務報告書では,常会が年間で3回しか開催されておらず,その理
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由として町長の更迭と大政翼賛会樺太支部の発足と機構改革をあげている｡つまり大政翼

賛会によって,従来の常会の機能が取って代わられたことを意味している｡

(2)常会

常会と行政機関との関係は,鈴木文書に次のような概念図で組織票が示されている｡

図2　　常会体系

町常会

†1

聯合常会

†1

⇔　　　町役場

†

聯合会

†

常会･町内会･部落会　　⇔　　町内会･部落会

†1

常会･隣組

出典:鈴木文書24

†1

隣組

1

世帯

常会については,鈴木氏本人が｢常食ノ理論ノ基運営｣ (鈴木文書61)という文書を,

名好郡名好村の便葺14枚を使って小論を書いている｡これに類似する文書で｢最岡町常食

規約｣ (鈴木文書80)があるけれども､後者が極めて現実的な常会開催のための進行手順

を書いたものである｡鈴木氏の執筆した小論では, ｢新体制運動｣をドイツのナチス,イタ

リアのファシズムと並んで日本の｢新体制｣を位置づけ､常会の歴史を五保制､五人組､

寄り合い､活から説き起こし,当会の目的を､国民相互の親和感情の育成にあると位置づ

け, ｢相互教化｣ ｢新精神の樹立｣ ｢時局の認識｣ ｢公意下達,民意陽達｣と列挙している｡

常会の集まりの進行手順は,鈴木氏が参考にしたと考えられる,上記｢異岡町常食規約｣

とほぼ同じで,これよりも簡素な記述である｡鈴木氏の小論には､会合の進行を三段に分

け､第一段(1)開会挨拶､ (2)宮城遥拝, (3)祈念､ (4)国歌斉唱, (5)勅語､詔書奉読,

(6)市町村歌斉唱｡第二段(7)伝達報国, (8)協議懇談､ (9)研究報告発表､ (10)和楽｡

第三段(ll)講話､ (12)閉会挨拶としている｡

鈴木氏の小論では,協議の内容について, 11項目をあげているが､具体的には貯金と税

金の集金を挙げている｡ ｢真岡町常食規約｣でも次のような9項目挙げている｡

1生活改善,物資節約

2　公債消化,献金,貯金励行

3　保健衛生､体位向上
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4　防空､防諜,防犯,火災防止

5　国防思想の普及徹底,軍事援助

6　生産力の拡充と振興,物資の配給調整

7　資源公物の愛護､廃品回収利用,死蔵物活用

8　公益優先の新経済道徳の確立,国民精神の昂揚

9　町是,国策貫徹

また,研究発表,和楽,講話について､同資料は､次のような指示をしている｡

(1)研究発表については,難解な学問上の研究ではなく,栄養食代用食の作り方､廃品

回収の利用方法,野菜の栽培方法など､誰でも容易に実行できわかりやすいものを

1人10分程度で発表させると示唆している｡

(2)和楽は,蓄音機を聞くこと,楽器を鳴らすこと､歌謡曲,体操,遊戯､朗読､紙芝

居､過程映画,正月ならば歌留多会,双六等を挙げている｡

(3)講話
′

官公庁､各種団体長､学校長などに修養談,時局問題,旅行談の講話を依頼することを例

示している｡

また,区内会が備えるべき帳簿類は､戸口簿･出席簿･記録簿･金銭出納簿･財産台帳･

資料綴･その他で､隣組は,上記の帳簿の財産台帳以外を備えるべきと記している｡

具体的な町内会の活動については, ｢第21区八千代会ノ概要｣ (鈴木文書49)がある｡ ｢八

千代会｣とは､名好町の町内会が,その名称を改称した固有の名前で､昭和15年の常会の

活動を報告した文書である｡ここでの申し合わせ事項で,戦時中の風潮を如実に表すもの

として､冠婚葬祭に関して結納と祝儀は国債で支払い､結婚披露宴は簡素にすること､さ

らに慶弔費の相場の取り決め,葬儀の簡素化,常会の毎月開催などがある｡それと最も重

要なことは勤倹貯蓄で､報国貯金として債券に代えさせるために1世帯50銭を一口として

貯蓄させ,かつ毎月10銭を得一級貯金として積み立てること,廃品回収をして国防献金を

することなどがある｡またその他は,除雪の徹底､栄養料理講習会､国民学校講習会,共

同購入としてイワシ粉･ゴム靴修理用パッチゴム,石炭薪を取り決めている｡

この昭和15年の記録では,常会を毎月1回開催することにしており,前述のごとく昭和

18年には年に3回しか開催されていなかった｡これは大政翼賛会が結成されてから常会の

開催が減少したのであり,このことからも常会が持っていた国家の政策を上意下達する伝

達機能をが､常会から政翼賛会に代替することになったからであろう0

(3)大日本婦人会

鈴木文書の中には,名好町支部の大日本婦人会参考書類(昭和17年)がある(鈴木文書

118)｡これは,豊原市役所会議室で昭和17年9月9日に開催された大日本婦人会樺太本部

-28-



の支部長会議で配布された資料である｡昭和17年度の事業計画として,次の4項目を挙げ

ている｡

1練成:一般婦人に対する指導者の育成,国防訓練

2　指導:イ　講話講演映画会,ロ　諸運動の指導,ハ　厚生事業の指導,ニ　座談会

3　軍事援護:イ　慰籍慰問､ロ　葬祭,ハ　援軍､ニ　軍事救護､ホ　陸軍にピアノ1

台献納

4　貯蓄奨励

この中で重要なのは2の指導で,ロの諸運動とは,結婚､育児,軍事,家庭教育の指導､

および台所,冠婚葬祭その他の生活様式の改善,廃不用品回収運動,勤労報国運動-の寄

与である｡またハの厚生事業は､託児所,乳幼児健康相談,保健施設(特に結核､トラホ

ーム予防)である｡次に3の軍事援護のロは､樺太護国神社の合紀慰霊祭に参列する遺族

-の援助とともに,公葬,孟蘭盆などの行事-の吊意など､公的な祭紀事業の裏方を大日

本婦人会が担当することを前提に作られた事業案であることがわかる0

ただ,議案第一号に,下部組織の整備促進の件が掲げられており,時期的なことからも,

樺太庁の内地編入に伴い､大政翼賛会が設立したことは前述したが､大日本婦人会樺太支

部も同じように,内地編入に伴って組織化されたのであろう｡活動内容からは,かなり大

政翼賛会,常会と重なるところがあり,名好町で大日本婦人会が独自の組織活動を実行し

えたのかはかなり疑問が残る｡実際問題として,慰霊祭や諸行事の裏方を大日本婦人会に

任せていた｡しかし,具体的に陸軍にピアノ1台献納するための活動があげられ､その上

に｢1台3,750円､ 7万5千人｣と鉛筆書きがしてある｡これはピアノの価格と,その当

時の大日本婦人会の会員数であろう｡議案第3は会費徴収の件で審議されており,会費一

人年間60銭の原則を確認し, 1戸60銭とするか, 1戸に複数会員がいるときには漫然と減

額することのないように留意するよう念を押している｡つまり大日本婦人会自体に,会費

収入があったのであるが,献金という目的であれば,各町村の支部に割りあてて寄付を募

り,予算からは支出していないと考えるのが穏当であろう8｡大日本婦人会に関しては､鈴

木文書78に｢急迫事態二即鷹　日婦昭和19年度運動決定事項｣がある｡この｢日婦｣は

大日本婦人会の略号である｡これは戦局の悪化に伴い､空襲-の準備とその心構えの指導

が中心であるが､その中に貯蓄を増加させることが入っている｡

4　国民組織の活動

大衆動員の伝達機関として,大政翼賛会は機能したのであるが,役場が中心となって戦

争遂行のための諸活動を統括したのであり,町内会である常会,また大日本婦人会の活動

なども,基本的に大政翼賛会の補助的な役割をしたに過ぎない｡名好役場に勤務していた

沼田氏からの証言によると,毎月8日には戦争祈願祭を名好神社で挙行していたが,その

進行や司会なども,すべて役場の職員で実施していたという｡また大政翼賛会や大日本婦
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人会での寄付活動,金属類の回収なども,名目上はそうした団体で集めるのであるが､最

終的にはすべて役場に集めていたことからも､実質的に国民組織と呼ばれていたものは,

名好町役場の活動の一環であったoこうした観点で鈴木文書をみると,役場の官吏がこれ

らの国民組織の支部長や役員を兼務しており,一般人からは､国民組織なるものが国家の

戦争推進に国民を動員して献金とか国債購入,国民貯金を個人に働きかける団体見えてい

たのである｡では,鈴木文書に見られる国民組織の活動状況を整理してみよう｡

(1)公債割当と貯蓄奨励

昭和18年事務報告には,常会の項目の次に｢公債の消化と貯蓄奨励｣があり､具体的に

国債と債券の割り当てが報告されている｡これによると,昭和18年度の名好町-の割当額

は245,000円で, 12月待つまでに206,900円を消化していたのだが､町内会･部落会-の

割り当て標準を世帯別に計算して各世帯に通知し, ｢町民ハ克ク時局ヲ認識シテ其ノ都度完

全消化ヲナスヲ得タルハ感謝二堪ヘザル所ナリ｣とあり,特に町内会､部落会の役員,国

奉役員､推進員の協力があったとしている｡
/

また貯蓄の奨励として,昭和18年度の名好町-の割当は210万円であった｡これには,

国債と債券の割り当て245,000円が含まれていたが,町内会･部落会に臨時常会を開催し

て,町長,局長,信用組合理事,警察官､推進員が臨席して時局の推移と貯蓄の重大性を

説明し,各過程に貯金表を作成配布して目標数値を通知し,隣組長,町内会長,村口調を

通じて毎月集計を役場に報告させ､ 12月末で1895,775円を達成したと記録している｡し

かし, 10月より2割増しを目標にしたが,目標金額に達しなかったとしている｡

参考に付与された昭和18年12月未の国民貯蓄増加実績内訳表には,次のようになって

いる｡

郵便貯金

簡易保険

郵便年金

産業組合

公　　債

勤務先預金

合　　計

792, 902円

128,655円

54,963円

639, 296円

206, 900円

73,054円

1895, 770円9

鈴木本人の自筆で書かれた国民貯蓄増進協会の挨拶文(鈴木文書82)は,昭和19年5

月に起草されたものであるが,戦局の悪化と大東亜共栄圏に関する一般的な言説で貯蓄を

呼びかけている｡しかし,現実的に国債を引き受けるのは,町内会･部落会であり,各町

村に人口数で割り当てられた国債と貯金とを,国債を購入して貯金することは,町内会と

職場単位で課せられていた｡これは｢国債貯金取扱要領｣ (鈴木文書83)で,明確に国債
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の預け入れは隣保組織の場合､町内会長,部落会長,隣組長等が担当し､職場の場合は官

公署,学校､事務所､工場,事業場その他これに準ずる者が通帳を取りまとめて預け入れ

を取り扱うと規定している｡つまり,町内会･部落会･隣組,そして職場単位で国債購入

のノルマを課せられ,その責任者が一括して貯蓄を管理することで､国民に貯金を割り当

てたのである｡上記の中で,貯金が最も多いのは郵便貯金であるが,それについては昭和

18年10月8日付けの逓信省令第136号国債郵便貯金規則(鈴木文書84)で定められてい

る｡

(2)献金･金属回収

鈴木文書には,軍事献金として｢香港陥落記念国防献金送付二関スル件　海軍省献金係

宛｣ (鈴木文書67)と｢香港陥落記念国防献金送付二関スル件　海軍省献金係宛｣ (鈴木文

書68)の2点がある｡これは昭和16年12月25日に香港が陥落したことを記念して､昭

和17年1月23日に町長の名義で陸軍と海軍に献金をした文書である｡海軍-2,465円,

陸軍-2,455円と,陸軍と海軍でほぼ同じ金額を送金している｡双方とも同じ文面で,振

替口座にて送金したという文言があることからも,全国的な呼びかけに呼応した献金活動

であろう｡

献金以外に,家庭に保持する金属類の調査をしている｡これを具体的に定めたものとし

て｢金属類保有状況調査規則｣ (鈴木文書63)がある｡この規則は昭和16年10月1日庁

令85号として制定されたもので,樺太庁長官が指定した物件,その主要な構成部分で金属

を主要な材料とする付属品を,昭和16年10月20日現在で調査するよう命じたものである｡

調査の対象となるのは,塀,棚､門柱､門扉､溝蓋,マンホール蓋､看板,広告板､物干,

格子,階段,廊下などの家屋の付属品に使用している金属が中心であるが,このほかにも

郵便受けや書箱などの家具,洗面器､火鉢にいたる日常生活用品までも調査対象にしてい

る｡

大日本婦人会会長,鈴木雅一郎あてに, ｢軍隊慰問ノ為他兵晶｣を寄付したことに対して,

陸軍大臣東条英機からの感謝状が贈られている(鈴木文書9)｡しかし,名好役場に勤務し

ていた沼田氏によると,大日本婦人会の慰問晶なども,町内会や大日本婦人会などの名目

で行われたが,実際は最終的に役場に集められて､役場経由で指定の場所に移送されたの

であるという｡

(3)政策の宣伝

国民組織での政策宣伝は,前述した経済的なものが主要であったけれども､さらに日常

生活で重要なのは,防空訓練であった｡そのことを示す資料として, ｢防空の唄と踊｣ (鈴

木文書26)がある｡これは,作詞が樺太庁警部であることから,樺太庁独自のものであっ

たと考えられる｡この唄と踊が,どの国民組織で実践されていたのか,あるいはいずれの

団体も｢防空｣は重要な宣伝課題となっていたので,いずれの組織でも伝授されていたの
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かは不明である｡

図3　防空の唄と踊

出典:鈴木文書26

｢健康教育について｣ (鈴木文書43)札内容から見て一般的な健康教育についての演

説の原稿であると考えられる｡この中で,鈴木氏からの具体的な健康増進のための提言と

して,有病児童の調査､健康相談,照明､トラホーム羅病などの調査をあげている｡これ

は,特別な指示によって提起されたというよりも､鈴木氏が静岡県清水市で小学校の校長

を歴任していた経験(鈴木文書10)から発案されたものであろう｡

｢紙芝居斡旋二関スル件｣ (鈴木文書59)は､紙芝居が健全な思想の育成に役立つとい

ぅ購入目的と,実際購入する紙芝居が記されている｡文書を作成した期日は記されていな

いが,前後の文書から昭和16年ごろのものではないかと思われる淵芝居は健全な娯楽で,

国民文化の向上､国民思想の教化に役立つとして,舞台標準型1台, 4円80銭を送付し､

日本紙芝居協会の趣意書の要旨を添付している｡購入する紙芝居は､ ｢二宮尊徳｣ ｢赤ちや

ん｣ ｢いいこになった春子ちやん｣ ｢日本昔人情話｣の表題が挙げられている｡これも,前

述した常会の和楽に紡芝居が挙げられていることからも,町内の常会-貸し出しをしてい

たと考えられる｡鈴木文書59は,紙芝居が政策宣伝の道具として使用されていたことを示

す具体的な資料といえる｡

冠婚葬祭の新様式､民意暢達について臥｢冠婚葬祭の新様式｣ (鈴木文書71)がある｡
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これには､昭和15年10月5日付けで恵須取支庁庶務課の捺印がある｡これは冠婚葬祭の

簡素化を指導するものであるが,結婚については, (1)見合い, (2)結納, (3)支度･

挙式､ (4)式服､ (5)挙式, (6)披露宴､ (7)結婚祝, (8)写真と､細かく指示がさ

れている｡次に出産その他については, (1)出産祝､ (2)お宮詣り,七五三, (3)節句,

誕生祝､ (4)金婚式,銀婚式､還暦,古希,喜寿,米寿の祝, (5)個人間の贈答である｡

葬儀については, (1)簡素厳粛, (2)死亡通知, (3)通夜, (4)喪服, (5)葬列, (6)

葬儀､ (7)花輪や香莫､ (8)法要と指示されている｡全般的に倹約と簡素化を細かく指

示しているのであるが､結婚で注目されるのは｢調度や衣類は新調を見合わせ､必要と余

裕がある場合は貯金又は国債等で持参せしむること｣と､貯蓄と国債を勧めている点であ

る｡こうした家庭生活-の指導に関しては､大日本婦人会が具体的に伝達していたことは

十分予測できることではあるが,その他の常会や国民奉公団など別の団体でも,こうした

冠婚葬祭の簡素化の呼びかけはできるのであって,複数のルートからの冠婚葬祭の簡素化

を伝達していたと考えられる｡

(4)福利厚生

鈴木文書の中には,いわゆる生活保護に関する文書が含まれている｡これは､はたして

鈴木氏が大日本婦人会の理事という職責で必要であったのか,それとも名好町役場での書

記という仕事上で必要であったのかは,この資料からではわからない｡また樺太庁に独特

であるのか､それとも日本全国一様であるのかは不明であるが､ ｢行旅病人調｣ (鈴木文書

90)は行き倒れの旅行者に対する公的機関の調書の原本である｡この書類について｢行旅

病人調の書式の写し｣ (鈴木文書101)があるので,実際に鈴木氏がこの書類を作成するた

め,記入に必要な事項をメモしていたのではないかと考えられる｡そして｢救護取り扱い､

公金支出基準｣ (鈴木文書110)は,病人や死体の処理にかかる費用の算定について言及し

た文書である｡

また､ ｢軍人遺族扶助願い書式写し｣ (鈴木文書108)､ ｢生活扶助願い｣ (鈴木文書109)

なども,鈴木氏がどの立場でこれらの文書を作成したのかは定かではない｡生活扶助に関

して,はたして鈴木氏は役場の書記の立場から,こうした扶助願いの書類を作成すること

に関与していたのであるかどうかは定かでないが､生活扶助について,時期と扶助金額を

明示しているので,当時の樺太の物価水準を理解するうえで役に立つであろう｡

たとえば､ ｢生活扶助願い｣ (鈴木文書109)は昭和12年9月の基準を昭和13年6月3

日に通知した文書である｡これには生活扶助を1人35銭から7人は23銭と,一人当たり

の扶助金額を提示している｡しかし昭和15年2月の通知である｢｢生活扶助｣ (鈴木文書

Ill)は､昭和16年11月17日付けの生活扶助支出として､つぎのような基準を提示して

いる｡

1人の場合1世帯1日あたり　　70銭

2人の場合　　　　　　　　　1円18銭

-33-



3人の場合　　　　　　　　1円47銭

4人の場合　　　　　　　　1円74銭

5人の場合　　　　　　　　1円95銭

5人以上の場合は1人あたり21銭を追加する

こうした福利厚生に関する申請も,国民組織の末端に組み込まれていたと考えられる｡

(5)その他

このほか､名好警防団が組織されていた｡これが,いつの時点で組織されたのかは不明

である｡ ｢名好警防団後援骨々則｣ (鈴木文書23)によると,役員は会長,副会長､幹事､

評議委員,審査員,監事が定められているが,この中の審議員は隣組から代表して総会に

出席すると規定しており,かなり町内会と重複していたのではないかと考えられる｡警防

団は､空襲に備えた防空と関係が深いけれども,この地域は山火事の危険性が高く､単に

防空だけでなく,常時,火災に対する準備として,警防団が組織されていたのである｡

5　今後の課題

本稿で分析した鈴木文書は､戦時中の樺太における国民組織の形態,行政との連携,国

民動員の実態を具体的に示している｡また,十分ではないにしても,名好町出身者から当

時の状況を聞くことで,樺太の日本人コミュニティの様子がある程度復元できた｡

樺太での生活乱国境地帯であり,かつ｢外地｣という植民地であることから､ ｢内地｣

と類似しながら,異なる地方制度が実施されていた｡また移住を促進させるため,樺太庁

の優遇政策もあった｡樺太から引き揚げた方々からの聞き取りで,引き揚げ後の苦労話を

よく聞いたけれども､戦後,網走近郊に樺太からの引揚者が集団で入植した地域で聞いた

話しは印象的であった｡それは,戦前の樺太に臥すでに上水道が敷設されていたのに､

戦後の北海道では上水道がなかったことであった｡そこで､樺太からの入植者たちは｢戦

前の樺太と同じように上水道を引こう｣と奮起し,周辺のどの入植地よりも早く上水道施

設を設置したのであったという10｡

また役場の職員も, ｢外地手当｣が出て､ ｢内地｣で勤務するよりも､ほぼ倍の給料が出

ていたという｡こうした優遇政策に加え､戦前の日本国内のパルプの半分近くを供給して

いた樺太の主要産業である製紙工場に木材を供給し,炭鉱,水産業､農業と､豊富な資源

を元に､名好町は活況を呈していた｡昭和16年の時点で,人口18,618人の町に,旅館6

軒,料理･貸座敷6軒,飲食･カフェー2軒がひしめき11,映画館も二つあり､かつ大相撲

まで樺太巡業で名好町に来ていたということは,サハリンでの-寒村になっている現状か

らは想像もつかない｡

こうした樺太の一地方の生活を､聞き書きによって復元していくことは,時間の経過に

伴い難しくなっている｡本稿では,鈴木雅一郎氏が残した文書を元に,当該地域に居住さ
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れていた方々から聞き取りで,樺太での生活を復元してきた｡名好町からの引揚者の親睦

団体である名好会が編集した文集には,貴重な写真が数多く掲載されている｡このことか

らも,まだ個人的に当時の資料を所持されているのではないかと考えられる｡今後も,こ

うした資料の発掘と､それにともなう記憶の記録が必要である｡
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鈴木文書一覧

番号 書 類 内 容 年 月 枚 備考

1 辞令書 書記鈴木雅一郎 職務勉励ニ付金百三十園賞輿 ■昭和18年

2 通知書 旅費計算 昭和18年

3 辞令書
尋常高等小学校長鈴木雅十郎殿 他府解畢事視察

ヲ嘱託ス

大正14年

4 辞令書
北小揮投票分合事務員 書記鈴木雅一郎 ∃bJ､滞

投票分倉事務員ヲ免ス

昭和16年

5 書簡 大日本少年団結成通知 昭和16年

6 書簡 葬儀礼状､ 大日本婦人会宛 ?年9 月

7 楽譜 樺太島歌

8 辞令書 鈴木雅一郎 昭和十五年国勢調査員ヲ命ス 昭和15 年

9 感謝状 軍隊慰問品寄付 昭和18 年

10 メモ 清水市江尻尋常小学校活動メモ なし

ll 新聞切抜 島国心と大陸心 なし

12 掲示 告示草布報告 昭和16 年

13 辞令書 防空委員曾ニ開スル件 昭和16年

14 公文書
昭和十六年六月二十日執行名好町

合議員選挙事務分梅表

昭和16年

15 辞令書 町会議員総選挙北小津投票分会事務員 昭和16年

16 俸給 ■書記鈴木雅一郎 月俸金百二十園ヲ給ス 昭和16年

17 俸給 書記鈴木雅一郎 月俸三十五園給輿 昭和16年

18 俸給 書記鈴木雅一郎 職務勉敵ニ付金八拾式囲賞輿 昭和18年

19 辞令書 嘱託状 教育委員会 昭和14年

20 表紙

21 文書 大政翼賛合実践要綱 記載なし

22 規程集 大政翼賛曾樺太支部規程 記載なし ll

23 規程集 名好警防団後援曾々則 記載なし 6

24 メモ 行政組織ト国民組織奉公壮年団体系 記載なし

25 書類 納税袋

26 チラシ
防空の唄と踊 敵の飛行機束たならば●毒瓦斯性

状一覧●毒瓦斯症状ト救急
裏表

27 書類 常会出欠､ 会費納入､ 隣組常食の志を 昭和18年 裏表

28 メモ 電報原稿 記載なし 5

29 公文書 昭和十七年度戸別割申告書 昭和17年 裏表 個

30 公文書
昭和十七年分第三種所得金額乙種資本利子金額

申告書

昭和17 年
裏表

個

31 メモ 鉛筆書き下書き 記載なし
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32 新聞切抜
社説 無敵の闘魂 ●名著心の昂揚､■

社説 生活基準設定の問題

記載なし

33 新聞切抜 交通動員の徹底 補給が戦勝を決す 記載なし

34 公文書 名好町常曾員名簿 昭和19年 裏表

35 公文書 大政翼賛合名好町支部役職員名簿 記載なし 裏表

36 出版物 窮行 三月艶 昭和 18年､ 贈呈印 昭和18年 9

37 厚祇 ●表祇

38 公文書 常食の誓 記載なし

39 公文書 第二十一区八千代倉ノ概要 昭和15年 7 ､

40 メモ 始末亀 公文書紛失 昭和14年

41 印刷物 響 記載なし

42 メモ 市町村組織方法の改正に関する事項 記載なし 9 個人論文

43 メモ 健康教育について 記載なし 2 個人論文

44 メモ 派遣軍歓迎歌 (アムール河の譜) 記載なし 歌詞

45 印刷物 樺太療報 第五首七十競 昭和19年

46 印刷物 樺太産業組合報 (競外)
昭和16年

12月 15 日

47 印刷物 豊原市公報
昭和17年

7 月28 日

48 公文書 町合議員選馨人名簿登録脱漏異議申立書 昭和16年 2組

49 公文書 第二十一区八千代合ノ概要 昭和15年

50 公文書 区内常食日程表 記載なし

51 厚紙 ●表紙

52 印刷物 企業許可令に就いて (樺太庁特別法) 記載なし

53 印刷物 電報用紙

54 印刷物 人口調査表 7組

55 印刷物 寄留届

56 印刷物 日本赤十字社概要

57 メモ 組合設置等の覚書 記載なし

58 印刷物 常食の開き方(真岡町役場)
昭和16年

4 月
7

59 メモ 紙芝居斡旋ニ関スル件 記載なし 4

60 印刷物 冠婚葬祭の新様式､ 民意暢達など
記載なし 印刷物 の

切れ端

61 メ車 常合ノ理論ノ基運営 記載なし 14 個人論文

62 メモ 物資配給ニッキテ 記載なし 10 個人論文

63 印刷物 金属類保有状況調査触 り(樺太庁特別法)
昭和16年 8

別表1

64 メモ 部落会町内会隣組ト翼賛会トノ関係ニッキ問答 4
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65 印刷物 常食の誓

66 印刷物
常食第七競昭和十六年七月一日 昭和16年

4
七月常食指針ニ関する件､ 大泊町長 7月1 日

67 公文書
香港陥落記念園防献金送付ニ関スル件 昭和17年

海軍省献金係宛 1月23 日

68
香港陥落記念国防献金送付ニ関スル件 昭和17年

陸軍大臣官房国防金品梯宛 1月23 日

69 メモ 島の名前､ 日本名との対照 記載なし

70 文書 内第三五八坂 告示発布報告
昭和16年

5月 14 日

71 印刷物 冠婚葬祭の新様式 (恵須取支庁印) 記載なし ll

72 メモ 昭和18年国民貯蓄目標額 昭和18年

73 新聞切抜
アラタナルダイイツポ 二千六百一年の春

祖国のために立上がる覚悟

記載なし

74 新聞切抜
市町村長の優遇確立 勅 ●奏任待遇の柴

自治功努者も囲家表彰

記載なし

75 新聞切抜
太平洋へ主力集注 米軍自ら墓穴掘る

戦局好轄の鍵は銃後に

記載なし

76 公文書
昭和十九年度国民貯蓄増晩方策要綱

(謄写印刷､ 役場便葺)

昭和19年
6

77 封筒 名好役場封筒

78 メモ 急迫事態ニ即旗 日婦昭和十九年度運動決定事項 昭和19年 4

79 メモ 昭和十八年度 国民貯蓄増加賓績報告 名好町 昭和18年

80 印刷物 鼻岡町常曾規約 記載なし

81 メモ 道のひかり 記載なし

82 メモ 国民貯蓄増進協会挨拶文 昭和19年 7

83 印刷物 国債貯金取扱要領 記載なし 18

84 印刷物 国債郵便貯金規則 昭和18年 6

85 メモ 国債財金 記載なし 3

86 昭和十九年度樺太名好郡名好町歳入歳出橡算 昭和19年 36

87 新聞切抜 貯蓄に新取払 出張 ●買物貯金はいかゞ 記載なし

88 新聞切抜
敵巨鰻に死の突撃 病身の御奉公誓ふ純情

牧- 飛曹を偲ぶ

89 厚紙 ●表系氏

90 印刷物 行旅病人調書､ 軍事扶助願い等
記載なし

39
申請書式

一式

91 印刷物 異岡町役場吏員常曾規約 記載なし

92 印刷物 異同町第 区内合規約 記載なし

93 印刷物 三規 六則 異同町第十五匿 記載なし

38-



94 新聞切抜 まづ一万囲貯金 いまが逃せぬ好機 記載なし

95 新聞切抜 社説 戦時生活の異義に徹せよ 記載なし

96 新聞切抜 社説 帝国を一軍位とする国民生活 記載なし

97 印刷物 報囲教育競ノ歌 記載なし

98 印刷物 樺太療報 第五首七十ー競 ■
昭和 17年

8月 11 日

99 メモ 歌詞 建国祭行進歌 記載なし

100
謄写印刷

物
誓､ アツツ島

記載なし

101 メモ 行旅病人調 書式の写し 記載なし 6

102 メモ 翼賛壮年団参考 記載なし 7

103 メモ 購買力メモ 記載なし

104 新聞切抜 貯蓄組合法施行規則公布 記載なし

105 新聞切抜 日濁伊三園倹約ほか 記載なし

106 新聞切抜 樺太療増税案決定 一部､ 内地より低課率 記載なし

107 新聞切抜
修練研磨の道場場に青年常食を開け!

樺太青少年圏本部から指令

記載なし

108 メモ 軍人遺族扶助願い書式写し

109 メモ 生活扶助願い 昭和 13年

110 メモ 救護取り扱い､ 公金支出基準 記載なし

111 メモ 生活扶助 昭和 16年 3

112 印刷物 裁定前特別借入申込書 原本 記載なし

113 印刷物
寒冷地に於ける自家用盤の遣り方

札幌地方尊貴局

記載なし
9

114 名好町役場封筒

115 領収書 清水市処女会
昭和10年

116 印刷物 樺太の近況 記載なし

117 公文書 昭和十八年事務報告書政財産表 名好郡名好町 昭和18年

118 公文書
昭和十七年 大日本婦人合参考書類

名好町支部

昭和■17年

※　個-個人情報記載

1中生勝美｢樺太の朝鮮人労働者:サハリン残留韓人のオラルヒストリーと公文書記録から｣雀吉

城編『北東アジアにおける日本植民地と民族移動に関する文化人類学的な研究』平成13年度科学

研究(基盤研究(B) (1)､基礎研究(C) (1), 21-44ペ--}o中生勝美｢サハリン調査中間報

告｣ 『和光大学人間関係学部紀要』 5号, 2001年3月20日､ 177-208ペ--}o

2戦前に出版された地方史としては西鶴定嘉『樺太　大泊史』国書刊行会, 1981年(初版1939年)

がある｡戦後は町村単隆の親睦団体,小学校同窓会が町村誌,文集を編纂している｡これらの資料

ー39-



をもっとも所持しているのは､樺太引揚者の親睦団体である全国樺太連盟である｡
3全国樺太連盟編『樺太沿革･行政史』全国樺太連盟､ 1978年, 342ペ-.}o

4同上書､ 341ページ｡

5移住元が､ ]臓道･樺太･東北地方が多いの臥名好町が短期間に形成されたことに関係してい
る｡農業移民で形成された真岡庁野田町は､高知県からの移住者から始まり,その関係で同県人を
呼び寄せたため, ｢樺太の土佐村｣とも言われたこのように,農業が主たる生業の場合,特定地域

からの移住者が多くなっている｡樺太野田小学校同窓会･野田白樺会編階太野田町の思い出』

私家版, 1980年, 37-39､ 50, 288ページ｡
6名好町から引き揚げた方々の親睦団体､名好会の活動の中心的メンバーも､樺太在住のときは小

学生か中学生であるので,こうした公的制度について､聞き取りによる調査は不可能に近い｡唯一､

名好町役場に勤務した経験のある沼田氏からは,有益なコメントがいただくことができた｡すでに,
樺太時代の聞き書きによる復元は,難しくなっている｡

7名好会の会員からの聞き取りにも,学校で社会主義運動をしたために官憲に目をつけられ,それ
を逃れるために､名好町の親戚を頼ってきた人もいたということを聞いた外来者ばかりでできた

町であるので,前歴は問わないという風潮があり,かつ｢外地であるため, ｢思想犯｣としてマーク
されたものも入り込みやすかったのであろう｡

8 1935年から36年にかけて,熊本県の須恵粁ご調査をしたエンブリ一夫婦は､村人が婦人会に対

して不満を持っていたことを記録している.それ玖村の女性たちが婦人会は実際の目的を持たず,

ぉ国のための良いことをしていないと不満を述べ｢ただ集まって金を集めとるだけ｣という言葉を

紹介しているoロバートJスミス､エラ･′トリイ･ウイスウェル川村望･斉藤尚文訳『須恵相

の女たち‥暮らしの民俗誌』御茶ノ水書房､ 1987年, 86ペ--}.

9資料には,合計金額が1895,775円となっていたが,個別の数値を計算して1895,770円に訂正

した｡資料の性質上､合計金額が正確で,上記の数値が5円異なっている可酸性もある｡

10樺太庁は､衛生と防火のために不可欠として,早い時期から上水道を必要な施設として豊原･大

泊･真岡･野田･泊居･名好に木樋･木管の簡易水道を施設し,名好には明治43年(1910年)に

設置している｡その後､名好は鉄管上水道に改修して､昭和7年には竣工している｡名好郡会編『思
い出の名好』私家版, 1990年､ 40ページ｡

11同上書, 26, 80ページ｡
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昭和19年.樺太における炭鉱労働者配置転換に関する史料紹介

外交史料館所蔵『本邦労働者関係雑件　樺太及釧路二於ケル炭鉱勤労者ノ配置転換関係』

小池聖-

(広島大学総合科学部助教授)

はじめに

太平洋戦争(対英米蘭戦)開始後(昭和16年(1941年)12月8日-昭和20(1945年)8月15

日) ､樺太の防衛は,それまでの対ソ戦中心から対米戦を想定して樺太南部の防衛も意識す

るようになっていった｡

敗戦直前､樺太の防衛を担当していた陸軍第88師団では､基本的に北方対ソ戦を作戦の

中心にしていたが,対米戦のため南方防衛も準備しつつあった(1)

北方については､昭和18年春から八方山陣地という国境陣地の構築を開始し,昭和19

年に入ると,東軍道および樺太南部で対米陣地の構築も開始されていた｡また､日本にと

って戦況が暗転する昭和18年段階から,船舶の南方-の配置転換等により,樺太と北海道

との海上連絡と防衛は困難になりつつあった｡このため,樺太で採掘された石炭の北海道

移送も困難になりつつあり,鉱山の閉鎖や､炭鉱労働者の配置転換が必要となっていった｡

そして,昭和19年(1944年)8月10日,炭鉱労働者の配置転換が決定され,実行に移さ

れた｡本稿では,樺太炭鉱労働者の配置転換について外務省外交史料館所蔵外務省記録を

紹介することで明らかにしたい｡

なお,本記録ファイル,外務省外交史料館所蔵『本邦労働者関係雑件　樺太及釧路二於

ケル炭鉱勤労者ノ配置転換関係』 (175)は､敗戦後,内務省から外務省管理局に移管された

ものである｡その後,一旦,外務省研修所に保管され､外交史料館開館後,同館に移され

た｡本記録の旧表紙には, ｢樺太炭鉱整備関係一件書｣ ｢炭鉱整備｣との黒ペン書で表題が

付されており､元の簿冊が糸綴であったことがわかる｡また,表紙には, ｢管理局長｣ ｢総

務部長｣ ｢北方課長｣三名の決裁書式があり, ｢北方課長｣のみ押印がなされている(2)

なお､労働者配置転換の主務は,軍需省であり､本記録ファイルは,内務省が保管して

いた｢写｣である｡ただし,本記録ファイルには,軍需省が保管していた本冊に綴り込ま

れていない可能性のある警察資料等内務省固有の文書を含んでいる(3)｡

1.労働者配置転換の決定

昭和19年(1944年)8月11日､樺太および釧路の炭鉱労働者･資材を日本本土に急速転

換することが閣議決定された(4)

閣議決定文書として本記録が所収している昭和19年8月10日付軍需大臣藤原銀次郎よ

り内閣総理大臣小磯国昭宛軍務閣第56号｢樺太及釧路二於ケル炭鉱勤労者,資材等ノ急速

転換ノ件閣議案請｣では,急速転換について次の二点が理由として挙げられている｡第一
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は､ ｢現下急迫セル内地石炭需要打開ノー方策トシテ｣ ｢樺太及釧路｣の労働者,資材の転

換を図る､とするものである｡第二が,樺太および釧路と本土間の｢海上輸送力ノ逼迫｣

があげられている｡この｢樺太及釧路二於ケル炭鉱勤労者,資材等ノ急速転換ノ件閣議菓

請｣が昭和19年8月11日に閣議決定され､同日付で内閣総理大臣小磯国昭から軍需大臣

藤原銀次郎宛の内閣甲第六六号｢指令｣となった｡この閣議決定､指令を受けて作成され

たのが,昭和19年と日付のある文書番号一九燃第二-四一号｢樺太及釧路二於ケル炭鉱勤

労者,資材等ノ急速転換二関スル件通牒｣である｡通牒のなかでより労働者転換の理由が,

より明らかとなる｡戦局が日本に不利に推移するなか､ ｢海上輸送力ノ逼迫二因り樺太及北

海道釧路地方こ於ケル産出炭ノ輸送ハ今後殆ンド之ヲ期待シ得ザル現状ナルニ鑑ミ之等両

地方ノ炭鉱勤務者及資材等ヲ輸送力ノ裏付アル地方二急速転換シ以テ急迫セル石炭需給状

況ヲ打開｣するためであった｡なお､本通牒は,前記,閣議決定に伴い,軍需次官,厚生

次官,内務次官の三名連記で出されたものである｡前記の閣議案議,指令は,本通牒の別

紙の形態で所収されている｡

転換元である樺太(釧路)の炭鉱については, ｢樺太及釧路二於ケル炭鉱勤労者,資材等ノ

急速転換実施要綱｣で, ①廃止炭鉱, ②休止炭鉱, i ③保坑炭鉱, ④維持炭鉱の四つに分類

される｡それぞれにつき. ①廃止炭鉱および②休止炭鉱については｢女子ヲ除クノ外全員｣

を｢内地｣に転用し､ ③保坑炭鉱については､要員として1乃至2割の人員を残留させる

ほか､他を転用することが決定された｡樺太では, ①廃止炭鉱として,上塔括,白鳥津､

諸津,三福,名好,豊畑,興南の各炭鉱が, ②休止炭鉱として,千諸.北小滞,小窓内､

安別が対象とされた｡ ③保坑炭鉱として,塔路,大平､西欄丹が,それ以外の炭鉱は, ④

維持炭鉱とされた｡

(表- 1)樺太の炭鉱

炭鉱名 炭鉱形態推定埋蔵量(t)
S 13 S 14 S 15 Sー6 Sー7 S ー5 S 16 Sー7

出炭量(t)出炭量 (t)出炭量(t)出炭量(t)出炭量(t)移出量(t)移出量(t)移出量(t)

安別 休止炭鉱 ー9,400 ,000 162 ,396 2 14 ,926 16ー▼4 96 ー5 2,84 2 25,4 87 ー68,230 ー32,640 76,6 50

興南 廃止炭鉱 ー0,29 6,000 38 ,799 46 ,230 76,935 97,0 55 52,395 57,4 95 78,485 62,0 40

北栄 維持炭鉱 22 7,995

立石 維持炭鉱 33 7,000

西柵丹 保坑炭鉱 95▼40 0,000 7 6,26 8 237,038 351,70ー 342,85ー 119 ,140 258,130 ー95 ,530

豊畑 廃止炭鉱 23,04 9,559 45,ー24 19 7,0 69 22 1,ー7ー 197,908 108,084 192 ,540 ー6ー▼00 0 108 ,940

名好 廃止炭鉱 1,9 65,629 74,379 5 1,2ー1 ー09,404 ー09,2 46 94ー385 88 ,830 74,699 73 ,630

北小津 休止炭鉱 156,3 90,000 ー64 276,40 0 534,300 573,0 00 383,700 327,790 488,7ー0 408 ,26 1

三福無煙 廃止炭鉱 ー,80 0,000 10,200 14ー835 ー7,2ー0 8,735 ー0 ,970

諸津無煙 廃止炭鉱 7,2 72,000 23,64 4 ーー0,3 04 135,474 40 ,876 36,9 17 99,ー8 5 7 5,795 23 ,000
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千緒 休止 炭鉱 1,800,000

白鳥沢 廃止 炭鉱 53,000,000 33,689 176,96 9 274,097 ー78,070 6 ー,1/0 177,170 129,220

塔路 保坑 炭鉱 166,670,000 768,6 53 1,036,550 ー,ー08,700 1,045,450 800,350 959,795 9 09,2 60 646,6 ー5

雄武洞 維持 炭鉱 23 ,736,200

上塔路 廃止 炭鉱 30 ,000,000 2,130 20 1,3 7ー 425,743 485,742 208,693 323,616 39 ー,250 2ー9▼193

大平 保坑 炭鉱 63,082,200 664,9 10 833ー243 ー,003,ー95 914 ,4 68 666ー970 4 9ー,075 56 8,274 325ー854

恵須 取 維持 炭鉱 ー9,989,582 129,255 ー86,429 ー39,262 3 7,606 99,003 144,020 34 ,460 3 4,048

杉森 維持 炭鉱 2ー,655,000

珍 内 維持 炭鉱 19,724,200 43,833 116,275 143,9ー2 ー25,224 94,750 123▼8 ー8 89 ,063 53 ,065

南珍■内 也 ー66,459,930 68▼558 ーー2,260 ー25,300 52,99 ー ー0ー,707 88 ,170 18 ,040維 持灰鉱

三浜 維 持炭鉱 122,845,44 9

小 田洲 維 持炭鉱 7▼500,000 63,474 84,833 1ー2,260 ー25,300 52,991 79,512 60,4 99 33,910

大栄 維 持炭鉱 3,438ー500 116,73 6 127,4 ー5 ー16,857 ー19,762 117,8ー5 0 0 0

野 田 維持 炭鉱 ー,520,000

鵜巣 維持 炭鉱 ー,55ー,950

内幌 維持 炭鉱 145,2ー0,000 2 59,103 275ー36 2 3 ー4▼360 3 53,400 3 9ー,200 12,879

内川 -■■■■■ 129,918,000 87,968 116,063 ー20,740 ー29,400 13 1,920 0 0 0維持 灰鉱

泊岸 維持炭 鉱 45,000,000 256 42,440 ー43,676 2 15,062 ー90ー913 34 ,740 ー25 ,8 10 84 ,530

知取 維持炭 鉱 6,674,225 ー47ー70 ー ー59,469 150,102 145,024 108,769 0 0 0

北辰 維 持炭 鉱 660,000 5,14 6 28,469 18,000 0 0 0

樫保 維 持炭鉱 44,663,760 66ー666 78,236 91,332 1 ー5ー852 96,305 38,850 82,745 28,845

白浦 維 持炭鉱 5,一oo,000 72,991 84,450 86,6 13 7 ー,573 63,496 5,ー73 3 5,ー75 柑,850

内測 維持 炭鉱 3 00,000,000 2,039 55,338 56,4ー2 26,74 7 3,220

川上 維持 炭鉱 56,427,000 422,8 5ー 3ー8,3 84 334,849 391,561 3 87,084 0 0 0

美田 維持 炭鉱 ーー,238ー604 82,187 139,20 9 ー88,398 155,33 6 118,625 ー35ー752 10 7,770 78,621

その他 ー62,ー76 ー22,985 1ー9,5 15 71,459 33,388 84▼190 4 8,880 29,860

合計 ー,764 ,002,583 3,435,3 96 5,000,20 6 6,435,929 6,4 7ー,4 ー4 4,9 19,976 3,7 20,243 3,99 6,720 2,662,892

『本邦労働者関係雑件　樺太及釧路二於ケル炭鉱勤労者ノ配置転換関係』 (175)および『本邦産

業状況関係雑件　樺太関係』 (E192)より作成｡

転換に対する政府補償は､廃止炭鉱で鉱区,土地､建設及び設備費を補償｡評価に関して

は,転換設備の価値を考慮することとなっていた｡休止鉱山については､ ｢通常生スべキ損

失｣として｢投下資本二対スル金利及利潤並二坑道ノ純失又ハ穀損こ因ル損失｣と｢残存

設備二対スル減価償却費｣を補償することとしている｡保坑炭鉱では,排水費,保坑費､
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投下資本に対する金利及び利潤ならびに残存設備に対する減価償却費を補償することとな

っていた｡廃止･休止炭鉱は, ｢炭鉱現地二於テ負担スべキ経費(設備ノ撤去費等)｣を補償

することとした｡廃止･休止炭鉱の貯炭は,樺太石炭株式会社･日本石油株式会社をして

買い上させ､資金に対する金利並びに貯炭売上の損失を補償することとなっている｡また,

補償費の評価は評価委員によるものとしていた｡これにより,労働者の配置転換と配置転

換先は, ｢内地勤労者｣ 3000名(常盤向1500名､山口向1500名)､ ｢半島勤労者｣ 3000名(常

盤向350名､九州向1650名)､ ｢季節労務者｣ 1000名(努力目標)､ ｢荷役労務者(季節)｣ 2000

名,合計9000名とされた｡ ｢備考｣には｢(-)具体的転換先ノ選定こ付テハ整理炭鉱側ノ

希望,受入炭鉱側二於ケル賃金､食糧等ノ事情ヲ勘案シー部ヲ北海道(石狩地区)ニ残留セ

シムルコトアルモノトス｣ ｢(二)北海道荷役向､九州荷役向-地方行政協議会長ヲシテ機動

的二運用セシメ之ヲ石炭関係作業二従事セシム｣とされていた｡なお,整理炭鉱に関連す

る家族及び資材の移転は別途調査の上,計画実施することとされた｡

2.転換の実態

より具体的には, ｢樺太二於ケル炭鉱整理実施細目(秦)｣が策定されている｡整理の開始

は､昭和19年8月19日とされ,廃止･休止･保坑の各炭鉱について処理の細目が定めら

れた｡整理炭鉱は, 8月19日以降､特別会計を設け,石炭統制会の指示のもと処理するこ

ととなった｡そして,最終的に樺太石炭株式会社が一括譲渡を受け,買収することとなっ

た｡保坑炭鉱については,終期を一応昭和22年3月末日としていた｡

問題駄本細目の｢第七　付帯事項｣である. ｢-､勤労者ノ転換二伴フ家族ノ引取リニ

付キテハ最善ヲ尽スヲ原則トスルモ船腹ノ都合等二依り残留ヲ余儀ナクセラレタル家族及

療養中ニシテ転換不能トナリタル勤労者等二対シテハ其ノ生活二支障ナキ様厚生施設其ノ

他ノ諸手配二万全ヲ期ス如ク措置スルモノトス｣としていた｡そして｢二､転換勤務者二

伴イ残留家族二対シテハ左記別居手当ヲ支給スルモノトス｣ ｢(-)会社規程アルモノハ之

二依ルヲ原則トスルモ規程ナキモノ及規程アルモ其ノ程度低キモノ-転換勤務一人二付キ

職員ニアリテハ最低月七十五円,労務者ニアリテハ最低月五十円トスルコト｣ ｢(二)国民

徴用援護会ハ規定二基キ前項手当以外二転換勤務者一人二付キ月十五回ノ別居手当ヲ支給

スルモノトス｣とされていた｡

本記録ファイル『本邦労働者関係雑件　樺太及釧路二於ケル炭鉱勤労者ノ配置転換関係』

(175)では,この残留が想定される家族に対して,財団法人国民徴用援護会樺太支部に関

する文書が所収されている｡具体的には, ｢財団法人国民徴用援護会樺太支部設立理由｣ ｢昭

和十九年度財団法人国民徴用援護会樺太支部歳入歳出予算案｣ ｢財団法人国民徴用援護会樺

太支部規定案｣ ｢財団法人国民徴用援護会樺太支部処務規程案｣ ｢財団法人国民徴用援護会

樺太支部出張所規程案｣を所収している｡このなかに｢整理炭鉱従業員数調｣ (表-2),

｢荷役労務者転換員数｣ , ｢炭鉱付帯土建関係者転換者数詞｣ , ｢整理炭鉱家族員数詞｣ (表-

3)が所収されている｡ ｢荷役労務者転換員数｣は,総数2,025名(男, 1,370名,女, 630
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名,引率, 15名)で転換先は,函館港運､北海道石炭荷役(小樽)､留萌港運,室蘭港運､

石炭港運(小樽)が想定されていた｡また､ ｢炭鉱付帯土建関係者転換者数詞｣は､従業員総

数3,851名(男, 3,753名,女98名),事故者等を除いた転換可能者の総数は､ 3,599名で

あり､樺太州内-の転換は, ｢内地人｣ 1,596名(女83名), ｢朝鮮人｣ 1,211名(女6名)､

北海道-の転換は, ｢内地人｣ 225名(女3名)､ ｢朝鮮人｣ 470名であった｡

(表- 2)整理炭鉱従業員数調

炭鉱名
職員有職員

計
労務者 労務者

計
労務者 労務者

計 労務者合計 総計
家族者 単身者 内地有家族 内地単身者 朝鮮人有家族者 朝鮮人単身者

安別 49 32 8ー 139 5 9 198 3 9 92 13ー 329 4ー0

興南 30 20 50 85 3 6 ー2ー 24 56 80 201 25ー

西欄丹 ー32 88 220 370 ー59 529 ー56 ー97 3 53 882 ーー02

豊畑 53 35 88 ー48 63 2 1ー 42 98 ー4 0 35ー 4 39

名好 48 30 78 132 56 188 37 8 7 124 3ー2 3 90

北小沢 ー48 98 246 415 ー78 593 118 276 394 987 1233

三福 ー2 8 20 2 9 ー2 4ー 6 20 26 67 87

諸津 20 14 34 57 24 8ー ー6 37 53 ー34 168

千諸 3 0 3 ー5 0 ー5
■0

0 0 ー5 ー8

白鳥沢 74 50 ー24 207 89 296 5 9 ー38 197 4 93 617

上塔路 ー92 124 3ー6 530 227 757 15ー 353 504 126ー 15 77

塔路 2 68 ー78 446 750 3 20 ー070 224 489 7ー3 1783 222 9

大平 ー80 120 200 503 2ー7 720 ー44 326 4 80 ー200 ー500

計 1209 797 2006 2380 144 0 4820 10 16 2ー79 3 195 80 15 ー002

(表- 3)整理炭鉱家族員数詞

炭鉱名職員 労務者内地 労務者半島計 女子従業員内地女子従業員半島計 炭鉱依存住民 総計

安別 2ー9 48ー 0 700 10 2 0 ー02 70 872

興南 ー54 152 38ー 687 64 8 72 69 828

西欄丹 38 8 203 293 884 ー59 2 16ー 8 8 ー133

豊畑 23 7 327 ー62 926 98 8 ー06 93 ー125

名好 253 394 2 73 920 95 22 117 92 ー129

北小沢 51 170 1 0 1753 168 4 172 175 2099

三福 46 75 3 124 68 0 68 12 204

諸津 234 3ー0 8 1 62 5 162 0 ー62 63 850
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白鳥沢 35 ー 975 283 ー609 203 ー0 6 ー3 16ー 1983

上塔路 6 15 2277 602 3 494 4 ー5 ー89 60 4 350 4448

塔路 609 4ー92 842 5643 50 6 5 511 564 67 18

大平 800 1906 678 3384 3 58 2 ー 279 340 4 103

計 3 957 ー32 17 3598 20772 23 98 269

｢援護活動｣については,昭和19年5月9日間議決定｢被徴用者等勤労援護強化要綱(5)｣

に基づく　r被徴用者等勤務援護強化要綱｣ (一九,八, -四)で明らかにされているo第一

にあげられたのは｢勤労者(軍務及技術職員ヲ含ム)ノ離散ヲ防止スルタメ未ダ労務調整令

第二条ノ指定ナキモノニ付テハ同条ノ指定ヲ為スト共二警察当局二於テ逃亡防止ノ措置ヲ

講ズルコト｣であった｡そのうえで, ｢第二､勤労者ノ配置転換｣では, ｢(-)勤労者ハ政

府ノ定ムル転換先二可及的集団的二配置転換スルコト但シ右転換先ノ決定こ付テハ企業系

統,作業条件等特殊事情ヲ考慮スルコト｣, ｢(二)受入炭鉱ハ転換勤務者ノ住居施設等=付

高遺漏ナキヲ期スルコト｣とし､ (三)でこの(二)について地方鉱山局をして転換先炭鉱

に働きかけることが規定されている｡その他,転換先での労働者の生活に関すること等が

規定されている｡

本記録には,樺太庁長官大津敏男より内務省地方局長宛で樺太における状況も伝えられ

ている(昭和19年8月24日付樺太庁長官大津敏男発内務省地方局長他宛特秘密第8632号

｢炭鉱勤労者並二資材等ノ急速転換二関スル件｣ )0

まず,ト､一般動向｣では, ｢厭戦及国策的言動等ナク又経済方面二於テモ預金払戻買

襖等特異ナル事象等無ク事態ハ極メテ平静二推移シツツアルモー面目下ノ無風現象ハ徴用

ノ名誉二対スルー時的感激及就業地転換二対スル好奇心こ因ル処少カラズ急速二転換ヲ了

スルニ非ザレバ時日ノ経過卜共二不平不安ノ言動拾頭ノ虞アルヲ以テ其ノ動向鋭意査察中

ナリ｣としていた｡樺太各層の意見としては, ｢イ.炭鉱首脳部｣として大平鉱業所の富田

副長は, ｢従業員ノ家族二対スル慰籍方法こ付テハ万全ヲ期スル｣とし, ｢保坑対策ハ会社

トシテ重大問題デアルカラ真似目デ計画性アル者ヲ残留セシメ遺憾ノナイ様二運用スル｣

と述べている｡安別鉱業所河内久次郎は｢案外順調二行クト思フガ此ノ炭鉱ニハ雇傭契約

期間満了ノ半島人ガ相当居ルカラ充分注意ヲ要スル｣と述べている(6)基本的に､転換を

受け入れる声しか掲載されていない｡ ｢ハ.労務者｣では,残留家族を気にかける声が多い

が､ ｢太平鉱業所鉱夫半島人　高山千鏑｣のように｢皆半島ノ近クニ行ケルノデ喜ンデ居ル

何処デ聞イタカ逃走シテ居夕仲間ガ二人帰ツテ来テー緒二行キタイト頼ツテイル　コノ分

ナラ逃ゲダス様ナ者ハナイト思フ｣とする意見もあった｡

また､樺太庁長官大津敏男の報告書､総第755号昭和19年9月13日付樺太庁長官大津

敏男より地方局長宛｢石炭労務者転換二関スル件｣で駄作業の中心が労働者転換から資
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材転換に移りつつあった｡同時に,樺太内で家族援護､教育面での措置(学校の廃止･縮減) ,

関係市町村の予算的措置について対処しつつあることが伝えられている｡

背景として｢(1)一般動向｣は, ｢転換炭鉱関係者ハ何レモ事態ノ必然性ヲ認識シ強固ナ

ル決意ノ下関係町村民ノ熱狂的歓迎裡ラ既定輸送計画二従ヒ勇躍転進ヲ開始シ尚徴用令達

当初多少動揺ノ色アリタル残留家族モ各関係機関ノ指導二依り徴用ノ意義内容等開明セラ

ルルニ及ビ全ク不安感ヲ払拭シ欣然応徴者ヲ出発セシメッツアリ総ジテ勤労転換ハ円滑二

遂行セラレアル｣としていた｡

問題は, ｢徴用外ナル炭鉱附属土木建築請負業者関係二於テハ炭鉱二対スル負債問題,既

設諸設備二対スル禰償,労務者募集経費ノ負担等ノ問題こ付炭鉱側卜対立ヲ来タシー部未

解決ノ億推移中｣および｢関係町村民ハ既二事態ノ不可能ナルヲ悟り諦観的態度ヲ持シ居

ルモ炭鉱依存ノ度強キ業者ハ今后ノ経営二関シ相当苦慮中ニシテ特二炭鉱所在地陸上小運

送業者ハ廃休日ノ当日ヨリ失業状態二陥り経済的打撃深刻ナルモノアルヲ以テ関係方面卜

連絡ノ上之ガ対策ノ高全ヲ期シツツアリ｣としていた｡ ｢(3)残留家族ノ言動｣では, ｢来任

日浅キ半島人家族-言語不通ナル異境二取残サルル心細サヨリ良人ヲ見送り落涙スル者等

アリタルモ内地人家族ハ徴用ノ内容,徴用援護等ヲ理解シ概シテ平静ヲ保チッツアリ然レ

共今後長期二亘り別離ヲ継続スルニ於テハ漸次不平不満ヲ招来スル虞アルニ付之ガ処遇ノ

万全ヲ期スルト共二其ノ言動内査中｣としていた｡より具体的には､ ｢塔路炭鉱坑内夫婦

妻｣は, ｢十九日ノ令達式デ内政部長サルモ炭鉱ノ所長サンモ家族ノ事ハ絶対心配ナク出発

サレタイト話サレタガ若シ之ヲ裏切り私達家族ヲ不安=陥レル様ナコトガアツタラ女一同

デ｢ストライキ｣ヲ致マス｣と述べている(7)｡

3.転換の実施

昭和19年8月25日,第一船,亜庭丸が出港してから､ 9月23日,白龍丸の恵須取港出

港を最後に,労働者の急速転換計画は､実施に移された｡

記録には, ｢樺太,釧路勤労者資材等急速転換事務　中央､現地間連絡電信文(二)｣が所

収され,現地と軍需省間で配船の様子､および問題とされていた｢逃亡者｣がいないこと

が連絡されている｡

昭和19年9月25日着樺太庁長官発内務省地方局長宛電報では､次のように伝えている｡

電報訳文(一九.九,二五受)

炭鉱労務者転換ノ件

政府ノ方針二基キ予テ実施中ノ管下炭鉱労務者大量内地転換ノ件ハ九月二三日恵須取

港発白龍丸五六三名ヲ最後トシ極メテ平穏且順調二終了ス　八月二五日第一船亜庭丸

出発以来十五回労務者総数九､七○二名(内炭鉱労務者七,七四九,荷役労務者-,九

五三)他二家族九-八名二達シ特二挙グべキ事故モナク労務者何レモ時局ノ重大性ヲ

認識シ勇躍出発シ後二残サレタル家族約一万名モ極メテ平穏且明朗ニシテ何等危倶ス
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べキ事項ナシ御安心願フ　今後家族ノ援護其ノ他地方民心ノ安定二付特二努力致スべ

キニ付格別ノ御指導御援助ヲ願フ右取敢-ズ報告中上グ

樺太庁長官

内務省地方局長宛

この後,急速転換の対象は,労働者から資材が対象となったが,資料は現在のところ存

在しない｡同様に,残留した保坑要員および維持炭鉱労働者および残留労働者家族等に冠

する資料も存在していない｡

おわりに

敗戦後,防衛庁防衛研究所図書館戦史資料室所蔵の断片的な資料のなかで,昭和21年

(1946年)3月3日の目撃情報として内幌炭鉱(樺太)で, 1,500人の日本人が｢昭和ニー,

二,豊原ヨリ移動　朝鮮人に使はれてゐると云ふが恐らく鮮人が｢先手｣等をしてゐると

の事であろう｣と報告され(8),引揚についてもト　四八,七,一三(田村)アイヌ十三名,

北海道定着者引揚｣ ｢二　同前　日本内地二本籍ヲ痔タヌ　アイヌ朝鮮-帰サヌ｣との断片

情報が存在している(9)

また,本記録には,戦後,外務省管理局で｢第二次樺太炭鉱整理費措置要領案｣ (昭二-,

三､一九　管,経,大)が追加されている.このなかで,昭和19年下半期分整理費につい

ては樺太庁の支出済指令書に基づき, 630万円の支出をすることとなっている｡しかし,

昭和20年度上期分で外務省管理局は, ｢(-)廃止炭鉱補償費｣を｢終戦=依ル事態ノ変更

二即応シ在外財産二対スル補償措置卜呪合七再検討ノ要アルヲ以テ之ガ支出ハー応保留ス

ルモノトス｣とし, ｢(二)保坑費､管理費等補償費｣を｢業者リノ申請ヲ審査ノ上終戦時期

二至ル迄ノ分二限り之ガ支出ヲ為スモノトス｣､ ｢(三)休止炭鉱補償費,保坑炭鉱補償費(保

坑費ヲ除ク)設備費償却費｣等については, ｢終戦時期迄ノ分(要支出額二六三万円,予算額

三-六万円)ハー応之ガ支出ヲ留保シ終戦時期以降ノ分ハ之ガ補償ヲ打切ルモノトス(一般

在外財産ノ処理トシテ取扱ハルモノトス)｣とされた｡結果として｢三､右二依り差当り支

出ヲ要スル補償金額ハ昭和十九年度下期分及昭和二十年度上期分併七合計-,八三○万円

ノ見込ミ尚樺太炭鉱整理費ハ昭和二十年度上期分ヲ以テ打切り別途在外財産ノ処理トシテ

取扱ハルモノトス｣とされたのであった｡

以上,本記録は,労働者の急速転換の決定から計画,実施にいたるまでを理解しえるも

のの,資材の転換,昭和19年9月から敗戦にいたるまでの状況を示す文書を所収していな

い｡本報告書の趣旨に照らし,樺太の朝鮮人･韓国人という問題に関しては,労務者総数

9,702名(内炭鉱労務者7,749名.荷役労務者1,953名)､このうち朝鮮人,韓国人は, 3, 130

名で( ｢勤労者輸送計画表｣ 19.9.6現在,による),その他家族918名の合計10,152名で

あったoこれらの人員臥昭和17年度の樺太総人口(404, 920人)の約2. 5%,日本人(385, 089

人)の1.8%,朝鮮人･韓国人(21,078人)の14.8%であった｡また,職業別では,鉱業総
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数(26,640人､内,女性4,475人)の36.4%が日本本土に転換したのであった(10)

参考文献

防衛庁防衛研修所戦史室著『戦史叢書　北東方面陸軍作戦く2〉一千島･樺太･北海道の防衛

-』朝雲新聞社,昭和四六年

鈴木孝範著『激闘の国境戦にて』非売品,昭和六二年

高橋憲一著『札幌歩兵第二十五聯隊誌』大昭和興産株式会社出版部､平成五年

吉岡武雄編『ツンドラ　歩兵第二十五連隊戦友誌』東京印書館,非売品､平成五年

注

(1)昭和20年(1945年)2月28日付軍令陸甲第34号により,樺太防衛をこれまで担当して
いた樺太混成旅団を､陸軍第88師団に交代した｡

(2)本記録が分類されている｢署荷谷研修所旧蔵記録｣については,熊本史雄｢外交史料館

所蔵｢署荷谷研修所旧蔵記録｣の構造とその史料的位置一拓務省関係文書を中心に-｣ 『外
交史料館報』第16号(平成14年6月)参照｡移管史料全体については,拙稿｢外交史料館

所蔵『海軍省等移管南方軍政関係史料』解題｣ 『外交史料館報』第6号(平成4年3月)参照｡
(3)本記録は,本来､樺太だけでなく､釧路からの労働者配置転換関係の文書も含んでいて

もおかしくない｡内務省で分冊された可能性もある｡
(4)昭和19年8月10日付軍需大臣藤原銀次郎より内閣総理大臣小磯国昭宛軍務閣第56号

｢樺太及釧路二於ケル炭鉱勤労者,資材等ノ急速転換ノ件閣議裏話｣外交史料館所蔵『本
邦労働者関係雑件　樺太及釧路二於ケル炭鉱勤労者ノ配置転換関係』 (I75)c　閣議決定は､

翌昭和19年8月11日｡以下,特に注記が無い場合は､本記録からの引用である｡
(5)本閣議決定は､ ｢第一方針｣で｢国民勤労動員ノ強化二伴ヒ被徴用者二対スル援護事莱

ノ強化拡充ヲ図ルト共二新二勤労報国隊員及女子挺身隊員二対スル援護ヲ実施セントス

ル｣ものである｡本閣議決定の写が本記録に同封されている｡他に, ｢財団法人国民徴用援
護会設立趣意書｣ ｢財団法人国民徴用援護会寄付行為｣ ｢財団法人国民徴用援護会寄付行為

施行規則｣ ｢財団法人国民徴用援護会会員規程｣ ｢財団法人国民徴用援護会会員支部規程｣
｢補給規程抜粋｣ ｢財団法人恩賜財団軍人援護会樺太支部会則｣が所収されている｡

(6)この点は, ｢ハ.労務者｣ ｢3.南樺太炭鉱協和寮舎監半島人星山慎夏｣も｢今回ノ徴用ハ
皆喜ンデ居ル行先ハ気候モ良ク交通ノ便モ好イ　配船ノ無イ樺太デ暗イ気持デ働クヨリド

ノ位ヨイカ判ラヌ只心配ナノハ徴用内容ヲ能ク知ラヌ者ガ大分アル様ダシ此処ノ寮ニモ契

約期間ノ過ギタ者ガ二十七人モアルカラ今后何年モ親兄弟二会-ヌト云フ心配カラ逃走ス
ルモノガナイカト息ハレルコトデス｣と述べている｡

(7)本文書には､ ｢炭鉱附帯土建請負勤労者ノ配置転換実施要綱｣が附属文書としてついて
いる｡

(8)文庫柚71 『昭和二○,九-二-､ -二　千島樺太一般状況調査書類』防衛庁防衛研究

所図書館戦史資料室所蔵｡

(9)文庫柚72 『昭和二二,七-二五,一二　千島樺太一般状況調査書類』防衛庁防衛研究
所図書館戦史資料室所蔵｡

(10)昭和17年のデータは､ ｢樺太開発計画参考資料｣ 『本邦産業状況関係雑件　樺太関係』
(E192),外務省外交史料館､および鉱務課｢昭和十八年六月　鉱物資源開発二関スル資料｣

『本邦産業状況関係雑件　樺太関係』 (E192),外務省外交史料館,によった｡
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日本外務省外交史料館所蔵｢安東密輸問題｣関係史料についての覚書

松重充浩

(日本大学文理学部助教授)

1.問題の所在

本科研において筆者に与えられた課題は,サハリン朝鮮人移民と｢満洲｣ (以下､ ｢｣

略｡なお,本稿における満洲の地域範囲は,満洲が本来的に明確な地理概念を欠いた政治

的概念であることをふまえた上で､ ｢清洲国｣と概ね同領域を念頭において使用している)

1)朝鮮人移民の歴史的比較を行うというものだった｡より具体的には､満洲朝鮮人移民の

実態をその歴史的構造をふまえて解明することで,サハリン朝鮮人移民の歴史的特徴を解

明する比較軸の一つを提供するというものだった｡

では,従来の満洲朝鮮人移民史研究は,如何なる成果を蓄積してきたのであろうか｡従

来の満洲朝鮮人移民史研究成果を僻撤する時,大きく分けて二つの分析視角を確認するこ

とができる2)｡

一つは,日本帝国主義史研究を問題関心の主軸に置きつつ満洲朝鮮人移民のプッシュ･

プル要因を解明していった成果の蓄積である｡より具体的には,朝鮮人の満洲移民を日本

の朝鮮･清洲-の侵出政策に対する客体として再構成しつつ,清洲における朝鮮人の実態

を同政策の矛盾を集中的に体現するものとして再構成するものである｡この視角からの研

究成果は,満洲朝鮮人移民史研究の主軸であり,多くの研究蓄積を重ねている｡

もう一つは,清洲朝鮮人移民が,その展開地域社会に結果として如何なる変容や特徴を

もたらしたのかという視角からの研究成果である｡別言すれば､ ｢地域史｣研究からの蓄

積であり, 1980年代後半から顕在化した新たな研究蓄積である｡

冒頭で述べた筆者-の課題をふまえれば､これらの研究成果の統一的再構成を,新たな

実証的作業と並行しつつ提出することが求められることとなる｡しかし,誠に遺憾ながら

今回の科研期間中にそれを遂行することができなかった｡それは, 2年間という時間的限

界性に加えて､ SARSによる初年度および次年度初頭に予定していた中国東北地域楢案館

を中心とした現地史料調査が不可能となったことで､新たな実証的水準提示の前提となる

史料発掘が不調だったことによる｡

このため､次善の策として,本稿では､次の問題提起と若干の予備的実証作業を行い分

担者としての責を塞ぐこととしたい｡

清洲朝鮮人移民の全体像再構成において,周知に属する非制度･非合法的(インフォー

マル･イリーガル)朝鮮人満洲移民の多さをふまえるならば,朝鮮人の非制度･非合法的

清洲移民プロセスも実証的再構成の対象となることは言うまでもあるまい｡その際,避け

て通れない実証的課題は,朝鮮人が如何なる手蔓を通じて非制度･非合法的移民を成就さ

せていたのかという点である｡別言すれば､非制度･非合法的な形で朝鮮半島と満洲を<
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媒介>していた存在とは何であったのかという点である｡と言うのも,多くの朝鮮人が持

続的に非制度･非合法的な清洲移民を行なえたという事実は,それを可能とする､非制度

･非合法的な形で朝鮮半島と満洲を<媒介>する何らかの存在抜きには考えられないから

である｡

しかしながら､前述した二つの視角からの研究は共に､この点に関する実証的追究を十

分展開してきたと言い難い｡

本稿では,この研究上の空白を埋めていく作業の一階梯として, 1929-31年を中心に日

本外交において案件化した､新義州から安東-の密輸問題を取り上げることとしたい(以

下,本間題を｢安東密輸問題｣と略) ｡より具体的には､さしあたり, 1929-31年におけ

る日本外務省外交史料館所蔵の｢安東密輸問題｣関係史料から,その事実経過の概略を紹

介し,それに関する若干の問題提起を行うこととしたい｡

ここで､安東を取り上げたのは､同地方に対する研究蓄積が清洲朝鮮人移民の量的中心

地だった間島地域に比して相対的に薄いという事実に鑑み､その空白を少しでも埋めるこ

とを念頭においたからである｡また､密輸を取り上げたのは,それが非制度･非合法的越

境のいわば典型的形態の一つであり,その意味で繭述した､非制度･非合法的な形で朝鮮

半島と満洲を<媒介>する好個な事例となっているとの見通しを筆者が持っているからに

他ならない｡勿論,斯様な見通しは,単に密輸ルートと移民ルートが重なるという事実の

みならず､密輸と移民を直接結びつける具体的実証的成果の提示がなされるまでは作業仮

説にとどまるにすぎず,本稿でも,その時内を出るものではない｡今後を期すとともに､

後述する史料的限定性に加えて本稿を｢覚書｣とする所以でもある｡

また､本稿では､利用史料を,さしあたり日本外務省外交史料館所蔵史料に限定した｡

無論, ｢安東密輸問題｣全体像の再構成において,朝鮮総督府史料,現地新聞史料､回想

録､等々に加え､関係各国の公文書史料,とりわけ前述した理由により遂行できなかった

中国現地地方政府および中央政府の各種梢案史料の利用が不可欠であることは筆者も十分

承知している｡従って,本稿は, ｢安東密輸問題｣を正面に据えた先行研究が管見の限り

見あたらない現状をふまえつつ,日本外務省側記録が示す同問題の概況と争点を整理･考

察するという､今後の本問題研究推進に向けての予備的考察に止まるものである｡本稿を

｢覚書｣とするもう一つの所以でもある｡

2. ｢安東密輸問題｣の発生

1929年6月30日付公信で在安東芝崎路可領事代理より田中外務大臣宛に,同年2月以

降激増した新義州から安東-の密輸取り締りの意見具申を行った(3-87｡左の表記は『日

本外交文書　昭和期Ⅰ第一部』の巻数と掲載文書番号を示す｡即ち, 3-87は『日本外交文

書　昭和期Ⅰ第一部』第3巻87文書を意味する｡以下,同様　3)ここに､ ｢安東密輸

問題｣が日本外務省の交渉案件として改めて登場することとなる4) 0

本節では, ｢安東密輸問題｣の背景を,本問題をめぐる主要アクターとの関連をふまえ
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て整理し､その後の展開過程理解の前提を確保しておくこととしたい0

｢安東密輸問題｣発生の直接的契機は､ 1929年2月に中国側により導入されたの輸入税

率のアップだった｡これを契機に,高税率化され一度に多量の輸送が可能な商品を中心と

して新義州から安東-の水路を中心とする密輸が激増することとなったのである｡その主

要品目は,従価5%から17.5%-の増税となった地下足袋をはじめとする履物だった｡そ

の規模は, 1929年1月から6月にかけて､新義州からの水路輸出量の96.5%､脱税額にし

て172,496海関両(日本円換算258,700円)にのぼる状況を呈していた(3-100),

斯様な状況に至った理由としては,中国側の課税強化のほかに､日本側の取り締りの甘

さもあった｡関東庁指揮下にあった安東領事館警察署は,米､武器,モルヒネなど以外の

一般商品に対する取り締り法規を持っていなかったことに加え､朝鮮人取り締りに協力す

ることが日本側の治外法権特権に抵触する可能性を持っていたことから､中国側税関によ

る取り締り協力に消極的であった｡中国側税関は,密輸に対して密輸品の差し押さえと密

輸業者自身-の処罰を行っていたが,日本側は密輸品の陸揚げの禁止と密輸船の管轄外-

の追放処置をとるにとどまっていたのである(3-124)

以上の点に加えて､ここで特に注目すべき点は,この密輸が,安東の満鉄付属地内六道

溝に居住する朝鮮人の大半となる家族を合わせて約3千人の朝鮮人により担われていた点

である｡彼らは密輸により生計をたてており､同地はいわば｢密輸街｣と化していたので

ある｡しかも,当時｢安東ノ地ハ密輸出入ノ行レルコトニヨリ繁栄シ行レサルコトニヨリ

衰微ス｣ (3-97)と言われていたことに象徴されるように､密輸は,単に六道溝の朝鮮人

にとどまらず安東経済全体において重要な一部と認識されるていた｡

このことは､満洲と朝鮮半島との間に,恒常的な非制度･非合法的ネットワークが存在

することを端的に示すと共に,その取り締りが,単なる違法分子の摘発にとどまらず,安

東地方社会動揺の契機となる可能性を多分に含んでいることをも示していた｡事実､日本

側安東商工会議所や奉天商工会議所は密輸の取り締りが,中国人密輸業者による代替化や

朝鮮人の｢不達｣化をもたらすとして,その放任を主張していた(3-90,3-97) ｡

では､日本外務省は,何故この時期に, ｢安東密輸問題｣を案件として風上にのせるこ

ととなったのであろうか｡その理由としては､以下の二点が考えられる｡

一つは､ ｢安東密輸問題｣の放置が,当該期中国側中央･地方政府により提起されてい

た不平等条約破棄活動の正当化根拠を提供する可能性があったからである｡これが,日本

外務省側による案件化の直接的理由となっていた｡特に､密輸実行朝鮮人が満鉄の付属地

に居住していたことは,その回収運動正当化の根拠となり得るものとの認識を日本側に与

えるものであり､事実,中国側中央政府より日本側に本件取り締りにつき照会がなされて

いた(3-90,3-102)

もう一つは､密輸の放置が,安東以外の清洲他地域における日本側商工業者の不利益を

もとらしつつあったという事実にあった｡密輸品は､日本商に渡るだけではなく､中国商

にも渡っており､事実､地下足袋を扱う中国商は,仕入れルートを正規のものから密輸ル
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-トにシフトさせつつあった｡しかも､密輸の公然化を契機に中国側地方政府は,海関税

未納を理由に藩陽等の内陸都市に搬入される日本商品に対し課税を強行しつつあった

(3-113,3-117)　日本側が｢不当課税｣と呼称した問題を深刻化させていたのである0

これらの状況は,密輸の放置が,対内的流通における税制的優遇に裏付けられた現地中

国商-の仕入れ口(-対外的流通網)の掌握によって,内地流通網を独占的に掌握してい

た現地中国商に辛くも対抗していた当該期日本商-の深刻な打撃をもたらしかねない問題

となることを意味していたのである｡

3.日本側取り締りの体制の形成

前節で述べた背景の下､幣原喜重郎外相は､ 1929年10月30日,清洲の日本在外公館を

統括する位置にあった奉天総領事宛に,安東における密輸の徹底的な取り締りを訓令する

に至る(3-118)

しかし､密輸取り締りは,外務省単独で遂行できるものではなかった｡即ち､密輸取り

締りの実働を担う日本側の安東領事警察の警察官は関東庁(拓務省)の管轄にあり,密輸

の徹底的な取り締りに不可欠な密輸品の出口である廟義州での取り締りは朝鮮総督府の管

轄であり,この両者との調整･協力なくして,外務省の意図は実現不可能だったのである｡

外務省側もこの点はよく理解していた(3-107,3-115) ｡

これに加えて,本来の密輸を取り締り行政主体である中国側税関との調整･協力も不可

欠だった｡安東中国税関は形式制度的には中国中央政府である国民政府中央の管轄下にあ

り,その意味で国民政府中央政府との交渉が不可欠だったoその一方で,海関業務それ自

体はイギリス人総税務司の指導下にあり,中国中央政府の意向と相対的に自立する形でイ

ギリス人税務司が自らの意向を表明していた(3-140)それと同時に,現場の行政主体で

ある安東県公署およびその現実的な統括者たる遼寧省政府との調整･協力も､張学良指導

下の同省政府が中央政府から相対的に自立的な存在であったことから､別途必要となって

いた(3-102,3-110,3-112,3-125,3-138)

では､外務省は以上の諸主体と如何にして調整･協力体制を構築しようとしていたので

あろうか｡本節では､ ｢はじめに｣で述べた史料的限界をふまえ,さしあたり､日本側,

即ち,外務省が関東庁と朝鮮総督府の間で如何に調整･協力体制を確立せんとしていたの

かを確認することとしたい｡

外務省が最初に具体的な調整に入った相手は関東庁だった｡外務省は､前述した関東庁

管轄下警察の密輸取り締りに対する消極的態度の一因だった一般商品密輸取り締り法規の

欠如の克服を関東庁に求めていたのである｡しかし,この外務省の意向は,新たな法規の

制定は,密輸の原因が日本側にあるとの印象を対外的に与えかねないとして関東庁の入れ

ることにならなかった｡関東庁との調整は､ 1929年11月16日の幣原外相と太田正弘関東

庁長官とのトップ会談を経て､結局,従来の制度的枠組みの中で関東庁から取り締り要員

を安東に増派するという形で決着が図られることとなった(3-126/129ハ39)
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朝鮮総督府との調整は, 1929年11月11日､在安東領事宇佐美珍彦が関東庁の警務局長

および殖産課長と共に京城で朝鮮総督府関係官を訪問･会談することを通じて図られてい

た｡その結果,朝鮮総督府から新義州税関に｢安東密輸問題｣ -の積極的な協力の約束を

取り付けていた(3-127)

ここに, 1929年11月下旬より､ ｢安東密輸問題｣に対する本格的取り締りが開始され

た(3-135)

だが,取り締り開始直後に一旦減少するかに見えた密輸は, 1930年以降｢凡ユル好手段

ヲ用ヒ再ヒ盛二実行セル｣ (4-205)状況となっていた｡加えて,同年5月17日には､中

国税関吏による朝鮮人密輸業者取り締り中に朝鮮人密輸業者の船夫が転落水死し,これに

激高した朝鮮人密輸業者が中国税関建物を襲撃するという事件が発生していた(4-195)｡

これらの状況の下､中国側は日本側に,付属地内あるいは朝鮮内における中国税関出張

所の設置､新たな取り締り法規の制定,武装巡察隊設置の承認などを求めるなど､密輸取

り締り強化を強く求める事態となっていた(4-192,4-196,4-197,4-204) ｡

他方,関東庁と朝鮮総督府の取り締り現場では,外務省との申し合わせにも拘わらず､

徹底的な取り締りに及び腰となっていた｡これは,前述した朝鮮人密輸業者の地域社会で

の影響力の大きさから,その徹底的な取り締りが地域社会の不安定化につながりかねない

との判断がはたらいたものだった(4-209,4-213)　ここに,外務省は,関東庁と朝鮮総督

府の間で改めて密輸取り締りに関する調整を行う必要が生じ, 1930年11月17-18日の両

日､外務省(アジア局長,他2名) ､拓務省(次官､他7名) ,関東庁(警務局長､財務

部長) ,朝鮮総督府(警務局長､財務局長)の主要関係者が一同に会して協議を行うこと

となった｡

同協議では,取り締り予算の出所をめぐる拓務省と関東庁の対立に象徴される各機関間

の思惑の違いを辛みながらも,中国側要求の拒絶,日本側関連機関問および中国税関側と

の連絡･協力の緊密化,取り締りの強化,密輸関係者の善導を主要内容とする｢新義州安

東間密輸入取締新法協定草案｣を取り纏めることに成功していた(3-217,3-218) ｡同草案

の成立は,日本側関連機関間の密輸取り締りに関する協力体制の明文化を意味しており,

1930年末には,一般商品密輸の禁止および違反者に対する罰則として､ 50円以下の罰金,

拘留･科料,密輸品没収などを明示した新たな関東庁令が公布(1931年1月16日)され

るに至った(3-235,3-239,4-38) ｡

外務省は,錯綜する省庁間の思惑を､各担当者を一同に会した直接協議形式と､ ｢国際

的信義｣確保による付属地権益維持という所謂｢落としどころ｣を提示することで調整し

つつ(5-25) ､密輸取り締りに対する日本側の制度的協調体制を曲がりなりにも確立する

ことに成功していたのである｡

4.非制度･非合法的ネットワークの再浮上:小結にかえて

前節で述べた通り, 1930年11月以降,日本側関係省庁は,外務省主導の形で密輸取り
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締りに関する協力体制と法制的裏付けを獲得するに至っていた｡このことは､本格的な密

輸取り締りの環境が整備されつつあったことを意味していたが､果たして現実は如何なる

展開を見せていたのであろうか｡本節では,1930年11月以降から清洲事変が勃発する1931

年に亘る｢安東密輸問題｣の経緯を整理し,本案件における外務省対応策の限界性を展望

し,本稿の小結にかえることとしたい｡

前述した草案と関東庁令公布を契機に関東庁が本格的な密輸取り締りに乗り出し結果,

1931年に入ると大がかりな密輸は陰を潜めるに至った(4-208,5-52)　ところが,この取

り締り強化は,二つの新たな問題を惹起することとなった｡

一つは､取り締りの権限を巡る､日本側と中国側税関吏との対立であるo両者の対立は､

｢日本側ノ没収処分増加トハ海関員等ノ差押ヲ砂カラシメ没収処分額二応シテ報酬ヲ受ク

ルコトトナリ居ル現制度ノ下二於テ彼等実収入著減シ為二警察側ノ取締励行ハ却テ彼等ノ

嫌悪スル所トナレルト同時二他面右収入減ヲ埋メ合ス為密輸品没収二焦り普通通行人二対

シテ迄モ自然検査峻烈ヲ極ムルニ至リツツアル｣ (5-92)状況を背景としつつ､没収密輸

商品の帰属と,密輸業者取り締りにあたる中国側税官吏が携帯する品の二方向から現出し

ていた｡

前者は､日本側発見の密輸品を日本側で没収したところ,安東税関長ベッセルから,斯

様な措置は,発見の後先に関係なく密輸没収品は中国側の帰属とする旨を取り決めた所謂

｢入江･ギルクリッシュ協定｣ (1921年4月締結)に違反するとの抗議に端を発し現出し

ていた(4-199)　後者は､中国側税関吏と朝鮮人密輸業者の衝突に際会した日本警察が中

国側税関吏所持の護身用梶棒を没収したことに端を発し,中国税関吏が抗議ストライキに

入るという事態に至っていた(4-219,4-220)

この両者に対して,外務省は､既成事実の積み上げによる｢入江･ギルクリッシュ協定｣

の骨抜きと,中国側税関-の日本人監視員採用を含む中国側税関との連携･意思疎通の強

化を通じて中国側態度の軟化を期待するという,いわば現地臨床的対応による事態の打開

を図ろうとしていた(4-210,4-211,4-212,4-223,4-231,4-237,5-47,5-81) ｡

しかし,外務省の思惑を離れ,本案件は中国側に日本による中国主権の操珊という反応

を引き起こし, ｢不平等条約打破,国権回復運動｣に対する格好の素材を提供しつつあっ

た(4-220,4-233)　そして,この状況を背景に,国民政府中央や現地地方政府から本案件

に対する抗議が外務省に提出されるに至っていた｡事態は,積極的な密輸取り締り率先に

より中国側ナショナリズムの惹起を回避せんとした外務省の思惑を大きくはずれ,他省庁

間協調体制構築における説得根拠を堀崩しつつあったのである｡

もう一つの新たな問題は､密輸取り締り強化により,いわば失業する形となる多数の朝

鮮人密輸業者の保護･更生を如何に行うかだった｡前述した通り,従来徹底的な密輸取り

締りが実施されなかった理由の一つは,密輸業が事実上安東の重要産業化していたこで,

密輸取り締りが現地社会の不安定化を惹起するというものだった｡関東庁令発布後も依然

として朝鮮総督府が密輸取り締りに消極的な対応とっていた理由もここにあった
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(5-7,5-71)　事実､密輸取り締り強化に対する安東日本人･朝鮮人社会の反発は激しく,

安東商工会議所は日本本国政府に対して､新たな関東庁令の廃止もしくは延期を陳情する

電報を送り､外務省に対する不信感を募らせていた(5-13,5-27) ｡ここに,外務省は朝鮮

人密輸業者に対する保護･更生に向けての施策実施を迫られることとなった｡

当面の資金援助や新たな職業訓練など,朝鮮人密輸業者の保護･更生には､当面最低で

も4,100円が必要であり,外務省は朝鮮総督府と協議の上､在外居留民臨時保護取締費機

密費より約半額の2,000円の支出を決定していた(5-25,5-38,5-52) ｡しかし,事実上の地

域社会構造の転換をもたらす密輸の取り締り強化が,斯様な一時的な資金導入により完遂

するものではないことは自明であった｡このため,密輸以外に他の生業をもたない朝鮮人

の多くは結局密輸を継続せざるを得ず,事実, 1931年7月以降,今度は小規模かつ今まで

以上に巧妙な手口での朝鮮人密輸が再び増加するに至っていた(5-92,5-107)

これに対して外務省側は､前述した1930年未の草案以上の新たな有効策を提示できない

まま満洲事変を迎えることとなる｡満洲事変勃発に伴う政治的混乱は､前述した取り締り

環境を後退させ､非制度･非合法的ネットワークを再び顕在化させることとなった｡公然

化した大規模密輸が復活することとなったのである(5-119,5-122)　安東一般市民の｢軍

ノカニ依り事実上無税地帯トナリ経済的二救ハレントシツツアル安東｣ (5-119)との発言

は,その状況を端的に象徴するものだった｡

外務省の｢安東密輸問題｣ -の対応は､満洲事変後の非制度･非合法的ネットワークが

定在する形で形成された地域社会全体に対する十分な対応構想を欠いていたことで,その

限界性を露呈することとなったのである｡

註

(1) ｢満洲｣の政治的含意に関しては,中見立夫｢地域概念の政治性｣ 〔溝口雄三,他編

『アジアから考える1 :交錯するアジア』 (東京大学出版会､1993年) 〕を参照された

い｡

(2)後述する二つの分析視角の提示に際しては､研究史整理を個別の満洲朝鮮人移民史

研究成果に照応させつつ明示しておく必要がある｡しかし,本稿で膨大な研究蓄積を網

羅的に開示する準備は無く,後日の課題としておきたい｡

なお､二つの分析視角設定に関しては,さしあたり,前者について依田書家｢満州にお

ける朝鮮人移民｣ 〔満州移民史研究会編『日本帝国主義下の満州移民』 (龍渓書舎,1976

年)第6章所収〕を,後者について李盛換『近代東アジアの政治力学:間島をめぐる日

中朝関係の史的展開』 (錦正社､1991年)を参照されたい｡また,二つの分析視角の統

一的把握-の視座を孝みつつ, 20世紀前半を中心とした朝鮮人移民の概況をまとめたも

のに,水野直樹｢朝鮮人の国外移住と日本帝国｣ 〔 『岩波講座世界歴史』第19巻(岩

波書店,1999年) 〕がある｡併せて参照されたい｡
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(3)本稿で使用した『日本外交文書　昭和期Ⅰ第一部』の書誌情報は次の通り｡ 『日本

外交文書　昭和期Ⅰ第一部』第三巻(外務省､ 1993年) , 『日本外交文書　昭和期Ⅰ第

一部』第四巻(外務省, 1994年) , 『日本外交文書　昭和期Ⅰ第一部』第五巻(外務省､

1995年) ｡なお,本稿で利用した同書の各文書は, ｢日本外務省記録｣ E.3.6.0.3-3-1 ｢各

国こ於ケル密輸出入関係雑件　中国ノ部　安東中国税関吏卜本邦警察官トノ紛擾井関

係｣ (第1,2,3巻) ､ D.2.4.0.6 ｢安東駅二於ケル禁制品取締問題二関スル交渉一件｣から

採録されている｡

(4)安東と新義州間の密輸問題は､ 1925年をはじめ〔中央研究院近代史研究所編『中

国近代史史料嚢編:中日関係史料:東北問題(4)』 (中央研究院近代史研究所,1991年)

2466-2496貢〕 ,繰り返し日中間の案件化していた｡このことは､安東と新義州の間に

おける密輸が言わば恒常的に存在していたことを端的に示していよう｡

なお,密輸の前提である満洲と朝鮮半島間の経済的連関に関しては､山本有造｢ 『朝

鮮』 ･ 『満洲』間陸境貿易論｣ 〔同『 ｢満洲国｣経済研究』 (名古屋大学出版会､ 2003

午)第6章所収〕を参照されたい.
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朝鮮人労務者の労働と移動にみる｢協力者｣研究に向けて

上水流久彦

(県立広島女子大学国際文化学部助手)

はじめに

2002年夏の調査において, 1940年頃北海道の炭坑で働いた経験のある在日朝鮮人1の方

にインタビューをすることができた｡彼はサハリンの炭坑のほうが食べ物があるという噂

を聞いて,友人と樺太(現在のサハリン)行きの船に乗ろうとしたが,失敗したという｡

また,サハリンの炭坑で働いていたある朝鮮人労務者は､移動を繰り返して九州の炭坑で

働くようになっていた1928 (昭和3)年に朝鮮での虐待や連行を嫌がって日本に渡って

きた朝鮮人労務者は下関幡生の国鉄関係の土木工事現場をかわきりに,もっとよい働き場

があると聞いて大阪に移り､その後,静岡､山形の土木工事現場に連れていかれ,福島県

の炭坑とダム工事現場で働き,宇部炭坑に映り,さらに福岡県北部の炭坑に移動し,仕事

も幸いこともあり,熊本の土木工事現場に連れていってもらい､最後に長崎市の埋立工事

の現場に連れてこられたという(長崎在日朝鮮人の人権を守る会[以下｢守る会｣と略称

する] 1986: 157),また,本報告書の安達論文に見るように戦前のサハリンあった豊原警

察署の機密文書からは､昭和16年(1941年)の1月から9月の間に1300件あまりの手

配書が出されていることを確認できる｡単純に計算すれば,一日に平均4人から5人が逃

走していたことになる｡彼らの多くは,炭坑や土木工事現場から逃走しているのだが､炭

坑や土木工事現場から逃げてきた人々がまた別の炭坑や土木工事現場に逃げることもあっ

た｡

1937 (昭和12)午,石炭業界は政府に労働力確保対策を申し込んだ｡労働力不足が深

刻で,各炭坑は駐在員を各地におき募集を行うが,それは焼け石に水であった1939 (昭

和14)年7月には, ｢国民徴用令｣が公布され､政府が必要と認めたときには,国民を強

制的に炭鉱など軍需産業に従事させることができるようになった(住友石炭鉱業株式会社

社史編纂委員会[以下｢住友石炭鉱業｣と略称する] 1990 : 159-160),炭鉱などの現場

では労働力が不足していたが､その不足を埋めるように, ｢募集｣や｢官斡旋｣, ｢徴用｣,

｢強制連行｣によって日本に来た朝鮮人の多くが炭坑､土木工事現場で働いた｡例えば,

炭坑の現場では13万人の朝鮮人労務者が働き,全炭坑労務者の三分の一を占めた(住友

石炭鉱業1990: 162),そして,上記のように現場を移る(変える,変えざるを得ない,

変えさせられる)朝鮮人労務者も少なくなかった｡そこで本稿では,主に炭坑や土木工事

現場の労務者の記憶と経験談を手がかりに2､戦時中の朝鮮人の｢労働と移動｣の構造を解

明するうえで,植民地主義的研究で｢協力者(コラボレーター)｣と呼ばれる人々-のアプ

ローチが急務であること,だがそのような調査が従前の分析枠組みでは困難であることを

指摘したい3｡
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1.労務者の管理制度

九州北部の炭坑や土木工事現場での実地調査で必ず出てくる言葉が､ ｢飯場｣や｢納屋｣

である｡佐賀県の朝鮮人炭鉱労務者の聞き書きをまとめた『原爆と朝鮮人　佐賀県朝鮮人

強制連行､強制労働実態調査報告書　第6集』 (守る会1994)には｢納屋｣や｢納屋頭｣

の言葉を頻繁にみることができる｡他方､長崎の朝鮮人炭鉱労務者の語り(守る会1982,

1986, 1991)や､長崎での筆者らの調査での聞き取り調査ではしばしば｢飯場｣という言

葉を聞いた｡

これらの言葉は周知のように二つの意味を持っている｡ひとつは労務者が集まって居住

する場所を示す場合である｡もうひとつは,納屋(飯場)制度といわれる雇用形態を意味す

る場合である｡

前者の場合だが,土木工事現場の近くに｢納屋｣や｢飯場｣という場所があり､長屋作

りのバラックのような建物があり,労働者はそこに住んでいた｡食事を作る者がおり,共

用のトイレがあった｡ある日本人の証言による, 50人から100人が平屋のみすぼらしい

木造のバラック4, 5棟に住んでいたという(守る会1991:103),朝鮮人納屋は一室八

畳に八人ぐらいで,世帯持ちの親子ずれは六人くらいで六畳程度であった(守る会

1991 : 213)｡

後者の場合だが,納屋(飯場)制度では, ｢納屋頭と炭坑鉱夫とのあいだにゆるい親分子

分関係が形成され､炭坑夫の養成なども行われ, ･･･飯場頭の家父長的な世話がなされ,鉱

夫救済もある程度行われていた(村串1998:68)｣という｡明治や大正の頃,炭鉱労務者

の相互扶助組織で,全国を移動して炭坑の職を探す仕組みでもあった友子制度が炭坑の現

場では全国的に広がっていたが,九州の炭坑には友子制度は普及しなかったという(村串

1998),その替わりに発達したものが納屋(飯場)制度であった｡

もう少し詳細に炭坑の納屋(飯場)制度について見てみよう｡長崎,佐賀,筑豊に炭坑

を数多く持っていた三菱鉱業を例にとると(三菱鉱業セメント株式会社総務部社史編纂室

[以下, ｢三菱鉱業｣と略称する] 1976:298-318),明治から戦前にかけて三つの雇用形

態が存在した｡それらは以下の納屋(飯場)制度､世話方鉱夫制度,直轄鉱夫制度である｡

①納屋制度

イ　納屋頭の身分と職責　身分は雇人で,所属坑夫の管理全般を担当した｡すなわちす

べて炭坑係員の指揮に従って,採炭,修繕等の坑夫の繰出し,納屋頭またはその配

下の人繰が構所内で坑夫の稼業を督励し､また納屋に住込んだ配下の身元保証の責

任を負ってこれを取締まった

ロ　募集　自費で坑夫を募集した｡

ハ　受持坑夫数　制限を設けなかった｡

ニ　貸金　制限を設けなかった｡
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ホ　物品販売　坑夫の飲料および事業用品代価等は会社の許可を得た定価で販売した｡

②世話方鉱夫制度

イ　世話方の身分と職責　身分は雇人(小頭格)で,取締係に属していた｡取締係およ

び坑務係の監督の下に坑夫の雇入れおよび繰込みその他の一切の世話を行った｡

ロ　募集　会社は世話方に募集費の貸金を行った｡

ハ　受持坑夫数150人とするが､一定の条件の下に増員が許された｡

ニ　貸金　坑夫に対する直接貸付けは会社の許可を要した｡なお返済は会社が賃金より

引去り,世話方に交付した｡

ホ　物品販売　直接,間接を問わず厳禁した｡

-　賃金支払い　会社が坑夫に直接支払った｡

③直轄坑夫制度

イ　職制　会社は専任の取締係員と繰込方を任命し､取締係主任がこれを指揮,監督し

た｡

ロ　総代坑夫　直轄坑夫の居住する納屋を適当に区画して組を作り,各組に総代1人を

置いた｡総代坑夫は取締係員の監督の下に坑夫に対する命令の伝達､督励および共

済に従事した｡総代は毎年6月, 12月の2回,その成績に応じて毎回5円の手当が

支給され,また家屋修繕料等が免除された｡

ハ　募集　周旋人が行った｡

即ち､納屋(飯場)制度の場合,納屋頭は正社員ではない炭鉱会社の雇人であり,納屋に

住む配下の身元を保証し､鉱夫を自ら集め､管理した｡住友のある炭坑では,頭(頭領)

の下に,必要な坑夫のやり繰りをする｢人繰り｣と称する頭領の直接の子分がいて坑夫の

入坑を督励した｡他に｢勘場｣という会計係が坑夫の賃金と諸経費を一括管理していた(住

友石炭鉱業1990 : 53),納屋(飯場)制度は,仕事そのものを請け負う土木工事の飯場と

は異なり,作業は炭鉱会社の係員が直接監督し,稼働高を算定したという｡ある九州の炭

坑では､坑夫貸金の一割相当が｢頭｣に支払われた(住友石炭鉱業1990 : 53)｡

世話方鉱夫制度の場合､世話方の身分は雇人で炭鉱会社の取締係に属し､取締係および

坑務係の監督の下に鉱夫の雇入れおよび繰り込みなどの指揮を行い,鉱夫の費用は炭鉱会

社に負った｡直轄鉱夫制度では,炭鉱会社が直接,鉱夫を雇い,総代鉱夫をおいた｡総代

鉱夫はその居住する納屋を適当に区画して組をつくり,各組に総代を一人をおいた｡総代

鉱夫は炭鉱会社が設けた取締係員の監督の下､鉱夫に対する命令の伝達や督励および共済

に従事した｡炭坑取締係は, ｢ 『作業上以外=於ケル鉱夫ノ取締並其家族ノ監督･指導(大

正8年3月『鉱夫係主任会議議事録』)』をその職責としていた｣ (三菱鉱業1976:303),

納屋(飯場)制度,世話方鉱夫制度､直轄制度の順に炭鉱会社が鉱夫を直接管理する度合

いが強くなるが､三菱鉱業の社史によれば,納屋頭らの中間搾取をなくすこと､炭鉱会社

と鉱夫との関係を安定的なものにすることを主目的に雇用形態の改革が行われた(三菱鉱

-61-



業1976: 64-68, 300-303),だが,納屋(飯場)制度を廃止することは難しいものであっ

た｡三菱鉱業では, 1897 (明治30)年から納屋(飯場)制度の廃止､直轄制度-の移行を

開始するが, 1914 (大正3)年頃でも,ある主要炭坑には三つの制度が混在しており､筑

豊の飯塚炭坑は1929 (昭和4)年8月にようやく納屋(飯場)制度が廃止された｡住友の

九州にある炭坑でも昭和4年になって納屋の幹部(頭領,人繰り､勘場)たちを退職させ

たという(住友石炭鉱業1990 : 54),三菱の労働組合の委員長も務めたある日本人男性

は､朝鮮人と日本人との間に差別はなかったと強調するなかで,雇用形態の変遷について

次のように述べている｡

大正年間から｢韓国納屋｣があり,納屋頭は｢韓｣さんといったが,五○人く

らいいたように思う｡ -朝鮮人労務者たちの｢納屋｣は,自主性でやっていた｡

中略　韓国人労働者は,日本内地から現地に募集に赴いて,そこから崎戸に連れ

て帰った｡ ｢納屋｣制度ではなく､会社直轄である｡労務課が担当しており,その

中に｢外勤｣があった｡川朝鮮人は大正時代には働いていた｡ ･- ｢納屋｣制度か

ら,会社直轄になったのは, 1926 (大正15)年だった｡大納屋は五○人-八○

名が最大である,中納屋は二○-五○人,いずれも独身者が住み,小納屋はハー

モニカ屋といわれて､夫婦のものが住んでいた｡納屋頭は1926年(大正15)ま

では,四三名がいた｡納屋制度は, 1931年(昭和6)に､完全になくなった｡ (守

る会1991 : 200-202)｡

納屋(飯場)制度から直轄制度-の転換は九州北部だけではなく､日本各地の炭坑におい

て行われた(村串1998),ただ,直轄制度になったからといって,炭鉱会社が鉱夫を全

て直接的に管理･監督するわけではない｡上記の例によれば,直轄制度のもと各組がつく

られ､総代がおかれている｡会社組織の点でみれば､上記の3つは区別されるが,一般の

鉱夫から見れば,納屋なり飯場なり,組なりをおさめる｢頭(もしくは総代)｣がおり,そ

の統制下にあることには変わりがない｡むしろ,直轄制度の場合,炭鉱会社の取締係や労

務係という中間管理職が以前の｢頭｣に加えて組織上入ることになり,管理が強化された

側面があるといっても良い｡例えば,先にも引用した日本人で労務に関わった人物は, ｢納

屋制度は請負制度だった｡それが改革されて会社直轄となり,納屋というわずに寮になっ

た｡それまでは納屋頭の自主性というか,その支配の下にやっていた｡納屋頭の代表格だ

った『世話方総代』が四名いたが,会社と労務者との『｢とりもち』をしていた(守る会

1991 : 200-202)｣と述べる｡

ちなみに九州の炭坑現場の基盤にある納屋(飯場)制度は,圧政の象徴として一般的に

は考えられていた｡現在の長崎県高島町にあった端島炭坑で働いていたある日本人は,納

屋について｢昔の高島の圧政時代には､個人でやっとる寮が七軒から八軒あったですかな｡

納屋のですね｡なんぼ働いても親方から吸い上げあれて,それで耐えかねて｡遅く会社の
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直轄の寮かなんかになったですが(守る会1986:53)｣と述べている｡事実,高島炭鉱

を手に入れた三菱鉱業は,納屋頭の圧制に手を焼いた(三菱鉱業1976:64-68),また佐賀

の炭坑に関する証言として次のようなものがある｡

｢市丸炭坑｣というのは､戦前､戦時中は,納屋制度があり,圧政のヤマだった｡

全国のあちらこちらから坑夫を募集してきては､納屋に閉じこめ､圧制､虐待

などひどい扱いをしていたという｡風呂にいれるときは,納屋から裸のままでぞ

ろぞろ歩かせていれたということだ｡武雄の女郎屋(遊郭)lに遊びに行かせると

きも､数珠繋ぎ(じゆずつなぎ)に体をしばって,連れていったが,その女郎屋

がまた炭坑の経営であり､坑夫たちが逃げないように,あいかた(女郎)に責任

を持たせ､そこで坑夫たちが話したことは会社側､納屋の親方に筒抜けだったと

いう(守る会1994:48-49).

別の日本人は､ ｢炭坑で働く独身者は納屋制度の中にいた｡寮長がいて,納屋頭とよばれる

人の圧制があり,暗黒時代であったと聞いている(守る会1991 : 183)｣と述べている｡

このような納屋(飯場)制度より直轄制度のほうが,労務者に置かれた状況として良かっ

たとは推察されるが,直轄制度だからといって,炭鉱会社の規則が直接的に人夫を律した

わけではない点は確認しておく必要があろう｡既述したように仕事から生活の面まで取り

仕切る｢総代｣が存在する飯場が直轄制度でもあり,その｢総代｣即ち｢頭｣の力は飯場

に属す人夫の公私にわたって強い支配力を持っていた｡現場の仕組みは納屋(飯場)制度か

ら直轄制度と変わっていくが,それでも｢頭｣が持つ権力やイメージは､一般労務者と｢頭｣

の関係において後述するように大きな作用をなしていた｡

一方､土木工事現場の組織も会社- ｢頭｣ -労務者という形を長崎ではとっていたよう

である｡さらに｢頭｣と労務者の間には､現場監督,現場係(帳簿係),配給係がいた(守

る会1982 : 103-104),昭和18年に日本に渡ってきて,長崎でトンネル工事に従事した

ことのある朴氏は次のように語っている｡ ｢日本人を組頭とする上村組という元組があっ

て,その下請に福山,西尾,田中,中村,島山などの約10組があり, ･-各組に幾人かの

飯場頭がいて,自分も働くが人夫さんから飯賃をもらって世話をしていました(守る会

1982:103-104) J<

すなわち､土木工事現場でも工事を請け負う元請けがあり,その下請けがあり､さらに

そこが飯場に分かれており,各々に｢頭｣が存在していた｡朴氏が属していた下請の組に

は多いときには200人が属していたという｡元組全体では1000人の人夫がおり,この元

組には約10の下請けがあったことから考えれば,平均ひとつの組に100人ほどの人夫が

いたことになる｡人夫の調達も組や飯場の｢頭｣の仕事であって,彼らに仕事を出した企

業が人夫を調達はしなかった｡朴氏によると､ ｢組頭や飯場頭が仕事を求めて人夫を連れて

移動してくると,それぞれに飯場をもらい埋立工事に従事した(守る会1982:103)｣とい
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う｡また,もらった給料のうち､ ｢頭｣から｢飯代として半分くらい差引かれ､夜のうちに

一杯飲まされてバクチで取り上げられたりしていた｣.

土木工事現場の｢頭｣は炭鉱会社から手数料をもらう炭坑の飯場等の｢頭｣と違って､

仕事を請け負う形で収入を確保していた｡このような違いはあるものの,土木工事現場の

労務者も仕事と生活の両面を監督され,貸金も握られていた点で炭坑の労務者と同様であ

った｡

2.移動を支える人々

長崎の土木工事現場で働いたある朝鮮人労務者の一人は,聞き取り調査の時に自分のイ

トコが組頭をしており､その組頭を頼って長崎のある土木工事現場に来たと語った｡この

ように組頭や飯場頭という労務者を管理する者に朝鮮人がいた｡国内の炭坑や土木工事現

場を転々としてきたある朝鮮人は長崎県で被爆したが,その時に属していた秋田組の組頭

が朝鮮人であることを記憶している(守る会1986: 157-158)｡また,長崎のある土木工

事現場で働いた日本人は次のように述べる｡

飯場の朝鮮人たちの組頭はなあ,米原さんが組頭のことあったですよ｡ -米原

さんが市から請負いをして,請負師やけん,その人は｡その請負師の下にボース

ン(頭)としての朝鮮人がおらすわけ｡ (中略)朝鮮人たちは,みんな飯場で寝起

きしとったですが､親方たち､ボースンたちは､やっぱあ個人の家におらっさん

やったろうか(守る会1982:24-25),

さらに1943 (昭和18)午,日本語もわからず渡日し,トンネル工事で働いた人物は､

韓国人の所属飯場の親方(責任者)がおり､協和会(この会については後で詳述する)辛

帳発行手続きなどの事務をしていたことや,現場監督に朝鮮人がいたことを覚えている(守

る会1982 : 47-48)｡ 1938 (昭和13)年に生まれた朝鮮人の女性は,自分の父が普通の

人夫さんではなく､同じ朝鮮人の人夫の親方をしていたことを記憶している(守る会

1982: 73),また､朴氏は下請けの10の組の全ての組頭が朝鮮人であったことを記憶して

いる(守る会1982: 103-104),ある炭坑で労務係をしていた日本人は､朝鮮人労務者を

｢半島人｣と呼ばずに｢鮮系｣と呼んでいたと述べた後で, ｢鮮系｣労務者の労務管理は朝

鮮人の監督がしていたと語っている(守る会1991:347)｡ある女性は自分の知っている

飯場について｢松山飯場の親方は､松山虎男という韓国人で,日本の敗戦後,密航で本国

へ引き揚げましたが､それまではこの辺りの顔役であったといわれています(守る会

1994: 142)｣と自分の記憶を語っている｡

このほか,ある日本人男性は自宅近くの朝鮮人の飯場の様子について｢これらの朝鮮人

は,いわゆる朝鮮から直接つれてきた徴用工ではなくて､日本全国から集めて来た看たち

であった｡また,これら朝鮮人労働者の動静を監視するためか,時どき憲兵や,同じ朝鮮

-64-



人の巡視員のような人も､来ていた｣と語っている(守る会1991:140),朝鮮から夫を

追って日本に来たある婦人の記憶によれば,夫(大正9年生まれ)は徴用で長崎に炭坑夫

として連れて来られて､その後しばらくして朝鮮人労務者たちの世話をする寮長の仕事に

なり､終戦まで続けたという(守る会1991:176-117),ある日本人は中学校の同級生の

父が朝鮮人の飯場頭をしており､数人の使用人を使っていたことを記憶している(守る会

1991 : 179),これらの語りが示すように,朝鮮人の一般労務者を朝鮮人が管理することは

珍しくなかった｡

｢頭｣を務めた朝鮮人の重大な特徴として,彼らの日本語能力の高さがある｡例えば,

長崎の炭坑に1936年(昭和11年)に16歳で炭坑にはいった日本人は､当時のことを語

るなかで｢班長として,朝鮮の方もおったですよ｡やっぱり朝鮮の人には,朝鮮の係員を

つけとかんば､いかんもんですね｡その人は,日本語がベラベラで,年は二○歳代でした

ね｡奥さんは日本の人でしたよ｣と述べる(守る会1991:1686),またある日本人は｢朝

鮮人の中から選ばれた者が､朝鮮人の監督をしていたが､その上に『人振り』と呼ばれる

頭が存在していて,約50人を束ねていた｡ (中略)監督,寮長をしていた朝鮮人は日本語

を話せたが,他の朝鮮人とは言葉が通じなかった(守る会1994:92-93)｣と語る｡長崎

で出会ったインフォーマントは,土木工事現場の飯場で自らが会計を担当できたのは､日

本語の能力があったからだと述懐した｡また,ある日本人の女性は次のように記憶してい

る｡

朝鮮人たちは日本語をじょうずに話していました｡ (中略)吉田という朝鮮人

労務者の親方がいましたが,その人も朝鮮人でしたのに,日本人よりも日本語が

じょうずで,お金持ちで,土方工事の請け負い業をしていました｡大きい仕事を

つぎつぎに引き受けて,日本人労務者や朝鮮人労務者を使役していましたので,

日本人も吉田さんにはペコペコしていました｡終戦後,相浦駅付近に立派な家を

建てて､裕福に暮らしていましたが,今の消息はわかりません(守る会1991:

102-103)｡

このほか,長崎の調査で得た話によれば,爆破技術や車の運転能力などを持っていたこ

とが､単純な労務者にならずにすんだ要因であった｡自分の技術を使いながら,仕事を成

功させ,そのうち仲間を集めて､仕事を請け負い,うまく行けば,飯場頭の立場を持つよ

うになり､さらに成功すれば自ら組を持てるようになるというのが､土木工事現場におけ

る｢頭｣になるひとつの道すじであった｡

ちなみに管理する｢頭｣の生活は上にもあるように恵まれていた1907年生まれのある

朝鮮人は14歳のときに親戚をたよって愛知県の瀬戸に来た後,呉市で働きその後佐世保

で人夫頭をするようになった｡高給をもらっており,終戦時の日給は二円五十銭くらいで

あったという(守る会1991:151)｡また､長崎の土木工事現場で経理係をしていた人物
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は以下のように述べる｡

日本人と結婚して周囲からは日本人と見られていた朝鮮人も多かったのです｡

特にインテリに多かった｡創氏改名で日本名でしたし,流暢な日本語を使い,何

か｢準日本人｣といいますか､給料も日本人に近いものを取っている人もいまし

た｡日本人の代わりにそういう人をつかって監督させたということもあります｡

炭坑でも同じでした｡警察と協和会には分かっていても,実際日本人と区別のつ

かない朝鮮人ですね｡私の知る範囲でも,三菱と関係のあった吉本紐というのは

組頭も朝鮮人でしたが,その下に日本人と区別のつかない人が幾人もいました｡

三菱には戦後帰化して社内に残った人が五,六人はいると聞いています(守る会

1982 : 106)｡

軍隊と関係し,労務者を見張る場合も待遇がよかった｡ある海軍直属の朝鮮人は貧しい朝

鮮人坑夫の食事について述べたあと､ ｢私の場合は,海軍直属の待遇だったから､白い飯で,

きょうはイワシか,という,あすはタイを出すから,といって毎日うまいものを食べてい

た｡私が動かないと､人夫が働けないということを,みな知っていたからだ｡だから､飯

場なんかに住まないで,私のために海軍が-やを借りてくれて､蓄音機まで買ってもらっ

ていた｣と自分の生活をふりかえっている(守る会1991:132),

生活が一般労務者よりも豊かであった組頭や飯場頭は管理するだけではなく､労務者が

集まるひとつの基点でもあった｡本章の冒頭で紹介した人物の他にも｢私が世知原に来た

のは,星野組にいた兄の関係である｣と述べる者もいる(守る会1991:298)｡自発的に

移動する場合､ ｢頭｣をたよって移動することは,移動先での職場も確保されており,その

移動は容易であった｡

だが,逃走となるとそう容易ではなかった｡福岡の飯塚炭坑に連れてこられたある人物

は労働があまりに厳しかったため逃亡し,あちこちで働いたのち,佐世保に友達がいるこ

とがわかったのでその人を頼って佐世保に移ったという(守る会1994: 141)｡飯塚炭坑

で働いていたある朝鮮人も自分の逃走について｢約八ヶ月がまんしたが,とうとう一九四

三(昭和17)年の12月だったと思うが,雪の降る寒いときに､飯塚を逃げだして針尾島

にやってきた｡州長崎県の崎戸炭坑に行こうとしたが,知人の木下という人の甥が針尾島

の太田に飯場を持っていたことを知らされたので針尾島にやって来た(守る会1994 :

198)｣と述べている｡このほか,勉学を目指して渡日したある人物は特高に目をつけられ

るなか,隙を見て九州に逃げ､同胞たちがたくさん働いていると聞いて,長崎県の野母半

島の沖にある三菱の端島炭坑に応募したと述べる(守る会1994:207),同胞や知り合い

がいるという情報だけを頼りに逃走している様子がここからうかがえる｡

親せきの情報も大きな力となっていた｡鹿児島県の鹿屋で航空隊の滑走路工事に従事し

ていたある朝鮮人は､両親が叔父(母の弟)から,長崎の香焼島には外国人の掃虜収容所
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があり,そこヘアメリカ空軍も爆弾を落とさないだろうということを聞き,香焼島に移り

住むことにしたという(守る会1994:213),また,日本にいく女性と同行して日本にわ

たってきたある朝鮮人女性は､ついて行った娘のおばさんの紹介や夫の兄を頼って,大阪､

京都､長崎と移動している(守る会1991 : 111-112),

また飯場に同じ出身地域の者が集まる理由については次のような証言がある｡

たとえば,朝鮮のある村一帯から強制連行して100人なら100人､つれてきた

でしょうが､北海道なんかに連れていった訳ですよ｡そんとき､朝鮮の方から,

私らの方に,どこそこの村のだれそれが連行されていったが､なんかならんかと

くるわけですわね｡連行されていったのが北海道にいて,朝鮮の家族やらから逃

げだしたり,青森のどこそこに行けとなります,こちらは連絡がありますと,衣

服などもって出かけて引き取りに行きます｡なんぜ,逃げ出したわけですから,

まず身なりをかえんばならんとですよ｡それでつかまらんように長与に連れてく

るとですよ｡そんなわけで､飯場には同郷の者が自然と集まったとです(守る会

1982 : 18-19)｡

このように朝鮮人労務者は家族や親族,知人や同郷の友人のってを頼って移動していた｡

このような移動は,個々人のネットワークの利用に基づくものであるが,逃走･移動は個

人のネットワークの利用のみだけではなかった｡ 16歳の頃に｢募集｣に応じて日本の十和

田湖の発電所建設工事に来た人物はその土木工事現場以降の自分の日本での移動について

次のように説明している｡

余りにも仕事がきびしく,つらかったので､一年半ぐらいの後､とうとう現場

から逃げ出した｡まず阪神方面-向かった｡兵庫県西宮の知り合いを訪ね.その

世話を受けて,そこでも軍部の土管･ヒュ-ムを地下に埋没する工事をさせられ

た｡私は作業現場では,土砂運搬のトロッコ押しをしていた｡現場は山の中だっ

た｡ここでも仕事がきびしく,つらい毎日だったので,逃亡することを考えた｡

しかし逃亡したことがわかると､暴力的につれもどされて,ひどい目に合わせる

ので,同郷の者の手引きと連絡で,他の職場に移るという手続きをとってもらっ

た｡

そのころは､十和田にいたときに知り合った者を通じて,また故郷に連絡をと

って,だれそれが,どこそこにいるということを聞いて,そこを訪ねて色々の情

報を知る｡逃げ回るときには,それを仲介する人間のあっせんに頼った｡いま中

国から日本に密かに渡航するのをあっせんする人間がいるように,そのころも私

たちの間を仲介する者がいた(守る会1994 : 196-197)｡
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ここにみるように,朝鮮人労務者の逃亡を助け,あっせんするブローカーも存在していた｡

逃亡する場合,身分保証という問題もあった1924 (大正13)年生まれの朝鮮人は同

胞の逃亡について次のように述べる｡

あるとき,山の中に隠れながら,大抵なら一時間半で来るところを､二週間も

かかって,世知原の私の家にたどりついた同胞を,ひそかにかくまったことがあ

る｡どこか条件のいいところ八手配してやろうと思っても今さら相浦にある地区

の協和会事務所に,協和会手帳を受け取りに行かせるわけにもいかず,困り果て

て,山口県の親せきに知らせて､こっそりと迎えに来させたが｡ (守る会1991:

297),

この他,ある朝鮮人労務者は協和会について､ ｢私は協和会手帳がないと働けないので､

平戸-出かけて,田平町に居住していた木村という朝鮮人のところ-行って,協和会手帳

をもらって帰って来たことがある(守る会1991:312)｣と述べる｡その協和会の手帳を

必要とした理由については,他のある朝鮮人が, ｢協和会の手帳があれば一応身元保証書で

通用したため,持っていたらよかった(守る会1982: 18-19)｣と述べている4｡

ここに登場する協和会とは､ ｢戦時下の在日朝鮮人に対する治安対策と朝鮮人の日本人

教化,すなわち皇民化をはかること(樋口1986: 3)｣を任務とする組織である｡中央協

和会のもとに各都道府県の協和会組織があり,会長や副会長,理事､幹事などは行政や警

察の関係者がつき5,その組織の末端には指導員や禰導員とよばれる人びとがいた｡樋口に

よれば､京都府の協和会の376名のメンバのうち､幹事以上が60名,指導員(日本人方

面委員等)が95名､補導員が221名(朝鮮人有力者)であった(樋口1986: 108-109)｡

指導員や補導員になる人は, ｢飯場の責任者や朝鮮人下宿屋の主人等で,日本語をよく解す

る人々であった(樋口1986: 118)｣｡このように上層部は日本人だが,会員の大半は朝

鮮人であった｡その朝鮮人が協和会の手帳の発行を行っていた6｡

これまでの記述から伺えるように朝鮮人労務者の移動は,家族､親族,知人を中心した

ネットワークや斡旋業者のもと行われていたのであり､労働の場には朝鮮人の納屋頭など

｢頭｣が存在した｡加えて,彼らを管理する存在して｢同胞の｣朝鮮人の協和会関係者が

存在していた｡したがって,土木工事現場や炭坑労働の世界は,抑圧する日本人と抑圧さ

れ強制労働される朝鮮人だけで語られるものではない｡多くの日本人に加え,そこには現

場で働く朝鮮人に加えて,労働を監督する朝鮮人,労働の場を仲介する朝鮮人､朝鮮人を

取り締まる朝鮮人などの｢協力者｣が多く存在した7｡

3.朝鮮人労務者の語りにみる｢協力者｣

一般労務者と｢協力者｣はどのような関係にあり,互いにどのように思っていたのだろ

うか｡この点に関する本調査でのひとつの特徴は,朝鮮人労務者のまわりに存在した人々
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の声がほとんど聞こえてこないことである｡それとは対照的に朝鮮人労務者を管理･取り

締まる組頭などの｢頭｣や協和会関係者に対する一般労務者の否定的な話をしばしば耳に

し､目にした｡

例えば,福岡県の炭坑をめぐる実地調査では､虐待され殺された人の慰霊碑の場所で,

朝鮮人労務者を朝鮮から連れて働かせ､同胞を苦しめた朝鮮人がいたと語る人物とであっ

た｡その調査ではさらに,乗用車で聞き取りの相手を乗せて移動している時に,あるパチ

ンコ屋を眺めながら朝鮮人のなかにも朝鮮人を炭坑で働かせ､そのことで裕福になり,堤

在はパチンコ店を経営している者がいるという話を聞いた｡

加えて,長崎で入手した資料にも以下のような記述が載っている｡まずは日本人の声で

ある｡労務係をしていた日本人は,朝鮮人の納屋頭が, ｢酒を四斗樽で勝手､ビールびんに

入れ換えて､坑夫に飲ませて三円取り,もうけていた者もいた｣ (守る会1991:200-202)

と述べている｡また,佐賀の炭坑で働いていたある日本人は当時のことを回顧するなかで,

｢朝鮮人の引き揚げ者の中に､南と北の者があり,さらに戦時中､日本の権力者の手先に

なって同胞朝鮮人を虐待した者もいた｡そうした複雑な事情のある朝鮮人は,帰国するに

もできなかった｡帰国する朝鮮人が､そうした者を博多港まで見送りに来いといって誘い

出し,そこで半死半生の目にあわせた(守る会1994: 148)｣と述べる｡

同様のことは朝鮮人関係者も述べている｡炭鉱労務者を夫にもつ朝鮮人の女性は､ ｢朝鮮

人監督なのに,同胞の朝鮮人をいじめた者に対しては, 『朝鮮本国』では復讐してやるとい

う者もおりました(守る会1991:310)｣と語る｡さらにある朝鮮人労務者は, ｢飯場が

しらと呼ばれていた石原という三○歳ぐらいの朝鮮人のボスがいたが,彼も朝鮮人労務者

をコキ使い,みんなから恐れられていたが､その人も死んでしまった(守る会1991:313)｣

という｡家族と一緒に1934 (昭和9)年に日本に渡ってきた女性は, ｢同胞の``現場監督"

というか､ "役人"が悪質でした｡彼らは"協和会''の役員ではなくて,炭砿会社に雇われ

ていた,仲間の``役員''だったと思います｡彼らの中には,同胞の報復を恐れて,国にも

帰れず､そのまま逃げたり,ほかの町-移り住んで､残留した人もあります｡何人かは知

っています｡おそらく､一生涯帰国できないでしょう｣と語っている(守る会1991:327)｡

協和会の人間に対してもある朝鮮人労務者はこう語る｡

飯場に来てから,逃げてきたわけですから見つかるとまたっかまるわけですたい｡

そんで,身元証明になる手帳がいるわけで､飯場の親方なんかが,手帳受給して

もらえるように金つんで協和会に足運んでなんとか出してもらおうとしたんです｡

そう,袖の下っていうことになりますね｡金さんですか,やっぱり,そんなこと

してたんでないですか､まあ,協和会はいやだったね,うまく出してもらっても,

バレないように親方が金をつんだり,つけ届けしてたわけですよ(守る会

1982 : 18-19),
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朝鮮人労務者を同胞として助ける｢頭｣や協和会関係者がいたことは確かである｡だが､

少なくとも今回の調査では､同胞を助ける｢頭｣の話を聞くことはなかった8｡

長崎の調査で話を聞いたある朝鮮人の人物は､一日以上の時間をおいて初めて自分のイ

トコが組頭をしていたこと､その伝手で長崎のある現場に来たこと､そこでは一般の労務

者と働いたのではなく､経理をしたこと､時々遊びに長崎の街にでかけたことを話した｡

それまでは､労働の厳しさやお金を稼いでもばくちや生活費といって飯場ですぐに吸い上

げられ､遊ぶこともできなかったことばかりを自己の経験のように語っていた｡ここに見

られる調査開始時の語りと最後の語りとの違いこそが､ ｢協力者｣のおかれた状況を示唆し

ているのではないだろうか｡そして､彼らの自己の経験を語ること-の蹄曙こそが､日本

と朝鮮における植民地主義的研究の大きな問題点を示している｡

おわりに

第2章,第3章の資料が示すように炭坑や土木工事現場での労働と移動の問題を支配と

抵抗､もしくは支配と服従という二元的な枠組みで捉えることはできない｡例えば､近年

の人類学的植民地主義の研究が示すように､支配されるなかでも被支配者が主体的にその

なかを生き抜き､支配のための装置を巧みにずらし､流用してきた(山下晋司･山本真鳥

1997) 9c　また､影響関係も支配する側の支配される側の一方的なものではなく､支配さ

れた側の支配者-の影響という､双方向的な関係が指摘されている｡

同時に｢植民地経験｣ 10も個々人によって多様であった｡栗本らが指摘するように､出

身階層や地位,性別,教育程度､都市享受者か否かの違いによって､その経験は支配する

側にとっても支配される側にとっても当然ながら異なっていた｡アフリカであれば, ｢支配

される側にも植民地政府の下級官吏や警官､兵士の職を得て､支配する側の末端に組み込

まれるアフリカ人も多数いた｣のであり､ ｢植民地支配に対する抵抗者(レジスター)がい

る一方で､協力者(コラボレーター)もいた(栗本･井野瀬1999: 14)｣｡それは日本の

植民地支配でも同様であろう11｡

本稿の資料が示すように,厳しい労働と管理のもとにあった土木工事現場や炭坑の労務

者の生活は支配する日本人だけではなく､労働力を集め､働かせ､管理する朝鮮人が多く

存在して成り立っていた｡具体的には組頭や飯場頭,寮長などの｢頭｣であり,逃亡をた

すけるブローカーであり,協和会関係者であった｡これらの人びとの植民地経験も日本の

朝鮮に対する植民地支配の重要な一要素であり､サハリンから九州をまたにかけて逃亡し､

移動し､労働に従事した一般労務者の植民地経験を知るうえでも欠かせないものである｡

したがって､ ｢朝鮮近現代史の立場から考察おこなう場合には､日本帝国主義の支配にたい

する朝鮮民族の多種多様な『対応』､すなわち,全面的な抗拒から積極的な協力にいたるま

でのあいだのさまざまなふるまい(behaviour)を実証的にたどってそれを論理化するこ

とが､喫緊の課題としてあげられる(並木1997:527)｣のである｡

だが､これまでのところ日本における炭坑や土木工事現場の労働と移動に関する問題で
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は､ ｢人権を踏みにじられた｣朝鮮人の苦しみを伝え､彼らの状況を改善することや､支配

と服従､抵抗という枠組みのなかで日本と朝鮮の関係を捉えることが様々な理由から先行

してきた｡例えば､並木は｢日本帝国主義による侵略の犯罪性を暴く作業と共に､そうし

た侵略にも拘わらず朝鮮の民衆が持続させた抵抗の姿勢を描き出すことが朝鮮近代史研究

の一つの柱であるとされた｣と戦後の朝鮮史研究を回顧している(1990: 18),また､鄭

大均は､強制連行などに基づく｢犠牲者｣としての朝鮮人のイメージが現代の日本で一般

的に流布していることを指摘する(鄭　2002),

上記のような研究志向や視点が先行するあまり､人権運動や二元的枠組みに反するよう

な｢協力者｣の実態解明､および研究は等閑視されてきた感がある12｡今後もそのような

立場から､飯場頭や協和会関係者の植民地経験を分析するのならば,今回の科研調査で筆

者が経験したように彼らの植民地経験が語られることはなく､憎しみの対象にされるだけ

である｡そして彼らの経験は表出することなく存在しないものとして忘れ去られる13｡

満足に代弁･表象されない者の声を聞くにしても(Said 1994),植民地支配の構造的孜

滑さを考察するにしても､ ｢協力者｣の苦しみに近づくにしても,被支配者の主体性を唱え

るにしても､日本の朝鮮に対する植民地支配に関わる者として,組頭や飯場頭などの｢頭｣

や斡旋者､協和会関係者の朝鮮人の記憶を様々なかたちで留めておくことが､彼らの年齢

を考慮すると急務であることは間違いない｡だが､その問題において､韓国で盛んな愛国

主義的な研究14も､日本で多く見られる植民地支配の断罪を前提とした研究も､ ｢協力者｣

を｢親日派｣や｢支配者の走狗｣として位置付けざるを得ないために彼らの声を封じ込め

てしまう｡日本が支配した地域を扱う植民地主義的な人類学研究は､そのような研究が持

つ弊害を考えるべき段階にないだろうか15｡
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註

1本稿では戦前の問題を扱うため, ｢韓国人｣の表記を使用せず, ｢朝鮮人｣という用　語
を用いる｡

2現地調査で得た資料以外は､ ｢長崎在日朝鮮人の人権を守る会｣が行った在日朝鮮人の被

爆体験に関する聞き取り調査の報告書に依拠している｡その報告書のなかで､炭坑や土
木工事現場の生活に関わる部分を引用した｡現地調査は2002年8月に北海道で､ 2002

年12月に福岡県筑豊地方で､ 2003年10月に長崎県及び福岡県筑豊で行った｡主な聞
き取り相手は九州北部の炭坑関係者に限られている｡

3今回の科研の研究課題が｢ロシア･サハリンにおける日本人植民地遺産と朝鮮人に関す

る緊急調査報告｣であることに鑑みれば､九州北部を中心とした資料に基づく本原稿は
報告書として趣旨をやや逸脱している｡しかしながら､サハリンから九州まで朝鮮人の

炭鉱労務者は移動していたのであり,本稿の議論はサハリンの炭鉱労務者の問題を考え
るうえで貢献をなし得る｡

4手帳に関しては取らずともよいこともあった｡例えば､ある朝鮮人は､ ｢戦時中『協和会』
指導員をしていた同胞の朝鮮人が, 『協和会手帳』の交付申請をせいよと軌跡こ迫ってき

ましたが､私はもらいませんでした｡それでも差別されることはなかったと思います｡

大阪ではそんなに厳しくありませんでした(守る会1991:81)｣と述べる｡

5 1930年頃家族で日本にわたってきた朝鮮人労働者の話によれば､ ｢協和会は､浦上警察
署の中にあった｣という｡幹部のなかには､警察関係者が多くいた｡

6この会員証は､朝鮮人学生､医師､教師,会社員などのインテリ階層には所持が義務づ
けられていなかったという(樋口1986: 146)｡

7この他に,朝鮮人労務者の周囲にいて豊かな生活を送った者として､女郎屋の経営者が

あろう｡日本人経営者もいたが､朝鮮人もいた｡例えば､ある日本人は, ｢長崎の炭坑の

現場について語った日本人女性は,四○歳くらいの団長と呼ばれる人がおり､女郎屋か
何かを経営しているような感じであった｣ (守る会1991:77)と述べ､別の日本人は

自らが居住していた付近の状況を語るなかで､ 23軒あった遊郭のうちひとつは,経営者
が朝鮮人であったことを記憶している(守る会1991:219),
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8　日本人のなかには次のように述べる者もいる｡朝鮮人労務者のなかにも学徒動員の学生
労働者を監督することがあった｡ある日本人は,日本人の海軍の下士官よりも優しく無

理なことをさせなかったので,朝鮮人のその労務者にあたることを希望したという(守
る会1991:165),

9　このような研究を支配する(した)側の人間が行うことの政治性はきちんと論じるべき

問題である｡支配する側にいた人間が,支配された者の主体性や達しさを論じることは､
ともすれば支配そのものを正当化する危険を犯すことになる｡

10栗本と井野瀬は､ ｢植民地はなによりも,異なる人びとが出会う場であった｡ヨーロッ

パ人と,アジア,アフリカ,オセアニア,アメリカの人びとが,それ以前になかった規
模と程度で､直接間接に出会うようになったのである｡この接触の様態の総体(栗本･

井野瀬1999:12-13)｣を｢植民地経験｣と読んでいる｡プラットに倣えば,コンタ　ク

ト･ゾーンとなろう｡
11朝鮮と日本における様々な人々の経験などを扱った文化人類学的研究としては例えば,

雀吉城編著の1994がある｡

12朝鮮半島における研究動向については並木が, ｢植民地期の朝鮮にかんする歴史研究は,

日本帝国主義の『支配』と朝鮮民族の『抵抗』という､かつての二元論的な枠組みにも

とづく把握から,支配民族･被支配民族の相互作用(interaction)に立脚した把握-と,

現在その性格を漸次変化させつつあるといえよう｡ -しかしながら､植民地期の朝鮮民

衆のありようを把捉するにあたって､ 『抵抗』か,さもなければ｢屈従｣かという､従前

の二者択一的な認識の束縛からはいまだ完全に自由になっているとはいえず､植民地下

での彼らの実態を歴史的に解明することをめぐる困難が依然として残っているといわざ

るをえない(1997: 517)｣と述べている｡

筆者がこれまで主に研究してきた台湾と日本との関係においても同様のことがある｡

二項対立的な研究が支配された人々にもたらした功績もあるが,その反面として本稿で
述べるような問題を生んでしまうことは避けられない｡

13朝鮮半島の協力者の問題については､林や並木の研究がある｡だが,林の研究は並木に

よれば, ｢往々にして『親日派』断罪の姿勢が先行｣するという｡並木は対日協力者をイ
デオローグ型の対日協力者とテクノラート型のそれとに分け,分類化する(並木

1993- 1999),さらに植民地後期に関しては, ｢朝鮮民族のなかに,自己の意志に反して

対日協力を共用される人びとばかりでなく,対日協力のなかに自己の利益をみいだす
人々が少なからず出現させた｡そして,支配民族である日本人の行動･生活様式および

価値志向と,自己のそれとを-敦させうるシステムが創出された.対日協力の生産･再

生産が構造化された｣と､社会システムまでその視野を広げている(並木1997),
14現在でも韓国では｢親日派｣のレッテル張りが国会議員を含めて行われている｡このよ

うな現実を考えると, ｢協力者｣の声を聞き､留めることはとても困難であることを実感

せざるを得ない｡ちなみに韓国の｢親日派｣に対する｢反日｣の現状については,雀吉
城の2002に詳しい｡

15近年､ ｢新しい歴史教科書｣をつくるような視点からの研究や韓国のナショナリズムに

対抗するような研究がある｡これらは｢協力者｣の立場を支持するものと成り得るが､

元来そのような研究は愛国主義的な研究や植民地支配の断罪と対をなすものである｡そ
れゆえに｢協力者｣を愛国主義的研究などの批判の対象によりしてしまうだけであり､

彼らの声を封じてしまう点では､愛国主義的研究などと同じである｡
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豊原警察署特高資料からみる戦前の朝鮮人労働者状況

安達信裕

(広島大学大学院社会科学研究科博士課程後期)

はじめに

サハリン州公文書館には､戦前の樺太庁関係の資料が多数収められている｡その資料の

中に｢昭和十一年度　東四条巡査派出所　朝鮮人関係書類綴｣ ｢昭和十六年度　東四条巡査

派出所　朝鮮人関係書類綴｣と分類されている資料がある｡これは､朝鮮人-の手配書な

どを中心に作成された特高警察関係の文書類である｡

今回,この資料にかかれている朝鮮人のデータ-ベース化を行った｡本稿の目的は,そ

のデータ-ベースの公開とこれらの資料分析を行うことである｡なお､この資料には個人

情報が含まれている｡公開にあたり個人を特定できるような情報は伏せた｡

簡単にこの資料の内容を紹介すると､ ｢昭和十一年度　東四条巡査派出所　朝鮮人関係

書類綴｣は､ ｢豊特高秘第**号｣に分類されている書類綴である｡手配内容としては,戟

鮮人参不正行商の取締･窮及其他の保護鳥獣密猟客朝鮮人･金銀密輸出関係鮮人取締など

の朝鮮人刑事犯の手配書や要視察鮮人の所在不明･朝鮮人名簿作成に伴う朝鮮人所在不明

に対する手配書､身元確認などである｡

｢昭和十六年度　東四条巡査派出所　朝鮮人関係書類綴｣の内容は, ｢豊高外秘第**

号｣､ ｢高外秘第**号｣､ ｢豊高鮮秘第**号｣に分類される書類綴である｡手配内容とし

ては,朝鮮人逃走手配･防諜上要注意者の所在不明手配･特要鮮人手配･渡航鮮人所在不

明手配とあるが､そのほとんどが朝鮮人逃走手配である｡これは,文書中｢団体移住鮮人｣

｢集団移住鮮人｣ ｢団体募集鮮人｣と書かれている国家総動員法に基づく朝鮮人労働者の逃

走手配を指している｡

これらは､特別高等警察や高等警察による朝鮮人-の取締に関する文書であるといえる

だろう｡特高警察による朝鮮人の取締の概況を述べ､この資料の位置付けと資料紹介を行

いたいと思う｡

1.特別高等警察による朝鮮人取締

『特高警察体制史1』によれば､ 1928(昭和3)年の3 - 15事件を機に内務省警保局に特別

高等警察の中枢機関として保安課が設けられるとともに､全府県に特高課が設置された｡

本稿で取り扱う朝鮮人取締は､この各府県の特高課外事係もしくは､外事警察等が行って

いた｡

治安維持･社会秩序の維持にその目的をもつ特高警察が朝鮮人を取締の対象とした理由

を考える上で重要なのは､内務省警保局である｡というのは,特高課は内務省警保局にお

いてコントロールされている中央集権的な組織であったためである｡

-75-



その内務省警保局は, 1916年ごろから朝鮮人の動向に注意しはじめた｡具体的に例を挙

げれば､ ｢排日朝鮮人ノ行動ノ重要事項を蒐集｣した『朝鮮人概況』が警保局保安課の手で

ほぼ隔年でまとめられること, ｢特別要視察人視察内規｣とは別に｢要視察朝鮮人視察内規｣

が訓令されたことなどがあげられる｡この内務省警保局の朝鮮人を特別視する風潮の背景

には,警保局の朝鮮人に対する以下のような認識がある｡

彼等鮮人ノ多数ハ就職難二苦ミ浮浪無頼ノ徒ヲ生ズルノ傾向アルノミナラズ,往々ニ

シテ社会運動及労働運動ナドニ参加シ団体的行動二出デントス傾向ノ特こ著シキモノ

アリ､尚内地人トノ間ニモ各種ノ紛擾ヲ頻発スル等将来種々ノ問題ヲ醸成スル虞アル

ヲ以テ2

このように内務省警保局は,社会秩序の椎持する上での不安材料として朝鮮人を認識して

いた｡そのため,内地においての具体的な取締は,朝鮮人の戸口･職業別人員表,朝鮮人

名簿の作成などを通して,社会秩序を乱す可能性のある要視察朝鮮人を発見することであ

った｡

内地においての朝鮮人-の取締を行うと同時に内務省警保局に主導によって行われてい

たのが,朝鮮人に対する内地-の渡航制限である｡朝鮮人は,警察が発給する渡航証明書

がなければ渡航できなかった｡この渡航証明書は,警察による十分な検査･調査を経たの

ちに発給された｡

この渡航証明書制度は, 1919(大正8)年の｢朝鮮人ノ旅行取締二関スル件｣ (警務総督部

令第3号)により開始された｡朝鮮人の渡航を制限するこの制度は､朝鮮人による反発に

より､二度にわたって撤廃されるが,そのたびに内務省警保局の要望により新しい渡航の

規制がなされた3.

この朝鮮人の渡航規制は,日本の深刻な経済不況,過剰人口の更なる増加,それに伴う

治安問題の発生をその理由として､ 1934(昭和9)年にはときの岡田啓介内閣により, ｢朝鮮

人移住対策要目｣として閣議決定された｡次はその内容である4｡

三､朝鮮人ノ内地渡航ヲー層減少スルコト

(-)朝鮮内二於ケル内地渡航熱ヲ抑制スルコト

(二)朝鮮内二於ケル地元諭止ヲ一層強化スルコト

(三)密航ノ取締ヲー層厳重ニスルコト

(四)内地ノ雇用者こ諭示其ノ朝鮮ヨリ新二労働者ヲ雇入レントスルヲ差控へ内地在

住朝鮮人又ハ内地人ヲ雇用セシムル様勧告スルコト

四,内地二於ケル朝鮮人ノ指導向上及其ノ内地融和ヲ図ルコト

(-)朝鮮人保護団体ノ統一強化ヲ図ルト共二其ノ指導奨励監督ノ方法ヲ講ズルコト

(二)朝鮮人密集地帯ノ保安衛生其他生活状況ノ改善向上ヲ図ルユト
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(三)朝鮮人ヲ指導強化シテ内地二同化セシムルコト

そして, 1936C昭和11)年には朝鮮総督府によって､渡日規制の完全版と呼べる｢例規通

牒｣がだされた｡

三､渡航紹介状ノ発給

渡航紹介状ハ内地二渡航シ労働二従事セントスルモノニシテ事情巳ムヲ得ズト認メラ

レ且左ノ各条件二適合スルモノニ対シ身分証明ノ用トシテ発給スルコト

(-)身分確実ナリト認メラルル者

(二)就職口確実ナリト認メラルル者

行先所轄署二対スル就職口確否ノ照会ヲ敢行スルコト

(三)必要ナル旅費ヲ除キ尚10円以上ノ余裕ヲ有スルモノ

四,渡航紹介状ノ発給官署及様式

(-)渡航紹介状ハ本籍地又ハ住所地所轄警察署二於テ之ヲ発給スルコト

渡航紹介状ハ渡航者ヨリ戸籍謄本ヲ提出セシメ其ノ末尾余白二様式第一号二明

瞭二朱書シ離鮮地所轄警察署長宛紹介スルコト

これらの規制が示すように内務省警保局は､未就職朝鮮人の増加による社会秩序の乱れ､

身元不明の朝鮮人の渡航による保安上の問題に憂慮し､水際でこれらを防ごうとしていた｡

また, 1932C昭和7)年の天皇暗殺未遂となった｢桜即弓事件｣､上海での｢天長節｣式典-

の爆弾を投げ込むなどの朝鮮人による事件などから身分が不確かな朝鮮人に対する警戒も

強くなり,内地においての朝鮮人に対する取締も同時に強化された｡

以上より､内務省警保局による朝鮮人-の取締は,身分が不確かなもの･未就職者であ

る朝鮮人の内地-の渡航制限,各地の朝鮮人集住所における取締と検問による内地での｢不

達鮮人｣の摘発･要視察人に対する視察によって行われていたといえる｡そして､これら

の取締は,両方とも内務省警保局を中心とした警察機構によって行われていた｡

この朝鮮人-の取締を考慮にいれれば､ 1939(昭和14)年の｢国家総動員法｣によって大

量の｢移入朝鮮人｣を受け入れざるを得なかった内務省警保局が直面した問題の重大性が

明確になるだろう｡それは､総動員体制時の労働力不足を補うために大量の朝鮮人を内地

へ｢移入｣しなければならないが,大量に朝鮮人を｢移入｣することは内地人との紛争､

労働争議などの保安上の問題を引き起こすことになる｡この問題に対する特高の危機感は,

以下の文章によく現れている｡

管下在住ノ鮮人ハ従来約二千数百名ナリシモ最近二於ケル労働力ノ不足二伴フ労働

条件ノ好転等ニヨリ頓二増加スル候向ガアリマス｡新タニ渡来スル鮮人ノ多数ハ内地

ノ風俗習慣二通セス其ノ生活態様ハ非衛生不徳義ナル為メ内地人トノ融和二付キ鉄ク

ルトコロ砂ナシトセサルモノアル-ク且ツ又斯ル事態二乗シテ濃厚ナル民族主義共産
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主義思想ヲ抱持スル不達ノ徒輩ノ潜入黍動モ保シ難イノテアリマス｡故二今後鮮人ノ

言動二付キー層注意サレタイノテアリマス5

これをうけ,特高による朝鮮人の取締は｢不達鮮人｣や要視察人を対象としたものだけで

なく,協和会運動6の推進などを通じて一人一人の朝鮮人の日常生活･言動までも監視しよ

うという動きが出てきた｡

このような内地での｢国家総動員法｣に対応した新しい取締だけでなく, ｢国家総動員法｣

後の朝鮮での｢集団募集｣時において朝鮮人労働者の選別が行われていたことも忘れては

ならない｡

よって､本稿では特高警察による朝鮮人の取締を内地での取締と｢不達｣朝鮮人の移入

制限という二つの取締に着目して分析を行いたい｡さらに,朝鮮人の取締が1939(昭和14)

年を契機に大きく変化していることにも着目したい｡今回の資料には,昭和11�"16年と

あるために｢国家総動員法｣の影響による朝鮮人-の取締の変化を見るうえでも非常に重

要な資料といえる｡

2. ｢昭和十一年度　東四条巡査派出所　朝鮮人関係書類綴｣

(1)文書形態について

この書類は｢豊特高秘第* *号｣と分類される特高資料である｡ ｢警察機密文書取扱｣ (改

正1930C昭和5)年10月訓令第396号)によると機密文書は以下のように定められている｡

第二条　警察機密二関スル文書ノ収発件名簿ハ之ヲ特高秘,高秘,保秘,刑秘及警秘二

区別シ特高秘ニハ特別高等警察二関スルモノ高秘ニ-高等警察二関スルモノ保

秘ニハ保安警察二関シ秘密ノ取扱ヲ要スルモノ刑秘ニハ司法警察二関シ秘密ノ

取扱ヲ要スルモノ警秘ニハ警察管理ノ進退賞罰ノ他秘密ノ取扱ヲ要スル文書ヲ

登録ス-シ

ここで注意したいのが､ ｢特高｣の扱いである｡樺太において,特別高等課は｢樺太庁事

務分掌規定改正｣ (1930(昭和5)年1月21日樺太庁訓令第3号)により事務分掌が規定さ

れた｡しかし､ 『樺太庁施政三十年史7』によれば,同課は昭和7年に廃止されている｡文

書中では｢特高｣と｢高等｣に分けて記載されていることをみると､事実上､特別高等課

は廃止されてはいたが､書類上では区別されていたのだろうと推測される｡樺太における

特別高等課の設置･廃止それぞれの理由に関しては､資料的制限により把握できなかった｡

｢樺太庁事務分掌規定改正｣ (1930(昭和5)年1月21日樺太庁訓令第3号)によると特

別高等課､高等課の事務分掌規定はそれぞれ以下のように定められている｡

第十九条ノニ　高等警察課二於テハ左ノ事務ヲ掌ル
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1
　
二
　
三
　
四

集会結社及多衆運動二関スル事項

選挙ノ取締二関スル事項

菊花御紋章及御肖像取締=関スル事項

宗教警察二関スル事項

第十九条ノ三　特別高等警察課二於テハ左ノ事務ヲ掌ル

一
二
　
三
　
四
　
五
　
六

新聞紙,雑誌其ノ他出版物=関スル事項

著作権こ関スル事項

思想取締二関スル事項

労働争議こ関スル事項

鮮人二関スル事項

外事警察二関スル事項

したがって, 1936(昭和11)年においての朝鮮人関係資料は,第一九条により｢豊特高秘第

**号｣という分類になろう｡

(2)朝鮮人に対する調査(樺太での取締)

昭和11年の資料の中で注目すべきものとして､朝鮮人に対する調査命令である｢朝鮮人

統計に関する件｣ ｢朝鮮人名簿作成に関する件｣ ｢朝鮮人外国人の一斉調査の件｣などが立

て続けに出されていることがあげられる｡これらは､内地における朝鮮人-の取締と検閲

にあたる通牒である｡これらの調査通牒のなかでも特に1936(昭和11)年6月23日にださ

れた豊特高秘第1121号｢朝鮮人名簿作成に関する件｣は注目に値する｡

朝鮮人取締二関シテハ､相当注意視察中ノ事トハ信スルモ日本内地二於テハ鮮人共

産党員卜連絡ヲ取り又日本共産党トモ相提携シ居ルヤノ向アリテ,之等不穏分子ハ何

時本島二潜入スルヤ計り発ク,最近得体ノ知レヌ行商人等渡来俳梱シ其ノ状況寸時モ

視察ヲ緩ヤカニスルヲ得サルモノアリ｡殊二来月ノ御警衛並ビニ今秋北海道二於テ陸

軍特別大演習等ノ行事モアリ｡之等鮮人取締ハ警備上一層緊密ヲ加フルノ要アリ｡

別紙取扱内規二準拠シテ名簿調整保護並ビニ視察ノ周密ヲ期シ容疑者ノ発見二努メ併

テ取締ノ徹底ヲ期セラレ度

一般朝鮮人名簿取扱内規

第一条　警察署長ハ本内規二定ムル所ニヨリ朝鮮人名簿ヲ調製シ朝鮮人二対スル保護

並ビニ視察取締ノ徹底ヲ期ス-シ

第二条　警察署長ハ第一号様式二依リソノ署管内二在住スル朝鮮人ノ名簿を調整シ随

時之ヲ整理ス-シ　但シ別二定ムル要視察人名簿二編入シタル者及満15歳
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未満ニシテ視察ノ必要ナシト認ムル者ハ此ノ限リニ在ラス

第四条名簿調整ノ為ニスル調査ハ周到正確ヲ旨トシ且第二号様式二依り本籍地前居

住所紹介シ調査ノ完壁ヲ期ス-シ｡但シ同一署管内ニ10年以上居住シ容疑ノ

点ナク照会ノ必要ナシト認ムルトキハ其ノ照会ヲ省略スルコトヲ得

北樺太沿海州二於テ出生シ本籍不明者こ付テ-前居住地二於ケル交友等=付

前項照会事項ヲ調査ス-シ

第六条朝鮮人ノ移動ハ左二依り取扱フヘシ

ー,島外二転出ノ場合-其ノ目的出発日行先地其ノ他必要事項ヲ報告スルト共二

退島事実確認ノ上名簿ヲ削除シ別保存トスルコト

ニ､島内来往ノ場合ハ関係警察署長二於テ必要事項ヲ互報スルコト

三､島内署所轄外二転居シタルトキハ旧居住地警察署長ハ其ノ転居先確認ノ上速

二名簿ヲ其ノ所轄警察署長二移送スルコト

第八条第四条ノ調査=当リテハ親切丁寧ヲ旨トシ内鮮離間ノ念ヲ生セシメタル様特

二留意ス-シ

この命令の注目すべき点は,まず｢来月ノ御警衛並ビニ今秋北海道二於テ陸軍特別大演

習等ノ行事｣のために朝鮮人の取締を緊密にした､という点があげられるだろう｡国家的

行事の折の朝鮮人-の取締の強化は, 1928(昭和3)年の大礼警備際に行われた予防検束以

来の傾向であろう｡この大礼警備の折には二十万人余りの在日朝鮮人全員の名簿を常備し

て月に1､ 2回程度一斉戸口調査や夜間検束をおこなわれ,要視察人が多数発見された｡

今回の資料に要視察人の名簿はないので,はっきりしたことはいえないが,この調査によ

って要視察人が発見されたのは間違いないだろう｡

これに関連して, ｢朝鮮人所在不明手配に関する件｣がこの｢朝鮮人名簿作成に関する件｣

｢朝鮮人外国人の一斉調査の件｣が出た後の10月以降に集中していることも指摘したい｡

この手配は,転職･就職活動などのために現住所から移動する際に報告していた行き先に

いない場合の手配である｡そのため､発見時の対応としては手配解除するだけである｡

このような所在不明朝鮮人に対する手配書が一年を通して出されているわけではなく,

10月以降に集中していること､所在不明になった時期が｢-月上旬｣など把握しきれてい

ないことの2点を考えれば,昭和11年において一般朝鮮人の視察は日常的に行われてい

なかったことがうかがえる｡

また､朝鮮人に対する調査の中で興味深い調査として｢朝鮮人集団居住に関する件｣が

ある｡これは,朝鮮人の集団居住の理由や現在の数･その利害得失･取締上の便不便など

を調査､報告をしなさいという通牒である｡これから特高の朝鮮人取締が要視察人以外の

朝鮮人の検閲に苦慮していたこと,また樺太においても朝鮮人たちがコミュニティーを形

成していたことが伺える｡

以上のことから, 11年時の樺太での朝鮮人に対する取締は調査を中心としたものであっ
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たといえるだろう｡このことは,確かに1936(昭和11)年時においての朝鮮人-の監視が徹

底していなかったことを示している｡しかし,朝鮮人名簿の作成や｢朝鮮人集団居住に関

する件｣が,昭和16年時の要視察朝鮮人だけでなく一般朝鮮人も含めた徹底的な朝鮮人

-の取締において必要な情報であることを考慮すれば､ ｢国家総動員法｣前の1936(昭和

ll)年においてすでに徹底的な取締-の準備が始まっていたとも考えられる｡

(3)一時帰鮮証明書(朝鮮での取締)

朝鮮での移入制限による取締に関連した文書としては, ｢一時坂鮮澄明書紛失手配の件｣

がある｡これは,日本の工場･鉱山で働く朝鮮人に限り,職場の休業及び休暇を利用して

一時帰郷する場合に｢再渡航の便宜｣を与える証明書8である｡この証明書は, 1929(昭和

4)年の通牒｢朝鮮人労働者の証明に関する件｣により開始され,以下の条件により発給さ

れた｡

-､帰来後帰鮮前ノ雇用主ノ下二於イテ同一職業二従事スルコトヲ宣誓セル証明下付

願ヲ,雇用主連署ノ上就業地所轄警察署二提出セシムルコト

ニ,右証明書下付願ニハ本人ノ最近撮影シタル写真二枚ヲ添付セシムルコト

三,証明書ヲ下付スル際本人ノ帰来期限ヲ定ムルニハ就業上二於ケル休業又ハ休暇期

間等ノ事情ヲ参酌シ,証明書発行ノ日ヨリ壱ヶ月以内ノ範囲=於テ定ムルコト

四,右証明書二本人ノ写真ヲ貼付シテ所轄警察署ノ契印ヲ為シ､帰来期限ノ外本籍,

住所,氏名､年齢,職業,就業場ノ所在地及名称ヲ記載スルコト

五,右証明書ヲ下付シタルトキハ帰来期限経過後15日以内二発行地警察署二返戻セ

シムルコト

但シ本人ニシテ帰鮮後所定期限内二帰来シ能ザル場合ハ本人ノ所在地警察署ヲ経テ返

戻セシムルコト9

なお,この一時帰鮮証明書制度は､翌年の1930(昭和5)年に改正され､発行対象を｢工

場鉱山以外ノ使用人｣にまで拡大した｡また, 1936(昭和11)年には,発行対象を｢一般使

用人｣, ｢有職職業二従事スル者｣､ ｢独立営業者｣まで拡大し,有効期間もーケ月からニケ

月に延長された｡この一連の緩和は朝鮮人の不満を解消しようとする朝鮮総督府の要請の

結果であり､内務省警保局はこの緩和を快く思わなかった｡というのは,この証明書があ

ると渡航時に行われる身元確認などの手続きが緩和されるため､内務省警保局はこの証明

書の不正利用により｢不達鮮人｣の内地-の進入を非常におそれていたからである｡その

ため,証明書の未返却の朝鮮人に対して全国的な手配(昭和11年の場合,奈良県3件･山

口県1件)をかけたのだと思われる｡

以上が昭和11年度資料の内容についての解説である｡つぎに昭和16年度資料の内容に

ついて述べたいと思う｡
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3. ｢昭和十六年度　東四条巡査派出所　朝鮮人関係書類綴｣

(1)文書形態について

｢昭和十六年度　東四条巡査派出所　朝鮮人関係書類綴｣においては, 11年度とは異な

り, ｢豊高外秘第**号｣, ｢高外秘第**号｣, ｢豊高鮮秘第**号｣という形式に区別され

ている｡内容としては､朝鮮人逃走手配･防諜上要注意者の所在不明手配･特要鮮人手配･

渡航鮮人所在不明手配とあるが,そのほとんどが朝鮮人逃走手配である｡これは､文書中

｢団体移住鮮人｣ ｢集団移住鮮人｣ ｢団体募集鮮人｣と表記されている国家総動員法に基づ

く朝鮮人労働者の逃走手配を指している｡

朝鮮人関係のため,特高関係事項であるように思われるが､ ｢豊高鮮秘第5号｣ {1942(昭

和17)年1月10日)によれば､ ｢労務動員計画に基づく団体移住鮮人労務者の逃走手配に

関しては指導取締の便宜上高等関係事項として取扱｣ったとされている｡逃走手配が高等

関係事項とされた経緯についての詳細は不明であるが､ 1936(昭和11)年度において特高が

行っていた手配である｢特要鮮人手配の件｣なども1941(昭和16)年度には｢豊高等秘｣

として手配されていることを考慮すれば,実情に合わせ,文書中からも｢特高秘｣を削除

したと推測できる｡しかし､ ｢特高秘｣を削除したという事務分掌規定は発見できなかった｡

また,昭和16年6月から｢豊高外秘｣ではなく｢豊高鮮秘｣に分類が変更されている

が､この詳細についても不明である｡

｢高外秘｣と｢豊高外秘｣との区別に関しては, ｢高外秘｣が豊原警察署長から管下警察

署長宛てであるのに対し, ｢豊高外秘｣は豊原警察署長から管下巡査部長宛てであり,宛先

によって区別されていることがわかる｡

(2)逃走手配について(内地での取締)

まず､指摘しなければならない昭和16年の資料の特徴はその手配数の多さである｡昭

和11年の件数が194件であるのに対し,昭和16年の件数は1385件である｡さらに,そ

のほとんどが｢国家総動員法｣により動員された朝鮮人労働者の逃走手配である｡昭和11

年の｢所在不明手配｣と昭和16年の｢逃走手配｣を比較することで,昭和16年の｢逃走

手配｣の特徴が明らかになるだろう｡

昭和11年の｢所在不明手配｣が樺太在住の朝鮮人を対象としているのに対し,昭和16

年の｢逃走手配｣は,全国的な手配であることが指摘できる｡表1から手配が地域的にば

らつきがあることがわかるが,この原因についての詳細はわからない｡

表1昭和1 6年地域別の逃走手配件数
県名 樺太 北海道 青森県 秋田県 石川県 岩手県 鹿児島県 神奈川県
件数 332 335 23 18 5 34 2 4
県名 京都府 静岡県 東京府 新潟県 兵庫県 山形県 山梨県 和歌山県
件数 6 180 5 24 110 4 ー68 19
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昭和11年では,所在不明になった時期が詳しくても｢-月上旬｣であるのに対し､昭

和16年の場合,詳しいものだと逃走日どころか逃走時間まで判明していることが指摘で

きる｡これは,タイムスケジュールなどの労務管理などが徹底しはじめている大きな証拠

といえる｡

また,発見時の対応にも大きな変化が見られる｡昭和11年の場合､あくまで所在確認

のための手配であり,発見されればその時点で手配は解除される｡それに対し､昭和16

年の場合,本籍地八強制送還(豊高外秘第191号･ ｢発見の節は本籍地に送還｣と指示が

ある場合)や｢真面目に就労する旨誓約させ,仕事に復帰させた｣ (豊高外秘第918号･

豊高秘第1054号)など対応が様々になっている｡この対応の中で注目すべきものとして,

｢炭山* *組飯場に委託強制労働を実施し精神的訓練に質し動静視察中10｣ (豊高鮮秘第

291号)がある｡さらに言えば, ｢委託強制労働｣させられた者は,もともと王子製紙の仕

事に就いていた｡このように,昭和16年の場合,発見時に様々な対応がされており,一

貫していない｡この理由についての詳細は不明である｡

(3)証明書偽造について(朝鮮での取締)

さて､次ぎに興味深い文書として｢移住鮮人労務者の一時帰鮮取扱に関する件｣ (豊高外

秘第二セ九号､昭和十六年二月二十二日)がある｡

団体移住朝鮮人労務者中契約期間満了に依る帰鮮者又は再契約希望を有するも-時

帰鮮の為居住証明書の発給を受け帰鮮する者等に対する取締は夫々励行中のことと思

料世せらるるも這般福岡県下に於いて是等団体労務者に関し期間満了者帰鮮せんめた

る為作業率低下し為に之が労働力充足の苦肉策として雇用期間満了帰鮮者の名義を利

用し労務者募集の上虚偽の申告を為し一時帰鮮証明書の下付を受け代人をして不正に

渡航せしめんと画策したる別記のごとき事例ありたる上日慶尚南道より通報に接した

るが管下においても労力払底の折柄斯種手段を弄するところとなれとせざるを以て取

締の上参考に資すると共に遺憾なきを期せらる可上日通右通達する

記

右は* *組他1 5組より成る共済組合の労務者移住のため労務動員計画に基づき客年

7月1 8日本道において6 0 0名の朝鮮人労務者募集を許可(以下判読不能)

**組においては是等の中2 7 8名の配置を得使用中の所同年11月30日を持って3

ヶ月間の契約期間満了したるが這般事故者を出し総数202名に減じたり｡然して中

157名は契約の更新により引続就労する事となり期間満了帰鮮者と共に一時帰鮮せら

むることとせり

当時* *組においては労力不足を来し加ふるに移住労務者中事故者並びに期間満了

解約帰鮮者相当ありたる為作業能率低下を来し為に之が補充策に苦慮しおりたるを以
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て同組合移住者の班長たる労務主任* * * *(41)は満期解約帰鮮者あるを奇貨とし是

等の名義を利用し労働者の不正募集の上応募者の写真を送付せしめ所謂八幡警察署よ

り一時帰鮮証明書の下付を受け之を利用し新規募集者をして恰も満期帰鮮者の再渡航

なるが如く装はしま移住せしむることとしその意図を含め不正募集渡航の斡旋方を命

ぜり之が為**は帰鮮の上同僚**と相謀り**郡**面を中心とし密かに労働者の

募集に着手せり

之より先一時帰鮮労働者に対し奨励全交付のため渡鮮せる同組労務係* * * *と相

互に連絡し同人をしてロロ23日一時帰鮮再度渡航者19名中に5名の不正募集渡航者

を混入し引率渡船せんめ越-て1月10日更に同様手段により八名中に一名更に同月

19日第三回24名の不正渡航を反復敢行せんとせるを発見するに至れり11

上記したのは,内務省警保局が警戒していた一時帰鮮証明書の不正使用の具体例である｡

また,次の文書は19421昭和17)年の例になるが､渡航証明書である｢渡航紹介状｣を偽

造した例である｡

｢内地渡航紹介状偽造行使犯人手配=関スル件｣ (豊高鮮秘第三○二号昭和一七年五月二

十九日)

***ナル者内地ヨリー時帰鮮中再渡航途次ナリト称シ*^**及***,***(*

**ノ弟)等二対シ｢内地こ於ケル労働景気ハ素晴ラシモノダ,渡航ノ上-儲セヨ,

渡航紹介状ノ下付二就イテハ成南利原警察署係官* *某トハ眠懇ナルヲ以テ下付ヲ受

クル確信アリ｣ト甘言ヲ以テ悠漁シ其ノ運動費トシテ*^c5fc5jcヨリ金百五十円､ **

*ヨリ金七十円計三富七十円ヲ交付セシメ之ヲ騒取シタル上* * * *ハ同年十二月初

旬頃滑津府新岩鏡城旅館二滞泊シ前記紹介状偽造企画､利原警察署長ノ官印ヲ偽造ノ

上岡署長名義ヲ冒用捺印シテ内地渡航証明書ヲ偽造更二添付戸籍謄本末尾二利原警察

署長ヨリ内地渡航紹介スル旨ノ奥書ヲ清津警察署宛トシ恰モ利原警察署長発給地渡航

紹介状ナルカ如ク前記* * * *外三名ヲ欺関フ上交付シタル後先ヅ* * *フミ先発ト

シテ内地渡航セシムベク同年十二月一五日該偽証明書ヲ所持セシメ清浄警察署二提出

行使セシメタルモノナルコト判明セルカ被疑者* * * *ハ逸早ク其ノ場ヲ逃走所在ヲ

クラマシ目下肩書地以外ニハ判明セサルニ付左記人相着衣等二依り相富手配相煩度旨

警察部長ヨリ通牒有之

右通達ス

この二つの詐欺事件は､ 1939C昭和14)年の｢国家総動員法｣により､朝鮮人を日本に労

働者として無作為に送ってはいなかったということを示す大きな証拠である｡これは

1938(昭和13)年から1941(昭和16)年の『社会運動の状況』にかかれている朝鮮総督府要
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望事項と内務省の見解をみれば明確に理解できるだろう｡

朝鮮総督府要望事項

内地方面より鮮内の朝鮮人労働者募集に就ては,所轄府県知事の募集の正当なるこ

との証明書を添付出願せしむることとし､其の実情に依りては許可の方針を採りた

し

同上に対する内務省回答

本件に裁ては許可相成らざる様致され度

本項に対しては支那事変の進展に伴ひ内地在住朝鮮人の離職する者相当多数に上る

見込に有之之が対策に関しては砂からざる困難を予想せらるる次第なるを以て今後

一層取締を強化致度12

このように｢国家総動員法｣が公布されたあとでさえ,内務省警保局は､朝鮮人に対す

る渡航制限の姿勢を崩してはいなかった13｡つまり､昭和16年において｢集団募集｣以外

の手段によって行う朝鮮人の渡航には渡航紹介状が必要であるし､一時帰鮮証明書も有効

であった｡

また､ ｢集団募集｣の手続きと募集活動の困難さもこのような犯罪の背景にある14｡ ｢集

団募集｣をかけるためには､まず労働条件･事業の種類･朝鮮人労働者募集を必要とする

理由などを書いた朝鮮人労働者募集雇入願書を作成し,地方長官,厚生･内務両省､総督

府から許可を得なければならなかった｡そして,総督府から人員･募集許可道の割り当て

を受け､さらに道で許可郡と人員の割り当て,さらに郡で許可面と人員の割り当てをうけ

るというシステムで募集が実施されていた｡ ｢事業者の募集活動は行政機関の許可権限に

完全に従属しており,募集人員も各面ごとに厳格に定められ,その許可人員以上の応募者

があってもそれらを採用することは許されなかった15｣｡このような状況であったために､

上記した証明書偽造がなされたのだと考えられる｡

(4)団体募集朝鮮人の｢一般労務者｣と取締対象者という二重性

昭和16年において､特高の取締は要視察朝鮮人だけでなく､一般朝鮮人も含めて行わ

れた｡しかし,一般朝鮮人はあくまで｢一般労務者｣である｡この労務者としての朝鮮人

と取締対象者としての朝鮮人という二つの側面がもたらした取締上の混乱を示す通牒とし

て｢団体移住鮮人労務者逃走手配二関スル件｣ (豊高鮮秘第五号､昭和十七年一月十日)が

ある｡

労務者動員計画二基ク団体移住鮮人労務者ノ逃走手配二関シテハ,指導取締ノ便宜上

高等関係事項トシテ取扱来タル処ナルガ,本件ハ保安関係こ於テモー般労務者取締ノ

見地ヨリ之ガ取扱ヲ為シツツアリ｡重複ヲ敢テシ来クリ処ナルモ時勢二鑑ミ而今本件
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ハ保安関係ニテロ手配ヲー任シ高等関係ノ手配ハ之ヲ廃止スルロト致シタルニ

右通達ス

追而　昭和-六年七月三十一日付豊高鮮秘第二百三十三号｢団体移住鮮人労務者逃走

手配二関スル件｣ハ之ヲ廃止セラル16

このように, 1939C昭和14)年の｢国家総動員法｣による朝鮮人労働者逃走手配の取り扱

いをめぐっては､高等課と保安課とどちらが管轄するのか混乱が生じていたようである｡

結局,昭和17年以降,逃走手配は保安関係に一任されたことがわかる｡

保安課とは,労働者の保全の指導にあたっていた課である｡樺太の労働者の多数は､主

に漁業･林業･土木事業に携わっていた｡これらの産業の労働者は季節的に需要が変動す

るため,恒常的に労働者を雇えず,身元不確実な不良者が潜入することが多かった｡また,

雇主側も旧習にとらわれて,自由を拘束し,あるいは不当な労働を強い､虐待するなど種々

の弊害が生じていた｡ゆえに｢労務者使用取締規則｣ (大正13(1924)午)および｢請負営

業取締規則｣ (昭和5(1930)午)を制定し取締と指導に当たった17｡

このような混乱が生じた理由は, ｢団体移住鮮人｣が｢朝鮮人｣という側面だけでなく｢一

般労務者｣という側面をも持っていたからである｡さらに､朝鮮人労働者の｢集団募集｣

は､ ｢朝鮮人労働者募集要項｣に沿って行われたが,市原が指摘しているように,この要項

は､ ｢日本企業による募集活動や事業所での朝鮮人労働者の使用方法を政府･総督府の厳格

な統制下に置こうとする18｣ものであったことも考慮に入れれば,逃走手配に保安課があ

たったことになんら不思議はないだろう｡

この事実は, ｢国家総動員法｣以降の朝鮮人-の取締を労働管理のための取締と不達鮮人

の発見という特高本来の取締と分けて分析しなければならいことを示しているのではない

だろうか｡

(5)協和会と国民労務手帳

次の文書は,朝鮮人労働者の協和会-の入会を促進させるための通牒である｡

｢朝鮮人二対スル国民労務手帳交付二関スル件｣ (豊高鮮秘第二四一号､昭和一七年四月-

六日)

標記ノ件二関スル取扱二付テハ左記二依り取進メラルヽ様特二中央当局ヨリ申越有

之タルニ付留意ノ上遺憾ナキヲ期セラレ度旨警察部長ヨリ通牒有之タルニ付

右通達ス

記

-､朝鮮人ニシテ協和会二加入ヲ要スル者ハ凡テ協和会二加入セシメ身分ヲ証スル会

員章ヲ迅速二交付所持セシムルコト
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二,鮮人ヨリ国民労務手帳ノ交付申請アリタル場合二於テハ右会員章ヲ提示セシメ之

ヲ提示シタル者二限り国民労務手帳ヲ交付スルコト

ここでいう国民労務手帳とは,国民労務手帳法(昭和16年法律第48号)に定められたもの

である｡

第一条　本法こ於テ従業者卜称スルハ年齢十四年以上六十年未満ノ者ニシテ命令ヲ以

テ定ムル技術者又ハ労務者トシテ左ノ各号ノーニ該当スル事業二使用セラルル

モノヲ謂フ

ー　鉱業,砂鉱業､石切其ノ他鉱物採取ノ事業

二　物ノ製造,加工,浄洗,選別,包装,修理又-解体ノ事業(電気,瓦斯又ハ各種動

力ノ発生,変更又ハ伝導ヲ為ス事業及水道ノ事業ヲ含ム)

三　土木､建築其ノ他工作物ノ建設､改造､保存,修理,変更,被壊又-其ノ準備ノ事業

四　道路,鉄道,軌道､索道,船舶又ハ航空機二依ル旅客又ハ貨物ノ運送ノ事業

五　船渠､船舶,岸壁,波止場,停車場又ハ倉庫二於ケル貨物ノ取扱ノ事業

六　通信事業

七　其ノ他命令ヲ以テ定ムル事業

第二条　従業者ハ国民労務手帳ヲ受有スルコトヲ要ス

国民労務手帳ハ政府之ヲ発行ス

本法二定ムルモノノ外国民労務手帳二関シ必要ナル事項ハ命令ヲ以テ之ヲ定ム

第三条　何人卜錐モ国民労務手帳ヲ使用者二提出スルニ非ザレバ従業者トシテ使用セ

ラルルコトヲ得ズ但シ命令ヲ以テ定ムル場合ハ之ヲ提示スルヲ以テ足ル

何人卜錐モ前項ノ提出又ハ提示ヲ為サザル者ヲ従業者トシテ使用スルコトヲ得ズ

前二項ノ規定ハ官吏及待遇官吏並二命令ヲ以テ定ムル者こ付テ-之ヲ適用セズ

つまり,従業者として働くために朝鮮人は協和会に入会しなければならなかったのだ｡

以上が,昭和16年度の資料内容についての解説である｡つぎに､昭和11�"16年の資料

のデータ分析を若干述べ,最後にデータ-ベースを載せたい｡

4.データ分析

ここでは,資料の内容そのものではなく､資料に登場する朝鮮人の年齢･出身地などか

ら昭和11と16年との比較を行いたい｡

(1)年齢

表2は､ 11年と16年のデータの年齢別人数とその割合についての表であり,図1はその

結果を棒グラフでしめした｡
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やはり､昭和11年と昭和16年の場合には年齢に大きな変化が見られる｡それを最も端

的にあらわしているのが平均年齢である｡昭和16年になると平均年齢が､ 11歳以上若返

っている｡さらに詳しく年齢別をみると､昭和11年の年齢の中心が30代であるのに対し､

昭和16年は20代がその中心である｡この原因として考えられるのは,やはり1939(昭和

14)年の｢国家総動員法｣の影響であろう｡

表2　年齢別

年齢 別 昭和 ー1 年 昭和 16 年

～20 歳 0 0.00 % 2 0 14.97 %

2 1 - 2 5 歳 2 ー.07 % 5 2 7 3 8.66%

26 ⊥30 歳 29 15 .5ー% 3 42 2 5.0 9%

3ー～35 歳 49 2 6 .2 0% 14 9 ー0.9 3%

36 - 40 歳 35 18 .7 2% 4 5 3 .30 9

4 1⊥ 45 歳 25 13 .3 7% 2 5 1.83 %

4 6 - 50 歳 15 8 .02 % 6 0ー44¢

51- 55 歳 5 2 .6 7% 2 0■ー5○

56- 60 歳 2一14○ 2 0.15○

60 歳 以上 2.1 0 0.0 0○

不 明 ー9 10 .16* 6 1 4 .4 8%

総計 ー87 10 0 .0 0?i 136 3 100 .00 %

平均年齢 37.3 2 2 5 .80

図1年齢別棒グラフ
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(2)出身地

表3から資料に登場する朝鮮人の出身地割合が大きく変化したことがわかる｡とくに｢慶

尚北道｣､ ｢慶尚南道｣の割合が大幅に増え､逆に｢成鏡北道｣ ｢威鏡南道｣ ｢平安北道｣ ｢平

安南道｣は大幅に減った｡

表3　出身地

昭和 1一年 昭和 16 年

戚鏡北道 2.06% 2 0 .1 5%

成鏡南道 ll 5.67% 1 0 .0 7%

平安北道 8 4.12% 0 0 .0 0%

平安南道 10 5.15% ー 0.07%

忠清北道 5 2.58% 2 1 1.5 4%

忠清南道 2.06% 9 5 6 .9 4%

全羅北道 8 4.12% 6 1 4 .4 6%

全羅南道 12 6●ー9% ー01 7.3 8%

黄海道 2 1.03% 2 0 .1 5○

尚北道 41 2ー●ー3¢ 433 3 1.6 5¢

慶尚南 道 5 25.7 7% 60 3 4 4 .0 8%

京畿道 1 7ー22 25 1.8 3○

江原道 6 3.09% 6 0 .4 4○

不明 19 9.7 9% 17 1.2 4 %

総計 ー9 100.00% 36 8 10 0 .0 0 %

(3)まとめ

年齢,出身地の変化は､募集方法の変化と密接な関係があると思われる｡ ｢国家総動員法｣

以前の朝鮮人労働者募集の仕方は､請負人を通した募集もしくは縁故募集であるのに対し,

｢国家総動員法｣施行以降は,総督府から許可を受けた募集に変わった｡上述したように

募集が行政機関の許可制限に従属していたが故に,ここまでの偏りがでたのだと思われる｡

5.おわりに

最後につぎの通牒を紹介し,昭和16年の｢鮮人労務者｣の位置付けについてあらため

て考えてみたい｡

｢鮮人労務者団体輸送手続履行方=関スル件｣ (豊高鮮秘第二-一号,昭和一七年三月二十

六日)

鉄道当局二在リテハ年末年始及二各章校章期更新其ノ他旅客再検時二於ケル輸送計画

ノートシテ関釜連絡船々便指定制ノ実施シツヽアリテ現二昨年末ヨリ引続キ之ヲ実施

中ナルガ各地工場鉱山其ノ他ノ事業場ヨリ雇傭期間満了ニヨリ帰鮮セシムル集団移住
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鮮人労務者団体中ニハ雇傭主=於テ帰鮮セシムベキ期日ヲ予メ予見シ得テ当局二手続

可能ナルニ不拘之ガ指定ヲ受ケザル優下関二来り其ノ指定斡旋方本県海港警備課二依

頼スル向アルモ下関駅二於テモ団体又ハ之二準ズルガ如キ多数人ノ指定ヲ申込ムモ同

駅=於ケル指虚数如斯余祐ナク殊二大東亜戦ノ影響二基ク諸情勢二依り指定限度ハ厳

守シ居リテ其ノ要求二応ズル事至難ノ実状ナルガ下関運輸事務所ノ言二依レバ団体又

ハ之こ準ズベキモノニ在リテハ乗船月日ノーケ月前二文書ヲ以テ当該地方ノ管轄鉄道

局長宛輸送申請セバ概ネ順調二乗船シ得ル見込ナル趣二付キ関係何二対シ此旨御示達

ノ上手続履行方御配慮相煩度旨山口県知事ヨリ通報有之タル旨通牒アリクルニ付関係

方面-ノ周知方取計ハレ度

右通達ス

繰り返しになるが, ｢国家総動員法｣施行後の1941(昭和16)年時の朝鮮人労働者募集は,

行政の管轄下におかれており､雇用期間も正確に決まっていた｡上記した文書は,雇用期

間を終え朝鮮-帰るための手続き方法を記した資料であるので,雇用期間が決まっていた

ことを示す貴重な資料である｡もちろんこれはあくまで1942 (昭和17)年の資料であり,

その後終戦を迎えるまで朝鮮人労働者の状況が同じであったとは言い難い｡また､警察史

料であるために実情とは異なっていることも考慮しなければならないだろう｡

しかしながら､日本の総動員体制時に朝鮮人労働者が労働力としてどのように組み込ま

れようとしていたのか,といった問題,つまり｢国家総動員法｣施行以降,特高もしくは

日本は朝鮮人労働者を単純に暴力によって強制的に労働させることで総動員体制に組み込

んだのか,それとも行政の管理下のもと,労働者としての地位を与えられ,より主体的に

総動員体制に労働力として組み込みこもうとしたのか､という問題を考える上でこの資料

は重要である｡

サハリン州公文書館には,この資料の他にも戦前の日本の資料が多数残されている｡機

会があれば,残りの資料についても分析を試みたいと考えている｡

注

1荻野富士夫『特高警察体制史　社会運動抑圧取締の構造と実態』せきた書房, 1984年｡
2朴慶植編『在日朝鮮人関係資料集成』 3 1書房, 1975年,第一巻36ページ｡原資料は
『朝鮮総督府官報』第39冊232ページ｡
3朝鮮人渡日規制の変遷に関しては,金慶烈｢戦間期における日本の朝鮮人渡日規制政策｣
(『朝鮮史研究会論文集』 35巻, 1997年)を参照されたい｡

4朴慶植編『在日朝鮮人関係資料集成』 3 1書房, 1975年､第三巻, 12ページ｡
5茨城県｢署長･特高主任会議関係書類｣, 1940年2月｢特高主任会議｣｡
6協和会事業については,朴慶植｢日帝時期における『協和会』について一在日朝鮮人支
配の内務･厚生省外郭団体-｣ ( 『季刊現代史』 5巻, 1974年12月)､樋口雄一｢特別高
等警察内鮮係と協会｣ ( 『海峡』､ 4巻, 1979年11月)などを参照されたい｡
7樺太庁編『樺太庁施政30年史』 (原書房, 1973-1974年)昭和11年刊の複製｡
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8一時帰鮮証明書については,前掲金庫烈を参照されたい｡

9朴慶植編『在日朝鮮人関係資料集成』 3 1書房, 1975年､第二巻､ 12ページ｡
10　sjs^は,伏せ字である｡

ll □は,判読不能の文字である｡
12 1938年7月21日｢朝鮮人ノ内地渡航取締二関スル朝鮮総督府ノ要望事項二対スル内務

省ノ回答｣ ( 『社会運動の状況』､ 1941年) 886-889ページ｡
13 1939年以降も1934年の｢朝鮮人移住対策要目｣で内務省がとっていた渡航抑圧方針を

変えていなかったことを指摘した先行研究として遠藤公嗣｢戦時下の朝鮮人労働者連行政
策の展開と労使関係｣ ( 『歴史学研究』 1987年5月､ 567号)がある｡

14朝鮮人労働者募集の実態にせまった先行研究として､市原博｢戦時期日本企業の朝鮮人

管理の実態｣ ( 『土地制度史学』 1997年10月,第157号)がある｡
15同上､ 19-20ページ｡

16廃止された｢団体移住鮮人労務者逃走手配二関スル件｣は発見できなかった｡

17前掲『樺太庁施政30年史』を参照にした｡
18前掲市原､ 18ページ｡

謝辞:論文で使用した資料収集の際に広島大学小池聖一先生にはお世話になった｡
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サハリン州公文書館･朝鮮人関係警察資料データベース

文責:安達信裕

1.｢昭和十一年度　東四条巡査派出所　朝鮮人関係書類綴｣

2.｢昭和十大年度　東四条巡査派出所　朝鮮人関係書類綴｣

(凡例)

***は,伏せ字を意味する｡記号の数だけ伏せ字にした｡

2.年齢については,資料どおり数え年であらわした｡年齢の後ろにM･Tとあるのは,

それぞれ明治,大正を意味し,数字は生年を意味する｡ (たとえば, M42は,明治

42年生まれを意味する｡)この記号がある場合の年齢は､作者が計算して求めた｡

(?)は,資料の状態により,判読不能の文字を示す｡
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日付 番号 件名 逼名 郡名 年齢 住所 国語能力

1ー702/08 豊特高秘第0302号 在日朝鮮基督教会結成の件 カナダ 不明 無記入

ll/02/28 豊特高秘第0368号 朝鮮人統 に関する件
ll/04/0ー 豊特高秘第0593号 - B* aSi* 明書紛失手配の件 慶尚両道 果菜都 ◆ 41歳 (M 29) 奈良県 無記入

1ー704/01 豊特高秘第0594号 ●時娠鮮 明書紛失手配の件 慶尚北道 盈徳都 29歳 (M 41 ■奈良県 無記入

ー1/04/01 豊特高秘第0595号 一時販▲鮮 明書紛失手配の件 ■ 全-羅南道 高興部 26歳 奈良県 無記入

ー1/04/27 豊特高秘第0743号 要注意新聞購読鮮人視察に関する件
ー1/04/30 豊特高秘第0754号 内地渡航朝鮮人調査の件

ll/057ー3 豊特高秘第0852号
朝鮮人集団居住に関する件

1ー705/13 豊特高秘第0854号 在留鮮人道別調査方の件
ll/05/22 豊特高秘第0894号 不正行商∧鮮人に関する件 慶尚両道 釜山府 63歳 不明 通ぜざる

ll/05/25 豊特高秘第0910号 行商朝鮮人に関する件 慶尚両道 東宋郡 27歳 樺太 無記入

ー1/05/27 豊特高秘第09ー7号 人参行商.=関する件 戻畿逼 京城府 34歳 東京 無記入

1ー705/27 豊特高秘第0918号 モルヒネ中毒鮮人調査に関する件
ーー705/29 豊特高秘第0935号 鮮人身元 P査に関する件 京畿道 書山都 44歳(M 26) 前住所‥樺太 無記入

ll/05/29 豊特高秘第0936号 鮮人身元 一重に関する件 全羅両道 高興部 54歳(M ー6) 前住所:樺太 無記入

ll/05/29 豊特高秘第0937号 鮮人身元 ■査に関する件 慶尚北遣 星州都 前住所‥樺太 無記入

ll/06/0ー 豊特高秘第0947号 身元調査方に関する件 慶尚北道 迎日郡 42歳(M 28) 前住所:樺太 無記入

ーー706/01 豊特高秘第0948号 身元調査方に関する件 慶尚北這 慶山都 3ー歳(M 39) 前住所:樺太 無記入

ll/06/03 豊特高秘第0929号 一時振̀鮮童護明書紛失手配の件 全羅北遣 金提郡 27歳(M 43) 山口県 無記入

ll/06/05 豊特高秘第0979号 不正行商鮮人に関する件 慶尚北遣 慶州都 65歳 不明 通ぜざる

1ー706/05 豊特高秘第0980号
身元調査方に関する件 成鏡南道 元山都 65歳(M 5)

樺太
無記入

ll/06/08 豊特高秘第0990号 人参行商朝鮮人取締に関する件 慶尚両道 梁山都 31 不明 無記入
ll/06/08 豊特高秘第0990号 人参行商朝鮮人取締に関する件 慶尚両道 ■ 東莱部 34歳 不明 無記入

ll/06′08 豊特高秘第0990号 人参行商朝鮮人取締に関する件 慶尚両道 梁山都 27歳 不明 無記入
ll/06/10 豊特高秘第1043号 不正朝鮮人参行商人取締の件

ll/067ー5 豊特高秘第1069号
容疑行商鮮人手配の件 慶尚南道 釜山府 63歳 不明■ 通ぜざる

ll/06/23 豊特高秘第1ー21号 朝鮮人名簿作成に関する件

ー1/06/27 豊特高秘第一ー56号
要視察鮮人の所在不明に関する件 京畿道 豊川郡 43歳 樺太 無記入

1ー707/03 豊特高秘第一ー8一号
朝鮮人外国人の■斉調査の件

ll/07/1ー 豊特高秘第1294号
要視察朝鮮人所在不明者手配簿整理
の件

1ー707/16 豊特高秘第1303号 要視察朝鮮人所在発見に関する件 平安北這 鉄山郡 28歳 (M 42) 樺太 無記入
ll/09/19 豊特高秘第1948号 朝鮮人居住有無調査の件 慶尚両道 成陽都 44歳 不明 無記入
11ノ09′19 豊特高秘第1948号 朝鮮人居住有無調査の件 全羅両道 高興部 56歳 不明 無記入
ll/10/05 豊特高秘第2133号 要視察鮮人所在発見に関する件 京畿遣 m m ; 43歳 前住所:樺太 無記入

11′10/07 豊特高秘第2ー97号
金銀密輸出関係鮮人取締に関する件

ll/10′3ー 豊特高秘第2455号 朝鮮人所在不明手配に関する件 平安北逼 富川郡 34歳 樺太 無記入
1ー/10′3ー 豊特高秘第2455号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北道 書山都 判別不能 樺太 無記入
ー1′11/04 豊特高秘貫2204号 朝鮮人所在調査に関する件 慶尚両道 釜山府 43歳 樺太 無記入
1ー711/04 豊特高秘第2204号 朝鮮人所在調査に関する件 慶尚北遣 奉化郡 34歳 無記入 無記入
1ー/ーー′04 圭特高秘第2204号 朝鮮人所在調査に関する件 34歳 ■ 樺太 無記入
1ー/ーー′04 豊特高秘第2204号 朝鮮人所在調査に関する件 慶尚両道 昌冨丁郡 35歳 無記入 無記入
ーー711/04 豊特高秘第2204号 朝鮮人所在調査に関する件 慶尚北這 星州都 3ー歳 無記入 無記入
ー1/ーー′04 豊特高秘第2204号 朝鮮人所在調査に関する件 26歳 樺太 無記入
ll/1ー/04 豊特高秘第2204号 朝鮮人所在調査に関する件 44歳 樺太 無記入
ー1/1ー/04 豊特高秘第2204号 朝鮮人所在調査に関する件 慶尚両道 釜山府 36歳 樺太 無記入
ー1/1ー′09 豊特高秘第2469号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚両道 山清都 32歳(M 38) 樺太 無記入
11′1ー′09 豊特高秘第2469号 朝鮮人所在不明手配に関する件 京畿道■ 京城府 ヰ0歳(M 30) 樺太 無記入
ー1/1ー′09 塁特高秘第2469号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北逼 達城郡 48歳(M 22) 樺太 無記入
ll/ll/09 豊特高秘第2469号 朝鮮人所在不明手配に関する件 成境南道 洪原都 37歳 樺太 無記入
ーー/11′09 豊特高秘第2469号 朝鮮人所在不明手配に関する件 不詳 不詳 SO歳(M 20) 樺太 無記入
ll/ll/09 豊特高秘第2469号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚両道 m m 郡 48歳(M 22) 樺太 無記入
ーー/1ー′09 豊特高秘第2469号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北逼 軍成郡 36歳(M 34) 樺太 無記入
ll/ll/09 豊特高秘第2469号 朝鮮人所在不明手配に関する件 全羅両道 光陽郡 35歳(M 35) 樺太 無記入
1ー′11/09 豊特高秘第2469号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北逼 漆谷部 57歳(M ー3) 樺太 無記入
ー1/ーー/09 豊特高秘第2469号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北遣 尚州都 38歳(M 32) 樺太 無記入■
ー1′1ー/ーー 豊特高秘第2538号 朝鮮人所在不明に関する件 成境南逼 北育部 38歳(M 32) 無記入 無記入
ll/ーー/ー1 豊特高秘第2539号 朝鮮人所在不明に関する件 京畿道 m wF 0 38歳(M 32) 無記入 無記入
ll/ー1/ー2 豊特高秘第2376号 朝鮮人所在不明に関する件 慶尚両道 釜山府 36SS 無記入 無記入
1ー/ll/ー6 豊特高秘第1295号 朝鮮人所在不明に関する件 思清北這 清州都

…m m

27歳 樺太 無記入
ll/ーー′ー6 豊特高秘第2442号 朝鮮人所在不明に関する件 朝鮮以下不詳 38歳 樺太 無記入
ll/ー1′17 豊特高秘第2572号 希及其他の保護鳥獣密猟客朝鮮人 江原道 5ー歳 不定 無記入
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備考
在日朝鮮キリスト教会事務局長b明39年に朝鮮に渡り､その後排日､朝鮮独立運動をするO
国勢調査と警察調査との差についての報告書

職業欄に｢農業(? )人｣とあり
要注意新聞やそれに類する新聞が島内に郵送されつつあるのではないかという注意勧告
内地渡航朝鮮人調査としてr全羅北遠出身の朝鮮人｣の調査要求
朝鮮人集団居住に関する調査法の指示､(1●集団居住の理由､現在の数､2 ●その利害得失､3●部民の(? )､4 ●取り締まり上の
便不便､5､そのほか参考事項0住所､本籍､名前､年齢､性別､合計)などを調査せよ0

不正行商で捕まる
朝鮮人参と薬を売る許可をもらい､**に来たのに対して取締りを強化するようにとの通達
有名無実の団体｢東亜新興連盟｣の名を語り⊥資金集めと称し人参を売るbこれに類する行為を厳重に取り締まるよう通達
モルヒネ中毒患者集調の依頼06月3日まで
日雇い労働者
日雇い労働者

日雇 ▲特別大演習警備上重要なる調査
鉱夫 特別大演習警備上重要なる調査
一時販鮮護明書を紛失した0それを不正に使用されないよう注意せよとの通達
郵便貯金を盗む●懐にr朝鮮人で日本語を少ししか知らない0お金もない｣というようなことを書いた厚紙を持つていたd
身元調査の依頼書○1一本籍､身分､氏名､生年月日､異名､宗教､2 ､渡航目的及年月､3 ■性質素行､思想の傾向､4●本人もしく
は父兄の資産収入､学資の出所及びその額､郷里における信用､5 ●家族の氏名､交際者､崇拝者の住所氏名､6▲■人相特徴､
朝鮮人参として､内地の人参を売つていた疑いい r豊行17 ｣とあり､兵庫県の人参卸店から購入
朝鮮人参として､内地の人参を売つていた疑いい r豊行36 ｣とありb兵庫県の人参卸店から購入
朝鮮人参として､内地の人参を売つていた疑いい r薄行24 ｣とあり､兵庫県の人参卸店から購入
不正朝鮮人参行商人の取り締まりについての通達○二枚目なし8
豊特高秘第894号にて捕まつた男は､偽者で改めて* * * を捜索せよとの通達○人相丈五尺三寸位､肥Jtたる方､頭髪白､朝鮮
髭あり､着衣 朝鮮服､上衣(? )茶色､ズボン黒色､濃茶の中折帽､ゴムの短沓
鮮人と共産党員との結びつきに注意すること0来月の警衛､今秋の陸軍特別大演習などの警備のために取締りの強化を求める
要注意人物であつたが､所在が不明になり手配された○また朝鮮にいたとき補助憲兵であり､またアヘン売買事件の代金を横領した
こともあるとし､最危険とされている○
朝鮮人外国人の一斉調査の件○7 月8 日9 日両日にわたり､一斉調査を行い､容疑者新転人の発見を行う○尚朝鮮人に在りては新
渡来者の発見所持品の検査を行い此に少しとも容疑の点あらぱ身元照会をしなさい0

要視察朝鮮人所在不明者手配簿整理するようにという通達

要視察朝鮮人所在発見の通達｢要鮮乙号｣とのこと
朝鮮人居住有無調査にひつかかる
朝鮮人居住有無調査にひつかかる
要視察朝鮮人所在発見の通達｢要鮮｣とのこと
金銀密輸出関係朝鮮人を取締るようようにとの通達○なお疑いのある者として､r***､***､ ** ､** ､** ､** ､ ***､***､
*** ､** ｣を挙げ､内杢をするように指示している
所在不明のための手配書
所在不明のための手配書
所在不明のための手配書
所在不明のための手配書
所在不明のための手配書
所在不明のための手配書
所在不明のための手配書
所在不明のための手配書(発見)
所在不明のための手配書
所在不明のための手配書
所在不明日:8月4日 職業‥土工
所在不明のための手配書○所在不明日‥昭和1一年8月下旬 職業:船人夫
所在不明日 8月4日 祐美‥土工 発見とあり
豊原以下不詳に赴くといつて出かけ､行方不明0所在不明日:昭和11年7月ー1日 職業:土工
所在不明日 9月上旬 職業:船員■
所在不明日 8月4日 職業:土工
所在不明日 8月4日 職業‥土工 発見とあり
所在不明日 8月4日 職業■:土工
所在不明日 8月4日 耽美:土工
所在不明日 8月4日 織薫‥土工
真岡管下に移ると言い残し､所在不明
真岡管下に移ると言い残し､所在不明
大泊管下に渡来するといつたが▲所在不明
* 町* のエ事に赴くといつて所在不明

無職 瑠などの密猟未遂事件○■増えてきた密猟の取り締まり強化をするよう指示されているb
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ーー/1ー/17 豊特高秘第2572号 希及其他の保護鳥獣密猟客朝鮮人 成鏡両道 新興郡 53歳 不定 無記入

ーー′11′ー7 豊特高秘第2574号 朝鮮人所在不明手配の件 平安両道 平壌府 36歳(M 34) 樺太 蘇 己入

1ー/ll/ー7 豊特高秘第2572号 希及其他の保護鳥獣密猟客朝鮮人 成鏡北道 茂山都 58歳 樺太 蘇 己入

ll/11′17 豊特高秘第2572号 書召及其他の保護鳥獣密猟客朝鮮人 成鏡北這 鏡城郭 41歳 不定 無記入

ll/11′17 豊特高秘第2572号 婿及其他の保護鳥獣密猟客朝鮮人 慶尚北這 慶尚郡 51歳 不定 無記入

11′ー1′ー7? 豊特高秘第2871号 行動容疑鮮人所在不明に関する件 慶尚商連 蔚山都 31歳 不定 無記入

ll/ー1/17? 豊特高秘第2571号 行動容疑鮮人所在不明に関する件 ■慶尚両道 蔚山都 32歳(M 38) 不定 無記入

ll/ーー/27 豊特高秘第2633号 一行動容疑鮮人所在発見手配解除の件 慶尚両道 蔚山都 32歳(M 38) 樺太 無記入

ll/ー1/30 豊特高秘第2593号■朝鮮人所在調査に関する件 慶尚両道 馬山府 34歳(M 36) 樺太 蘇 己入

ー1/1ー/30 豊特高秘第2624号 朝鮮人所在不明に関する件 江原逼 高城都 33歳(M 37) 樺太 無 己入

ーー/1ー/30 豊特高秘第2637号 朝鮮人所在不明に関する件 江原遣 准陽都 36歳(M 34) 樺太 蘇 己入

ーー/ーー/30 豊特高秘第2593号 朝鮮人所在調査に関する件 慶尚両道 酒川部 33歳(M 37) 樺太 蘇 入

ll/ー1/30 豊特高秘第2625号 朝鮮人所在不明に関する件 ■ 慶尚両道 釜山府 5ー歳 樺太 蘇 己入

ー1/ー1/30 豊特高秘第2656号 朝鮮人所在不明に関する件 慶尚北道 慶尚都 42歳(M 28) 樺太 無記入

ー1/1ー/30 豊特高秘第2593号 朝鮮人所在調査に関する件 慶尚両道 北青郡 26歳(M 44) 樺太 無記入

ー1/1ー/30 豊特高秘第2637号 朝鮮人所在不明に関する件 京畿道 水原都 45歳 樺太 無記入

ー1/ーー′30 豊特高秘第2603号 朝鮮人所在不明に関する件 慶尚北這 達城郭 45歳(M 25) 樺太 無記入

ー1/ー1/30 豊特高秘第2612号 朝鮮人所在不明手配解除に関する件 平安両道 平壌府 36歳(M 34) 樺太 無記入

ll/ー1/30 豊特高秘第2623号 朝鮮人所在不明に関する件 金､羅北遣 淳昌郡 55歳(M 15) 樺太 無記入

ー1/ー1′30 豊特高秘第2593号 朝鮮人所在調査に関する件 成境南道 新興都 34歳(M 36) 樺太 無記入

ーー/1ー′30 豊特高秘第2593号 朝鮮人所在調査に関する件 慶尚北遣 閉慶都 40歳■P 樺太 蘇 入

ーー/1ー/30 豊特高秘第2593号 朝鮮人所在調査に関する件 慶尚両道 24歳(T 2) 樺太 蘇 入

1ー/ー1′30 豊特高秘第2593号 朝鮮人所在調査に関する件 慶尚北逼 金泉郡 47歳(M 23) 樺太 無記入

ー1/ーー′30 皇特高秘第2593号 朝鮮人所在調査に関する件 慶尚両道 金悔都 4ー歳(M 29) 樺太 無記入

ll/ll/30 豊特高秘第2653号 朝鮮人所在不明に関する件 京畿道 漣川部 40歳(M 30 樺太 無記入

ーー/ーー/30 豊特高秘第2637号 朝鮮人所在不明に関する件 慶尚北逼 奉化都 29歳(M 4ー) 樺太 無 己入

11′ー1/30 豊特高秘第2607号 朝鮮人所在不明に関する件 ■ 慶尚両道 昌源郡 40歳 樺太 無記入

ー1/ー2/05 豊特高秘第2673号 身元不詳鮮人所在不明に関する件 成鏡両道 清津府 35歳(M 35) 樺太 日本語堪能

ーー′12′07 豊特高秘第2685号 朝鮮人所在調査に関する件 平安北逼 錦山都 29歳(M 41) 樺太 無記入

ー1′12/07 豊特高秘第2686号 所在不明朝鮮人手配解除の件 慶尚南遣 昌源都 40歳 樺太 無 入

ー1′ー2′08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 忠清北這 堤川部 37歳(M 33) 樺太 蘇 己入

ー1/ー2′08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚両道 昌軍都 41歳 樺太 蘇 入 ■

ll/12′08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 威鏡両道 元山都 31歳 樺太 蘇 入

ll/ー2/08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 黄海遣 葉津郡 38歳(M 32) 樺太 無記入

ll/12/08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 平安北道 寧辺郡 41歳(M 29) 樺太 無記入

ー1/12/08 豊特高秘第2682号■朝鮮人所在不明手配に関する件 , 成鏡北道 会軍都 29歳(M 41) 樺太 無記入

ー1/ー2/08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北逼 迎日郡 4ー歳(M 29) 樺太 無記入

ー1/ー2/08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北逼 遷城郡 37歳(M 33) 樺太 無記入

ーー/12′08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 全羅両道 済川部 無記入 樺太 無記入

ー1′12/08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 ■ 慶尚北逼 大坪府 34歳(M 36) 樺太 無記入

ー1/12/08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北道 大邸府 29歳(M 4ー) 樺太 無記入

ー1/12/08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 成鏡北這 間島郡 35歳(M 35) 樺太 無記入

ー1/12/08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚両道 蔚山都 35歳 樺太 無記入

ー1/12′08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 忠清北遣 清州都 32歳(M 38) 樺太 無記入

ーー/12′08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 京畿道 京城郡 36歳(M 34) 樺太 無記入

ll/12/08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北逼 流谷部 45歳(M 25) 樺太 無記入

ー1/12′08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 威境南逼 北育部 44歳(M 26) 樺太 無記入

ーー′12/08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北遭 里州都 SO歳(M 20) 樺太 無記入

ー1′12′08( 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 忠清北逼 清州都 42歳(M 28) 樺太 無記入

ll/12′08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 全-羅南遺 済川部 35歳 樺太 無記入

ー1/12/08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 京畿道 京城府 29歳(M 41) 樺太 無記入

ll/12′08 豊特高秘第2682号 朝鮮人所在不明手配に関する件 黄海逼 谷山郡 33歳(M 37) 樺太 無記入
11′ー2/09 豊特高秘第2678号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚両道 昌原都 33歳(M 37) 樺太 無記入
ll/12/09 豊特高秘第268一号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北逼 慶明郡 59歳 樺太 無記入
ll/12/09 豊特高秘第269一号 朝鮮人所在不明に関する件 平安北遭 博川部 33歳(M 37) 樺太 無記入
ー1′12′09 皇特高秘第2678号 朝鮮人所在不明手配に関する件 平安両道 龍岡部 46歳(M 24) 樺太 無記入
ll/12/09 豊特高秘第2678号 朝鮮人所在不明手配に関する件 全羅商連 高興部 34歳(M 36) 樺太 無記入
ll/12/09 豊特高秘第268一号 朝鮮人所在不明手配に関する件 全羅北逼 長水郭 32歳 無記入 無記入
11′12′09 豊特高秘策2678号 朝鮮人所在不明手配に関する件 京畿道 利川部 38歳(M 32) 樺太 無記入
1ー′ー2′ー0 皇特高秘第2744号 朝鮮人所在不明手配に関する件 江原這 三野都 SO歳(M 20) 樺太 無記入
1ー′12′10 豊特高秘第2743号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北遣 蓮城郡 32歳(M 38) 樺太 無記入
ll/12′ー0 豊特高秘第2745号 朝鮮人所在不明手配に関する件 成鏡南這

忠済南遣

成津郡

諭山都

59歳

35歳

理事

樺太

無記入

無記入
1ー′ー2′14 量特高秘第2590号 朝鮮人所在不明手配一部解除の件
ーー/12′17 量特高秘第2784号 朝鮮人所在不明手配に関する件
ーー′ー2′ー7 豊特高秘第2770号 朝鮮人所在不明手配に関する件 平安両道 江西都 39歳(M 3ー) 無記入 無記入
1ー712/17 皇特高秘第2771号 朝鮮人所在不明手配に関する件 平安南逼 徳川部 54歳(M ー6) 樺太 無記入
ーー′ー2/17 圭特高秘第2765号 朝鮮人所在発見手配解除の件 江原遣 三捗郡 SO歳(M 20) 樺太 無記入
1ー′12′ー7 豊特高秘第2784号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚両道 河東郡 4ー歳(M 29) 樺太 無記入
ーー/12′17 畳特高秘第2785号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北逼 奉化都 37歳 樺太◆ 無記入
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無職
炭鉱夫○恵須取に向かうといつて､行方不明
職業:日雇
無職
無職
***が､本籍にないことから上記の***と同一人物ではないかとされている凸
***の三男 最初の一枚が行方不明

真岡から豊原に転入したので､至急所在確認

敷香町**鮮人飯場に赴くといつて所在不明
真岡から豊原に転入したので､至急所在確認
留多加郡** * 方に赴くといつて所在不明
知取町の知人の許に行くといつて所在不明
真岡から豊原に転入したので､至急所在確認
留多加郡三郷村大字多蘭内上多蘭内に赴くといつて所在不明

長浜郡*** 方で発見されたので解除

真岡から豊原に転入したので､至急所在確認
真岡から豊原に転入したので､至急所在確認
真岡から豊原に転入したので､至急所在確認
真岡から豊原に転入したので､至急所在確認
真岡から豊原に転入したので､至急所在確認
新場に赴くといつて所在不明
恵須町**炭山方面に赴くといつて所在不明
漁夫
成鏡南道清津暑に照会したが､該当者がいないため､再調査をしたが､所在不明

2607号で手配したが､発見されたので手配解除
9月中旬無断飯場を脱出､所在不明
10月上旬恵須取炭鉱か珍内に赴くといつて所在不明
恵須取炭鉱に赴くといつて所在不明
10月上旬頃他に転稼すノミく､就職運動に赴くといつて所在不明となる
10月上旬頃他に転接すべく､就職運動に赴くといつて所在不明となる
無断赴走
無断赴走
9月初旬頃大平炭鉱に赴くと称し所在不明
モルヒネ中毒0恵須取炭鉱に赴くといつて所在不明
ー0月上旬に恵須取町* 鮮人飯場に赴くといつて所在不明
ー0月上旬からー1月上旬ごろにかけて転職するといつて所在不明
無断赴走
10月上旬からー1月上旬ごろにかけて転職するといつて所在不明
10月上旬頃他に転接すバこく､就織運動に赴くといつて所在不明となる
ー0月上旬から11月上旬ごろにかけて転職するといつて所在不明
9月初旬* 炭鉱**組に赴くといつて所在不明
8月下旬､無断飯場脱出､所在不明
9月下旬､恵須取町石炭横取科‥飯場に赴くといつて､所在不明
名好村知人の許に赴くと称し所在不明
ー0月26日恵須取炭鉱に赴くといつて所在不明
ー0月上旬から11月上旬ごろにかけて転職するといつて所在不明
ー0月上旬から1一月上旬ごろにかけて転職するといつて所在不明

本籍地に身元照会するが､該当者なし､よつて再調査しようとしたが所在不明

発見とあり○1一月ー1日知取町**造林部に赴くといつて所在不明
ー1月ー2日野田郡炭鉱*** 方に赴き､同26日に真岡方面に赴くといつて所在不明

** ､** ､** の三名について所在判明のため､手配解除
留多加町**組工事終了とともに留多加町*琳方に引揚げ､行き先を告げずに行き先不明
本斗管下で稼働中､名好村に行くといつて､所在不明
11月9日敷香郡* 造林部に赴くといつて所在不明
知取* 造林部にて､稼働中○よつて手配解除
真岡都に行くと称し所在不明
漁夫 長浜都** 方に赴き日雇いをすると称し所在不明
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ll/12/17 豊特高秘第277一号 朝鮮人所在不明手配に関する件 全羅両道 常州島 26歳(M 44) 樺太 無記入

1ー/12′21 豊特高秘第2789号 一●朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚両道 統宮部 46歳 樺太 無記入

1ー712/21 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 尚両道 成陽郡 41歳 樺太 無記入

ll/12/2ー 豊特高秘第2685号 {朝鮮人所在不明報告 慶尚南遣 馬山府 34歳(M 36) 樺太 無記入

ー1/12/21 豊特高秘第2789号 一●朝鮮人所在不明手配に関する件 尚両道 南海郡 37最 樺太 無記入

ー1/12/2ー 豊特高秘第2789号 一■朝鮮人所在不明手配に関する件 思清両道 公州都 35歳 樺太 無記入

ー1/12/21 豊特高秘第2789号 ■l朝鮮人所在不明手配に関する件 尚両道 文川部 24歳 樺太 無記入

1ー/12′21 豊特高秘第2685号 〟,▲朝鮮人所在不明報告 慶尚両道 詑⊆川l郡 33歳(M 37) 樺太 無記入

1ー/12′21 豊特高秘第2789号 一■-朝鮮人所在不明手配に関する件■ 京畿遣 京城府 34歳 樺太 無記入

ll/ 12/21 豊特高秘第2789号 一●-朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北逼 大邸府 32歳 樺太 無記入

ー1/ー2′21 豊特高秘第2789号 ■■朝鮮人所在不明手配に関する件 尚北進 慶州都 31歳 樺太 無記入

ll/ー2/2ー 豊特高秘第2685号 ■■-I朝鮮人所在不明報告 慶尚両道 北青郡 26歳(M 44) 樺太 無記入

ll/ 12/21 豊特高秘第2789号 一-朝鮮人所在不明手配に関する件 平安北這 昌城郭 43歳 樺太 無記入

1ー712/21 豊特高秘第2789号 一-朝鮮人所在不明手配に関する件 平安南這 江東郡 31歳 樺太 無記入

1ー/12′21 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 全-羅北這 全州■都 36歳 樺太 無記入

ll/12/21 豊特高秘第2789号 ■t■朝鮮人所在不明手配に関する件 江原這 潟釆郡 48歳 樺太 無記入

ll/ー2/2ー 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 全-羅両道 木浦府 36歳 樺太 無記入

ーー/ー2/21 豊特高秘貫2789号 一ー■朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北遣 青島都 30歳 樺太 無記入

1ー/ー2/21 豊特高秘第2789号 一I"朝鮮人所在不明手配に関する件 尚両道 釜山府 42歳 樺太 無記入

1ー′12/2ー 豊特高秘第2789号 一-l､朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚両道 狭川部 34歳 樺太 無記入

ll/12/2ー 豊特高秘第2789号 ∫-朝鮮人所在不明手配に関する件 全､羅北道 任実郡 46歳 樺太 無記入

1ー712/21 豊特高秘第2789号 一●朝鮮人所在不明手配に関する件 尚北逼 安東都 44歳 樺太 無記入

ll/12/21 豊特高秘第2789号 一一-､朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚両道 宣軍都 36歳 樺太 ■無記入

ll/ー2′2ー 豊特高秘第2789号 J～朝鮮人所在不明手配に関する件 忠清 永州都 34歳 樺太 無記入

1ー/ー2/21 豊特高秘第2789号 一■朝鮮人所在不明手配に関する件 尚北遭 義城郭 45歳 樺太 無記入

ー1/ー2/2ー 豊特高秘第2789号 一-朝鮮人所在不明手配に関する件 京畿道 梶川郡 29歳 樺太 無記入

ーー712/21 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚両道 宣軍都 41歳 樺太 無記入

1ー/ー2/21 豊特高秘第2685号 朝鮮人所在不明報告 成境南遣 新興都 34歳(M 36) 樺太 無記入

1ー712/21 豊特高秘第2685号 一■l朝鮮人所在不明報告 慶尚北這 間慶都 40歳 樺太 無記入

1ー′12/21 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 尚北逼 清道都 44歳 樺太 無記入

ll/12/2ー 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北道 永川部 47歳 樺太 無記入

1ー/ー2/21 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚両道 晋州都 34歳 樺太 無記入

ーー/12/2ー 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 尚両道 蔚山郡 45歳 樺太 無記入

ll/12/21 豊特高秘第2685号 朝鮮人所在不明報告 慶尚北遣 金泉都 47歳(M 23) 樺太 無記入

ll/ー2′2ー 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 平安両道 竹田郡 28歳 樺太 無記入

ll/12/21 豊特高秘第2685号 朝鮮人所在不明報告 慶尚両道 金悔郡 4ー歳(M 29) 樺太 無記入

ー1/ー2/21 豊特高秘第2789号 一-朝鮮人所在不明手配に関する件 尚両道 河東都 4ー歳 樺太 無記入

ll/12/2ー 豊特高秘第2789号 一■-■朝鮮人所在不明手配に関する件 平安北這 定州都 29歳 樺太 無記入

1ー′12/21 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 尚北道 運城郭 29歳 樺太 無記入

1ー/12/2ー 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件■ 慶尚北這 永川部 38歳 樺太 無記入

1ー/ー2′21 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 平安北逼 ilJHiB 36歳 樺太 無記入

ー1/ー2/21 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚商連 池川都 49歳 樺太 無記入

ー1/ー2/2 1 豊特高秘第2685号 朝鮮人所在不明報告 全羅北這 ISUJS& 29歳(M 4 1) 樺太 無記入

ll/ー2/2 1 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚両道 蔚山郡 46歳 樺太 無記入
1ー/ー2/2 1 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北道 青堆都 46歳 樺太 無記入

1ー′ー2/21 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 平安両道 江東都 40歳 樺太 無記入

ー1′ー2/2ー 豊特高秘第2789号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚両道 昌原郡 39歳 樺太 無記入
1ー712/23 豊特高秘第2558号 朝鮮人所在不明手配解除に関する件■慶尚北這 蓮城郡 46歳(M 24) 樺太 無記入三､

ーー712/23 豊特高秘第2795号 朝鮮人所在不明手配に関する件 全羅南遺 光州府 22歳 大阪市 無記入

ll/ー2/23 豊特高秘第2820号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶■尚南這 昌軍都 29歳(M 4ー) 樺太 無記入

ll/ー2/23 豊特高秘第2799号 朝鮮人所在不明手配に関する件 忠清北這 横山都 37歳(M 33 ) 樺太 無記入

11′ー2/27 豊特高秘第2787号 朝鮮人所在不明手配に関する件 忠清両道 思州都 33歳(M 37) 樺太 無記入

ll/ 12/28 豊特高秘第2824号 朝鮮人所在不明手配に関する件 忠清両道 蒸岐郡 3ー歳 樺太 無記入

1ー′ー2/28 豊特高秘第2832号 朝鮮人所在不明手配に関する件 京畿道 長瑞郡 38歳(M 32) 樺太 無記入

1ー′12′28 豊特高秘第2832号 朝鮮人所在不明手配に関する件 全羅北這 益山都 24歳(T 2) 樺太 無記入

ll/ 12/28 皇特高秘第2824号 朝鮮人所在不明手配に関する件 平安両道 寧遷都 28歳 樺太 無記入

ll/ 12/28 豊特高秘第2827号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚両道 葉山郡 39歳(M 31) 樺太 無記入

1ー/ー2/28 豊特高秘第2685号 朝鮮人所在不明手配に関する件 全羅北這 錦山都 29歳(M 41) 樺太 無記入

ll/ 12/28 量特高秘第2827号 朝鮮人所在不明手配に関する件 成境南道 元山府 27歳(M 43 ) 樺太 無記入

ll/ 12/30 豊特高秘第2838号 朝鮮人所在不明手配に関する件 全羅両道 長興部 解読不言巨 樺太 無記入

1ー′ー2/30 豊特高秘第2838号 朝鮮人所在不明手配に関する件 平安両道 平壌府 36歳 樺太 無記入 ■

11′12/30 豊特高秘第2838号 朝鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北道 星州都 解読不能 樺太 無記入

ー1/ー2′30 豊特高秘第2839号 朝鮮人所在不明手配に関する件 全羅両道 済州島 47歳 # l* 無記入
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ー一月29日､知取町に赴くといつて所在不明 ■
ー一月に所在不明
ー一月に所在不明
2593号に同一有
ー1月に所在不明
10月に所在不明
身元判明せず
2593号に同一有○
ー1月に所在不明､本籍ナシ
11月に所在不明､本籍ナシ
11月に所在不明､身元調査した結果､在籍せず

1一月に所在不明
ー1月に所在不明
ー1月に所在不明
1一月に所在不明

身元判明せず

11月に所在不明
11月に所在不明
身元判朋せず 屑買
身元判明せず

ー0月に所在不明
ー1月に所在不明
ー1月に所在不明
2593号に同一有
2593号に同I 有
1一月に所在不明
9月に所在不明

11月に所在不明
2593号に同■有○
1一月に所在不明､本籍ナシ
2593号に同一有○
10月に所在不明
** の妻
身元判明せず
11月に所在不明､本籍ナシ
身元判明せず
ー0月に所在不明

ー一月に所在不明､本籍ナシ
ー1月に所在不明
ー一月に所在不明
ー1月に所在不明､本籍ナシ
対号特高秘第3170号11月7日付け
12月5日大阪市より真岡へ稼動の為赴くが､所在不明
知取村の* 其方に赴くといつて所在不明
小田寒にいくと称し､所在不明
栄浜郡白縫村に行くと称し､所在不明
10月10日b名好炭鉱に転職すると称し､所在不明
11月下旬b上意須取土木課直営工事**飯場に赴くと称し所在不明a
ー0月25日0名好村官行事務所に行くと称し所在不明
9月中旬○名好炭鉱知人の許に赴くと称し､所在不明
ー1月ー7日○内路村に行くと称し所在不明

ー1月17日○内路村に行くと称し所在不明
12月10日○所在不明
2574号に同一有Oしかし､ 日本名､本籍(面以下だけ)､年齢､住所すべて異なる0
12月10日○所在不明
ー2月下旬○本斗町**魚場に赴くといつて所在不明
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日付 番号 件名 道名 郡名 年齢 住所

16/0ー/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者逝走手配の件 慶尚南道 密陽郡 17歳 静岡県

ー6/01/09 豊高外秘第41号 募集朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚北道 達城郡 19歳 秋田県

16/01/09 豊高外秘第37号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 19歳 樺太

16/01/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 昌寧郡 19歳 北海道

16/01/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 金海郡 19歳 山梨県

16/01/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者逝走手配の件 慶尚南道 峡川部 20歳 静岡県

16/01/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者逝走手配の件 慶尚南道 密陽郡 20歳 静岡県

16′01/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 金海部 20歳 静岡県

ー6/01′09 豊高外秘第37号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 ■達城郭 20歳 兵庫県

16/01′09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 密陽都 20歳 山梨県

16/01/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 密陽郡 2ー歳 静岡県

16/01′09 豊高外秘第41号 募集朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚北道 達城郡 22歳 秋田県

16/01/09 豊高外秘第41号 募集朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚北道 達城郡 22歳 秋田県

ー6/01′09 豊高外秘第37号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 22歳 兵庫県

ー6′0ー/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者逝走手配の件 慶尚南道 密陽都 22歳 山梨県

16/0ー/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者逝走手配の件 慶尚両道 峡川郡 22歳 山梨県

16/0ー/09 豊高外秘第38号 ■移住朝鮮人労働者逝走手配の件 慶尚南道 峡川部 22歳 山梨県

16/0ー/09 豊高外秘第37号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 23歳 兵庫県

16/0ー/09 豊高外秘第39号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 忠清南道 青陽郡 23歳(T 8) 北海道

16/0ー/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 金海部 24歳 静岡県

16/0ー/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 金海部 24歳 静岡県

16/01/09 豊高外秘第37号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 24歳 兵庫県

16/01/09 豊高外秘第39号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 忠清南道 青陽郡 24歳(T 7 ) GO M l

16/01/09 豊高外秘第39号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 全羅北道 完州都 24歳(T 7 ) 山形県

ー6/01/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 密陽郡 25歳 山梨県

ー6′01/09 豊高外秘第36号 募集朝鮮人労働者赴走手配方の件 慶尚北道 慶洲都 25歳(T 6) 秋田県

16′01/09 豊高外秘第39号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 忠清両道 洪城郭 26歳(T 5) m En n

16′01/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者逸走手配の件 全羅北道 金包郡 27歳 山梨県 ■

16′01/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 峡川部 27歳 山梨県

16/0ー/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 密陽都 29歳 山梨県

16/0ー/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 峡川部 29歳 山梨県

16′01′09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 岐川部 29歳 山梨県

16/01′09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 密陽郡 30歳 静岡県

16/01/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 密陽郡 30歳 山梨県

16/01/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 密陽郡 30歳 山梨県

16/01/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 山都 31歳 静岡県

16/01/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 K JililS 32歳 静岡県

16/01′09 豊高外秘第32号 身分証明書手配に関する件 , 慶尚南道 昌原郡 33歳(M 42) 樺太

16/01′09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 密陽郡 34歳 静岡県

16/0ー/09 豊高外秘第36号 募集朝鮮人労働者赴走手配方の件 慶尚北道 慶洲郡 34歳(M 4り 秋田県

16/0ー/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 m rn rn 35歳 静岡県

16/01/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 峡川部 36歳(M 39) 静岡県

ー6/01/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 密陽郡 37歳 静岡県

16/0ー/09 豊高外秘第38号 移住朝鮮人労働者赴走手配の件 慶尚南道 峡川部 判読不能 山梨県

ー6′01′ー0 豊高外秘第40号 移住朝鮮人労働者逸走手配に関する件 慶尚北道 聞慶郡

聞慶郡

ー9歳(T 12) 青森県

ー6/01/10 豊高外秘第40号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 ー9歳(T 12) 青森県

16/01/10 豊高外秘第40号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 22歳(T 9) 青森県

ー6/01/10 豊高外秘第40号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 閉慶都

益山都

挟川部

25歳(T 6) 青森県

ー6/0 1/10 豊高外秘第40号 移住朝鮮人労働者逸走手配に関する件 慶尚北道 28歳(T3) 青森県

16/01′ー0 豊高外秘第40号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 29歳(T2) 青森県

16/01/10 豊高外秘第40号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 33歳(M 42) 青森県

16/01/15 豊高外秘第一92号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 20歳 静岡県

ー6/0ー/15 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 挟川部 2ー歳 静岡県

ー6′01′ー5 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 2ー歳(Tー0) 静岡県

ー6/01/ー5 皇高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 陳川部 22歳 静岡県

ー6/01/ー5 豊高外秘第一92号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 挟川部 22歳 静岡県

ー6/0ー′15 豊高外秘第186号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧都 22歳(T 9) 樺太

16/01/15 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 金海部 22歳(T 9) 静岡県

ー6′01/ー5 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚両道 晋陽都 22歳(T 9) 静岡県

16/01′15 豊高外秘第187号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌宰都 23歳(T 8) 樺太 ■

16/0 1/15 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 普州府 23歳(T 8) 静岡県

ー6/01′15 豊高外秘第一92号 ■移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 普州府 23歳(T 8) 静岡県

16/01/15 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 普州府 24歳(T 7 ) 静岡県

16/01′ー5 豊高外秘第195号 募集朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 25歳(T 6) 秋日県

ー6/0ー/15 豊高外秘第195号 募集朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 25歳(†6) 秋田県

16/0ー/15 豊高外秘第一92号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 金海部 25歳(丁6) 静岡県

16/017ー〉5 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 普州府 25歳(T 6) 静岡県

16/01/15 豊高外秘第189号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 星洲郡 26歳(T 5) 樺太

16/01/15 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件P 慶尚南道 普州府 26歳(T 5) 静岡県

16/0ー′ー5 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 成安部 26歳(T 5) 静岡県

16/01′ー5 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽都 26歳(T 5) 静岡県

ー6/01′15 豊高外秘第191号 移住赴走鮮人一部手配解除に関する件 忠清南道 扶徐郡 27歳 樺太
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国吾能力 備考
無 己入 10月3日赴走○発電水路工事O
無 入 ー5年12月1日午前6時頃赴走0発電工事場
無 己入 15年12月5E)午後5時頃赴走0
無 己入 ー0月4日赴走○
蘇 己入 11月8日赴走0
蘇 己入 10月3日赴走0発電水路工事0

無 己入 10月4日赴走b発電水路工事0
蘇 己入 10月25日赴走O**組
無 己入 15年12月5日午後5時頃逝走0P
内地語解せず 11月5日赴走0
無記入 ー一月ー1日赴走○* 組
無記入 15年12月1日午前6時頃赴走O発電工事場

無記入 15年12月1日午前6時頃赴走凸発電工事場

無 己入 ー5年12月5日午後5時頃逝走0

無 入 ー0月ー2日赴走 ■
無 己入 10月4日赴走○
無 入 10月5日逸走0
無 己入 15年12月5日午後5時頃赴走b
無 己入 15年3月27日到着○同10月31日赴走b鉱業所
無 己入 11月16日赴走凸* 組
内地話精解す 1一月ー6日赴走0* 組
蘇 入 ー5年12月5日午後5時頃赴走0
無 入 15年3月27日到着0同10月31日赴走b鉱業所
無 入 15年3月27日到着b同10月31日赴走b鉱業所
内地語解せず 11月5日赴走O
無 己入 15年12月19日未明0鉱山より､赴走O
無 入 15年3月27日到着0同10月31日赴走O鉱業所
無 己入 10月4日赴走b
無 入 10月5日赴走8
内地語解せず 10月12日赴走O
無 己入 10月2日赴走凸
無 己入 10月5EI赴走0
蘇 己入 10月5日赴走○発電水路工事0
蘇 己入 10月12日赴走○
内地語解せず 11月8日赴走8
無 入 10月6日赴走0発電水路工事0
蘇 己入 11月12日赴走O**組
無 入 妻
無 己入 10月7日赴走O発電水路工事0
内地語不解 15年12月19日未明0鉱山より､赴走8
無記入 11月11日赴走b* 組
内地語不解 12月20日赴走b発電水路工事b
蘇 己入 10月3El逝走凸発電水路工事0
無 入 10月5日逸走0
不解 ー2月10日午後10時頃より翌午前5時頃の間に赴走D電力発電工事稼動中
不解 12月8日午前6時頃同8時頃までの間に赴走○電力発電工事稼動中
言語精解す 12月10日午後ー0時頃より翌午前5時頃の間に赴走0電力発電工事稼動中
解す ー2月ー0日午後10時頃より翌午前5時頃の聞に赴走0電力発電工事稼動中
言語解す ー2月8日午前6時頃同8時頃までの間に赴走8電力発電工事稼動中
不解 12月10日10時頃に赴走0電力発電工事稼動中
言語精解す ー2月8日午前6時頃同8時頃までの間に赴走○電力発電工事稼動中
内地語精解す ー2月20日赴走○立ち廻り先:各工事事務所
内地語精解す 12月20日赴走0立ち廻り先‥各工事事務所
内地語精解す 12月6日赴走○立ち廻り先:各工事事務所
内地語精解す ー2月20日赴走○立ち廻り先:各工事事務所
内地語精解す 12月20日赴走○立ち廻り先:各工事事務所
国 E)fま解せず 15年ー一月3日午前10時30分頃0市街に買い物に行くと称し､赴走b立回り先､市街土工部8

無 入 12月1日赴走○立ち廻り先 各工事事務所
内地語精解す 12月6日逝走○立ち廻り先 各工事事務所
国語通ず 15年12月15日午前ー一時30分D炭場に見学に行くと称し逸走0
内地語不解 ー2月6日逸走○立ち廻り先 各工事事務所
内地語不解 ー2月6日赴走○立ち廻り先 各工事事務所
内地詩碑解す 12月6日赴走○立ち廻り先 長野県**方
内地語巧み 逃走した友人を探すと称し､赴走b

無記入 逃走した友人を探すと称し､赴走○
内地語不解 12月8日改定○立ち廻り先 各工事事務所
内地語精解す 12月6日■赴走○立ち廻り先 各工事事務所

無記入 15年12月20巳0時30分0市街に買い物にいくと称し､赴走凸Aの67円68銭を持ち去る､B より20円借金

内地語不解 12月6日姓走IQ､立ち廻り先 各工事事務所

内地語精解す 12月6日逝走d立ち廻り先 各工事事務所

内地語精解す ー2月6日赴走○立ち廻り先 各工事事務所

無記入 福岡県で発見される○■本籍に送還0
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16/0ー/15 豊高外秘第一85号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧郡 27歳 (T 4) 樺太

16/01/15 豊高外秘第186号 朝鮮人募集労■務者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧都 27歳 (T4) 樺太

ー6/0ー/15 豊高外秘第188号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 慶尚北道 英陽郡 27歳 (T 4) 樺太

16′01/15 豊高外秘第一92号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 27歳 (T4) 静岡県

16′01/15 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽都 27歳 (T4) 静岡県

ー6/01′15 豊高外秘第192号 ■移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 金海郡 28歳(T 3) 静岡県

ー6/01′15 豊高外秘第一92号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 東莱部 28歳(T 3) 静岡県

16′01/15 豊高外秘第185号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧郡 29歳(T 2) 樺太

ー6/01/ー5 豊高外秘第一92号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽都 29歳(T2) 静岡県

ー6/01′15 豊高外秘第一92号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 陳川部 30歳 静岡県

16/01′15 豊高外秘第一86号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧都 33歳 (M 42) 樺太

ー6/01/15 豊高外秘第185号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧郡 35歳(M 40) 樺太

ー6/01′ー5 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 東莱部 35歳(M 40) 静岡県

16′01/15 豊高外秘第190号 朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 蔚山郡 38歳 樺太

16′01/15 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽都 38歳 (M 37) 静岡県

16/01′15 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 普州府 40歳(M 35) 静岡県

ー6/01/15 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 成安部 無記入 静岡県

16/01/15 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 挟川部 無記入 静岡県

16′0ー/15 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 陳川部 無記入 静岡県

16/01/15 豊高外秘第192号 移住朝鮮人労働者所在不明手配の件 慶尚南道 陳川部 無記入 静岡県

16′01/24 豊高外秘第253号 団体移住鮮人労働者赴走手配方の件 慶尚北道 迎日郡 25歳(T 6) 樺太

16/01/27 豊高外秘第264号 半島労務者赴走手敵 こ関する件 慶尚北道 慶山都 27歳(丁4) 樺太

16/01/27 豊高外秘第260号 移住団体半島労務者赴走手配の件 全羅北道 高倣那 29歳(T2) 樺太

16/01/27 豊高外秘第260号 移住団体半島労務者赴走手配の件 全羅北道 高倣都 29歳(T2) 樺太

16/01/28 豊高外秘第272号 半島労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌原郡 24歳(T 7 ) 秋田県

16/0ー/28 豊高外秘第272号 半島労務者赴走手配に関する件 慶尚北道 義城郡 24歳(T 7 ) 秋田県

ノ16/0ー/28 豊高外秘第272号 半島労務者赴走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 25歳(T 6) 秋田県

16/01′28 豊高外秘第272号 半島労務者赴走手配に関する件 慶尚北道 慶洲郡 29歳(T2) 秋田県

ー6/01/28 豊高外秘第272号 半島労務者赴走手配に関する件 慶尚北道 義城郡 29歳くT2) 秋田県

ー6/01/28 豊高外秘第272号 半島労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 居昌郡 36歳(M 39) 秋田県

16′01′28 豊高外秘第272号 半島労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 安部 37歳(M 38) 秋田県

ー6/01/28 豊高外秘第274号 赴走鮮人手配解除 慶尚南道 昌軍都 37歳(M 38) 東京

16/01/28 豊高外秘第274号 赴走鮮人手配解除 慶尚南道 昌寧都 44歳(M 31) 無記入

ー6/01/29 豊高外秘第266号 募集鮮人労務者赴走手配に関する件 慶尚北道 義城郭 21歳(T 10) 樺太

ー6/0ー/29 豊高外秘第265号 募集鮮人労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧都 2ー歳(T ー0) 樺太
16/0ー/29 豊高外秘第265号 ■募集鮮人労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧都 21歳(丁10) 樺太

ー6/01/29 豊高外秘第267号 募集鮮人労務者赴走手配に関する件 全羅北道 完州都 23歳(T 8) 樺太
16/0ー/29 豊高外秘第269号 移住鮮人労務者赴走手配に関する件 全羅北道 井邑郡 24歳 樺太

16/0ー/29 豊高外秘第269号 移住鮮人労務者赴走手配に関する件 全羅北道 井邑郡 24歳 樺太

16/0ー/29 豊高外秘第265号 募集鮮人労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧郡 24歳(T 7 ) 樺太

ー6′0ー/29 豊高外秘第266号 募集鮮人労務者赴走手配に関する件 慶尚北道 義城郡 25歳(T 6) 樺太

ー6/0ー/29 豊高外秘第267号 募集鮮人労務者赴走手配に関する件 全羅北道 完州都 25歳(T 6) 樺太

ー6′01/29 豊高外秘第265号 募集鮮人労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧郡 27歳(T 4) 樺太

16/0ー/29 豊高外秘第265号 募集鮮人労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧都 30歳(M 45) 樺太
16/0ー/29 豊高外秘第268号 赴走鮮人労務者手配解除の件 全羅北道 完州都 32歳(M 43) 樺太
16′01/29 豊高外秘第267号 募集鮮人労務者赴走手配に関する件 全羅北道 完州都 40歳(M 35) ETS 3

16/0ー/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 成陽郡 21歳(T 10 ) 山梨県
16/01/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 南海郡 22歳(T 9) 山梨県
16/0ー/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 南海部 22歳(T 9) 山梨県
16/0ー/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 成安郡 22歳(T 9) 山梨県
ー6/01′30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 ■■慶山郡 23歳(T 8) 山梨県
ー6/01′30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に蘭する件 忠清南道 論山部 24歳(T 7 ) 山梨県
16/01/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚両道 居昌都 24歳(丁7 ) 山梨県
16′0ー/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 居昌郡 24歳(丁7 ) 山梨県

16/0ー/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 忠清南道 論山都 25歳 (丁6) 山梨県

16/0ー′30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧郡 25歳 (T 6) 山梨県

16/01/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 義城郭 25歳 (T 6) 山梨県

16/0 1/30 豊吉外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 成安部 26歳 山梨県
16/0ー/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 26歳(T 5) 山梨県

16/01/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 ■昌寧郡 27歳 (T 4) 山梨県
ー6/01′30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 居昌郡■ 27歳 (T 4) 山梨県
16/01/30 皇高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 義城郡 29歳(T 2) 山梨県
ー6/0 1/30 皇高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 29歳(T 2) 山梨県
16/01/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 判読不能 判読不能 29歳(T 2) 山梨県
16/0ー′30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 3ー歳(M 44) 山梨県
ー6/0 1/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 31歳(M 44) 山梨県

ー6/0ー′30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 居昌郡 33歳 (M 42) 山梨県

ー6/0 1′30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 河兼郡 33歳 (M 42) 山梨県

16/01/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道

慶尚北道

義城郡 33歳 (M 42) 山梨県

16/0 1/30 豊吉外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 判読不能 34歳 (M 41) 山梨県
ー6′01/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶山都 34歳(M 41) 山梨県
16/0ー′30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 37歳(M 38) 山梨県
ー6/0ー′30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 判読不能 42歳(M 33) 山梨県
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国 吾は不通 15年12月18日午後1時頃無断外出のまま赴走0
国 吾をも解せず 15年11月3日午前十時三十分頃i市街に買い物に行くと称し､赴走0立回り先､市街土工部O
解せず 15年11月ー8El午前五時半数走凸踏倒し金額:45円73銭
内地 吾精解す 12月ー5日赴走0立ち廻り先:各工事事務所
内地 吾精解す 12月15日赴走0立ち廻り先:各工事事務所
内地 吾精解す 12月8日赴走O立ち廻り先:各工事事務所
内地 吾精解す ー2月17日赴走0立ち廻り先:各工事事務所
国語 ま不通 15年12月18日午後1時頃無断外出のまま赴走d
内地 吾精解す 12月15日赴走0立ち廻り先‥各工事事務所
内地 吾精解す ー2月20日赴走0立ち廻り先‥各工事事務所
国五

a
ま解せず 15年11月3日午前10時30分頃O市街に買い物に行くと称し､赴走O立回り先､市街土工部0

園 五
a
ま半可通 15年12月18日午後1時頃無断外出のまま赴走0

内地 吾精解す 12月17日赴走0立ち廻り先:各工事事務所
国語 こ通ず 15年11月26日午後ー0時30分数走○使役主より金20円を踏倒す
内地 吾精解す 12月15日赴走0立ち廻り先‥各工事事務所
内地 吾精解す 12月6日赴走O立ち廻り先:長野県* 方
内地 吾精解す 12月6日赴走0立ち廻り先:各工事事務所
内地 吾精解す 12月20日赴走0立ち廻り先‥各工事事務所
内地 吉相解す 12月20日赴走0立ち廻り先:各工事事務所
内地 吉相解す ■ ー2月20日赴走0立ち廻り先:各工事事務所
無 己入 物品購入代飯代あわせて120円を未払いのまま赴走○
無 入 15年ー2月ー5により稼動○1月20日午前2時頃稼動現場から赴走○
無 己入 15年6月18日から稼動01月11日午前11時頃に赴走0
無 己入 15年6月18日から稼動01月11日午前11時頃に赴走8
無 己入 15年2月17日より稼動812月20日赴走b
無 己入 15年7月9日より稼動b 12月21日赴走b
無 己入 15年7月9日より稼動0 12月21日赴走○
蘇 己入 15年2月17日より稼動○ー2月20日赴走0
無 己入 15年7月9日より稼動0 12月21日赴走d
蘇 入 15年2月17日より稼動b12月22日赴走b
無 己入 ー5年2月ー7日より稼動○12月22日赴走○
無 己入 15年7月29日に手配0栃木県で発見される0
無 入 15年7月29日に手配○栃木県で発見されるO
邦 吾を解す 16年1月ー3日午後7時頃赴走O所持金30円､望郷のためと思慮せらるbとあり

邦 吾を解す 16年1月11日午後6時頃より30分の間に赴走0
邦 口を解す 16年1月11日午後6時頃より30分の間に赴走O
邦 吾精解す 16年1月4日午後11時30分頃赴走d所持金40円位0立ち廻り先‥鮮人就労場(樺太)

国吾を解せず 15年8月29に赴走0一時* 町**飯場に寄り9月4日再び赴走8
無 入 ー5年9月2日赴走0
邦 吾を解す 16年1月11日午後6時頃より7時半頃までの間に赴走b
邦 吾を解す 16年1月13日午後7時頃逸走○所持金40円､A に誘惑されたためと思慮せらる○とあり
邦 吾精解す 16年1月4日午後11時30分頃赴走0所持金40円位0立ち廻り先:鮮人就労場(樺太)
邦 吾を解す 16年1月1一日午後6時頃より30分の間に赴走○
邦 吾を解す 16年1月11日午後6時頃より7時半頃までの聞に赴走b■
蘇 己入 1月ー1日付の手配解除0
邦 吾不解 ー6年1月4日午後1一時30分頃赴走○所持金90円､郵便貯金90円○立ち廻り先‥樺太鮮人就労場(樺太)
無 入 15年12月2日午後4時逃走b発電工事場 立回り先‥本籍地
無記入 16年1月2日午後逃走0
無 己入 16年1月2日午後逃走b
無 入 15年12月3日午後9時頃逃走0
無記入 15年12月25日午後5時頃逃走b ■
無記入 15年12月26 B 午後11■時位逃走b
無記入 15年12月31日午後7 時頃逃走0
無記入 15年12月30日午前6時頃逃走b
無記入 15年12月逃走○
無記入 15年11月4日午後一時頃逃走0
無記入 ■ 16年1月4日午後10時頃逃走b 立回り先‥大阪
無記入 15年12月2日午後4時逃走b発電工事場所拝金5円
無記入 16年1月2El朝逃走b
無記入 15年11月4日午後一時頃逃走b
無記入 15年ー2月3一日逃走○立回り名古屋
無記入 15年12月31日逃走b立回り名古屋
無記入 15年12月31日逃走d立回り名古屋
無記入 16年1月一日午前8時逃走d立回り先大阪
無記入 15年12月13日午後5 時頃逃走0
無記入 ー6年一月一日逃走○
無記入 15年12月31日午後7 時頃逃走b
無 入 15年11月3日午後6時頃逃走b 立回り先‥京都方面
無 己入 16年1月4■日午後10時頃逃走○ 立回り先:大阪
無記入 16年1月1日逃走○
無記入 15年12月25日午後5時頃逃走O
無 入 ー5年12月25日午後5時頃逃走○

無記入 15年12月25日午後5時頃逃走b
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16/0ー/30 曲 turn-in C】 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 46歳(M 29) 山梨県
三高 弟 ~0

16/0ー/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 忠清南道 ■論山都 判読不能 山梨県

16/01/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 園城郡 判読不能 山梨県

ー6/01/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 判読不能 山梨県

16/01/30 豊高外秘第273号 集団移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 義城郭 判読不能 山梨県

ー6/02/03 豊高外秘第283号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 聞慶郡 20歳(T il) 青森県

ー6/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者逸走手配に関する件 慶尚南道 密陽都 2ー歳(T 10) 静岡県

ー6/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 安部 2ー歳(T 10) 静岡県

ー6/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者姓走手配に関する件 慶尚南道 東莱部 22歳 静岡県

16/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 山都 22歳 静岡県

16/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚両道 挟川部 22歳(T 9) 静岡県

ー6/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 陳川部 22歳(T 9) 静岡県

16/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 晋陽郡 23歳(T 8) 静岡県

16/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 慶洲郡 24歳 静岡県

ー6/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 24歳 静岡県

16/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 東莱部 25歳 静岡県

16/02/03 豊高外秘第283号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 聞慶都 26歳(T 5) 青森県

ー6/02/03 豊高外秘第283号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 聞慶郡 26歳(T 5) 青森県

16/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 東莱部 27歳 静岡県

ー6/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 山都 27歳 静岡県

ー6/02′03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 密陽郡 27歳 静岡県

16/02/03 豊高外秘第283号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 聞慶郡 27歳(丁4) 青森県

16/02/03 豊高外秘第283号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 聞鹿部 27歳(T 4) 青森県

16/02/03 豊高外秘第285号 移住団体半島労務者赴走手配の件 全羅北道 高鹿部 27歳(T 4) 樺太

16/02′03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 密陽都 27歳(丁4) 静岡県

16/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 東莱部 29歳 静岡県

16/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 東莱部 29歳 静岡県

ー6/02/03 豊高外秘第284号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 山清都 29歳 兵庫県

ー6/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 挟川部 29歳(T 2) 静岡県

16′02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 晋陽郡 29歳(T 2) 静岡県

16/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 密陽郡 29歳(T 2) 静岡県

16′02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 東莱部 30歳 静岡県

16/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 ■晋陽郡 30歳(M 45) 静岡県

16/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者逝走手配に関する件 慶尚南道 山都 31歳 静岡県

ー6′02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 東莱部 32歳 静岡県

16/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 普州府 34& CM 41) 静岡県

16′02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 挟川部 35歳(M 40) 静岡県

ー6/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 挟川部 35歳(M 40) 静岡県

ー6/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 密陽郡 35歳(M 40) 静岡県

16/02′03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 晋陽部 36歳(M 39) 静岡県

16/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 東莱部 40歳 静岡県

16/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 陳川部 判読不能 静岡県

16/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 晋陽都 判読不能 静岡県
ー6/02/03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 山都 判読不能 静岡県

16/02′03 豊高外秘第282号 移住朝鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 密陽郡 判読不能 静岡県
16/02/05 判読不能 団体募集鮮人労働者の逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 23歳 樺太

16/02′05 判読不能 団体募集鮮人労働者の逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 26歳 樺太
16/02/05 判読不能 団体募集鮮人労働者の逃走手配の件 慶尚北道 永川部 32歳 樺太
16/02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 戚安部 ー8歳(T 13) 山梨県

16/02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 蔚山郡 ■20歳 山梨県

16/02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚北道 奉化都 2ー歳(T ー0) 山梨県

ー6′02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚北道 達城郭 21歳(T ー0) 山梨県

16/02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚北道 奉化都 22歳(T 9) 山梨県

16′02′ー9 判読不能 逸走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 蔚山郡 22si (T 9) 山梨県

16/02′19 判読不能 逸走集団移住朝鮮人労働者手配の件 判読不能 判読不能 23｣ 山梨県

16/02/ー9 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 蔚山都 23歳(T 8) 山梨県

16′02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 蔚山都 23歳(T 8) 山梨県

ー6′02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 蔚山都 24歳(T 7 ) 山梨県

16′02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 昌原都 25歳 山梨県

ー6′02′19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 判読不能 判読不能 25歳(T 6) 北海道

16/02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 普洲都 25歳(T 6) 山梨県

16/02/ー9 判読不能■ 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 判読不能 25歳(T 6) 山梨県

16/02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 密陽都 25歳(T 6 山梨県

ー6/02′19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚北道 養城郭 25歳(T 6) 山梨県

ー6/02′19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚北道 奉化都 26歳(T 5) 山梨県

ー6/02/ー9 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 南海部 26S CT 5) 山梨県

ー6/02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 忠済南道 論山都 26歳(T 5) 山梨県

16/02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚北道 慶山都 26歳(T 5) 山梨県

16/02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 普洲都 27歳(T 4) 山梨県

ー6/02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 普洲郡■ 27歳(T 4) 山梨県

ー6′02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 普洲郡 28歳(T 3) 山梨県

16/02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚北道 広小郡 29歳(T 2) 山梨県

16′02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚北道 慶山都 29歳(T 2) 山梨県
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無記入 15年12月25日午前6時頃逃走8
無記入 15年12月25日午前6時頃逃走0
無記入 16年一月一日逃走○
無記入 15年12月25日午後5時頃逃走O
無記入 ー6年1月一日午前8時逃走○立回り先大阪
不解 16年1月10日午前5時頃赴走O所持金1円位
無記入 ー6年1月3日赴走○
無記入 16年1月3日赴走○
無記入 15年12月31日赴走O
無記入 16年1月2日赴走8
無記入 16年1月3日逝走0
無記入 16年1月3日赴走0
無記入 16年1月3日赴走b
無記入 16年一月2日赴走○
無記入 16年1月5日赴走○
無記入 115年12月31日赴走0
言語解す 16年1月10日午前5時頃赴走O所持金1円50銭位
不解 16年1月ー0日午前5時頃赴走O所持金1円位
無記入 15年12月31日赴走O
無記入 ー6年1月2日赴走○
無記入 16年1月6日赴走0
不解 16年1月10日午前6時頃赴走O所持金2円50銭位
精解す 16年1月ー0El午前6時頃赴走0所持金2円50銭位
無記入 16年1月27H
無記入 16年1月3日赴走0
無記入 ー6年1月2日赴走0
無記入 16年1月3日赴走b
無記入 15年12月29日午後10時ごろ逸走Or漢学塾にて漢学習得せり｣とありb
無記入 16年1月3日赴走○
無記入 16年1月3日赴走凸
無記入 ー6年1月6日赴走0
無記入 15年12月31日赴走b
無記入 ー6年1月3日赴走0
無記入 16年1月2日赴走0
無記入 15年12月31日赴走b
無記入 16年1月3日赴走○
無記入 16年1月3日逸走○
無記入 16年1月1EI赴走0
無記入 16年1月6El赴走0
無記入 16年1月3El逸走b
無記入 16年1月3日赴走0
無記入 16年1月3日赴走O
無記入 16年1月6日赴走凸
無記入 16年1月3日赴走0
無記入 16年1月6日赴走○
内地語を解す 16年1月1日頃逃走b負債45円50銭0所持金50円位
内地語を解す 16年1月1日頃逃走b負債50円0所持金50円位
内地語を解す 16年1月1日頃逃走○負債30円○所持金50円位
無記入 16年一月2日午前ー0時政走○立回り先:宮崎県* 配下***方
無記入 15年12月13日午後3時頃赴走0
無記入 15年12月13日午後3時頃赴走0
無記入 16年1月11日赴走○
無記入 ー5年ー2月13日午後3時頃赴走○
無記入 15年12月15日午後2時頃赴走0
無記入 16年1月2日午前10時政走0
無記入 16年1月1▼日午前8時政走0
無記入 16年1月3日午前10時政走b
無記入 16年1月2日午前10時赴走0
無記入 16年1月2E]午前10時赴走b
無記入 ー5年ー2月24日赴走
無記入 16年1月22日赴走D立回り先:静岡県鉱山b
無記入 16年1月ー1日赴走○
無記入 16年1月ー6日姓走○立回り先:兵庫県** 方
無記入 16年1月5日午後7時頃赴走b
無記入 ー5年ー2月13日午後3時頃赴走○
無記入 16年1月2■日赴走b
無記入 ー6年一月14日赴走○
無記入 16年1月14日逝走○
無記入 ー6年一月2日赴走○
無記入 16年1月2日赴走b

無記入 15年12月24日逝走
■無記入 ー6年一月13日赴走○

無記入 ー6年一月14日赴走○
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ー6′02/ 19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 成安郡 30歳(T ー) 山梨県

ー6/02/ー9 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 蔚山郡 31歳(M 44) 山梨県

ー6/02/ 19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 蔚山郡 31歳(M 44) 山梨県

16/02/ー9 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 南海郡 31歳(M 44) 山梨県

16/02/ 19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 南海郡 32歳(M 43) 山梨県

16/02/ 19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 固城郡 35歳(M 40) 山梨県

16/02/ 19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚北道 慶山都 35歳(M 40) 山梨県

ー6′02/ー9 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 普洲郡 判読不能 山梨県

ー6/02/ー9 判読不日能 逸走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 昌原郡 無記入 山梨県

16′02/19 判読不能 赴走集団移住朝鮮人労働者手配の件 慶尚南道 普洲郡 無記入 山梨県

16′02/21 豊高外秘第382号 募集鮮人労務者赴走手配め件 京畿道 平幕郡 23歳(T 8) * * �"

16/02′21 判読不能 半島労務者赴走手配の件 全羅北道 高廠郡 27歳(T 4) 樺太

ー6/02′21 豊高外秘第382号 募集鮮人労務者赴走手配の件 京畿道 水原郡 27歳(T 4) 樺太

16/02/21 豊高外秘第384号 募集鮮人労務者赴走手配の件 慶尚北道 聞慶郡 28歳(T 3) 無記入

ー6/02/21 豊高外秘第382号 募集鮮人労務者赴走手配の件 京畿道 水原郡 30歳(T ー) 樺太

16′02/21 豊高外秘第382号 募集鮮人労務者赴走手配の件 京畿道 水原郡 判読不能 樺太

16/02/22 判読不態 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚南道 昌原郡 ー8歳 無記入

16/02/22 判読不能 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚南道 昌原郡 28歳 無記入

ー6/02/22 豊高外秘第297号 移住鮮人労務者の一時帰鮮取扱に関する件

ー6′02/28 豊高外秘第375号 団体移住朝鮮人労働者逃走手配の件 全羅北道 井邑郡 25歳(T 6) 樺太

16/02/28 豊高外秘第375号 団体移住朝鮮人労働者逃走手配の件 忠清南道 洪城郭 35歳 樺太

16′03/03 豊高外秘第一278号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 19歳 兵庫県

16/03/03 豊高外秘第一278号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 22歳 兵庫県

16′03/03 豊高外秘第一283号 集団移住朝鮮人労働者逃走手配方の件 全羅南道 庸津都 22歳 和歌山県

ー6/03/03 豊高外秘第1278号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 全羅北道 茂朱都 23歳 兵庫県

16/03/03 豊高外秘第1278号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 全羅北道 茂朱都 24歳 兵庫県

16/03/03 豊高外秘第一278号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 26歳 兵庫県

16/03/03 豊高外秘第1278号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 26歳 兵庫県

ー6/03/03 豊高外秘第1283号 集団移住朝鮮人労働者逃走手配方の件 全羅南道 康津都 26歳 和歌山県

16/03/03 豊高外秘第一283号 集団移住朝鮮人労働者逃走手配方の件 全羅南道 康津郡 27歳 和歌山県

16/03/03 豊高外秘第1283号 集団移住朝鮮人労働者逃走手配方の件 全羅南道 康津郡 28歳 和歌山県

16/03/03 豊高外秘第一283号 集団移住朝鮮人労働者逃走手配方の件 全羅南道 康津郡 29歳 和歌山県

16/03/03 豊高外秘第1283号 集団移住朝鮮人労働者逃走手配方の件 全羅南道 庸津都 29歳 和歌山県

16/03/03 豊高外秘第一282号 移住朝鮮人労働者逃走手配の件 全羅南道 康津郡 29歳(T 2) 和歌山県

16′03/03 豊高外秘第1283号 集団移住朝鮮人労働者逃走手配方の件 全羅南道 康津郡 31歳 和歌山県

ー6/03/03 豊高外秘第1283号 集団移住朝鮮人労働者逃走手配方の件 全羅南道 庸津都 33歳 和歌山県

16′03/03 豊高外秘第一283号 集団移住朝鮮人労働者逃走手配方の件 全羅南道 庸津都 36歳 和歌山県

ー6/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 梁山都 18歳 静岡県

ー6/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 東莱部 21歳 静岡県

ー6/03/05 豊高外秘第一324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 東莱部 2ー歳 静岡県

16/03/05 豊高外秘第一234号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 21歳 兵庫県

ー6/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 成安部 2ー歳(T ー0) 静岡県

16/03/05 豊高外秘第一324号 移住朝鮮人労働者逝走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 ■ 2ー歳(T 10) 静岡県

16′03/05 豊高外秘第一324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 梁山都 22歳 静岡県

ー6′03/05 豊吉外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 ■晋陽郡 22歳(T 9) 静岡県

16/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽都 22歳(T 9) 静岡県

ー6/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 盈徳都 23歳 静岡県

16/03′05 豊高外秘第一324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 梁山都 23歳 静岡県

ー6/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 山都 ■ 23歳 静岡県

ー6/03/05 豊高外秘第一324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 山都 23歳 静岡県

16/03/05 豊高外秘第一324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 山都 23歳 静岡県

ー6′03/05 豊高外秘第一324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 山都 23歳 静岡県

16′03/05 豊高外秘第1234号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 23歳 兵庫県

16/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件P 忠清南道 洪城郭 23歳(T 8) 静岡県

16/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 東莱部 24歳 静岡県

ー6/03/05 豊高外秘第1324号■移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 梁山都 24歳 静岡県

16/03/05 豊高外秘第一324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 24歳(T 7 ) 静岡県

ー6/03/05 皇高外秘第一324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 密陽郡 24歳(T 7 ) 樺太

16/03/05 豊高外秘第1234号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 25歳 兵庫県

ー6/03/05 豊高外秘第1234号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 25歳 兵庫県

16/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 全羅南道 谷城郭 25歳(T 6) 静岡県

16′03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 ■■慶尚南道 梁山都 26歳 静岡県

ー6′03/05 豊高外秘第1234号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 26歳 兵庫県

16/03/05 圭高外秘第一324号 移住朝儲人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 密陽郡 26歳(T5) 静岡県

16/03/05 豊高外秘第一324号■移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 密陽都 26歳(T5) 静岡県

ー6/03′05 豊高外秘第一324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 全羅南道 谷城郭 26歳(T 5) 静岡県

ー6/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 忠清南道 洪城郭 26歳(T5) 静岡県

16/03′05 豊高外秘第一324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 峡川部 27歳 静岡県

16/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配め件 ■慶尚南道 密陽都 27歳(T 4 ) 静岡県

16/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者逝走所在不明手配の件 慶尚南道 ■普州府 27歳(T 4) 静岡県

16/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 ■慶尚両道 梁山都 29歳 静岡県

16′03/05 豊高外秘第一324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 密陽郡 29歳(T2) 静岡県

16′03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 全羅南道 谷城郡 29歳(T2) 静岡県
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無記入 15年12月31日赴走0
無記入 16年1月3日午前10時赴走0
無 己入 16年1月3日午前10時赴走0
無 己入 16年1月2El午後3時政走0
無記入 16年1月2日赴走O
無記入 16年1月2日午後3時赴走凸
無記入 16年1月14日赴走O
無記入 16年1月2日赴走0
無記入■ 15年12月31日赴走b
無記入 16年1月2日赴走0
無記入 16年2月16日午前8時頃赴走○前金貸与なし0
無記入 16年1月27日赴走0借金74円16銭○
無記入 16年2月16日午前8時頃拙走0前金貸与ありO
内地語に通ず 16年1月3日午前11時頃赴走0踏倒し金50円○立回り先:岐阜県0
無記入 16年2月ー6日午前8時頃赴走0前金貸与ありO
無記入 16年2月8日午後1時頃0赴走
無記入 栄浜郡に行くと称し､所在不明b (女性)
無記入 栄浜郡に行くと称し､所在不明

詳しくは別紙にて
邦 吾精解す 15年12月ー0日午前ー0時頃赴走○
邦 吾解す 16年1月21日午前10時頃逃走b
内地語に通ず 16年2月11日逃走O
内地語に通ず 16年2月11日逃走0
無記入 16年2月6日赴走0
国 吾精解す 16年2月14日逃走b
国 吾を解す 16年2月ー4日逃走O
内地詩碑通ず 16年2月11日逃走b
内地語精通ず 16年2月11日逃走凸
無記入 16年2月6日赴走0
無記入 16年2月6日赴走b
無記入 16年2月6日赴走○
無記入 16年2月6日赴走0
無記入 16年2月6日赴走b
完全に内地語を話す 16年1月30日午前10時赴走0所持金5円b
無記入 16年2月6日赴走○
無記入 16年2月6日赴走b
無記入 16年2月6日赴走0
無記入 ー6年2月ー7日赴走○
無記入 16年2月24日赴走0
無記入 ー6年2月24日赴走○
言語を解せず 16年2月17日逃走0
無記入 16年3月3日逸走b
無記入 16年2月12日姓走凸r発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とあり0
無記入 16年2月27日赴走凸
無記入 16年2月12日赴走○｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とありb
無記入 16年2月12日赴走0｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とあり0
無記入 16年2月12日赴走○｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とあり○
無記入 16年2月12B 赴走0r発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とありb
無記入 16年2月14日赴走凸｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とありb
無記入 16年2月14 B 赴走br発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とありO
無記入 16年2月14日赴走○｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とあり○
無記入 16年2月14日赴走凸｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為しJJとあり0
言語精通ず 16年2月17日逃走b
日本語解せず 16年1月19日赴走○｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とあり0
無記入 16年2月24日赴走凸
無記入 16年2月27日赴走0
無記入 16年2月ー2日赴走8｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とあり■b
無記入 16年2月11日赴走Or発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とありb

ca
吾精通ず 16年2月17日逃走b

昌吾精通ず 16年2月17日逃走b
無記入 16年3月1日赴走○■
無記入 16年2月12日赴走○｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とあり8
言語を解せず 16年2月ー7日逃走○
無記入 16年2月10日赴走凸｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とあり○
無記入 16年2月▲10日赴走凸｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とありd
無記入 16年3月1日赴走b
日本語に通ず 16年1月19日■赴走0｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とありb
無記入 16年2月24日赴走○
無記入 16年2月10日赴走凸｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とあり○
無記入 16年3月3日赴走○
無記入 16年2月12日赴走○r発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とありb
無記入 16年2月11日赴走dr発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為しJとあり0
無記入 16年3月3日赴走凸
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16/03/05 豊高外秘第一324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 普州府 29歳(T2) 静岡県
16/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 全羅南道 谷城郭 30歳(M 45) 静岡県

ー6/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 密陽郡 30歳(T 1) 静岡県

16/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 ■慶尚南道 密陽郡 30歳(T 1) 静岡県
16/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 全羅南道 谷城郡 32歳(M 43) 静岡県

16/03/05 豊高外秘第一324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 33歳(M 42) 静岡県
16/03/05 豊高外秘第1234号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 南海部 35歳 兵庫県

16/03/05 豊高外秘第1324号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 ■東莱部 36歳 静岡県

ー6/03/ー0 判読不能 団体鮮人労務者逃走手配の権 慶尚北道 達城郡 23歳(T 8) 無記入
16/037ー0 判読不能 団体鮮人労務者逃走手配の権 慶尚北道 達城郡 23歳(T 8) 無記入

ー6/03/ー0 判読不能 団体鮮人労務者逃走手配の権 慶尚北道 達城郭 24歳(T 7 ) 無記入

ー6/03/ー0 判読不能 団体鮮人労務者逃走手配め権 慶尚北道 達城郡 25歳(T 6) 無記入

16/037ー0 豊高外秘第450号 団体移住鮮人労働者赴走に関する件 全羅北道 完州都 28歳(T 3) 樺太

ー6/03/ー0 豊高外秘第450号 団体移住鮮人労働者赴走に関する件 全羅北道 完州都 30歳(M 45) 樺太

16/03/10 豊高外秘第450号 団体移住鮮人労働者赴走に関する件 全羅北道 完州都 32歳(M 43) 樺太

16/037ー0 判読不能 団体鮮人労務者逃走手配の権 慶尚北道 達城郭 34歳(M 4ー) 無記入

ー6/03/ll 豊高外秘第一432号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 昌寧郡 25歳 兵庫県

16′03/ー2 高外秘第119一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 密陽都 ー9歳 静岡県

16/03/12 高外秘第1ー92号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚北道 礼泉郡 ー9歳(T 12) 青森県

16/037ー2 高外秘第1191号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 金海部 19歳(T ー2) 静岡県

16/03/12 高外秘第1191号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 馬山府 20歳 静岡県

16′03/ー2 高外秘第1191号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 東莱部 20歳 静岡県

ー6/03/12 高外秘第一19一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 梁山都 20歳 静岡県

ー6/03/ー2 高外秘第1191号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 密陽郡 2ー歳 静岡県

16′03/12 高外秘第一ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 梁山都 2ー歳 静岡県

16′03/12 高外秘第1ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 密陽郡 2ー歳(T†o) 静岡県
16/03/ー2 高外秘第一ー9一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 金海部 21歳(T 10) 静岡県
ー6/03/12 高外秘第一19一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 2ー歳(T 10) 静岡県
16/03/12 高外秘第119一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 梁山都 22歳 静岡県

16/037ー2 高外秘第1191号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 梁山都 22歳 静岡県

16/03/12 高外秘第1ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 密陽郡 22歳 静岡県

ー6/03/ー2 高外秘第1ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 密陽郡 22歳(T 9) 静岡県

16/03/12 高外秘第1191号 移住朝鮮人労働者逸走所在不明手配の件 慶尚南道 普州府 22歳(T 9) 静岡県

16/03/12 高外秘第一ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 梁山都 23歳 静岡県

16/03/12 高外秘第1ー9一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 山都 23歳 静岡県

16/03/12 高外秘第一ー9■1号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 密陽郡 23歳 静岡県

16′03/12 高外秘第1ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 密陽郡 23歳 静岡県
ー6/03/ー2 高外秘第1ー92号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚北道 聞慶郡 23歳(T 8) 青森県

ー6/03/12 高外秘第1ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 23歳(T 8) 静岡県

16/03/12 高外秘第一191号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 23歳(T 8) 静岡県
ー6′03/12 高外秘第119一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 普州府 23歳(T 8) 静岡県
16/03/12 高外秘第一191号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 密陽郡 24歳(T 7 ) 静岡県
16/03/12 高外秘第1ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽部 24歳(T 7 ) 静岡県
16/03/12 高外秘第1ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 24歳(T 7 ) 静岡県
ー6′03′12 高外秘第1ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 24歳(T 7 ) 静岡県
16′03/12 高外秘第一ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 24歳(T 7 ) 静岡県
ー6/03/12 高外秘第1ー9一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 24歳(T 7 ) 静岡県
ー6/03/12 高外秘第1192号 移住朝鮮人労働者逸走所在不明手配の件 全羅北道 弗郡 25歳(T 6) 青森県

16/03/12 高外秘第一ー92号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚北道 聞慶郡 25歳(T 6) 青森県
16′03/12 高外秘第一19一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 25歳(T 6) 静岡県
16/03/12 高外秘第119一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 威安部 25歳(T 6) 静岡県
16′03/12 高外秘第119一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 25歳(T 6) 静岡県
16′03/12 高外秘第119一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 成安部 25歳(T 6) 静岡県
16/03/12 高外秘第1ー9一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 山都 26歳 静岡県
16/03/12 高外秘第一ー92号 移住朝鮮人労働者逸走所在不明手配の件 全羅北道 錦山都 26歳(T 5) 青森県
16/03/12 高外秘第1191号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 26歳(T 5) 静岡県
16/03/12 高外秘第一ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手酋己の件 ■慶尚南道 晋陽郡 26歳(T 5) 静岡県
ー6′03′ー2 高外秘第一ー9一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 ■慶尚南道 晋陽郡 27歳(T 4) 静岡県
16/03/ー2 高外秘第1191号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 27歳(T 4) 静岡県

16/03/ 12 高外秘第一ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件
(手配解除)

慶尚南進 密陽郡 28歳 兵庫県

ー6′03/ー2 高外秘第一191号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽都 28歳(T 3) 静岡県

16′03/ 12 高外秘第一19一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 山都 29歳 静岡県
16/03′ー2 高外秘第1192号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 全羅北道 錦山都 29歳(T 2) 青森県
ー6/03/ー2 高外秘第1191号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 ■晋陽都 30歳(T ー) 静岡県
16/037ー2 高外秘貫119一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 3ー歳(M 44) 静岡県
ー6′03/ 12 高外秘第1191号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 峡川郡 32歳(M 43) 静岡県
16′03/ 12 高外秘第1191号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 密陽郡 33歳 静岡県
ー6′03/ 12 高外秘第一ー9一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 峡川郡 33歳(M 42) 静岡県
16/03/ 12 高外秘第1ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 戚安部 33歳(M 42) 静岡県
16′03/ー2 高外秘第1ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配d)件 慶尚南道 普州府 33歳(M 42) 静岡県
16′03/ 12 高外秘第119一号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南進 普州府 33歳(M 42) 静岡県
16′03/ー2 高外秘第一ー91号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 戚安郡 33歳(M 42) 静岡県
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無記入 16年2月12日逸走0｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とあり○
無記入 ー6年3月3 日赴走○
無記入 16年2月11日赴走0r発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とあり0
無記入 16年2月1一日赴走○｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とあり○
無記入 ー6年3月3日赴走○
無 己入 16年2月12日赴走○｢発見の節は本籍地送還等適宜御措置を為し｣とあり○
国吾精通ず ー6年2月6日逃走0
無記入 16年2月24日赴走0
無記入 16年2月17日逃走O王子専属請負業**組で稼動中
無記入 16年2月17日逃走○王子専属請負業**組で稼動中
無記入 16年2月17日逃走0王子専属請負業**組で稼動中
無記入 16年2月17日逃走○王子専属請負業**組で稼動中
無記入 16年3月7日逃走○
無記入 16年3月7日逃走○
無記入 16年3月7日逃走○
無記入 16年2月17日逃走0王子専属請負業**組で稼動中
内地語解せず 16年2月10日から稼動○同一6日訓練所を赴走0
無記入 ー6年2月6日逃走○

F]
吾解せず 16年2月3日午前4時頃赴走○

無 入 16年1月27日赴走○
無記入 16年一月5日逃走○
無記入 16年一月8日逃走○
無 己入 16年2月6日逃走○
無 己入 ー6年1月7日逃走○
無 己入 ー6年2月6日逃走○
無 己入 16年2月3日逃走○
無記入 16年一月27日赴走0
無記入 16年2片2日逃走○
無記入 16年1月8日逃走0
無記入 16年2月6日逃走○
無記入 16年2月6日逃走○
無記入 16年2月3日逃走b
無記入 16年2月2日逃走○
無記入 16年2月6日逃走○
無記入 16年2月6日逃走○
無記入 16年2月6日逃走0
無記入 16年2月6日逃走○
言語解せず 16年2月3日午前4時頃赴走○
無記入 16年2月3日逃走○
無記入 16年2月2日逃走○
無記入 16年2月2日逃走○
無記入 16年一月8日逃走0
無記入 " 年2月2日逃走○
無記入■ 16年2月2日逃走○
無記入 16年2月2日逃走○
無記入 16年2月2日逃走b
無記入 16年2月3日逃走○

言 吾解せず ー6年2月13日午前2時頃赴走○

ca
吾解せず 16年2月3日午前4時頃赴走○

無記入 16年2月3日逃走b
無記入 16年2月2日逃走○
無記入 16年2月2日逃走O
無記入 16年2月2日逃走O
無記入 16年1月7日逃走b

E3
吾精解す 16年2月13■日午前2時頃赴走0

無 己入 16年一月24日逃走○所持金45円○
無記入 16年2月2日逃走○
無記入 16年2月2日逃走b
無記入 16年2月2日逃走○

無記入 15年9月20日手配○16年1月17日発見○

無記入 16年2月2日逃走8
無記入 16年2月6日逃走b

ca
吾解せず 16年2月13日午前2時頃赴走0 ■

無記入 16年2月2日逃走凸■
無記入 16年2月5日逃走○
無記入 16年1月25日逃走0
無記入 16年2月6日逃走○
無記入 16年一月8日逃走○
無 己入 ー6年1月1日逃走○
無 己入 16年2月2日逃走○
無記入 16年2月2日逃走○
無記入 16年2月3日逃走○
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ー6/03/12 高外秘第1191号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 慶尚南道 峡川部 43歳(M 32) 静岡県

16′03/ー3 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者逸走手配に関する件 慶尚南道 宣軍部 2ー歳(T 10) 山梨県

16/03/ー3 豊高外秘第一458号 赴走移住朝鮮人労働者手配に関する件 慶尚北道 善山郡 22歳 岩手県

ー6/03/13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 南海郡 22歳 山梨県

16/03/13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 蔚山郡 22歳(T9) 山梨県

16/037ー3 豊高外秘第一458号 赴走移住朝鮮人労働者手配に関する件■ 慶尚北道 蕃山都 23歳 岩手県

16/037ー3 豊高外秘第1458号 赴走移住朝鮮人労働者手配に関する件 慶尚北道 蕃山郡 23歳 岩手県

16/037ー3 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 普洲郡 23歳(T8) 山梨県

ー6/03/ー3 豊高外秘第1458号 赴走移住朝鮮人労働者手配に関する件 全羅南道 康津郡 24歳 岩手県

16′03′ー3 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 蔚山郡 24歳 山梨県

16′03/13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 南海部 24歳 山梨県

16/03′13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 安東都 24歳(T 7 ) 山梨県

16/03′ー3 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧都 24歳(T 7 ) 山梨県

16/03′13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧郡 24歳(T 7 ) 山梨県

16/03′13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 南海部 24歳(T 7 ) 山梨県

16/03/13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 成陽都 25歳(T 6) 山梨県

16/03′13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 安東郡 25歳(T 6) 山梨県

16/03′13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 普洲郡 25歳(T 6) 山梨県

16′03′ー3 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 成陽都 26歳(T5) 山梨県

16/03′13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧郡 26歳(T5) 山梨県

16/03/13 豊高外秘第1458号 赴走移住朝鮮人労働者手配に関する件 ■ 慶尚北道 蕃山郡 27歳 岩手県

16/03/13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 27歳(T 4) 山梨県

16/037ー3 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 蔚山郡 27歳(T 4 山梨県

ー6′03′13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 威安郡 27歳(T 4) 山梨県

16′03/13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 蔚山郡 27歳(T 4) 山梨県

16/03/13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者逝走手配に関する件 慶尚南道 南海部 27歳(丁4) 山梨県

16/03′ー3 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 居昌郡 27歳(T 4) 山梨県

16/03′13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 蔚山郡 28歳(T 3) 山梨県

16′03′13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者逝走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 28歳(T 3) 山梨県

ー6/03′ー3 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者迦走手配に関する件 ■慶尚北道 J-I達城郭 28歳(T 3) 山梨県

16/03′13 圭高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 戚安部 28歳(T 3) 山梨県

16/03/13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 普洲郡 28歳(丁3) 山梨県

16/03′13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 晋陽都 28歳(T 3) 山梨県

16/03/13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 蔚山郡 29歳 山梨県

16/03/13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 河東都 29歳(T 2) 山梨県

16/03′13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 成陽都 30歳(M 45) 山梨県

ー6′03/ー3 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 峡川部 30歳(M 45) 山梨県

ー6/03′ー3 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 SO歳(T 1) 山梨県

ー6/03/13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 蔚山都 30歳(T 1) 山梨県

16/037ー3 豊高外秘第468号 ■集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 戚安部 30歳(T 1) 山梨県

16/03′ー3 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 成安部 30歳(丁1) 山梨県

16/03/13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 蔚山都 30歳(T 1) 山梨県

ー6/03/ー3 豊高外秘第1458号 赴走移住朝鮮人労働者手配に関する件 ■ 慶尚北道 善山都 33歳 岩手県

ー6/03/13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 33歳(M 42) 山梨県

ー6/03/13 豊高外秘第468号 集団移住朝先人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 晋陽部 33歳(M 42) 山梨県

ー6/03′ー3 豊高外秘第1458号 赴走移住朝鮮人労働者手配に関する件 全羅南道 長興部 35歳 岩手県

ー6′03/13 豊高外秘第1458号 赴走移住朝鮮人労働者手配に関する件 慶尚北道 善山都 37歳 岩手県

ー6/03/ー8 豊高外秘第1428号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 全羅北道 錦山都 22歳(丁9) 鹿児島県

16/03/19 豊高外秘第1428号 移住朝鮮人労働者赴走所在不明手配の件 全羅北道 ■錦山都 22歳(T 9) 鹿児島県

16/03/22 豊高外秘第569号 団体募集朝鮮人労務者の逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 ー9歳 樺太

ー6/03/22 豊高外秘第570号 渡航鮮人所在不明手配の件 京畿道 水原郡 23歳 無記入
16/03/22 豊高外秘第570号 渡航鮮人所在不明手配の件 京畿道 水原郡 23歳 無記入
ー6/03/22 皇高外秘第570号 渡航鮮人所在不明手配の件 京畿道 水原郡 25歳 無記入
ー6/03′22 豊高外秘第569号 団体募集朝鮮人労務者の逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 26歳 樺太
16/03/22 豊高外秘第569号 団体募集朝鮮人労務者の逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 26歳 樺太
ー6′03/22 豊高外秘第569号 団体募集朝鮮人労務者の逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 26歳 樺太
16/03′22 豊高外秘第570号 渡航鮮人所在不明手配の件 京畿道 水原部 28歳 無記入
ー6/03/22 皇高外秘第570号 渡航鮮人所在不明手配の件 京畿道 水原郡 31歳 無記入
16′03′22 豊高外秘第569号 団休募集朝鮮人労務者の逃走手配の件 慶尚北道 産山都 33歳 樺太
16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 ■ 全羅南道 光山都 ー9歳 北海道
ー6′03′27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅北道 益山都 19歳 北海道

16′03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 慶洲郡 ー9歳(Tー2) 北海道

ー6/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 光山都 20歳 北海道

ー6/03′27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 峡川部 20歳 北海道

ー6/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 達城郭 2ー歳 北海道

ー6/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 清道都 21歳 北海道

16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 河東郡 2ー歳 北海道

16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 成陽郡 2ー歳 山梨県
16/03′27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 安東郡 21歳(T 10) 北海道
16/03′27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 青松郡 2ー歳(Tー0) 北海道
16/03′27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 峡川部 22歳 北海道
16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 主宰郡 22歳 北海道

16/03/27 高外秘第1699号 ■募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅北道 茂朱郡 22歳 樺太
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無記入 16年1月25B 逃走0
無記入 16年2月3日逃走0立ち回り見込み先 兵庫県**方
無記入 16年2月22日赴走○
無記入 16年2月5日逃走O
無記入 16年2月4日逃走O立ち回り見込み先:群馬県
無記入 16年2月22日赴走0
無記入 16年2月22日赴走0
無記入 16年2月2日逃走O立回り先:兵庫県**組方
内地語掃かいす 16年2月22日赴走O
無記入 16年2月4日逃走O立ち回り見込み先:群馬県
無記入 16年2月5日逃走O
無記入 16年2月1日逃走0立ち回り見込み先:福井県****方
無記入 ー6年2月1 日逃走○立回り見込先‥京都方面
無記入 16年2月1 日逃走○立回り見込先:京都方面
無記入 16年2月2日逃走0
無記入 16年2月2El逃走0
無記入 ー6年一月29日逸走0立回り先‥大阪方面
無記入 16年2月2日逃走b立回り先‥兵庫県**組方
無記入 16年2月2日逃走凸
無記入 16年2月1 日逃走○立回り見込先:京都方面
内地語解せず 16年2月11日赴走0
無記入 16年2月4日逃走0
無記入 16年2月4日逃走b
無記入 16年1月28日赴走8
無記入 ー6年2月1 日逃走○
無記入 16年2月2日逃走0
無記入 16年2月3日逃走O
無記入 16年2月4日逃走b
無記入 16年2月4日逃走0
無記入 16年2月4日逃走O
無記入 ー6年一月28日赴走0
無記入 ー5年9月逃走○立回り先‥静岡県**方
無記入 16年2月5日逃走b
無記入 16年2月4日逃走O
無記入 16年2月2日逃走b立回り見込先‥岩手* **方､兵庫県**方
無記入 16年2月2日逃走○
無記入 16年2月3日逃走b立ち回り見込み先‥福井県*** 方
無記入 ー6年2月4日逃走○
無記入 16年2月4日逃走凸立回り見込先:群馬県
無記入 16年1月28日赴走0
無記入 16年1月28日逸走O
無記入 16年2月1 日逃走○
無記入 16年2月11日赴走b
無記入 16年2月4日逃走8
無記入 16年2月5日逃走b
内地語解せず 16年2月16日赴走○
内地語を解す 16年2月11日赴走b
内地語掃かいす 16年1月16日逃走0r発見の節は本籍地ヘ送還｣とあり8
内地語掃かいす 16年1月16日逃走○r発見の節は本籍地ヘ送還｣とあり凸
無記入 16年3月16日の公休日に豊原に行くと称し赴走0
無記入 ー6年3月一日**村の店に行くと称し､所在不明
無記入 16年3月1日**村の店に行くと称し､所在不明
無記入 16年3月1日* 村の店に行くと称し､所在不明
無記入 16年3月16日の公休日に豊原に行くと称し赴走b
無記入 16年3月16日の公休日に豊原に行くと称し赴走○
無記入 16年3月16日の公休日に豊原に行くと称し赴走○
無記入 ー6年3月1日* 村の店に行くと称し､所在不明
無記入 ー6年3月1日**村の店に行くと称し､所在不明
無記入 16年3月16日の公休日に豊原に行くと称し赴走b
無記入 16年2月16日逃走●
国語を解す 16年2月15B 逃走8 所持金20円
無記入 16年2月250 逃走●
無記入 16年2月ー5日逃走■
無記入 16年2月22日逃走b
無記入 16年1月28B 逃走■
無記入 16年2月19日逃走b
無記入 16年2月16■日逃走凸
無記入 16年1月25日逃走b金10円とオーバを窃盗し逃走
無記入 ー6年2月25日逃走●■
無記入 ー6年一月23■日逃走
無記入 16年2月17日逃走■
無記入 16年1月19日逃走0
無記入 16年2月16日逃走0
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16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道■公洲郡 22歳(丁9) 北海道 ,

ー6/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 公洲郡 22歳(T 9) 北海道

16/03′27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 公洲郡 22j｣ (T 9) 北海道

16/03′27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 青松郡 22歳(T 9) 北海道

16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清北道 青洲都 23歳 北海道

16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 河東郡 23歳 北海道

16/03/27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 居昌郡 23歳 北海道

ー6′03/27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 清道都 23歳(T 8) 北海道

16′03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 慶洲郡 23歳(T 8) 北海道

ー6/03/27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 青松郡 23歳(T 8) 北海道

ー6/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清北道 青洲郡 24歳 北海道

ー6/03/27 高外秘第1699号 ■募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 求礼耶 24歳 北海道

16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 河案部 24歳 北海道

16/03/27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 河東郡 24歳 北海道

16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 密陽郡 24歳 北海道

16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅北道 錦山都 24歳 北海道

16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 公洲都 24歳(T 7 ) 北海道

16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠済南道 公洲郡 24歳(T 7 ) 北海道

16/03/27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 青松郡 24歳(T 7 ) 北海道

16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 蔚山郡 25歳 北海道

16/03/27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 求礼郡 25歳 北海道

16/03/27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 居昌郡 25歳 北海道

16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 長興部 25歳 北海道

16/03′27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 安東郡 25歳(T 6) 北海道

16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 安東郡 25歳(T 6) 北海道

16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 清道郡 25歳(丁6) 北海道

16/03′27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 密陽郡 26歳 北海道

16/03/27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 峡川郡 26歳 北海道

16/03/27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅北道 錦山都 26歳 北海道

ー6/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 慶洲郡 26歳(T5) 北海道
16′03′27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 永川部 27歳 北海道

ー6/03/27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 長興郡 27歳 北海道
ー6/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 慶洲都 27歳(T 4) 北海道

ー6/03′27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 達城郡 28歳 北海道
16/03′27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 清道都 28歳(T3) 北海道
16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 盈徳都 28歳(T3) 北海道
16/03/27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅北道 28歳(T 3) 北海道
16/03/27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 ■ 慶尚北道 迎日郡 29歳 北海道
16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 公洲郡 29歳(T 2) 北海道
16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 密陽郡 30歳 北海道
16/03/27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 金海部 30歳 静岡県
16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 公洲郡 3ー歳(M 44) 北海道
16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 清道都 31歳(M 44) 北海道
16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 安兼都 32歳(M 43) 北海道
16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 金海部 32歳 北海道
ー6/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 公洲郡 33歳(M 42) 北海道
16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 安東郡 34歳(M 41) 北海道
16/03/27 高外秘第1699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 永川部 35歳 北海道
16/03/27 高外秘第一699号 ■募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 河東郡 39歳 北海道
16/03/27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 長興部 無記入 北海道
16/03/27 高外秘第一699号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 金海部 無記入 北海道
ー6/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 奉化郡 20歳(Tー1) 山梨県
16/03′28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 南海部 21歳(T 10) 樺太
16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 南海部 21歳(Tー0) 山梨県
16/03′28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 2ー歳(T†o) 山梨県
16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 奉化郡 22歳(T 9) 山梨県
ー6/03′28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 峡川郡 23歳(T 8) 山梨県
ー6/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 奉化郡 24歳(T 7 ) 山梨県
16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 忠清南道 論山郡 24歳(T 7 ) 山梨県
16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 24歳(T 7 ) 山梨県
16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 河東郡 26歳(T 5) 山梨県 ､
16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 昌原都 26歳(T5) 山梨県
16/03′28 豊高外秘第607号 ′移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 蔚山郡 27歳 (T 4) 山梨県
16/03′28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 南海部 27歳 (T 4) 山梨県
16/03′28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 成安部 27歳 (T 4) 山梨県
16/03′28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 忠清南道 論山都 28歳(T3) 山梨県
16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 奉化郡 28歳(T3) 山梨県
16′03′28 豊高外秘第807号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 蔚山郡 28歳(T3) 山梨県
16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 蔚山郡 28歳(T3) 山梨県
16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 主宰郡 28歳(T3) 山梨県
16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 成安部 28歳(T3) 山梨県
16/03′28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 ■ 慶尚北道 ■奉化郡 29歳(T2) 山梨県
16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 奉化都 29歳(T2) 山梨県
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無記入 ー6年2月18日逃走0
無記入 16年2月18日逃走○
無記入 16年2月18日逃走0
無記入 ー6年2月26日逃走●
国語を解す 16年1月11日逃走0
無記入 16年2月16B 逃走D
無記入 16年2月16日逃走0
無記入 16年2月19日逃走0
無記入 16年2月25日逃走●
無記入 16年2月26日逃走■
国語解す 16年一月19日逃走○
無記入 16年2月16日逃走○
無記入 ー6年2月16日逃走○
無記入 16年2月16日逃走0
無記入 16年2月ー4日逃走O
無記入 16年2月16日逃走0
無記入 16年2月18日逃走○
無記入 ー6年2月18日逃走0
無記入 ー6年2月26日逃走●
国語解す 16年2月5日逃走凸
無記入 16年2月16日逃走0
無記入 16年2月ー6日逃走0
無記入 ー6年2月19日逃走○
無記入 16年2月■20日逃走b
無記入 16年2月25日逃走●
無記入 16年2月ー9日逃走○
無記入 16年2月14日逃走-
無記入 16年2月22日逃走b
無記入 16年2月ー6日逃走O
無記入 16年2月25日逃走■
無記入 16年1月19 S 逃走b
無記入 16年2月16日逃走0
無記入 ー6年2月25日逃走●
無記入 16年1月28日逃走■
無記入 16年2月19日逃走8
無記入 ー6年1月23日逃走
無記入 16年2月10日逃走
無記入 ー6年2月25日逃走●
■無記入 16年2月18日逃走O
無記入 16年2月ー4日逃走b
無記入 ー6年2月20日逃走
無記入 16年2月18日逃走d
無記入 16年2月ー9日逃走○
無記入 16年2月20日逃走8
無記入 ー6年2月20日逃走
無記入 ー6年2月18日逃走○
無記入 16年2月20日逃走b
無記入 16年2月1日逃走○
無記入 16年2月ー6日逃走0
無記入 16年2月ー8日逃走○
無記入 16年2月20日逃走
無記入 16年3月7日逃走○
無記入 16年3月3日逃走○
無記入 16年3月6日逃走b
無記入 16年3月3日逃走b午後6時
無記入 16年3月7日逃走0
無記入 16年2月23日逃走b
無記入 16年3月5日逃走b
無記入 16年3月3日逃走b
無記入 16年3月3日逃走b午後6時
無記入 16年2月ー0日逃走○
無記入 16年3月3日逃走○午後6時
無記入 ー6年3月7日逃走○
無記入 16年2月6日逃走○入院中に逃走O
無記入 16年3月4日逃走○午後4時
無記入 16年3月3日逃走○
無記入 16年3月7日逃走○
無記入 16年3月3日逃走○午後6時
無記入 16年3月3■日逃走○午後6時
無記入 16年3月3日逃走○午後6時
無記入 16年3月4日逃走○午後4時
無記入 16年3月7日逃走0
無記入 16年3月7日逃走b
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16/03′28 皇高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 河東郡 29歳(T2) 山梨県

16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 ■慶尚北道 奉化都 30歳(M 45) 山梨県

16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 奉化郡 30歳(Tー) 山梨県

ー6/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 ■, 慶尚南道 河東都 30歳(Tー) 山梨県

16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 宣寧都 32歳(M 43) 山梨県

16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 南海部 33歳(M 42) 山梨県

16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に蘭する件 慶尚南道 成安部 35歳(M 40) 山梨県

16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 峡川部 37歳(M 38) 山梨県

16/03/28 判読不能 来島朝鮮人所在不明手配の件 全羅南道 谷城郡 4ー歳 東京

16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 歯城郡 42歳(M 33) 山梨県

16/03/28 豊高外秘第607号 移住朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚南道 固城郡 無記入 山梨県

16/03/29 判読不能 移住鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 密陽郡 27歳 樺太

16/03/29 判読不能 移住鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚南道 密陽郡 27歳 樺太

16/03/29 判読不能 移住鮮人労働者逸走手配に関する件 慶尚南道 密陽都 28歳 樺太

ー6/03/31 高外秘第1880号 朝鮮人逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 22歳(T9) 神奈川県

ー6/03/31 高外秘第1880号 朝鮮人逃走手配に関する件 慶尚南道 金海部 22歳(T9) 神奈川県

16/03/3ー高外秘第1880号 朝鮮人逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 26歳(T5) 神奈川県

16/03/3ー高外秘第1880号 朝鮮人逃走手配に関する件 慶尚南道 金海部 29歳(T2) 北海道

16/03′3ー高外秘第1880号 朝鮮人逃走手配に関する件 慶尚南道 成安部 31歳(M 44) 神奈川県

16/04′04 高外秘第一934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 昌軍都 ー8歳 兵庫県

ー6/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 成陽郡 ー9歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 成陽郡 19歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 19歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 尚洲郡 20歳 北海道

16/04′04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚南道 峡川部 20歳 北海道

16/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件■ ■■慶尚南道 成陽部 20歳 兵庫県

16/04′04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 20歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 迎日郡 21歳 北海道

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に蘭す 京畿道 曲江面 2ー歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚南道 金海部 2ー歳 北海道

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 慶尚北道 迎日郡 2ー歳 北海道

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 慶尚南道 河東部 21歳 北海道

16/04/04 高外秘第1934号■ 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 昌寧郡 21歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第一934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 2ー歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 2ー歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 2ー歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 2ー歳 兵庫県

ー6/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 21歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城都 2ー歳 兵庫県

ー6/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 善山都 22歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 全羅北道 井邑都 22歳 北海道

16/04/04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 忠清南道 論山都 22歳 北海道

16/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す■慶尚南道 固城郭 22歳 北海道

ー6/04′04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件■ 慶尚南道 山清郡 22歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 22歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第一934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 22歳 兵庫県

16/04′04 判読不能 団体移住鮮人労働者赴走手配方の件 慶尚南道 …四川都 22歳(T9) 樺太

ー6/04′04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 慶尚北道 達城郭 23歳 北海道

ー6/04′04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 漆谷部 23歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 全羅南道 賛城郭 23歳 北海道

ー6′04′04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 慶尚南道 5四川都 23歳 北海道

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 全羅南道 和順郡 23歳 北海道

16/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 安東都 23歳 樺太

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 安東都 23歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 安東都 23歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第一934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 山清郡 23歳 兵庫県

ー6/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 昌寧都 23歳 兵庫県

ー6/04′04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 23歳 兵庫県

ー6/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 23歳 兵庫県

16′04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 忠清南道 ■■天安部 23歳 北海道

16/04/04 判読不能 団体移住鮮人労働者赴走手配方の件 慶尚南道 河東部 23歳(T8) 樺太

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す■慶尚北道 尚洲都 24歳 北海道

16/04′04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚南道 酒川那 24歳 北海道

16/04/04 高外秘第一931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚南道 sgjiiiB 24歳 北海道

16/04′04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 京畿道 平淳部 24歳 北海道

16/04/04 高外秘第一931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す ;;CnrfcX ≡ 礼山都 24歳 北海道

16/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 革陽都 25歳 北海道

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 星州都 25歳 北海道

ー6′04/04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 産山都 25歳 北海道

16′04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 忠清南道 公洲郡 25歳 北海道
ー6′04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 京畿道 平薄郡 25歳 北海道
ー6/04/04 高外秘第一931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に隣す､慶尚北道 安東都 25歳 北海道

16/04/04 高外秘第一931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 安東郡 25歳 北海道
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無 己入 16年2月10日逃走0
無 己入 ー6年3月7日逃走○
無 己入 16年3月5日逃走O
無 己入 ー6年2月10日逃走○■
無記入 16年3月3日逃走0午後6時
無記入 ー6年3月2日午後1一時
無記入 16年3月4 日逃走0午後4時
無記入 16年3月3日逃走O
無記入 請負業とあり凸視察と称し来島するが､所在不明O
無記入 16年3月6日逃走凸
無記入 16年3月4 日逃走0午後8時
日本語を解す 公休日の3月23日正午買物に行くと称し､逃走○
無記入 公休日の3月23日正午買物に行くと称し､逃走0賭博により罰金80円､友人間飲食店などに約500円相当の借金 ■
無記入 公休日の3月23日正午買物に行くと称し､逃走b素行不良､飲食店並びに友人間に約380円相当の借金O
無記入
無 己入 16年3月16日逃走0第■回***号とあり0
無 己入 16年3月12日逃走0
無 己入 16年3月14日逃走0第一回***号とありO
無 己入 ー6年3月18日午後7時から10時に逃走○
国 吾を解す 16年3月5 日午後7時頃逃走O
国 吾を解す 16年3月16日夜の間逃走0
国 吾を解す 16年3月16日夜の間逃走O
内地語不解 16年3月ー9日午後7時半逃走○
国 吉相解す 16年2月14日逃走凸
無 入 16年2月22日逃走0
国 吾を解す 16年3月ー6日夜の間逃走○
内地語不解 16年3月ー9日午後7時半逃走○
無記入 16年2月14日逃走0
無記入 16年2月14日逃走b
無記入 16年3月5日逃走b
無記入 16年3月12日逃走O
国語解す 16年2月25日逃走凸
無記入 16年3月3日逃走○
内地語を解す 16年3月11日午前0時30分逃走○
国 吾を解せず 16年3月ー2日午後11時頃逃走d
国 吾を解せず 16年3月ー2日午後1一時頃逃走○
内地語不解 16年3月14日逃走○
内地語不解 16年3月ー9日午後7 時半逃走○
秦 己入 16年3月ー9日午後7 時半逃走b
無 己入 16年3月1日逃走0炭鉱に輸送中青森県で逃走b
内地語を解す 16年3月16日逃走○
無記入 16年3月14日逃走0
無記入 16年3月11日逃走b
国語不解 16年3月8日逃走○
内地語解せず 16年3月ー9日午後7 時半逃走0
内地語不解 16年3月ー9日午後7 時半逃走b
無記入 16年2月22 B 赴走b
無 入 16年3月14日逃走○
無 己入 16年2月24日逃走b■
無記入 16年3月13日逃走b
無記入 16年2月28日逃走○
無記入 16年3月3日逃走○
無記入 16年3月9日逃走B
無記入 16年3月9日逃走○
国語不解 16年3月9日逃走0
無記入 16年3月1日逃走b■
内地不解 16年3月19日午後7 時半逃走b
内地語不解 16年3月19日午後7 時半逃走B
無記入 16年3月9日逃走○
無記入 16年2月14日逃走0
無記入 16年3月8日赴走凸
国語精解す ー6年2月14日逃走○
無記入 16年3月13 1日逃走b
無記入 16年2月28 B 逃走8
無記入 16年3月18日逃走0
日本語巧みなり 16年3月1日逃走○
無記入 16年2月15日逃走b
無記入 16年3月14日逃走0
無記入 ー6年3月1■日逃走○
無記入 16年2月ー2日逃走○
無記入 16年3月13日逃走○
無記入 16年3月4日逃走○■
無記入 16年3月4日逃走○
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ー6/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 全羅南道 求礼耶 25歳 北海道

16/04′04 高外秘第一931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す ■慶尚北道 鹿北郡 25歳 北海道
ー6/04/04 高外秘第一934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 ■慶尚北道 達城郭 25歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第一934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 山清郡 25歳 兵庫県

ー6/04/04 高外秘第一931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 忠清南道 野川都 25歳 北海道

16/04/04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 慶尚北道 尚洲郡 26歳 北海道

16/04/04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 忠清北道 穂山都 26歳 北海道

16/04/04 高外秘第一931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 尚洲都 26歳 北海道

16/04/04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 清道都 26歳 北海道

16/04/04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す■慶尚北道 星州都 26歳 北海道

16/04/04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 軍威都 26歳 北海道

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚南道 峡川部 26歳 北海道

16/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 忠清南道 論山都 26歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 全羅南道 和順郡 26歳 ■ 北海道

16/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 全羅南道 和順郡 26歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 26歳 兵庫県

ー6/04/04 高外秘第一934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 26歳 兵庫県

ー6/04/04 高外秘第一934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 山清部 26歳 兵庫県

ー6/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 26歳 兵庫県
ー6/04/04 意外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 山清都 26歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 山清郡 26歳 兵庫県

16/04/04 判読不能 団体移住鮮人労働者赴走手配方の件 慶尚南道 酒川部 26歳(T 5) 樺太

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 忠清南道 大徳都 27歳 北海道

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 交東都 27歳 北海道
16/04′04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 慶山都 27歳 北海道
16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手敵 こ関す 慶尚北道 清適郡 27歳 北海道
16/04/04 高外秘第一931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 全羅南道 賛城郡 27歳 北海道

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 全羅南道 求礼郡 27歳(T 4) 北海道
16/04/04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 慶尚北道 達城郭 28歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 慶尚北道 清道都 28歳 北海道

16/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 英陽郡 28歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚南道 峡川部 28歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 安東郡 28歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 全羅南道 和順都 28歳 北海道

ー6/04′04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 山清都 28歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 忠清南道 天安部 28歳 山形県

16/04/04 判読不能 団体移住鮮人労働者赴走手配方の件 全羅南道 光陽郡 28歳(T 3) 樺太

16/04′04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 善山都 29歳 北海道

16/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 京畿道 平津郡 29歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 全羅南道■求礼郡 29歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 全羅南道 和寒郡 30歳 北海道

16/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 全羅南道 和順郡 30歳 北海道

16/04/04 高外秘第一934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 威陽都 30歳 兵庫県 ▼

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 忠清南道 牙山都 30歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 忠清南道 天安部 30歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 奉化都 3ー歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚北道 蕃山郡 31歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 慶尚南道 金海部 31歳 北海道

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 全羅南道 安城郡 31歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 慶尚南道 峡川部 31歳 北海道

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 慶尚北道 安東郡 31歳 北海道

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に√関す 忠清南道 論山都 31歳 北海道
ー6/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 全羅南道 成平都 31歳 北海道
ー6/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚南道 固城郡 31歳 北海道
16/04/04 高外秘第一934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 昌軍都 31歳 兵庫県
ー6/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 山清都 31歳 兵庫県
ー6/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 31歳 兵庫県
ー6′04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 31歳 兵庫県
16/04/04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 忠清南道 天安部 3ー歳 北海道

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す■全羅南道 ■成平郡 31歳(M 44) 北海道

ー6/04/04 判読不能 団体移住鮮人労働者赴走手配方の件 慶尚南道 山清郡 32歳(M 43) 樺太

ー6/04/04 高外秘第一931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 全羅北道 茂朱都 ■32歳 北海道

ー6/04′04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 32歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 全羅北道 茂朱郡 34歳 北海道

16/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 全羅南道 R fc EiB 34歳 北海道

ー6/04/04 高外秘第193一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 慶尚南道 1固堆都 34歳 北海道

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す sWiifft-: ≡ 天安部 34歳(M 41) 北海道

ー6/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 山清都 35歳 兵庫県
16/04/04 高外秘第一93■一号 集団募集移住朝■-鮮人労働者逃走手配に閲す 全羅北道 秩安部 36歳(M 39) 北海道

16/04′04 判読不能 団体移住鮮人労働者赴走手配方の件 慶尚南道 詑an i郡 36歳(M 39) 樺太

ー6/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 全羅南道 安城都 37歳 北海道

16/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 山清郡 37歳 兵庫県

16/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚南道 南海部 39歳 兵庫県
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無書入 16年3月14 B 逃走O
蘇記入 16年3月11日逃走0
内地語解せず 16年3月ー9日午後7時半逃走○
国話を解す ー6年3月ー5日逃走0
国■吾を解す 16年2月l4日逃走0
無妻入 16年2月14日逃走0
蘇記入 16年3月12日逃走○
無一入 16年3月12日逃走○
無 己入 16年3月14日逃走0
無 入 16年3月l4日逃走O
蘇 入 16年3月13 B 逃走0
無 入 16年2月22日逃走凸
秦 入 16年3月4日逃走8
無 入 16年3月3日逃走0
無 己入 16年3月3日逃走O
内地語を解す 16年3月11日午前0時30分逃走0
国吾を解す 16年3月11日午前0時30分逃走○
無 入 16年3月14日逃走○
内地語不解 16年3月19日午後7時半逃走0
国吾不解 ー6年3月15日逃走○
国吾不解 16年3月15日逃走0
無 己入 16年2月22日赴走○
無 己入 16年2月19日逃走○
秦 入 16年2月15日逃走O
無 入 16年3月l3日逃走O
無 入 16年3月7日逃走0
無 入 ー6年3月13日逃走○
国 吾巧みなり 16年3月14日逃走b
無 入 16年3月14日逃走0
蘇 己入 16年3月1日逃走○
蘇 入 16年3月13日逃走D
無記入 16年3月4日逃走○
無記入 16年3月4日逃走○
蘇 入 16年3月3日逃走O
無 入 16年3月1日逃走0
内地語を解す 16年2月3日逃走○
無 入 16年3月3日赴走O
無 入 16年2月ー8日逃走○炭鉱に輸送中岡山県で逃走0
無 入 16年3月13日逃走d
無 己入 16年3月14日逃走0
無 入 16年3月15B 逃走O
無記入 16年3月3日逃走0
国語を解す 16年3月16日夜の間逃走O
無記入 16年3月10日逃走b
無 入 16年2月3日逃走b
無 入 16年3月1日逃走O
無 入 16年3月18日逃走○
無記入 16年3月5日逃走b
蘇 入 16年2月25日逃走0
無 入 16年3月4日逃走b
無記入 ー6年3月4日逃走○
無記入 16年3月14日逃走O
無記入 16年3月3日逃走b
無記入 16年3月11日逃走b
無記入 ー6年3月7日逃走○
無記入 16年3月14日逃走0
国語不解 16年3月19日午後7時半逃走0
内地語解せず 16年3月19日午後7時半逃走b
国 吾不解 16年2月3日逃走8
国 口解す ー6年3月3日逃走○
無 入 16年2月28日赴走O
無 入■ 16年3月2日逃走0
無記入 16年3月19日午後7時半逃走0
無 入 16年3月2日逃走○
無記入 16年3月13日逃走O
無記入 16年2月18日逃走凸妻と長女同伴赴走す0
内地語不解 16年3月15日逃走O
国語不解 16年3月15日逃走b
無記入 16年3月16日逃走0
無記入 16年2月22日赴走b
無記入 16年2月25日逃走b
無記入 16年3月14日逃走○
内地語解せず 16年3月6日午後六時頃逃走0
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ー6/04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 忠清南道 天安部 39歳 北海道

16/04/04 高外秘第一931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に関す 全羅北道 茂朱郡 40歳 北海道

16/04/04 判読不能 団体移住鮮人労働者赴走手配方の件 慶尚南道 さ四川郡 4ー歳(M 34) 樺太

16′04/04 高外秘第一93一号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 全羅北道 秩安部 44歳(M台1) 北海道

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 京畿道 利川部 無記入 北海道

16/04/04 高外秘第1931号 集団募集移住朝鮮人労働者逃走手配に閲す 江原道 原洲郡 無記入 北海道

16/04/04 高外秘第1934号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 無記入 兵庫県

16/04/08 高外秘第1936号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 聞慶郡 20歳 青森県

16/04/08 高外秘第1936号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 聞鹿部 芝O歳 青森県

16/04/ll 判読不能 募集朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 迎日郡 25歳(丁6) 樺太

16/04/ll 判読不能 募集朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 迎日郡 33歳(M 42) 樺太ー

ー6/04/ll 判読不能 募集朝鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 迎日郡 34歳(M 4ー) 樺太

ー6/04/ー4 判読不能 渡来朝鮮人所在不明に関する件 慶尚北道 永川部 28歳 無記入

ー6′04/14 判読不能 渡来朝鮮人所在不明に関する件 江原道 蔚珍部 33歳 無記入

ー6′04/14 判読不能 渡来朝鮮人所在不明に関する件 慶尚北道 慶山都 判読不能 無記入

ー6/04/18 判読不能 渡来朝鮮人所在不明に関する件 慶尚南道 峡川部 27歳 無記入

16′04/18 豊高外秘第766号 渡来朝鮮人所在不明に関する件 慶尚南道 梁山都 28歳 無記入

16/04/18 判読不能 渡来朝鮮人所在不明に関する件 慶尚南道 蔚山郡 30歳 無記入

ー6/04/18 判読不能 渡来朝鮮人所在不明に関する件 慶尚南道 峡川部 30歳 無記入

ー6/04/18 判読不能 渡来朝鮮人所在不明に関する件 慶尚南道 戚陽郡 32歳 無記入

ー6′04/18 豊高外秘第766号 渡来朝鮮人所在不明に関する件 慶尚北道 善山都 36歳 無記入

ー6/04/18 豊高外秘第766号 渡来朝鮮人所在不明に関する件 慶尚南道 昌原郡 36歳 無記入

ー6/04/18 豊高外秘第766号 渡来朝鮮人所在不明に関する件 慶尚南道 居昌郡 37歳 無記入

16/04/18 豊高外秘第766号 渡来朝鮮人所在不明に関する件 慶尚南道 密陽郡 44歳 無記入

16′04/18 豊高外秘第766号 渡来朝鮮人所在不明に関する件 慶尚北道 蕃山都 52歳 無記入

16/04/21 豊高外秘第789号 団体募集朝鮮人労務者の逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 22歳 樺太

16/04/21 豊高外秘第789号 団体募集朝鮮人労務者の逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 23歳 樺太

16/04/21 豊高外秘第778号 団体募集朝鮮人労務者の逃走手配の件 慶尚北道 達城郭 25歳 和歌山県

16/04/21 豊高外秘第789号 団体募集朝鮮人労務者の逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 26歳 樺太

16/04/21 豊高外秘第789号 団体募集朝鮮人労務者の逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 26歳 樺太

16/04/21 豊高外秘第789号 団体募集朝鮮人労務者の逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 29歳 樺太

ー6/04/23 判読不能 集団移住鮮人逃走に関する件 慶尚南道 蔚山郡 23歳(T 8) 無記入 P

16/04/23 判読不能 集団移住鮮人逃走に関する件 慶尚南道 蔚山都 23歳(T 8) 無記入

16/04/23 判読不能 集団移住鮮人逃走に関する件 慶尚南道 蔚山郡 24歳(T 7 ) 無記入

ー6/04/26 判読不能 団体募集朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 蔚山郡 19歳 樺太

16/04/26 判読不能 団体募集朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 達城郭 19歳 樺太

16/04/26 判読不能 団体募集朝鮮人逃走手配に関する件 慶尚北道 寿城郡 20歳 樺太

16/04/26 判読不能 団体募集朝鮮人逃走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 21歳 樺太

16′04/ 26 判読不能 団体募集朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 迎日郡 23歳 樺太

16′04′26 判読不能 団体募集朝鮮人逃走手配に関する件 慶尚北道 慶山部 23歳 樺太

ー6′04′26 判読不能 団体募集朝鮮人逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 23歳 樺太

16′04′26 判読不能 団体募集朝鮮人逃走手配に関する件 慶尚北道 軍威郡 37歳(M 38) 樺太

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 密陽郡 18歳 北海道

16′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 密陽郡 19歳 北海道

16/04X30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 晋陽部 芝O歳 北海道

ー6′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 圃城郡 20歳 樺太

ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 達城郡 20歳 北海道

ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 永川部 20歳 北5毎道

ー6′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 義城郡 20歳 北海道

ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 清陽郡 20歳 神奈川県

ー6′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 礼山郡 20歳 北海道

16′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 慶山都 21歳 北海道

16′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 清道都 21歳 北海道

16′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 善山都 21歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 判読不能 判読不能 21歳 北海道

ー6′04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 高霊郡 21歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 南海部 21歳 北海道

16′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 南海部 21歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 河東都 21歳 北海道
16′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 南海部 21歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 論山都 21歳 樺太
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 義城郡 21歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 牙山都 22歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 P 慶尚南道 密陽郡 22歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 永川部 22歳 北海道
16′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅北道 井邑郡 22歳 北海道

16′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 産山都 22歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 達城郡 22歳 北海道
ー6′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 永川部 22歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清北道 椀山都 23歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 英陽郡 23歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 英陽都 23歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 清道都 23歳 北海道
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国語解す 16年2月3日逃走0
無記入 16年3月2El逃走O
無記入 16年2月22日赴走0
無記入 16年3月ー6日逃走0
国 吾精通 16年2月14日逃走b
国 吾精通ず 16年3月7日逃走045円
無 入 16年3月ー4日逃走b

ロ
吾解す 16年3月ー4日午後ー1時より15日午前2時ごろに逃走○｢協和会章有せず｣とあり0

C3
吾解せず 16年3月14日午後11時より15日午前2時ごろに逃走0r協和会章看せず｣とありO

無記入 16年3月ー0日午前9時ごろ逃走○負債90円
日本語不解 16年3月7日午前8時ごろ逃走0
無記入 16年3月10日午前9時ごろ逃走0
無記入 16年3月2一日に渡来予定だつたが､所在不明
無記入 16年3月24日に渡来予定だつたが､所在不明
無 入 ー6年3月24日に渡来予定だつたが､所在不明
蘇 己入 渡来予定だつたが､所在不明
無 己入 渡来予定だつたが､所在不明
無 己入 渡来予定だつたが､所在不明
無 己入 渡来予定だつたが､所在不明
無 己入 渡来予定だつたが､所在不明
無記入 渡来予定だつたが､所在不明
無 己入 渡来予定だつたが､所在不明
無 入 渡来予定だつたが､所在不明
蘇 己入 渡来予定だつたが､所在不明
無記入 渡来予定だつたが､所在不明
無記入 16年4月15日逃走○
無記入 16年4月15日逃走○
無 己入 16年4月ー5日朝無断外出のまま逃走0
無 己入 16年4月15日逃走b
無記入 16年4月15日逃走0
無記入 16年4月15日逃走b
無記入
無記入
無記入
無記入 16年4月ー7日午前7時20分の列車に乗り逃走○
無記入 16年4月17日午前7時20分の列車に乗り逃走○
内地語を解す 16年4月23日無断外出し､逃走O負債50円
内地語少しく解す 16年4月23日無断外出し､逃走0
無記入 16年4月ー7日午前7時20分の列車に乗り逃走0
無記入 16年4月23日無断外出し､逃走○負債30円
無記入 ー6年4月23日無断外出し､逃走0負債50円
無記入 16年4月23日無断外出し､逃走b
無記入 16年3月25日逃走b
無記入 16年3月24日逃走b
無記入 16年3月23B 逃走0
無記入 ー6年3月22日逃走0
無記入 16年3月21a 逃走b
無記入 16年3月2日逃走0
無記入 16年3月22日逃走b
無記入 16年3月16日逃走0
無記入 16年3月16日逃走○
無記入 16年3月20日逃走b
無記入 16年3月18日逃走0
無記入 16年3月13日逃走b
無記入 16年3月26日逃走b
無記入 16年3月22日逃走b
無記入 16年3月17日逃走凸
無記入 16年3月21日逃走b
無記入 16年3月16日逃走d
無記入 16年3月21日逃走凸
無記入 16年3月27日逃走b
無記入 16年3月2■2日逃走8
無記入 16年3月15B 逃走b
無記入 16年3月27日逃走○
無記入 16年3月22日逃走0
無記入 16年3月27日逃走○
無記入 16年3月17■日逃走O
無記入 16年3月ー4■日逃走○
無記入 16年3月15日逃走0
無記入 16年3月13日逃走b
無記入 16年3月16日逃走b
無記入 16年3月23日逃走8
無記入 16年3月16日逃走0

119



16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 論山郡 23歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 会泉郡 23歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 講陽郡 23歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 判読不能 判読不能 23歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 長興郡 23歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 長興部 23歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 求礼郡 23歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 京畿道 平津郡 23歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 光山都 23歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 清陽郡 23歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 清陽郡 23歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 高霊郡 24歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 英陽郡 24歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清北道 清州都 24歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 慶洲郡 24歳 北海道 ■
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 慶洲郡 24歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 英陽郡 24歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 晋陽郡 24歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 賛城郭 24歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 蕃山郡 24歳 北海道
16′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 善山都 24歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 盈徳都 24歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 牙山都 24歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 盈徳都 24歳 北5毎道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 高霊都 24歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 永川部 24歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 密陽郡 24歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 密陽都 24歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 達城都 24歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅北道 扶安部 24歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 清陽郡 24歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 星州都 25歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清北道 椀山都 25歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 英陽郡 25歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 慶洲都 25歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 和順郡 25歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 京畿道 利川郡 25歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 唐津郡 25歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 礼山都 25歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 賛城郭 25歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 金泉郡 25歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 盈徳都 25歳 北海道
16′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 和順都 25歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 達城郭 25歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 河東郡 25歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 密陽郡 25歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 山崎郡 25歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅北道 扶安部 25歳 北海道
16′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清北道 清州都 26歳 北海道
16′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 論山都 26& 北海道
ー6′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 牙山都 26歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 牙山都 26歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 im iR 26歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 密陽郡 26歳 北海道
16′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 英陽都 27歳 北5毎道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 英陽都 27歳 北海道
16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 慶洲郡 27歳 北5毎道
ー6′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 論山都 27歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 K & 9 27歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅両道 サ$ i& 27歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 盈徳都 27歳 北海道
ー6/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 聞鹿部 27歳 北海道
16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 牙山都 27歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 密陽郡 27歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 達城郭 27歳 北海道
ー6′04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 密陽都 27歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅北道 南原都 27歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 公洲都 28歳 北海道
■ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅北道 南原郡 28歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 蔚山郡 28歳 北海道
16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 光山都 28歳 北海道
16′04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 務安郡 29歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 安東郡 29歳 北海道
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蘇 己入 16年3月18日逃走b
無 入 16年3月11日逃走b
無 己入 16年3月17日逃走0
蘇 己入 16年2月28日逃走0
無記入 16年3月25日逃走b
無記入 16年3月25日逃走0
無記入 16年3月27日逃走O
無記入 16年3月7 日逃走0
無記入 16年3月22日逃走凸
無記入 16年3月16日逃走O
無記入 16年3月16日逃走O
無記入 ー6年3月ー5日逃走○
無記入 16年3月16日逃走0
無記入 l6年3月18日逃走O
無記入 16年3月23日逃走b
無記入 16年3月23日逃走b
無 己入 16年3月23日逃走○
無 入 16年3月23日逃走○
無記入 16年3月17日逃走○
無 己入 16年3月ー3日逃走b
無 己入 16年3月13日逃走O
無 己入 16年3月23日逃走凸
無 己入 16年3月15日逃走0
蘇 己入 16年3月ー6日逃走○
無記入 16年3月22日逃走b
無記入 16年3月ー3日逃走○
無記入 16年3月24日逃走0
蘇 入 16年3月25日逃走○
無 己入 16年3月14日逃走○
無記入 16年3月16日逃走0
無 己入 16年3月16B 逃走O
無 己入 16年3月18日逃走O
無記入 16年3月18日逃走○
無記入 16年3月23日逃走b
無記入 ー6年3月23日逃走○
無記入 16年3月26日逃走○
無 己入 16年3月16日逃走○
無 入 16年3月19日逃走0
無記入 16年3月14日逃走○
無記入 16年3月20日逃走凸
無記入 16年3月23日逃走○
無記入 16年3月16日逃走8
無記入 16年3月21日逃走b
無記入 16年3月22日逃走凸
無記入 16年3月24日逃走b
無記入 16年3月25日逃走○
無記入 16年3月23日逃走b
無記入 ー6年3月7 日逃走○■
無記入 16年3月ー88 逃走○
無記入 16年3月14日逃走b
無記入 ー6年3月15日逃走○
無記入 16年3月15B 逃走○
無記入 16年3月17日逃走凸
無記入 16年3月27日逃走b
無記入 ー6年3月ー6日逃走○
無記入 16年3月18日逃走b
無記入 16年3月23日逃走b
無記入 16年3月16日逃走8
無記入 16年3月13B 逃走b
無記入 16年3月17日逃走b
無記入 ー6年3月23日逃走○
無記入 16年3月15日逃走b
無記入 16年3月15日逃走b
無記入 16年3月27日逃走b
無記入 16年3月21日逃走○
無記入 16年3月24 a 逃走b
無記入 16年3月17日逃走b
無記入 16年3月ー■4日逃走○
無記入 16年3月■23日逃走○
無記入 ー6年3月23日逃走○

無記入 16年3月22日逃走ム

無記入 16年3月26日逃走○

無記入 16年3月■19日逃走○
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16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 公洲郡 29歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 9 W O 29歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者め逃走に関する件 慶尚北道 蕃山郡 29歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 南海部 29歳 北海道

16′04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅両道 康津郡 29歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 薫珠都 29歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 ■ 全羅南道 且城郡 29歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 密陽郡 29歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 密陽郡 29歳 北海道

ー6/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 密陽郡 29歳 北海道

ー6/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅北道 任葺郡 29歳 北海道

16′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 英陽郡 30歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 永東都 30歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 9 m m 30歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 聞慶都 30歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 楊辛都 30歳 北海道

16′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 ■蔚山都 30歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 七興部 30歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 軍威都 30歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 清道都 3ー歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 金泉郡 3ー歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 金泉郡 31歳 北海道

ー6/04/30 高外秘貫2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 牙山都 31歳 北海道

ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 礼山都 31歳 北海道

ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 高霊都 31歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 高霊都 31歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 長興部 31歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 京畿道 平津郡 3ー歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 達城郭 3ー歳 北海道

ー6/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 英陽都 32歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 慶山都 32歳 北海道

ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 論山都 32歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 峡川郡 32歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 高霊郡 32歳 北海道

ー6/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 慶山都 32歳 北海道

ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 永川部 32歳 北海道

16/04′30 判読不能 集団移住朝鮮人労働者逃走手配方の件 慶尚南道 固城郭 32歳 和歌山県

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 峡川郡 3き歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 庸津都 33歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 論山都 34歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 賛城郭 34歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 賛城郭 34歳 北海道

16′04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 河東郡 34歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 慶山都 34歳 北海道

16/04′30 判読不能 集団移住朝鮮人労働者逃走手配方の件 慶尚南道 固城郭 34歳 和歌山県
ー6′04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 星州都 35歳 ■ 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 清州都 35歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 清州都 35歳 北海道
16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 清州都 35歳 北海道
16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 青松都 35歳 北海道
16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 聞慶郡 35歳 北海道
ー6′04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 清道都 36歳 北海道
16′04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 扶養郡 36歳 北海道
ー6/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 河東郡 36歳 北海道
ー6/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 永川部 37歳 北海道
ー6/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 清州都 38歳 北海道
ー6/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 河東郡 38歳 北海道
ー6/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 英陽郡 39歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 光山都 39歳 北海道

ー6′04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 晋陽郡 40歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 慶山都 40歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 牙山郡 4ー歳 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅両道 W * s 42歳 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 永川部 43｣ 北海道
16′04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 安東郡 SO歳 北海道
16′04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 達城郡 55歳 北海道
16/04′30 判読不能 集団移住朝鮮人労働者逃走手配方の件 慶尚南道 園城郡 判読不能 和歌山県
16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 英陽郡 無記入 北海道

16′04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 油川都 無記入 北海道

16/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅南道 和順郡 無記入 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 慶洲郡 無記入 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 全羅北道 浮昌都 無記入 北海道
ー6′04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 忠清南道 礼山都 無記入 北海道
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無 入 16年3月18日逃走0
無 己入 16年3月17日逃走0
無 己■入 16年3月ー3日逃走O
無 己入 16年3月13日逃走b
無記入 16年3月16日逃走○
蘇 入 16年3月ー7日逃走二
蘇 入 16年3月24日逃走0
無記入 16年3月27日逃走O
無 入 16年3月24日逃走0
蘇 己入 16年3月24日逃走0
無 己入 16年3月16日逃走0
蘇 己入 16年3月23日逃走○
蘇 入 16年3月18日逃走0
蘇 己入 ー6年3月21日逃走0
無 己入 16年3月15日逃走0
無 入 16年3月17日逃走O
無 己入 16年3月23日逃走0
無 己入 16年3月16日逃走b
無 己入 16年3月22日逃走b
無 己入 16年3月16日逃走0
無 入 16年3月23日逃走0
蘇 己入 16年3月23日逃走0
秦 己入 16年3月15日逃走0
無 己入 16年3月24日逃走b
無 己入 ー6年3月16日逃走0
蘇 入 16年3月16日逃走O
蘇 己入 16年3月2一日逃走0
無 己入 16年3月7 日逃走O
無 己入 16年3月22日逃走b
秦 己入 16年3月23 5 逃走b
無記入 16年3月20日逃走b
無 己入 16年3月ー4日逃走b
無 入 16年3月24日逃走b
無 入 16年3月ー6日逃走○
無 入 16年3月17日逃走○
無 入 16年3月21日逃走d
国吾精解す ー6年3月31日午後2時頃逃走○
無 入 16年3月24日逃走b
無 己入 16年3月23日逃走0
無 己入 16年3月14日逃走d
無 己入 16年3月13日逃走○
蘇 己入 16年3月17日逃走O
蘇 己入 16年3月13日逃走○
無 入 16年3月17日逃走b
無 入 16年3月31日午後2時頃逃走b
無 己入 16年3月15日逃走8
無 己入 16年3月13日逃走0
無記入 16年3月13日逃走8
無記入 16年3月13日逃走0
蘇 己入 16年3月23日逃走8
無 入 16年3月15日逃走8
無 己入 16年3月16日逃走0
無 入 16年3月14日逃走d
無 入 16年3月2日逃走0
無記入 16年3月17 B 逃走b
無記入 16年3月13日逃走凸
無記入 16年3月13日逃走8
無記入 16年3月23日逃走b
無記入 16年3月22日逃走O
無記入 16年3月20日逃走8
無記入 16年3月17日逃走8
無記入 16年3月15日逃走b
無記入 16年3月17日逃走0
無記入 16年3月22日逃走0
無記入 16年3月19日逃走b
無記入 16年3月22 H 逃走b
無記入
無記入 16年3月ー8白逃走b
無 入 16年3月■20日逃走○
無 入 16年3月2(〉EI逃走b
無記入 16年3月ー9日逃走凸
無記入 16年3月ー8日逃走0
無記入 16年3月19 0 逃走0
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ー6/04′30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 義城郡 無記入 北海道

16/04/30 高外秘第2482号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚北道 安東都 無記入 北海道

16/05′01 判読不能 防諜上要注意者の所在不明手配の件 慶尚南道 釜山府 33歳(M 42) 無記入

16/05/01 判読不能 防諜上要注意者の所在不明手配の件 無記入 無記入 無記入 北海道

16/05/02 判読不能 来島朝鮮人所在不明手配の件 全羅南道 務安部 30歳
樺太(行き
先)

16/05/02 判読不能 来島朝鮮人所在不明手配の件 全羅南道 求礼都 42歳
樺太(行き
先)

ー6/05/02 判読不能 来島朝鮮人所在不明手配の件 全羅南道 凄陽都 44歳
樺太(行き
先)

ー6/05/02 判読不能 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚南道 釜山府 49歳
樺太(行き
先)

16/05/03 判読不能 団体鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 迎日郡 21歳 樺太

16/05/03 判読不能 団体鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 迎日郡 25歳 樺太

16/05/03 判読不能 団体鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 迎日郡 26歳 樺太

16/05/03 判読不能 団体鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 迎日郡 41歳(M 34) 樺太

ー6/05/05 判読不能 渡航鮮人所在不明手配の件 慶尚北道 義城郡 25歳 樺太

ー6/05/05 判読不能 渡航鮮人所在不明手配の件 忠清南道 唐津郡 28歳 樺太

16/05/05 判読不能 渡航鮮人所在不明手配の件 忠清南道 公洲都 37歳 樺太

ー6/05/05 判読不能 渡航鮮人所在不明手配の件 慶尚北道 尚洲都 42歳 樺太

16/05/05 判読不能 渡来朝鮮人所在不明に関する件 忠清南道 公洲郡 無記入
茨城県(行
き先)

ー6/05/05 判読不能 渡来朝鮮人所在不明に関する件 忠清南道 唐津都 無記入
大阪(前任
所)

16/05/05 判読不能 渡航鮮人所在不明手配の件 全羅南道 長城郡 無記入 樺太

ー6/05/07 判読不能
労務動員計画に基づく移年鮮人労働者の赴
走手配に関する件

慶尚南道 梁山都 18歳 静岡県

ー6/05/07 判読不能
労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

慶尚南道 密陽郡 22歳 静岡県

ー6/05′07 豊高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 慶尚南道 南海部 22歳(T9) 山梨県

16/05/07 判読不能
労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴■
走手配に関する件

慶尚南道 普州府 23歳(T 8) 静岡県

16/05′07 判読不能
労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

慶尚南道 晋陽都 24歳(T 7 ) 静岡県

16/05′07 判読不能
労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

慶尚南道 晋陽郡 24歳(T 7 ) 静岡県

16/05′07 判読不能
労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

慶尚南道 昌寧都 24歳(T 7 ) 静岡県

16/05′07 判読不能
労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

全羅南道 谷城郭 24歳(T 7 ) 静岡県

ー6/05/07 豊高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 忠清南道 論山都 24歳(T7 ) 山梨県

ー6/05′07 判読不能
労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

慶尚南道 梁山都 25歳 静岡県

ー6/05/07 豊高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 慶尚南道 昌寧郡 26歳(丁5) 山梨県

16/05/07 豊高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 慶尚南道 居昌都 26歳(T5) 山梨県
ー6/05/07 豊高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 慶尚南道 昌原郡 26歳(T5) 山梨県

16/05/07 判読不能
労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

判読不能 判読不能 27歳 静岡県

ー6′05′07 判読不能
労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

慶尚南道 真裏都 27歳 静岡県

ー6/05/07 判読不能
労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

慶尚南道 東莱部 28歳 静岡県

16/05′07 判読不能
労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

全羅南道 谷城郭 28S CT3) 静岡県

16′05′07 皇高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 慶尚南道 昌軍都 28歳(T3) 山梨県

16/05/07 判読不能
労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

慶尚南道 密陽都 29歳 静岡県

ー6′05′07 豊高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 忠清南道 論山都 29歳(T2) 山梨県
ー6/05′07 豊高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 慶尚南道 昌原都 29歳(T2) 山梨県

ー6′05/07 判読不能 労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

慶緬 道 梁山都 31歳 静岡県

ー6/05/07 豊高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 慶尚南道 峡川部 31歳(M 44) 山梨県

ー6/05′07 判読不能 労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

慶尚南道 東莱部 32歳 静岡県

16/05′07 豊高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 忠清南道 論山都 34歳(M 4ー) 山梨県

16/05/07 判読不能 労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

全羅南道 谷城郭 35歳(M 40) 静岡県

16/05′07 豊高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 忠清南道 論山都 37歳(M 38) 山梨県
16′05/07 豊高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 忠清南道 論山都 39歳 (M 36) 山梨県
16/05/07 豊高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 忠清南道 論山都 40歳(M 35) 山梨県
16/05/07 豊高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 慶尚南道 固城郭 42歳(M 33) 山梨県

16/05/07 判読不能 労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

慶尚南道 東莱部 44歳 静岡県
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無 己入 16年3月21日逃走0
無 己入 16年3月21日逃走0
無 入 16年2月ー4日に釈放､その後所在不明0
無記入 16年2月14日に釈放､その後所在不明0

無記入 ■

無記入

無記入

無記入

邦語了解 16年4月13日午後1時より3時までの間に無断外出し､逃走凸
邦 吾了解 16年4月ー3日午後1時より3時までの間に無断外出し､逃走○
邦 吾了解 16年4月13日午後1時より3時までの間に無断外出し､逃走0
邦 吾了解 ー6年4月13日午後1時より3時までの間に無断外出し､逃走0
無 己入 4月9日渡航予定だつたが､行き先におらず所在不明0
無 己入 4月9日渡航予定だうたが､■行き先におらず所在不明b
無 己入 4月9日渡航予定だつたが､行き先におらず所在不明O
蘇 己入 4月9日渡航予定だつたが､行き先におらず所在不明8

無記入

無記入

無記入 4月9日渡航予定だつたが､行き先におらず所在不明○

無記入 16年3月21日赴走○ 発見の節は本籍地に送還とあり○

無記入 ー6年4月8日赴走○ 発見の節は本籍地に送還とあり○

無記入 16年3月2El逃走凸

無記入 16年3月29日赴走○ 発見の節は本籍地に送還とあり○

無記入 16年4月3日赴走○ 発見の節は本籍地に送還とあり○

無記入 ー6年4月3日赴走○ 発見の節は本籍地に送還とあり○

無記入 16年4月1日赴走○ 発見の節は本籍地に送還とあり○

無記入 ー6年3月2一日赴走○ 発見の節は本籍地に送還とあり○

無記入 16年3月24日逃走0

無記入 16年4月一日赴走○ 発見の節は本籍地に送還とあり○

無記入 16年3月ー6日逃走b
無記入 16年2月16日逃走b
無記入 16年3月15 B 逃走0

無記入 16年4月1日赴走○発見の節は本籍地に送還とあり○

無記入 16年3月20日赴走○ 発見の節は本籍地に送還とあり○

無記入 16年3月20日赴走○ 発見の節は本籍地に送還とあり○

無記入 ー6年3月2一日赴走○ 発見の節は本薄地に送還とあり○

無記入 16年3月17B 逃走0

無記入 ー6年4月8日赴走○発見の節は本籍地に送還とあり○

無記入 16年3月24日逃走b
無記入 ー6年3月ー5日逃走○

無記入 ー6年3月2一日赴走○ 発見の節は本籍地に送還とあり○

無記入 16年3月24日逃走0

無記入 ー6年3月20日赴走○ 発見の節は本籍地に送還とあり○

無記入 16年3月24日逃走B

無記入 16年3月2一日赴走○発見の節は本籍地に送還とあり○

蘇 入 16年3月24日逃走b
無 入 16年3月24日逃走○
無記入 ー6年3月24日逃走○
無記入 16年3月21日逃走○

無記入 16年3月20日赴走○発見の節は本籍地に送還とあり○
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16′05/07 判読不能
労務動員計画に基づく移住鮮人労働者の赴
走手配に関する件

慶尚南道 梁山都 無記入 静岡県

16′05/07 豊高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 忠清南道 論山都 無記入 山梨県

16/05/07 豊高外秘第898号 集団移住朝鮮人労働者逃走に関する件 慶尚南道 晋陽郡 無記入 山梨県

16/05/09 豊高外秘第920号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚北道 達城郡 22歳 樺太

ー6/05/09 豊高外秘第920号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚北道 達城郡 43歳 樺太

16/05/09 豊高外秘第9ー8号 集団移住鮮人逃走手配解除に関する件

16/05/09 畳高外秘第918号 集団移住鮮人逃走手配解除に関する件

16/05/10 且
畳高外秘第927号 集団移住朝鮮人労働者逃走手配の権 慶尚南道 固城郡 23歳 和歌山県

16/05/10 且
豊高外秘第924号

集団移住朝鮮人労働者逸走に関する件 慶尚北道 達城郭 23歳(T 8) 京都

16/05/10 卓高外秘第924号 集団移住朝鮮人労働者赴走に関する件 慶尚北道 達城郡 24歳(丁7 ) 京都■

16/05/10 且
豊高外秘第926号

移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 慶洲郡 25歳 石川県

16/05/ 10 旦高外秘第924号 集団移住朝鮮人労働者赴走に関する件 慶尚北道 達城郭 25歳 (T 6) 京都

16/05/ 10 且
亀嵩外秘第925号 移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 慶洲都 26歳(T 5) 石川県

16/05/ 10 且
豊高外秘第926号

A
移住朝鮮人労働者逃走手配に関する件 慶尚北道 慶洲郡 27歳 石川県

16/05/ 10 豊高外秘第927号 集団移住朝鮮人労働者逃走手配の権 慶尚南道 固城郭 29歳 和歌山県 1

ー6/05/ー0 豊高外秘第924号 集団移住朝鮮人労働者赴走に関する件 慶尚北道 達城郭 30歳(T 1) 京都

ー6/05/ー0 豊高外秘第927号 集団移住朝鮮人労働者逃走手配の権 慶尚南道 固城郭 3ー歳 和歌山県

16/05/ 10 豊高外秘第924号 集団移住朝鮮人労働者赴走に関する件 慶尚北道 達城郭 32歳(M 43) 京都

16/05/ 10 豊高外秘第927号 集団移住朝鮮人労働者逃走手配の権 慶尚南道 園城郡 35歳 和歌山県

16/05/ 10 豊高外秘第923号 脱船鮮人の手配に関する件 江原道 平昌都 判読不能

16/057ー5 豊高外秘第1003号 容疑朝鮮人の所在不明に関する件 江原道 江湊都 18歳 平安南道

ー6/05/ー5 豊高外秘第1005号 朝鮮人逃走手配に関する件 全羅北道 益山都 23歳(T 8) 青森県

ー6/05/ー5 豊高外秘第1005号 一,朝鮮人逃走手配に関する件 全羅南道 長興部 25歳 釜山

16/05/15 豊高外秘第一005号 朝鮮人逃走手配に関する件 全羅南道 長興部 25歳 釜山

16/05/17 豊高外秘第一057号 一-移住鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 軍威都 2ー歳 樺太

16/05/17 豊高外秘第一022号 一-団休募集朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚南道 固城郭 2ー歳(T ー0) 樺太

ー6/05/17 豊高外秘第一057号 移住鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 軍威郡 23歳(T 8) 樺太

16/05/17 豊高外秘第1057号 移住鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 軍威郡 24歳 樺太

ー6/05′17 豊高外秘第一021号 一●渡航鮮人所在不明手配の件 慶尚南道 晋陽郡 26歳 樺太

ー6/05/ー7 豊高外秘第1057号 移住鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 軍威都 26歳 樺太

ー6/05/ー7 豊高外秘第102一号 一-渡航鮮人所在不明手配の件 慶尚南道 成陽都 31歳 樺太

ー6/05/17 豊高外秘第1057号 移住鮮人労働者赴走手配に関する件 慶尚北道 軍威都 3ー歳 樺太

16/057ー7 豊高外秘第102一号 渡航鮮人所在不明手配の件 慶尚南道 居昌都 32歳 樺太

16/05/17 豊高外秘第102一号 渡航鮮人所在不明手配の件 慶尚北道 安東郡 32歳 樺太

16/057ー7 豊高外秘第1021号 渡航鮮人所在不明手配の件 慶尚南道 昌原郡 34歳 樺太

16/05/17 豊高外秘第1022号 団体募集朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚南道 迎日郡 34歳 樺太

ー6/05/17 豊高外秘第102一号 渡航鮮人所在不明手配の件 全羅南道 木浦府 45歳 樺太

ー6/05′ー9 豊高外秘第1024号 団体募集鮮人労務者赴走に関する件 慶尚北道 達城郡 22歳
樺太(行き
先)

ー6/05/19 豊高外秘第1024号 団体募集鮮人労務者赴走に関する件 慶尚北道 達城郭 28歳 樺太

ー6/05/ー9 豊高外秘第1024号 団体募集鮮人労務者赴走に関する件 慶尚北道 達城郡 3ー歳 樺太

ー6/05/21 豊富秘第1056号 移住鮮人王武者赴走手配に関する件 慶尚南道 河東都 2ー歳 樺太

16/05/21 豊高秘第1056号 移住鮮人王武者赴走手配に関する件 慶尚南道 河東部 32歳 樺太

16/05/2ー豊高秘第1054号 団体募集労務者赴走に関する件(手配解除)
16′05/22 豊高外秘第1059号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 全羅北道 完州都 24歳(T 7 ) 樺太

16/05/22 豊高外秘第1062号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 全羅北道 完州都 25歳(T 6) 樺太

ー6/05/22 豊高外秘第1059号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 全羅北道 完州都 38歳(M 37) 樺太

ー6/05/23 判読不能 団体募集鮮人労務者赴走に関する件 慶尚北道 達城郭 P 25歳 樺太

ー6/05/23 判読不能 団体募集鮮人労務者赴走に関する件 慶尚北道 達城郭 28歳 北海道

16/05/24 判読不能 朝鮮人職工赴走手配に関する件 成鏡北道 安部都 20歳(T ll) 樺太

16/05/26 判読不能 移住朝先人赴走労務者手配の件 慶尚南道 蔚山都 19歳(T 12) 樺太

ー6/05/26 判読不能 ■ 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 末葉郡 22歳 樺太

ー6′05/26 判読不能 来島鮮人所在不明手配に関する件 慶尚北道 義城郭 22歳 新潟A.

16′05/26 判読不能 来島鮮人所在不明手配に関する件 慶尚南洞 主宰都 22歳 樺太(行き
先)

16/05/26 判読不能 団体移住朝鮮人労務者逃走の件 全羅南道 皇城郭■ 23歳 樺太

16′05/26 判読不能 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 江原道 春川部 24歳 樺太

16′05/26 判読不能 移住朝先人赴走労務者手配の件 慶尚南道 釜山府 26歳(T 5) 樺太

16/05/26 判読不能 団体移住朝鮮人労務者逃走の件 全羅北道 井邑郡 27歳 樺太

ー6/05/26 豊吉外秘第1077号 団体移住朝鮮人労働者逃走手配の件 忠清南道 扶余都 31歳(M 44) 樺太

16/05/26 判読不能 朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 34歳(M 4 1) 樺太

ー6′05′26 判読不能 来島鮮人所在不明手配に関する件 鹿尚南道 河東都 35歳 樺太(行き
先)

ー6/05/26 判読不能 来島■鮮人所在不明手配に関する件 康尚南道 峡川部 40歳
樺太(行き
先)

16/05/26 判読不能 来島鮮人所在不明手配に関する件 慶尚南道 蔚山都 42歳
樺太(行き
先)

16/05/26 判読不能 来島鮮人所在不明手配に関する件 慶尚南道 峡川部 43歳
樺太(行き
先)

ー6′05′26 判読不能 来島鮮人所在不明手配に関する件 江原道 蔚珍郡 45歳
樺太(行き
先)

16′05/28 豊高秘第一090号 団体募集半島労務者逃走手配の件 慶尚南道 金海郡 21歳(T 10 ) 樺太
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無記入 16年3月2一日赴走○ 発見の節は本籍地に送還とあり○

無記入 16年3月25日逃走O
無記入 16年3月15日逃走O
蘇 己入
蘇 己入

5月1日､** (北海道)で発見0真面目に就労する旨誓約させ､仕事に復帰させた0
5月5日､***(三重県)で発見b真面目に就労する旨誓約させ､仕事に復帰させたO

蘇 入 ー6年4月17日逃走0
無 己入 16年3月4日逃走O
無 己入 16年3月4日逃走O
無 己入 16年4月16日午前8時頃逃走0
蘇 己入 ー6年3月4日逃走○
無 入 ー6年4月15日逃走○第三次移住朝鮮人労働者とあり0
無記入 16年4月16日午前8時頃逃走0
無記入 16年4月17日逃走0
蘇 己入 16年3月4 日逃走0
蘇 己入 16年4月17日逃走O
無 入 16年3月4 日逃走0
無 己入 16年4月17日逃走b
無 己入
内地語に精通し 民族意識煤烈にして､一時帰鮮等の取締りに不平不満を唱えている015年10月18日家出をした0
言語精解す 16年3月15日午前1時頃逃走8協和会章所持せず､現金20円くらい
内地語を解せず 16年3月14日逃走0所持金2円くらい0
内地語を解す 16年3月14日逃走0■所持金40円くらい0
国 吾不解 16年5月15日午前8時頃逝走b
無 入 16年5月15日午前1時頃赴走0
国語不解 16年5月15日午前8時頃赴走こ
国吾不解 16年5月15日午前8時頃逝走b
無 入
国吾不解 16年5月15日午前8時頃赴走b
無記入
国吾不解 16年5月15日午前8時頃赴走0
無記入
無 入
無 己入
無 入 16年5月15B 午前1時頃赴走b
無記入

邦語巧み 16年5月14日午後2時頃赴走○

邦 吾不解 16年5月14日午後2時頃逸走○
邦 吾解す 16年5月14日午後2時頃赴走b
無記入 ■ 16年5月15日午前8時頃赴走b
無記入 ー6年5月ー5日午前8時頃赴走○

真面目に就労する旨誓約せしめ**組に引導せりd
国語不解 16年5月16日午前10時頃赴走bY
無記入 16年5月16日午前10時頃改定凸
日本語不解 16年5月16日午前10時頃赴走b
日本語を解す 16年5月19日午後1時30分頃赴走O前借金90円
少々日本語を解す 16年5月19日午後1時30分頃逝走b
無記入 16年5月19日午前0時より4暗までの間に赴走凸
無記入
無記入
無記入

無記入

無記入
国 吾解す 外電エ0立回り先:豊原方面及び内地に渡り勉強せると思料す○
国 吾を解す 現金100円
無記入
国語解せず 16年4月26日赴走O
内地語不解 114円18銭の下り金有0

無記入

無記入

無記入

無記入

無記入

内地語を解す 16年5月17日午前10時頃収容飯場より赴走0

-127-



ー6/05/28 豊高秘第1090号 団体募集半島労務者逃走手配の件 慶尚南道 金海郡 22歳(T 9) 樺太
16/05/29 豊高外秘第一ー22号 朝鮮人職工赴走手配解除に関する件
16/06/01 豊高外秘第一ー32号 朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 達城郡 21歳 樺太
ー6/06/01 豊高外秘第1ー35号 朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 軍威郡 2ー歳(T†o) 樺太
16/06/01 豊高外秘第1135号 朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 軍威郡 22歳(T9) 樺太
ー6/06/0ー豊高外秘第1ー32号 朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 達城郡 23歳 樺太
ー6/06/01 豊高外秘第一133号 団体募集朝鮮人逃走手配に関する件 忠清南道 論山都 23歳 樺太
16/06/01 豊高外秘第1133号 団体募集朝鮮人逃走手配に関する件 >I ■忠清南道 ■論山郡 23歳 樺太
16/06′0ー豊高外秘第一ー35号 朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 軍威郡 24歳(T 7 ) 樺太
16/06/0ー豊高外秘第1132号 朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 達城郡 26歳 樺太
16/06/01 豊高外秘第一ー35号 朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 軍威郡 26歳(T 5) 樺太■
16/06/01 豊高外秘第一ー36号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 慶尚北道 永川部 28歳(T 3) 樺太
16′06/01 豊高外秘第1132号 朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 達城郡 30歳 樺太
16/06/01 豊高外秘第一136号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌寧郡 30歳(Tー) 樺太
16/06/01 豊高外秘第一136号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 蔚山郡 32歳(M 43) ■樺太
16/06/01 豊高外秘第1136号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 32歳(M 43) 樺太
16/06/01 豊高外秘第一136号 朝鮮人募集労務者赴走手配に関する件 慶尚南道 昌原郡 32歳(M 43) 樺太
16/06/0ー豊高外秘第1135号 朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 軍威郡 61歳(M 14) 樺太
16/06/09 豊高鮮秘第09号 来島鮮人所在不明に関する件 慶尚南道 光陽郡 19歳 無記入
16/06/09 豊高鮮秘第14号 団体移住朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 達城郭 21歳 樺太
16/06/09 豊高鮮秘第14号 団体移住朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 達城郡 2ー歳 樺太
16/06/09 豊高鮮秘第一0号 来島鮮人所在不明に関する件 全羅南道 和順郡 22歳 無記入
16/06/09 豊高鮮秘第09号 来島鮮人所在不明に関する件 慶尚南道 南海郡 23歳 無記入
16/06/09 豊高鮮秘第一0号 来島鮮人所在不明に関する件 全羅南道 和順郡 25歳 無記入
ー6/06/09 豊高鮮秘第14号 団体移住朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 達城郭 27歳 樺太
16/06/09 豊高鮮秘第11号 来島鮮人所在不明に関する件 慶尚南道 梁山都 34歳 無記入
16/06/09 豊高鮮秘第一0号 ■来島鮮人所在不明に関する件 全羅南道 和順郡 36歳 無記入
16/06/09 豊高鮮秘第09号 来島鮮人所在不明に関する件 慶尚南道 南海部 42歳 無記入
16/06/12 豊高鮮秘第22号 朝鮮人逃走手配に関する件 慶尚両道 密陽郡 19歳 樺太

16/067ー3 豊高鮮秘第57号 朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 全長都 27歳(T4)
樺太(行き
先)

ー6/06/ー8 豊高鮮秘第68号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚南道 迎日郡 30歳 樺太

16/06/18 豊高鮮秘第68号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚南道 迎日都 30歳
樺太(行き
先)

ー6/06/ー8 豊高鮮秘第68号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚南道 迎日郡 無記入 樺太

16′06/18 豊高鮮秘第68号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚南道 迎日都 無記入 樺太(行き ■
先)

16/06/20 豊高鮮秘第82号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚南道 達城郡 20歳(T ll) 樺太
ー6/06/20 豊高鮮秘第82号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚南道 達城郭 24歳 樺太
16/06/20 豊高鮮秘第82号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚南道 達城郭 25歳(T 6) 樺太
ー6/06/20 豊高鮮秘第82号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚南道 達城郡 27歳(T 4) 樺太
16/06/20 豊高鮮秘第82号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚南道 判読不能 28歳(T3) 樺太

16/06/20 豊高鮮秘第82号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚南道 達城郭 29歳 樺太

ー6/06/24 豊高鮮秘第98号 集団移住鮮人逃走手配に関する件 慶尚南道 蔚山都 ー7歳 樺太

ー6/06′24 皇高鮮秘第9一号 一時帰鮮澄明書被発給募集朝鮮人労務者逃
走手配に関する件

慶尚北道 星州都 23歳(T 8) 北海道

ー6/06/24 豊高鮮秘第91号 ■一時帰鮮透明書被発給募集朝鮮人労務者逃
走手配に関する件 康尚北道 星州都 皇3歳(T 8) 北海道

16/06/24 豊高鮮秘第91号 一時帰鮮著明書被発給募集朝鮮人労務者逃
走手配に関する件 慶尚北道 星州都 23歳(T 8) 北海道

16/06/24 豊高鮮秘第9一号 ■時帰鮮護明書被発給募集朝鮮人労務者逃
走手配に関する件 慶尚北道 星州都 24歳(T 7 ) 北海道

ー6/06/24 豊高鮮秘第91号 一時帰鮮護明書被発給募集朝鮮人労務者逃
走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 24歳(T 7 ) 北海道

16/06/24 皇高鮮秘第9一号 - 時帰鮮護明書被発給募集朝鮮人労務者逃
走手配に関する件

忠清南道 扶余部 26歳(T5) 北海道

ー6/06/24 豊高鮮秘第99号 団体募集鮮人労務者赴走に関する件 慶尚南道 蔚山郡 27歳(T 4) 樺太

ー6/06′24 皇高鮮秘第9一号 一時帰鮮護明書被発給募集朝鮮人労務者逃
走手配に関する件

慶尚北道 星■州都 27歳(T 4) 北海道

16/06/26 豊高鮮秘第一04号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚南道 峡川部 20歳 * * ;

16/06/26 皇高鮮秘第一03号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚南道 普州都 21歳
樺太(行き
先)

16/06/26 豊高鮮秘第104号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚北道 高霊都 21歳
樺太く行き
先)

16/06/26 豊高鮮秘第103号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚北道 安東都 23歳
樺太(行き
先)

16/06/26 豊高鮮秘第103号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚北道 義城郡 24歳
樺太(行き
先)■

16/06/26 豊高鮮秘第102号 来島朝鮮人所在不明手配の件 忠清南道 天安部 25歳 大阪

16/06/26 豊高鮮秘第一03号 来島朝鮮人所在不明手配の件 全羅北道 高倣都 25歳
樺太(行き
先)
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内地語不詳 16年5月17日午前10時頃収容飯場より赴走O
ー6年4月25日､同会社で働いていた○

国吾を解す 16年5月15日風呂に行くと称し､逃走凸
無記入
無記入
無 己入 ー6年5月ー5日風呂に行くと称し､逃走0
国 吾不解 負債60円有0
国 吾解す 負債75円有凸
無 己入
国 吾少し解す 16年5月ー5日風呂に行くと称し､逃走○
蘇 己入
国 吾は精通ず 16年5月16日午前10時頃赴走0
無 己入 16年5月15日風呂に行くと称し､逃走O
無 入 16年5月16日午前10時頃赴走0
無 己入 16年5月16日午前10時頃赴走b
無 己入 16年5月16日午前10時頃赴走O
無 己入 16年5月16日午前ー0時頃赴走○
無 己入
無 己入 ー6年4月10日来島予定○
国 吾不通 ■ l5年6月4E]午前2時頃逃走b
国 吾不通 15年6月4日午前2時頃逃走0
無 入 16年3月21日来島予定0
蘇 己入 16年4月ー0日来島予定○
蘇 己入 16年3月21日来島予定O
国 吾不通 15年6月4日午前2時頃逃走○
蘇 己入
無 己入 16年3月21日来島予定凸
無記入 16年4月10日来島予定○
日本語解す 1■6年6月9日**方面に行くと称し､逃走○貸付金94円76銭

無記入 16年4月29日友人歓迎と称し下山したまま逃走○

無記入

無記入

無記入

無記入

無記入
日本語解せず
無記入
日本語解す
日本語解す
日本語は朝鮮語より
上手なり
無記入 16年6月12 H 未明逃走○

無記入 16年1月10日逃走○母危篤の為○護明書返還せず○

無記入 ー6年1月10日逃走○母危篤の為○護明書返還せず○

無記入 16年1月10日逃走○母危篤の為○謹明書返還せず○

無記入 ー6年一月ー0日逃走○母危篤の為○護明春返還せず○

無記入 ー6年2月24日逃走○実父危篤の為○護明書返送○

無記入 ー6年2月22日逃走○妻危篤の為○置明書返送○

無記入 ー6年$月ー8日午前ー0時頃兄と面会すると称し､逃走○前借金50円

無記入 ー6年2月25日逃走○妻危篤の為○透明書返還せず○

無記入

無記入

無記入

無記ケ

無記入

無記入 種痘未済とありb

無記入
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16/06/26 豊高鮮秘第一04号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚北道 高霊郡 26歳
樺太(行き
先)

16/06/26 豊高鮮秘第一02号 来島朝鮮人所在不明手配の件 忠清南道 天安部 27歳 大阪

16′06/26 豊高鮮秘第104号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚北道 高霊郡 27歳
樺太(行き
先)

16/06/26 豊高鮮秘第102号 来島朝鮮人所在不明手配の件 京畿道 安城郡 28歳 大阪

16/06/26 豊高鮮秘第102号 来島朝鮮人所在不明手配の件 全羅北道 苗倣部 28歳
樺太(行き
先)

16/06/26 豊高鮮秘第一02号 来島朝鮮人所在不明手配の件 全羅北道 高敵郡 30歳
樺太(行き
先)

ー6/06/26 豊高鮮秘第103号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚南道 峡川部 30歳
樺太(行き
先)

16/06/26 豊高鮮秘第103号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚南道 峡川部 30歳
樺太(行き■
先)

16/06/26 豊高鮮秘第一04号 来島朝鮮人所在不明手配の件 全羅南道 草城都 3ー歳
樺太(行き
先)

16/06/26 豊高鮮秘第一04号 来島朝鮮人所在不明手配の件 慶尚北道 高藍部 37歳
樺太(行き
先)

16/06/26 豊高鮮秘第102号 来島朝鮮人所在不明手配の件 全羅南道 諾水郭 45歳 愛知県 ■

16/06/26 豊高鮮秘第一02号 来島朝鮮人所在不明手配の件 忠清南道 扶余郡 47歳 愛知県

16/06/30 豊高鮮秘第12号 朝鮮人調査に関する件
16/07/02 豊高鮮秘第1ー4号 来島朝鮮人所在不明手配の件 全羅南道 済州島 39歳 北海道

16/07/02 豊高鮮秘第1ー4号 来島朝鮮人所在不明手配の件 全羅南道 済州島 59歳
樺太(行き
先)

16/07/08 豊高鮮秘第一23号 半島募集労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 23歳(T 8) 樺太
ー6/07/08 豊高鮮秘第一23号 半島募集労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 慶山郡 27歳(T 4) 樺太

ー6/07/09 豊高鮮秘第126号 半島募集労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 3ー歳(M 44) 樺太
16/07/12 豊高鮮秘第786号 団体募集鮮人労務者赴走に関する件 慶尚南道 峡川部 25歳 樺太

16/07/12 豊高鮮秘第786号 団体募集鮮人労務者赴走に関する件 慶尚南道 峡川部 25歳 樺太

16/07/12 豊高鮮秘第786号 団体募集鮮人労務者赴走に関する件 慶尚南道 晋陽郡 26歳 樺太

16/077ー4 豊高鮮秘第193号 団体半島労務者逃走手配の件 慶尚南道 油川郡 19歳(T ー2) 福井県

16/07/14 豊高鮮秘第193号 団体半島労務者逃走手配の件 慶尚南道 酒川部 24歳(T 7 ) 樺太

16/07/14 豊高鮮秘第193号 団体半島労務者逃走手配の件 慶尚南道 油川郡 27歳(T4 ) 樺太

16/07/17 豊高鮮秘第195号 半島募集労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 2ー歳(T ー0) 樺太

16/07/17 豊高鮮秘第195号 半島募集労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 25歳(T 6) 樺太

ー6/07/17 皇高鮮秘第195号 半島募集労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 26歳(T 5) 樺太

16/07/17 豊高鮮秘第196号 半島募集労務者逃走手配に関する件 ▲ 慶尚北道 軍威郡 37歳(M 38) 樺太

ー6/07/21 豊高鮮秘第199号 団体移入鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 21歳 樺太

ー6/07/21 豊高鮮秘第199号 団体移入鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 21歳 樺太

ー6/07/21 豊高鮮秘第199号 団体移入鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 22歳 樺太

ー6/07/21 豊高鮮秘第199号 団体移入鮮人労務者逃走手配に関する件 ′慶尚北道 達城郭 23歳 樺太

16′07/21 豊高鮮秘第199号 団体移入鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 軍威都 24歳 樺太

16/07/21 豊高鮮秘第199号 団体移入鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 26歳 樺太
16/07/21 豊高鮮秘第200号 朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚南道 釜山府 26歳(T 5) 樺太

16′07/21 豊高鮮秘第199号 団体移入鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郭 27歳 樺太
16/07/2ー豊高鮮秘第199号 団体移入鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 28歳 樺太

16/07/2ー豊高鮮秘第200号 朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚南道 釜山府 32歳(M 43) 樺太

16/07/2ー豊高鮮秘第199号 団体移入鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 達城郡 32歳 樺太
16′07/2ー豊高鮮秘第一99号 団体移入鮮人労務者逃走手配に関する件 全羅南道 元陽郡 35歳 樺太

16/07/25 豊高鮮秘第211号 半島募集労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 芝O歳(T 1り 樺太
16/07/25 豊高鮮秘第2ー1号 半島募集労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 20歳(T 1ー) 樺太
ー6/07/25 豊高鮮秘第2ー2号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 峡川部 22歳(T 9) 樺太
ー6/07/25 豊高鮮秘第2ー2号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚甫道 峡川部 22歳(T 9) 樺太
ー6/07/25 豊高鮮秘第2ー1号 半島募集労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 産山都 23歳(T 8) 樺太
ー6/07/25 豊高鮮秘第2ー2号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 峡川部 24歳(T 7 ) 樺太
16/07/25 豊高鮮秘第2ー2号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 峡川部 26歳(T5) 樺太
16′07′25 豊高鮮秘第212号 募集朝鮮人労務者の逃走に関する件 慶尚南道 峡川部 36歳(M 39) 樺太
16′07/28 豊高鮮秘第2ー7号 朝鮮人労務者赴走手配に関する件 京畿道 龍仁郡 23歳 樺太
16/07/28 豊高鮮秘第2ー6号 朝鮮移住労務者赴走手配に関する件 全羅北道 井邑郡 23歳(T 8) 樺太
16′07/28 豊高鮮秘事2ー6号 朝鮮移住労務者逸走手配に関する件 全羅北道 井邑郡 23歳(T 8) 樺太
ー6/07/28 皇高鮮秘第216号 朝鮮移住労務者赴走手配に関する件 全羅北道 井邑郡 23歳(T 8) 樺太
ー6/07/28 豊高鮮秘第216号 朝鮮移住労務者赴走手配に◆関する件 全羅北道 井邑都 24歳(T 7 ) 樺太
16/07/28 豊吉鮮秘第2ー6号 朝鮮移住労務者赴走手配に関する件 全羅北道 井邑都 30歳(M 45) 樺太
16/07/28 豊高鮮秘第214号 特要鮮人手配の件 成境南道 高原部 30歳(Tー) 東京

ー6/07′28 豊高鮮秘第2ー6号 朝鮮移住労務者赴走手配に関する件 SJ*r3 H-3 ≡ 牙山都 31歳(M 44) 樺太

16′07/28 豊高鮮秘第2ー6号 朝鮮移住労務者赴走手配に関する件 忠清南道■舘川部 34歳(M 41) 樺太

16′07/28 豊高鮮秘第2ー6号 朝鮮移住労務者赴走手配に関する件 全羅南道 諾陽郡 37歳(M 38) 樺太
ー6′07′28 豊高鮮秘第2ー4号 特要鮮人手配の件 黄海道 海州郡

蔚山郡

42歳(M 33) 東京
16/07′28 豊高鮮秘第2ー4号 特要鮮人手配の件 京畿道 無記入 東京
16/07/31 豊高鮮秘第236号 団体募集朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚南道 20歳 樺太
16/07/31 豊高鮮秘第236号 団体募集朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚南道 蔚山都 25歳(T 6) 樺太
16/07/3ー豊高鮮秘第237号 朝鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 星州都 28歳 樺太
ー6/08/06 豊高鮮秘第240号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 20歳 樺太
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無記入

無記入 種痘未済とあり○

無記入

無記入 種痘未済とありO

無記入

無記入

無記入

無記入

無記入

無記入

無 己入 種痘未済とありb
無 己入 種痘未済とありO

樺太山脈山麓で､夏季嬰栗(ケシー著者注)の密栽培､冬季密猟をする朝鮮人の調査依頼○防諜及び防共のため

無記入

無記入

内地語精通ず 16年7月2日午後1時頃逃走○
蘇 己入 16年7月2日午後1時頃逃走0
無 入 16年7月4日午後1時頃逃走0
蘇 己入 16年6月26日午後9時友人宅に行くと称し逃走O
無 己入 16年6月26日午後9時友人宅に行くと称し逃走b
無 己入 16年6月26日午後9時友人宅に行くと称し逃走b
内地語精通ず 不足金36円
内地語精通ず 6円
内地語精通ず 過上金4円
蘇 己入 ー6年7月8日午後ー0時頃逃走○
無 己入 16年7月8日午後10時頃逃走8
無記入 16年7月8日午後10時頃逃走O
無記入 ー6年7月2日逃走0
邦 吉相解す 16年7月11日逃走O
邦 吾精解す 16年7月ー一日逃走○
邦 吾不解 16年7月11日逃走b
邦 吾精解す 16年7月ー4日午後7時頃無断外出のまま逃走0
邦 吾少々解す 16年7月11日逃走○
邦 書不解 16年7月ー1日逃走○
無 入
邦 吾精解す 16年7月ー4日午後7時頃無断外出のまま逃走○
邦 吾精解す 16年7月14日午後7時頃無断外出のまま逃走8
無記入 16年7月ー2日逃走b前借金A より120円b 同僚より80円位b
邦 吾不解 16年7月ー1日逃走凸
邦 吾巧み 募集人夫にあらず
国 吾精解す 16年7月ー7日午後1時日用品を買うと称し逃走○立回り先:大阪方面
国 吾を解す ー6年7月ー7日午後1時日用品を買うと称し逃走○立回り先‥大阪方面
無記入 ー6年7月ー3日逃走○
無記入 16年7月13日逃走0
無記入 16年7月17日午後1時日用品を買うと称し逃走0立回り先‥大阪方面
日本語達者 16年7月13日逃走b
無記入 16年7月13日逃走0
無記入 ー6年7月13日逃走○
無記入 16年7月18日午後4時無断外出のまま逃走b
精解す 16年7月12日頃逃走凸
精解す 16年7月12日頃逃走b
精解す 16年7月15日頃逃走8
解す 16年7月ー2日頃逃走0
解せず 16年7月14日頃逃走b
無記入 共産主義を信奉し治安維持法で起訴b
解す 16年7月10日頃逃走b
解せず 16年7月10日頃逃走8
解せず ー6年7月9日頃逃走○
無記入 無断で本籍地に帰鮮b元東京府社会課雇
無記入
国 吾を解せず 16年7月ー8日逃走0
国 吾を解せず ー6年7月ー8日逃走○
無記入 16年7月7日逃走○20円踏倒し凸立回り先:**町* 組又は**村* 組方面
国語解す ー6年7月20日逃走○
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ー6/08/06 豊高鮮秘第240号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 慶山郡 2ー歳 樺太
ー6/08/06 豊高鮮秘第240号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 23歳 樺太
16/08/06 豊高鮮秘第240号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 I:慶尚北道 慶山都 34歳 樺太
16/08/06 豊高鮮秘第239号 団体移住鮮人労務赴走手配解除
16/08/ll 豊高鮮秘第247号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 忠清北道 清州都 21歳 樺太
16/08/ー1 豊高鮮秘第247号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 忠清北道 清州都 25歳 樺太
ー6/08/ーー豊高鮮秘第247号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 忠清北道 清州都 27歳 樺太
ー6/08/1ー豊高鮮秘第247号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 忠清北道 清州郡 30歳 樺太
16/08/12 豊高鮮秘第274号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 達城郡 21歳 樺太
16/08/12 豊高鮮秘第274号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 慶山郡 24歳 樺太
16/08/12 豊高鮮秘第274号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 24歳 * * �"
16/08/12 豊高鮮秘第274号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 産山郡 27歳 樺太
16/08/14 豊高鮮秘第280号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚南道 蔚山都 25歳(T 6) 樺太
16/08′16 豊高鮮秘第283号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 金泉郡 24歳 樺太
16/087ー6 皇高鮮秘第285号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 金泉郡 24歳 樺太
16/08/16 豊高鮮秘第284号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 金泉都 29歳 樺太
16/08/ー6 豊高鮮秘第286号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 金泉郡 29歳 樺太
16/087ー8 豊高鮮秘第282号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 軍威郡 33歳 北海道
16/087ー8 豊高鮮秘第282号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 軍威郡 36歳 樺太
16/08/25 豊高鮮秘第288号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚南道 蔚山郡 20歳(T ーー) 樺太
16/08/26 豊高鮮秘第291号 団体移住鮮人労務赴走手配解除
ー6/08/26 豊高鮮秘第291号 団体移住鮮人労務赴走手配解除■
16′08/26 豊高鮮秘第29一号 団体移住鮮人労務赴走手配解除
16/08/28 豊高鮮秘第295号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 酒川部 31歳(M 44) 樺太
ー6/08/28 豊高鮮秘第295号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 さ四川 33歳 (M 42) 樺太
16/08/29 豊高鮮秘第297号 所在不明鮮人手配に関する件 京畿道 広洲郡 18歳 樺太
16/08/30 豊高鮮秘第301号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 昌寧都 21歳 樺太
16/08/30 豊高鮮秘第30一号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 昌寧郡 27歳 樺太
ー6/08/30 豊高鮮秘第30一号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 昌軍都 39歳 樺太
ー6/09/01 豊高鮮秘第302号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 蔚山郡 ー8歳 樺太
ー6/09/01 豊高鮮秘第304号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山部 21歳 樺太
ー6/09/0ー豊高鮮秘第304号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山都 22歳 樺太
16/09/0ー豊高鮮秘第304号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山都 23歳 樺太
ー6/09/01 豊高鮮秘第304号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山都 23歳 樺太
16/09/0ー豊高鮮秘第304号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山都 24歳 樺太
ー6/09/0ー豊高鮮秘第306号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清北道 鎮川部 24歳 樺太
16/09/01 豊高鮮秘第306号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清北道 横山都 25歳 樺太
16/09/01 豊高鮮秘第302号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 蔚山都 26歳 樺太
16/09/01 豊高鮮秘第304号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山部 26歳 樺太
16/09/0ー豊高鮮秘第304号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山都 28歳 樺太
ー6/09/0ー豊高鮮秘第306号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清北道 椀山都 28歳 樺太
ー6/09/0ー豊高鮮秘第306号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清北道 椀山都 30歳 樺太
16/09/01 豊高鮮秘第303号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 慶洲郡 32歳 樺太
16/09/01 豊高鮮秘第304号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 清道都 32歳 樺太
16/09/01 豊高鮮秘第306号 団休移住鮮人労務者逃走手配 忠清北道 鎮川部 33歳 樺太
16/09/01 豊高鮮秘第304号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山都 35歳 樺太
ー6/09/01 豊高鮮秘第306号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清北道 椀山都 36歳(光武十年) 樺太
ー6/09/01 豊高鮮秘第302号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 蔚山都 無記入 樺太
16/09/08 豊高鮮秘第一459号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 金泉郡 18歳 樺太
ー6/09/08 豊高鮮秘第1459号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 金泉都 25歳 樺太
16/09/08 豊高鮮秘第一459号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 金泉都 25歳 樺太
16/09/08 豊高鮮秘第1459号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 金泉郡 26歳 樺太
16/09/08 豊高鮮秘第一459号 団休移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 ■金泉都 34歳 樺太
16/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 成陽部 18歳 兵庫県
16/09/09 皇高鮮秘第318号 団休移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 成陽都 18歳 兵庫県
16/09/09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌部 20歳 兵庫県
16/09/09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅南道 羅州都 20歳 山梨県
16/09/09 豊高鮮秘事318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅南道 羅州都 20歳 東京
16/09/09 豊吉鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 奉化郡 2ー歳 新潟県
16/09/09 ■豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 奉化都 21歳 新潟県
16/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 成陽都 21歳 兵庫県
16/09/09 iK ササ* 318* 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌郡 21歳 兵庫県
16/09/09 豊高鮮秘第318号 ■団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 固城郭 2ー歳 兵庫県
16/09/09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 固城郭 21歳 兵庫県
16/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅南道 羅州都 21歳 東京
16′09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清北道 清州都 22歳 石川県
16/09/09 豊高鮮秘第318号 団休移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 山清郡 22歳 新潟県
16/09/09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 昌宰郡 22歳 兵庫県
16/09′09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 奉化郡 22歳 兵庫県
ー6/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 昌軍都 22歳 兵庫県
16/09/09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 昌軍部 22歳 兵庫県
16/09′09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌郡 22歳 兵庫県
16/09/09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 奉化都 23歳 新潟県
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国 吾解す 16年7月20日逃走0
国 吾解す 16年7月20日逃走b
国 吾解す 16年7月20日逃走b

16年7月25 B 手配､26日発見b前途を悔い本名帰寮したるb
無記入 16年7月24日逃走0負債17円70銭O
無記入 16年7月24日逃走0負債27円40銭b
無記入 16年7月24日逃走0負債22円70銭0
無記入 16年7月24 B 逃走b負債16円18銭0
無記入 16年8月3日逃走d会員番号***
無記入 16年8月3日逃走b会員番号***
無記入 16年8月3日逃走b会員番号* *
無記入 16年8月3El逃走b会員番号***
無記入 16年8月3日逃走O午前3時頃
無記入 16年8月16日逃走0会員章**号
無記入 16年8月17日逃走0会員章**号
無記入 16年8月17日逃走0会員章**号
無記入 ■ 16年8月17日逃走○会員章* 号
無記入 16年7月30日逃走0
無記入 16年7月30日逃走b
邦語半解 16年8月ー7日3時頃逃走○

16年8月24日発見0炭山* 組飯場に委託強制労働を実施し精神的訓練に質し動静視察中
16年8月24日発見0炭山耕組飯場に委託強制労働を実施し精神的訓練に質し動静視察中
16年8月24日発見0炭山**組飯場に委託強制労働を実施し精神的訓練に質し動静視察中

無 己入 16年8月3日午前2時逃走0
無記入 16年8月3日午前2時逃走O
内地語通ぜず 叔父からの捜索廠0所持金約5円8
国 吾解す 16年8月28日逃走凸**駅より上車､* ヘ
国 吾不解 16年8月28日逃走0
国 吾不解 16年8月28日逃走0
無記入 16年8月20日逃走○同僚に大泊に移住すると洩らしたることあり
平易な国語解す 16年8月24日午後9時頃逃走0会員章** 号
国語解す 16年8月24日午後9時頃逃走b会員章***号
平易な国語解す ー6年8月24日午後9時頃逃走○会員章** 号
国語解す 16年8月24日午後9時頃逃走0会員章***号
平易な国語解す 16年8月24日午後9時頃逃走b会員章** 号
無記入 16年8月ー8日午後3時逃走0
無記入 16年8月18日午後3時逃走b
無記入 16年8月27日午前9時頃逃走8
平易な国語解す ー6年8月24日午後9時頃逃走○会員章***号
平易な国語解す 16年8月24日午後9時頃逃走b会員章***号
無記入 16年8月18B 午後3時逃走0
無記入 16年8月18日午後3時逃走b
無記入 16年5月23日午後7時頃逃走b
無記入 16年7月29日午前8時頃逃走○
無記入 16年8月18日午後3時逃走b
無記入 16年7月29日午前8時頃逃走b
無記入 16年8月18日午後3時逃走0
無記入 16年8月27日午前9時頃逃走b
無記入 16年8月18日逃走0
無記入 16年8月16日逃走0
無記入 16年8月26日逃走b
無記入 16年8月ー8日逃走8
無記入 16年8片26日逃走b
無記入 16年6月12日逃走0
内地語精解す 16年6月16日逃走0
国語不解 16年6月23日逃走凸
無記入 16年7月5日午後2時逃走b
無記入 16年7月5日午後9時逃走0
無記入 ー6年7月4日逃走○
無記入 16年7月8日逃走○
無記入 16年6月15日逃走凸

国 吾を解せず 16年6月19日逃走○
国語解せず 16年6月23日逃走0

国語解せず 16年6月23日逃走○

無記入 16年6月23日午後11時頃逃走b

無記入 16年7月7日逃走○

国語解す ー6年6月23日逃走○

無記入 16年6月15白逃走b■

無記入 16年6月15日■逃走8

無記入 16年6月22 B 逃走○

国 吾解す 16年6月22 B 逃走○

国語を解せず 16年6月19■日逃走b
無記入 16年7月4■日逃走0
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16/09′09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 昌寧郡 23歳 兵庫県
16/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌都 23歳 兵庫県
16/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 園城郭 23歳 兵庫県
16/09′09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 奉化郡 24歳 新潟県
16/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 山清郡 24歳 兵庫県
16/09/09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 昌寧郡 25歳 兵庫県

16/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌郡 25歳 兵庫県
16/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶洲郡 26歳 石川県
16′09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 晋陽郡 27歳 兵庫県
16/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌部 27歳 一 兵庫県
16/09/09 豊高鮮秘第318号 田体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 奉化郡 28歳 新潟県
16/09/09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 奉化郡 28歳 新潟県
16/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅南道 羅州都 28歳 東京
16′09/09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌郡 29歳 新潟県
16/09/09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 山清郡 29歳 兵庫県

16/09/09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 奉化郡 3ー歳 新潟県
16′09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌郡 33歳 兵庫県
16/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌都 33歳 兵庫県
16/09′09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅南道 雲岩郡 33歳 東京

16/09/09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 固城郭 33歳 樺太
16′09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 山清郡 34歳 兵庫県
16′09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 山清郡 40歳 新潟県

16/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 金泉郡 43歳 秋田県
16/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 山清都 43歳 兵庫県
ー6/09/09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌郡 44歳 兵庫県
16/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚両道 居昌郡 不明 秋田県
ー6/09/09 豊高鮮秘第3ー8号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 昌寧郡 無記入 兵庫県
ー6/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 晋陽都 無記入 兵庫県

16/09/09 豊高鮮秘第318号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌都 無記入 兵庫県
ー6/09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 京畿道 利川部 20歳 樺太

16/09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅北道 井邑郡 21歳 樺太

16/09′23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅北道 井邑郡 21歳 樺太

16′09′23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅南道 井邑郡 21歳 樺太

16/09′23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 固城郭 21歳 樺太
16/09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 京畿道 利川部 21歳 樺太

ー6/09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山都 2ー歳 樺太
16/09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清南道 天安部 22歳 樺太

16/09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅北道 井邑郡 23歳 樺太
16/09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山都 23歳 樺太

16/09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅北道 井邑郡 24歳 樺太

16′09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅南道 務安部 24歳 樺太
16′09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚両道 昌寧都 26歳 樺太

16/09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 京畿道 広州郡 26歳 樺太
16/09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 蕃山都 31歳 樺太

16′09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 昌原郡 32歳 樺太
16/09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 京畿道 安城郡■ 32歳 樺太
16/09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清南道 大徳郡 33歳 樺太
16/09/23 豊高鮮秘第357号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅南道 漂陽都 35歳 樺太
16/09/24 豊高鮮秘第358号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 金泉都 21歳 樺太
ー6/09/24 豊高鮮秘第358号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 金泉都 25歳 樺太
16/09/24 豊高鮮秘第358号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 金泉郡 25歳 樺太
16/09/24 豊高鮮秘第358号 団体移住鮮人労務者逃走手配■ 慶尚北道 軍威郡 26歳 樺太
16/09/24 豊高鮮秘第358号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 金泉郡 26歳 樺太
16/09/24 豊高鮮秘第358号 団休移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 金泉郡 無記入 樺太
16/09/25 豊高鮮秘第364号 半島人の指名窃盗犯人逃走手配の件 慶尚北道 尚洲都 29歳 青森県
16/09/26 豊高鮮秘第366号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清北道 報患部 22歳 樺太
16/10/02 豊高鮮秘第371号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 高霊都 2ー歳 樺太
16/ー0/02 豊高鮮秘第37一号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 達城郭 23歳 樺太
16/10/02 豊高鮮秘第37一号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山都 23歳 樺太
16′10/02 豊高鮮秘第371号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 清道都 27歳 樺太
16/10/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山都 18歳 樺太
16′10/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 迎日都 ー8歳 樺太

16/ー0/1ー豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山都 19歳 樺太

16/10/ ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山都 20歳 樺太
16/10/ ll 豊高鮮秘第405号 団休移住鮮人労務者逃走手配 全羅北道 井邑郡 2ー歳 岩手県
16/10/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅北道 井邑郡 2ー歳 樺太
ー6′10/ 1ー豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 峡川部 21歳 樺太
16/10/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 峡川郡 2ー歳 樺太
16′10/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 峡川部 2ー歳 樺太
ー6/10/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山都 2ー歳 樺太
16/10/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 蕃山郡 21歳 樺太
16/ー0′11 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅北道 天安郡 22歳 樺太
16/ー0/ーー豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌郡 22歳 樺太
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無 入 ー6年6月ー5日逃走0
国 吾を解せず 16年6月19日逃走O
国 吾解せず 16年6月23日逃走b
無記入 16年7月8日逃走O
無記入 15年2月20日逃走8一時帰鮮証明書を取り戻すこと0
無記入 16年6月22日逃走O
国語を解せず 16年6月ー9日逃走0
無記入 16年7月7日逃走8
国語を解す 16年6月19日逃走b
国語不解 16年6月23日逃走0
無記入 16年7月5日逃走凸
無記入 16年7月8日逃走0
無記入 16年7月6日午後2時逃走O
国語不解 ー6年6月23日逃走○
無記入 15年2月20日逃走O一時帰鮮証明書を取り戻すこと0
無記入 16年7月6日逃走b
国 吾を解す 16年6月19日逃走O
国 吾を解す 16年6月19日逃走0
無 己入 16年7月1日午前9時逃走凸
国 吾解せず 16年7月25 B 逃走b
国 吾不解 16年6月23日逃走0
国 吾不解 16年6月23日逃走b
無記入 16年7月7日逃走凸
国 吾不解 16年6月23 a 逃走b
国 吾を解せず ー6年6月ー9日逃走0
無記入 16年7月7日逃走0会員章** 号
無記入 16年6月16日逃走b
国 吾を解す 16年6月19日逃走○
国 吾を解す ー6年6月ー9日逃走○
無記入 16年8月23 5 午後8時頃逃走0
国 吾解せず ー6年8月7日逃走
国 吾解せず ー6年8月7日逃走
国 吾解せず 16年9月2日逃走O
無記入 ー6年8月ー6日午後2時頃
無記入 16年8月23日午後8時頃逃走b
無記入 16年7月30日午後6時頃逃走○
無記入 16年9月1日逃走b
無記入 16年8月7日逃走
無記入 16年7月30日午後6時頃逃走0
無記入 16年8月7日逃走
無記入 16年8月23日午後9時頃逃走0
無記入 16年7月14日午後5時頃逃走0
無記入 16年8月23 B 午後8時頃逃走0
無記入 16年8月18日午後6時頃逃走B
国富吾に通ず 16年7月14日午後5時頃逃走○
無記入 16年8月23日午後8時頃逃走b
国語を解せず ー6年8月7日逃走
無記入 ー6年8月7日逃走
国語不解 16年6月4日逃走b
国語を解せず 16年6月4日逃走b
国 吾を解せず 16年6月4日逃走b
国 E)不解 16年6月4日逃走O
国 吾を解せず 16年6月4日逃走b
国吾を解せず 16年6月4日逃走O
内地語解す 16年8月18日午後2時頃､同僚から40円､時価40円の自転車を窃盗すb
国語を解す 16年8月26日逃走b
無記入 16年9月20日逃走8会員章***
無記入 16年9月20日逃走○会員章**
無記入 16年9月27日逃走8会員章*件*号
無記入 ー6年9月27日逃走○会員章** 号
国語不通 16年9月14日逃走b
国吾不通 16年9月14日逃走0
国語解す 16年9月14､日逃走○
国吾不通 16年9月ー4日逃走O
国語不解 16年9月5日逃走○
国語不解 16年9月5■日逃走○
無記入 16年9月10日逃走○

無記入 16年9月10■日逃走○

無記入 18年9月10白逃走○

国吾解す 16年9月14日逃走0

国吾不解 ■■ ,ー6年9月18日逃走○

国 S* fi? ー6年9月5日逃走○

無記入 16年9月8日逃走○
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16/ー0/1ー豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清南道 燕岐郡 22歳 樺太
16/ー0/1ー豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清南道 燕岐都 22歳 樺太

16/ー0/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 峡川部 23歳 樺太
16/ー0/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 峡川部 23歳 樺太

16/ー0/ー1 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清南道 論山都 23歳 樺太

16/107ー1 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山都 25歳 樺太

16/107ー1 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 峡川部 26歳 樺太

16/107ー1 豊嵩鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌郡 27歳 樺太

16/10/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌郡 27歳 樺太

16/10/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶山都 27歳 樺太

ー6/10/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌郡 28歳 樺太`

ー6/10/1ー豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 達城郡 28歳 樺太

ー6/ー0/1ー豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 星州都 28歳 樺太

16/ー0/1ー豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 聞慶郡 28歳 樺太

16/ー0/1ー豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅北道 井邑郡 29歳 樺太

ー6/10/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清南道 燕岐郡 29歳 樺太

ー6/10/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清北道 永同郡 30歳 樺太

16/10/ll 豊高鮮秘第405号 団休移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌都 31歳 樺太
ー6/10′11 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 峡川部 33歳 樺太
16/ー0/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 産山郡 33歳 樺太

16/ー0/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 峡川部 34歳 樺太
16/ー0/ー1 豊富鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 峡川部 36歳 樺太

16/ー0/ll 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清南道 燕岐郡 36歳 樺太

16/ー0′11 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅南道 済州島部 37歳 樺太

16/10′11 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清北道 棟山都 無記入 樺太

16/107ー1 豊高鮮秘第405号 団体移住鮮人労務者逃走手配 忠清南道 論山都 無記入 樺太

16/ー0/ー3 豊高鮮秘第408号 脱船鮮人船員手配に関する件 黄海道 投棄郡 15歳 兵庫県

16/ー0/ー3 豊高鮮秘第409号 脱船朝鮮人船員手配に関する件 全羅南道 済州島 24歳
樺太(行き
先)

16/10/18 豊高鮮秘第413号 所在捜査に関する件 慶尚北道 義城郡 17歳 樺太
16/10′22 豊高鮮秘第416号 団体移住鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 22歳(T 9) E!｣ 3

ー6/ー0/22 豊高鮮秘第4ー6号 団体移住鮮人労務者逃走手配に関する件 慶尚北道 慶山都 27歳(T4 ) 樺太
ー6/ー0′28 豊高鮮秘第428号 団体移住朝鮮人赴走手配 慶尚南道 昌原郡 21歳 樺太
ー6/10/28 圭高鮮秘第428号 団体移住朝鮮人赴走手配 全羅南道 戚平郡 25歳 東京
16′10/28 豊高鮮秘第428号 団体移住朝鮮人赴走手配 慶尚南道 昌原都 27歳 樺太
16/ー0/28 圭高鮮秘第428号 団体移住朝鮮人赴走手配 不明 不明 30歳 樺太
16/10/28 豊高鮮秘第428号 団体移住朝鮮人赴走手配 慶尚北道 永川部 39歳 樺太
16/ll/12 豊高鮮秘第44一号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 蔚山郡 ー7歳 樺太
16/ll/12 豊高鮮秘第441号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 蔚山都 22歳 樺太
ー6/1ー/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 成陽郡 17歳 兵庫県
ー6/ーー′15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 昌寧郡 19歳 岩手県
16/11′15 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 戚陽郡 19歳 樺太
16/11′ー5 豊高鮮秘第469号 団休移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 峡川郡 19歳 兵庫県
16/117ー5 豊高鮮秘第472号 団休移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 戚陽郡 ー9歳 兵庫県
16/1ー/15 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 峡川部 20歳 岩手県
16/1ー/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 昌寧郡 20歳 岩手県
16/1ー/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 山清郡 20歳 岩手県
16/117ー5 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 山清都 20歳 岩手県
16/ーー/ー5 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 成安部 20歳 岩手県
ー6/ー1/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 南海部 20歳 兵庫県
ー6/ll/ー5 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 戚陽都 20歳 岩手県
16/1ー/ー5 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 成陽郡 20歳 岩手県
16/117ー5 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 河東郡 20歳 岩手県
16/ ll/15 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南進 峡川部 20歳 兵庫県
16/ll/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 戚陽部 20歳 兵庫県
16/ll/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 南海部 20歳 山梨県
16/ll/15 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 山清郡 2ー歳 岩手県
16′11/ー5 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 成陽郡 2ー歳 岩手県
16/ 1ー/15 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 蕃山都 2ー歳 岩手県
16/1ー/15 豊高鮮秘事469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅南道 光山都 2ー歳 樺太
ー6/1ー′15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 南海部 21歳 兵庫県
ー6/ll/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 昌寧那 22歳 岩手県
16/ll/15 皇高鮮秘第472号 周体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 威陽都 22歳 岩手県
16/ll/15 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅南道 宝城郭 22歳 樺太
16′11/15 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 成安部 22歳 新潟県
16/ll/15 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 峡川部 22歳 兵庫県
16/ll/15 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 峡川部 22歳 兵庫県
ー6′1ー′15 皇高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 威陽郡 23歳 岩手県
16/1ー/ー5 豊高鮮秘事470号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 慶洲郡 23歳 樺太

16/ll/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 固城郡 23歳 新潟県
ー6/ll/15 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 成安部 23歳 新潟県
ー6/1ー/ー5 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 山清都 23歳 兵庫県
16/ll/ー5 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 山清都 24歳 岩手県
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国 吾解す 16年8月23日逃走○
国 吾解せず ー6年8月23日逃走0
無記入 16年9月10日逃走0
無記入 16年9月10日逃走0
国 吾を解せず 16年9月18日逃走0
国 吾不通 16年9月ー4日逃走○
無記入 ー6年9月ー0日逃走○
無記入 16年9月8日逃走○
無記入 16年9月8日逃走0
国語不解 16年9月14日逃走0
無記入 ー6年9月8日逃走0
●
国 吾不解 16年9月ー8日逃走○
国 苦不解 16年9月ー8日逃走b
国 吾不解 ー6年9月ー8日逃走○
無 入 16年9月5日逃走0
無記入 16年8月23日逃走○
国語不解 16年9月14日逃走O
無記入 16年9月8日逃走0
蘇 入 16年9月10日逃走b
国 吾不通 16年9月14日逃走b
無 入 16年9月10日逃走○
無 入 16年9月10日逃走0
無 入 16年9月18日逃走O
国 吾不解 16年9月5月逃走0
無記入 16年8月23日逃走O
無記入 16年9月18日逃走b
内地語に通す 16年9月8 日逃走0東京港で映画を見るといつて下船し､逃走8

無記入 16年9月一日逃走○神戸市で映画を見るといつて下船○所持金30円くらい○

無記入 16年9月18日､実父の現金500円を持つて､東京又は大阪方面に出奔0

平易なる国語を解す 16年10月16 H 逃走0
国 吾堪能 16年10月16日逃走b
秦 入 19年9月20日逃走0
無記入 16年9月29日逃走0
無記入 19年9月20日逃走O
無記入 16年9月23日逃走b
無 入 19年9月20日逃走こ
-無記入 16年10月19日午後7時逃走○友人A ▼B が斤幌及真縫方面造林において就労中の模様○両名を迎え逃走せるか

無記入 16年10月19日午後8時逃走b友人A .B が斤幌及度縫方面造林において就労中の模様0両名を迎え逃走せるか

無 己入 16年9月5日逃走0
内地語解す 16年9月19日午前11時頃逃走i
無記入 16年8月3日逃走d
無記入 16年8月1日逃走0
無記入 16年9月5日逃走○
国 吾解す 16年9月9日午前0時20分頃逃走○
内地語解す 16年9月19日午前11時頃逃走凸
国吾不解 16年9月19日午前3時頃逃走b
国 吾不解 16年9月19日午前3時頃逃走○
国吾不解 16年9月ー9E]午前1時頃逃走凸
無記入 16年6月3日逃走○
無記入 16年8月5日逃走○
無記入 16年8月5日逃走b
無記入 ■ 16年8月6日逃走0
無記入 16年8月一日逃走○
無記入 ー6年9月5日逃走○
内地語巧みなり 16年9月20日午前5時から午前8時の間に逃走○
国語不解 16年9月8日午後8時逃走O
内地語解す 16年9月10 B 午前2時30分頃逃走b
無記入 16年9月8日午後8時逃走b
無記入 16年9月28日逃走d
無記入 16年7月ー7日逃走○
内地語解す ー6年9月19日午前11時頃逃走○
国語を解す 16年9月16日午後6時頃逃走b
無記入 16年9月6日逃走b
無記入 16年9月3日午前10時頃逃走b
無記入 16年8月1日逃走0

無記入 16年8月■ーEl逃走凸
国語不解 16年9月19日午前2時頃逃走8
国語解せず 16年9月3日午前1一時頃逃走○

無記入 16年9月27 B 午前5時30分頃逃走○

無記入 16年9月3日午前10時頃逃走0

無記入 16年8月1日午前8時逃走0妻子4名で逃走(長女)

国語精解す 16年9月ー9E]午前2時頃逃走0
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16/1ー/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 成陽郡 24歳 岩手県

16/ー1/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 昌寧郡 24歳 岩手県

ー6/ー1/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 成陽郡 25歳 岩手県

ー6/ー1/ー5 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 南海部 25歳 兵庫県

ー6/1ー/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 固城郡 25歳 樺太

16/ーー/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 園城郭 25歳 新潟県

16/ーー/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌郡 26歳 秋田県

16/ーー/15 豊高鮮秘第472号 団休移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 山清郡 26歳 岩手県

16/ー1/15 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 河東郡 26歳 岩手県

ー6/ー1/15 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 成安部 26歳 新潟県

16/ー1/ー5 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 山清郡 26j｣ 兵庫県

ー6/ll/ー5 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 圃城郡 26歳 和歌山県

ー6/ll/ー5 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 昌寧郡 27歳 岩手県

ー6/1ー/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅南道 長興部 27歳 釜山

ー6/ーー′ー5 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 南海部 27歳 兵庫県

16/1ー/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚両道 南海部 28歳 兵庫県

16/ll/15 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 成陽郡 28歳 岩手県

16/ll/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 昌箪都 29歳 岩手県

16/1ー/ー5 豊高鮮秘第470号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 蔚山郡 29歳 樺太

ー6/ーー/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 南海部 29歳 兵庫県

16/ll/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 居昌都 30歳 秋田県

ー6/ll/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 南海部 31歳 兵庫県

16/1ー/15 豊高鮮秘第472号 団休移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 南海部 31歳 兵庫県

16/ ll/ー5 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 南海部 32歳 兵庫県

ー6/ーー/ー5 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 全羅南道 長興部 33歳 釜山

18′ー1/15 豊高鮮秘第472号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 南海郡 35歳 兵庫県

16/ ll/15 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 固城郭 35歳 岩手県

ー6/ll/ー5 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 成安部 36歳 新潟県

ー6/ー1/ー5 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 河東都 37歳 岩手県

ー6/1ー′ー5 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 山清郡 37歳 兵庫県

16/ 117ー5 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 昌原都 40歳 岩手県

16/ 117ー5 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚両道 成陽郡 無記入 岩手県

16/ー1/15 豊高鮮秘第469号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 山清部 無記入 兵庫県
16/ー1/22 豊高鮮秘第4B0号 団体鮮人労務者逃走手配の件 忠清北道 清州都 無記入 樺太

16/ 1ー/7 豊高鮮秘第436号 朝鮮人労務者逃走手配の件 忠清北道 報患部 22歳 樺太
ー6/12/02 豊高鮮秘第486号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚北道 慶洲郡 19歳 樺太
16/ー2/02 豊高鮮秘第486号 ■団体移住鮮人労務者逃走手配P 慶尚南道 蔚山郡 21歳 樺太
16/ー2/02 豊高鮮秘第486号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 蔚山都 21歳 樺太
16/ー2/02 豊高鮮秘第486号 団体移住鮮人労務者逃走手配 慶尚南道 蔚山都 22歳 樺太

16/ 12/03 豊高鮮秘第488号 朝鮮人の書家出手配方の件 慶尚南道 圃城郭 2ー歳 森県

16/12/03 豊高鮮秘第487号 東亜聯盟協会より依頼状郵送に関する件 慶尚北道

慶尚北道

金泉都

軍威郡

無記入

30歳

京都

乗組員
16/12/03 豊協第708号 貧困者調査の件
16/ー2/05 豊高鮮秘第492号 脱尾逃走不良朝鮮人手配の件
16/12/08 豊高外秘第2一号 募集移住朝鮮人労働者逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 ー9歳(T 12) 樺太
16/12/08 豊高外秘第2一号 募集移住朝鮮人労働者逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 22歳(T9) 樺太
ー6/12/08 豊高外秘第21号 募集移住朝鮮人労働者逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 23歳(T 8) 樺太
ー6/12/08 豊高外秘第21号 募集移住朝鮮人労働者逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 24歳(T 7 ) 樺太
ー6/ー2/08 豊高外秘第2一号 募集移住朝鮮人労働者逃走手配の件 慶尚北道 慶山都 25歳(T 6) 樺太
16/12/08 豊高外秘第21号 募集移住朝鮮人労働者逃走手配の件 慶尚北道 星州都 26歳(T 5) 樺太
16/12/ll 豊高鮮秘第498号 団体移住鮮人労務者逃走手配の件 慶尚北道 迎日郡 22歳 樺太
16/12/15 豊高鮮秘第526号 要注意鮮人手配に関する件 成鏡北道 茂山都 35歳 成鏡北道

16/12′17 豊吉鮮秘第527号 ｢結諸兄弟相互会J結成に関する件 無記入

平安南道

無記入

江西都

48歳

ー9歳

樺太

16/12/18 豊高鮮秘第529号 鮮人用視察仁名簿削除方の件 判読不能
16/12/30 豊高鮮秘第560号 不正渡航者に関する件 不定
判読不能 判読不能 団体移住鮮人労働者赴走手配方の件 判読不能 判読不能 26歳(T 5) 樺太
判読不能 判読不能 団体移住鮮人労働者赴走手配方の件 忠清南道 燕岐郡 27歳(T 4) 樺太
判読不能 判読不能 団体移住鮮人労働者姓走手配方の件 忠清南道 薬岐郡 30歳(T 1) 樺太

138 -



国語不解 16年9月19日午前2時頃逃走凸
内地語解す 16年9月10日午前2時30分頃逃走b
国 吾を解す 16年9月21日午前3時頃逃走凸
無 己入 16年6月5日逃走b
無記入 16年9月27日午前7時30分頃逃走b
無記入 ー6年9月26日午前2時30分頃逃走○
国 吾不解 16年9月20日午前5時から午前8時の間に逃走b

国 吾精解す 16年9月19日午前2時頃逃走0
蘇 己入 16年8月4 日逃走○
無 己入 16年9月3 日午前10時頃逃走8
蘇 己入 16年8月1日午前8時逃走○妻子4名で逃走(妻)

国 吾解せず 16年9月5 日逃走O
蘇 己入 16年9月16日午後6時頃逃走8
蘇 己入 16年9月20日午前5時から午前8時の間に逃走0所持金30円
国語不解 16年8月15 B 逃走0
無 己入 16年8月5日逃走0
無 己入 ー6年8月5日逃走○
無 己入 16年9月17日午前4時頃逃走O
国語解せず ー6年9月3日午前11時頃逃走○現金50円所持
無 己入 16年9月2日逃走8
無 己入 16年9月20日午前5暗から午前8時の間に逃走0
無記入 16年8月ー6El逃走0
無記入 16年9月2日逃走0
無記入 16年9月5日逃走O
無 己入 16年9月20日午前5暗から午前8時の間に逃走0
無 己入 16年7月ー6日逃走b
稀内地語解す○ 16年9月9日午前2時頃逃走0
無記入 16年11月4日逃走O
無記入 16年8月4El逃走O
無記入 16年8月1日午前8時逃走O妻子4名で逃走(夫)
内地語巧みなり 16年9月9日午前2時頃逃走0
国 吾解す 16年9月9日午前0時20分頃逃走0
無記入 16年8月1日午前8時逃走O妻子4名で逃走(次男)
内地語巧みなり 16年11月2日逃走b
国語を解す 16年8月26日逃走b
内地語を解す 16年ー1月ー8日午前2時頃逃走○
無記入 16年11月18日午前2時頃逃走○
無記入 16年11月19日午後11時頃逃走8
無記入 16年11月18日午前2時頃逃走0
無記入 16年ー0月25日家出○出稼ぎ中に現金400円貯金20円を持つて､慶尚南道出身某と駆落ちする○

無記入 朝鮮人解放運動を企画､管下協和会大会などにも郵便を送つてこないか注意せよ○
会員にして救護救療を要すると認めるものを調査し報告する旨､協会会長より通牒○

無記入 16年11月25日､尾行中に所在不明となるb
無記入 ー6年ー一月24 日午後2時買い物に行くと称し､逃走○負債85円
無記入 16年11月24 日午後2時買い物に行くと称し､逃走0負債45円
無記入 16年11月24 B 午後2時買い物に行くと称し､逃走b負債45円
無記入 16年11月24日午後2時買い物に行くと称し､逃走O負債45円
無記入 16年11月24 日午後2時買い物に行くと称し､逃走0負債45円
無記入 16年11月24日午後2時買い物に行くと称し､逃走8負債45円0所持金200円位
無記入 16年11月15日逃走0
無記入

無記入
朝鮮人の自主的団体の結成の裏には何者かの趣意となるところがあるので､解体させ動向及び裏面策動に対する視察
と取締りをしなさい○

無記入 父病気のため再渡航できなくなつたので､名簿削除するよう0
無記入 鉱業所(樺太)に居住する兄に頼み､■時帰鮮証明書を手に入れ､不正に渡航しようとした○
国語解せず
無記入
無記入
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